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xv 

はじめに 

『NovaNET ユーザ ガイドとテクニカル リファレンス』は、NovaNET のあらゆ

る高度な機能を効率的に使用するために必要な全情報を提供します。ただし、

NovaNET をインストールするには、『NovaNET インストール ガイド』を参照

してください。『NovaNET インストール ガイド』には、システム要件や順を

追っての指示が記載されています。 

NovaNET のドキュメント 

NovaNET には、ユーザが NovaNET をインストールし、NovaNET の全機能とオプ

ションを使用できるように、以下のドキュメントが同梱されています。 

メモ  以下のセクションにおいて、<dir> は win (Windows)、dos (DOS)、lin 
(Linux)、および net (NetWare) など、NovaNET CD-ROM 上のプラットフォーム

固有のディレクトリを表しています。 

メモ  以下の各セクションにおいて、<lng> は それぞれ eng (英語)、fre (フランス

語)、ger (ドイツ語)、ita (イタリア語)、jpn (日本語)、または spa (スペイン語) を
表しています。 

印刷可能ドキュメント 

NovaNET CD-ROM の /doc/<lng>/acrobat ディレクトリには、以下の印刷可能ド

キュメントが含まれています。 

• 『NovaNET のインストール ガイド』(install.pdf): 対応するプラットフォーム

ごとのインストール情報です。 

• 『NovaNET ユーザ ガイドとテクニカル リファレンス』(usersgd.pdf): 
NovaNET の構成と使用に関する情報です。 
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• 『NovaNET エラー コード リファレンス』(errcodes.pdf): NovaNET の全エ

ラー コードと可能な復旧処置の一覧です。 

• 『NovaNET 付録』(addendum.pdf): 追加機能についての情報です (英語表記

のみ)。 

メモ  これらのドキュメントは、NovaNET の ウェブ サイトからダウンロードす

ることもできます。 

これらのドキュメントの追加コピーが必要な場合は、PDF ファイルを印刷する

ことができます。各ファイルは片面印刷で、バインダーに閉じるためのマージン

が設定されています。このドキュメントとの一貫性を保つために、ページ番号、

ページのレイアウト、目次、および索引はこのドキュメントと同じです (ただし、

PDF ファイルには向かい合わせのページや偶数/奇数のヘッダがありません)。 

これらのドキュメントの表示や印刷を行うには、Adobe Acrobat Reader (バージョ

ン 4.0 以上) をお使いの Windows または X Window (Linux/FreeBSD) マシンにイン

ストールする必要があります。インストールされていない場合は、Adobe 
Acrobat Reader のウェブサイト  

http://www.adobe.com/products/acrobat/readstep2.html からインストールできます。 

 

メモ  Adobe Acrobat Reader には、DOS または NetWare システム用のバージョン

は提供されていません。したがって、Windows または X Windows 
(Linux/FreeBSD) システム以外では、 NovaNET のドキュメントの表示や印刷がで

きません。 

ドキュメントを印刷するには、Adobe Acrobat Reader を使用して該当するファイ

ルを開いてください。[ファイル] メニューから [ページ設定] を選択し、プリン

タの正しいオプションを設定します。ご使用のプリンタがサポートしている場合

は、[最大印刷領域] オプションを選択します。その後で、[ファイル] メニューか

ら [印刷...] を選択し、そのドキュメントを印刷します。 

(このドキュメントの追加の印刷製本版を購入することもできます。詳細につい

ては、以下に記載された電話番号にお問い合わせください。) 
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リリース ノート 

リリース ノートはサービス パックごとに含まれています。NovaNET をインス

トールする前に、リリース ノートを読んで印刷し、追加情報を確認しておいて

ください。リリース ノートは、プラットフォームにもよりますが、HTML 
(/<dir>/read_<lng>.htm) 形式およびテキスト (/<dir>/read_<lng>.txt) 形式の両方

で用意されています。NovaNET CD-ROM のご使用のプラットフォームに対応し

たディレクトリからリリース ノートにアクセスしてください。 

オンライン ヘルプ 

Windows 
NovaNET の使用中にオンライン ヘルプを利用するには、[ヘルプ] メニューから 
[トピックの検索] を選択します。 

NovaNET の使用中にコンテキスト ヘルプを利用するには、次のいずれかを実行

します。 

• [ヘルプ] ボタンをクリックし、ヘルプを表示するオブジェクトの部分をク

リックする。 

• オブジェクトを右クリックし、[これは何ですか] を選択する。 

• Tab キーを使って、NovaNET のウィンドウ内の領域を選択して、F1 キーを

押す。 

Windows 以外 

F1 キーを押せば、ほとんどの NovaNET 画面からオンライン ヘルプにアクセス

できます。 

HTML ヘルプ 

オンライン ヘルプ システムの HTML ヘルプ バージョンをインストールできま

す。HTML ヘルプには、ウェブ ブラウザを使用してアクセスできます。

NovaNET からは HTML ヘルプ トピックにアクセスできませんので、注意してく

ださい。 

メモ  HTML ヘルプ システムを NovaNET ウェブ サイトからダウンロードするこ

ともできます。 

HTML ヘルプをインストールするには以下のいずれかを行ってください。 

 
[ヘルプ]  

ボタン 
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• Windows の場合: NovaNET CD-ROM の \doc\<lng>\htmlhelp サブディレク

トリから htmlhelp.zip をコピーする。WinZip または別のファイル抽出用ソ

フトウェアを使用して、コンピュータ上にファイルを展開します。 

• X Window (Linux/FreeBSD) の場合: NovaNET CD-ROM の 
\doc\<lng>\htmlhelp サブディレクトリから htmlhelp.tgz をコピーする。

tar\gzip または別のファイル抽出用ソフトウェアを使用して、コンピュータ

上にファイルを展開します。 

メモ  HTML ヘルプ システムには Java Plug-in が必要です。Internet Explorer の
ユーザは Java Plug-in を有効にする必要があります。Netscape では、Java Plug-in 
がインストールされていない場合は、インストールするよう画面で指示されます。 

メモ  X Window (Linux/FreeBSD) コンピュータには、Netscape v6.x をお勧めしま

す。 

HTML ヘルプを起動するには、ブラウザを使用して index.htm. を開いてください。 

カスタマ サポート 

NovaNET のカスタマ サポートは以下の 3 つの方法のいずれかで受けることがで

きます。 

• www.NovaStor.com にある当社のウェブ サイトにアクセスし、オンライン 
カスタマ サポート フォームに記入してください。(クィック接続をするには、

[ヘルプ] メニューから [ウェブ ページ] を選択してください。) 

• (805) 579-6710 にファックスでご連絡ください。 

• (805) 579-6700 に電話でご連絡ください。当社のカスタマ サポートの営業時

間内に、www.NovaStor.com にある当社のウェブ サイトをご覧ください。 
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第 1 章 — NovaNET の概要 

NovaNET では、ネットワーク ファイル サーバやワークステーション上のデータ

を保護するために、パワフルで、コスト効率が高く、簡単に使える管理ツールが

用意されています。また、ネットワークでのデータのバックアップや回復を可能

にする機能や、包括的なバックアップ プランを管理する機能がユーザに提供さ

れます。 

完全なネットワーク バックアップ システムは、物理的な周辺機器、ストレージ

管理データベース、およびバックアップ管理プログラムの 3 つの部分から構成さ

れます。 

物理周辺機器 

NovaNET は、お使いのコンピュータ ネットワークで動作します。ネットワーク

はワークステーションやファイル サーバが相互に接続し、さまざまなユーザが

共同でプロジェクトを組んだり、共通ファイルで作業したりできるようにします。

また、ユーザ同士で、ディスク ドライブ、プリンタ、ファックス マシン、モデ

ムなどの周辺機器を共有することも可能になります。ネットワークで周辺機器を

共有すると、複数のワークステーションで単一の周辺機器を使用できるため、経

済的にも意味があります。テープやその他のメディアにファイルをバックアップ、

コピーするテープ ドライブなどのバックアップ デバイスも共有することが可能

です。 

バックアップ デバイスやテープ ドライブの共有は、業務的にも経済的にも意味

があることです。ネットワーク上の共有バックアップ デバイスでは、各ワーク

ステーションを個別にバックアップするのではなく、ネットワーク上のワークス

テーションやファイル サーバをすべてバックアップできます。これによってコ

ストが削減できるのに加え、ネットワークのバックアップ作業を集中化できます。

また、ネットワーク管理者などの 1 人のユーザに、ネットワーク上の全ファイル 
サーバやワークステーションのバックアップ業務を割り当てることができます。 

 

バックアップ 
デバイスの 
LAN におけ

る設置場所の

詳細について

は、「第 10 
章 ― ヒン

ト、テクニッ

ク、および方

法」の「ジョ

ブを高速に実

行する方法」

を参照してく

ださい。 
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バックアップ デバイスはネットワ

ーク上で共有できるため、すべて

のワークステーションまたはファ

イル サーバでバックアップ デバイ

スを表示できます。  

 

ネットワーク上のバックアップ デバイスやテープ ドライブを共有すると、経済

的にも業務的にも意味がありますが、次のような問題もあります。 

• まずセキュリティの問題があります。大部分のネットワークではセキュリ

ティ システムが十分に考慮されており、不正なユーザが、取扱いに注意を

要するデータや機密データにアクセスできないようになっています。しか

し保護対策が取られていない場合、このようなファイルがいったんテープ

や他のメディアにバックアップされると、メディアを物理的に所有してい

るユーザなら誰でもそのファイルにアクセスできます。物理的に安全な場

所にメディアを保管することも可能ですが、完全なネットワーク バック

アップ システムでは、不正にデータを参照しようとするユーザは、機密

データや極秘データにはアクセスできません。 

• 次に、バックアップされたファイルの場所をトラッキングすることは、さ

らに大きな問題です。ユーザが 1 人であれば、何枚ものディスクを手動で

検索して、フロッピー ディスクにバックアップされたファイルを見つける

ことも可能ですが、この方法は大規模なネットワークでは役に立ちません。

過去数週間あるいは数ヶ月の間に作成されたテープの数は数百本になり、

そこにバックアップされたファイルの数は、数十万個になることがありま

す。そのため、適切なソフトウェアがないと、特定のファイルを見つける

のは不可能かもしれません。 
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ストレージ管理データベース 

NovaNET では、ストレージ管理データベースを作成、管理して、セキュリティ

とファイルのトラッキングの問題を解決しています。NovaNET データベースで

は、各テープやその他のメディアと、テープ上の各ファイルがトラッキングされ

ます。ストレージ管理データベースには、各テープの詳細な情報が含まれていま

す。たとえば、テープについては作成日と作成者、テープ上のファイルについて

はバックアップ日やファイルが保存されたテープなどの情報です。これはテープ

以外のメディアでも同様です。 

ストレージ管理データベースは、セキュリティの複雑化という問題にも対応して

います。データベースには、どのユーザがどのファイルを使用したり表示できる

かについての情報も含まれます。ストレージ管理データベースでは、不正なユー

ザが、セキュリティ認証を持たないファイルにアクセスするのを防止することが

できます。また、各ユーザがトラッキングされ、バックアップ メディアに保存

されたファイルには、認証ユーザしかアクセスできないようにします。 
 

データベースはジョブ

とメディアをトラッキ

ングします。 

そして、ユーザのデータ

ベース オブジェクトに

対する権限をコントロー

ルすることによって、セ

キュリティを取り扱いま

す。

 

詳細につい

ては､「第 10 
章 ― ヒン

ト、テク

ニック、お

よび方法」

の「スト

レージ管理

データベー

スの管理」

を参照して

ください｡ 
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バックアップ管理プログラム 

バックアップ メディアにファイルを書き込み、ストレージ管理データベースを

管理するには、NovaNET などのアプリケーション プログラムが必要です。

NovaNET の 2 つの最も重要な機能は、ストレージ管理データベースの管理、お

よびジョブの作成と実行です。NovaNET は、ストレージ管理データベースを管

理してファイルをトラッキングし、セキュリティを保証します。また NovaNET 
でジョブを作成、実行します。ジョブには、バックアップ ジョブや回復ジョブ

などがあり、テープ ドライブなどのバックアップ デバイスと、ファイル サーバ

やワークステーションの間でファイルが転送されます。 

ストレージ管理データベースの管理 

NovaNET がパワフルで実用的である理由の大部分は、ストレージ管理データ

ベースの広範な管理機能のためです。データベースの概念で重要なものは、オブ

ジェクト、プロパティ、およびストレージ管理ゾーンの 3 つです。 

オブジェクト 

ストレージ管理データベースは、オブジェクトに関する情報を収集し、構成し

ます。オブジェクトとは、NovaNET がデータを保存するために必要なファイル

やマシン、テープ、ユーザなどです。たとえば NovaNET がデータベースでト

ラッキングするオブジェクトには、テープ、テープ ドライブ、ネットワーク 
サーバ、ファイル、バックアップ ジョブ、ユーザなどがあります。 

内部に別のオブジェクトを含むオブジェクトは、コンテナと呼びます。最も単

純なコンテナの例はフォルダです。フォルダ内部には、コンテナ以外のオブジェ

クトであるジョブやファイル、コンテナ オブジェクトである別のフォルダなど、

さまざまな別のオブジェクトが含まれています。 
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コンテナ オブジェク

トは、中にその他の

オブジェクトを含み

ます。 

これらには、他のオ

ブジェクト (ジョブ

やメディア) と他の

コンテナ (ジョブ フ

ォルダなど)を含みま

す。 

 

プロパティ 

NovaNET のデータベースに保存されている各オブジェクトに関する情報を、プ

ロパティと呼びます。各オブジェクトのプロパティには、オブジェクトの種類、

使用権限を持つユーザ、他のオブジェクトとの関係など、オブジェクトに関する

重要な情報が含まれています。 

たとえば個々のバックアップ テープは、NovaNET データベースのオブジェクト

です。ストレージ管理データベースに保存されたテープのプロパティには、テー

プ名、テープの作成日、テープの使用権限を持つユーザ、テープの削除可否など

が含まれます。 

プロパティ 
シートの詳

細について

は、「第 12 
章 ― オブ

ジェクトと

プロパティ 
リファレン

ス」を参照

してくださ

い。 
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バックアップ ジョ

ブのこのプロパテ

ィ シートなど、プ

ロパティ シートを

使用して、オブジ

ェクトのプロパテ

ィを設定、変更、

および表示しま

す。 

 

NovaNET のオブジェクトとプロパティを使った作業は簡単です。NovaNET 使用

時は主にオブジェクトとプロパティで作業しますが、オブジェクトやプロパティ

についての深い知識は必要ありません。Windows エクスプローラの使い方を

知っていれば、すでに NovaNET の使用に必要な知識はほとんど持っていること

になります。 

ストレージ管理ゾーン 

NovaNET のデータベースは 1 つとは限りません。大規模なネットワークでは、

複数のストレージ管理データベースを設置して、それぞれのストレージのニーズ

に対応した方が便利なことがあります。たとえば、1 つのネットワーク上で、

ワーク グループや部門ごとに別々のデータベースを設置する場合などです。 

ネットワークに複数の NovaNET データベースがある場合、NovaNET へのログオ

ン時に、ストレージ管理ゾーンを選択して、使用するデータベースを選択しま

す。ストレージ管理ゾーンの選択は、単に使用するデータベースを選択する方法

です。 

各 NovaNET ストレージ管理ゾーンは、NovaNET 管理者によって管理されます。

管理下のストレージ管理ゾーンにあるファイルのセキュリティと整合性の管理は、

NovaNET 管理者の仕事です。 
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ストレージ管理ゾーンとセキュリティ 

ストレージ管理ゾーンは、ネットワーク セキュリティを保証する場合にも役立

ちます。NovaNET はストレージ管理ゾーンを使用して、2 つの方法でセキュリ

ティを促進します。第 1 に、ユーザは 1 度に複数のストレージ管理ゾーンで作業

できません。第 2 に、ファイル サーバやワークステーションは、1 つのストレー

ジ管理ゾーンのメンバーにしかなれません。 

マシン、ユーザ、ストレージ管理ゾーンについては、次の点にも注意してくださ

い。 

• ワークステーションやファイル サーバ (マシン コンテナと呼びます) は、1 
つのストレージ管理ゾーンのメンバーにしかなれません。これらのマシンは 
1 つのデータベースに属するので、そのマシンで使用されているディスク ド
ライブやバックアップ デバイスなどの周辺機器も、1 つのストレージ管理

データベースだけに属します。 

• あるストレージ管理ゾーンで作成されたテープやその他のメディアは、特殊

な手順に従わない限り、別のストレージ管理ゾーンで使用することはできま

せん。これによって不正アクセスを防止し、ファイルやデータを保護します。 

• 各ストレージ管理ゾーンには、テープ ドライブなどのバックアップ デバイ

スが少なくとも 1 つ存在する必要があります。バックアップ デバイスも 1 
つのストレージ管理ゾーンにしか属することができません。つまり、複数の

ゾーンで共有することはできません。(ただし、1 つのストレージ管理ゾーン

で複数のバックアップ デバイスを持つことは可能です。) 

• ユーザは 1 台のワークステーションから、自分のワークステーションが属す

るゾーン以外の別のストレージ管理ゾーンで作業することもできます。これ

は、自分のワークステーションが属するゾーンに加え、別のストレージ管理

ゾーンのジョブもリモート管理できることを意味します。ただし、同時に複

数のストレージ管理ゾーンで作業することはできません。 

• 自分のマシンが属するストレージ管理ゾーン以外に加え、それ以外のゾーン

でも他のマシンから作業できます。ただし、マシンやそのマシンのドライブ、

周辺機器やそのデータは、常に単一のストレージ管理ゾーンに存在します。

これにより、複数のストレージ管理ゾーンでデータが不正に共有されるのを

防止することができます。つまり、ユーザは自分のデータベース以外でも作

業できますが、使用しているワークステーションやファイル サーバは常に

ユーザのホーム ゾーン内に存在することになります。 

詳細につい

ては、「第 
11 章 ― 権限

とセキュリ

ティ リファ

レンス」を

参照してく

ださい。 
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ジョブの作成と実行 

NovaNET では、ジョブを使ってバックアップ テープを作成したり、ファイルを

回復します。バックアップ デバイスとネットワークでの作業では、NovaNET の
ジョブは、ネットワーク ファイル サーバやワークステーションをメディアに

バックアップするジョブか、メディアからファイル サーバやワークステーショ

ンにファイルを回復するジョブのいずれかになります。NovaNET でファイルの

バックアップや回復を実行する場合、ジョブを作成して実行します。 

ジョブには、バックアップ ジョブ、回復ジョブ、検証ジョブの 3 種類がありま

す。作成、実行する全種類のジョブに、ジョブの作成、権限、選択、オプション、

スケジューリング、実行の 6 つのコンポーネントがあります。 

ジョブの作成  最初に、バックアップ ジョブ、検証ジョブ、あるいは回復ジョブ

のいずれかのジョブを作成します。詳細については、「第 3 章 — NovaNET ジョ

ブの作成」を参照してください。 

権限  ジョブを作成するには、ジョブの作業対象オブジェクトへの権限が必要で

す。たとえば、バックアップ ジョブを作成するには、テープ ドライブ、テープ、

およびバックアップするファイルへの権限を持っている必要があります。別の

ワークステーションのファイルをバックアップする場合は、そのワークステー

ションとワークステーション上のファイルへの権限が必要です。個々のユーザの

権限は、NovaNET 管理者から割り当てられます。管理者は、バックアップ シス

テムのセキュリティと整合性を保証する責任があります。詳細については、「第 
4 章 — 権限」を参照してください。 

選択  ファイルの権限を取得したら、そのファイルを選択してジョブに含める必

要があります。選択するファイルは、すべてのファイル、数個のファイル、場合

によっては 1 つだけのファイルのこともあります。まず [選択] ウィンドウで

ファイルを選択し、次にフィルタを使って NovaNET でファイルの「選別」を行

います。フィルタによって、変更日、ファイル タイプなど、追加の選択基準が

適用されます。詳細については、「第 5 章 — ファイルとインスタンスの選択」

を参照してください。 

スケジューリング  ファイルを選択すると、ジョブの実行スケジューリングが行

われます。ジョブは、後で実行するか、あるいは直ちに実行するかをスケジュー

リングできます。また、定期的に実行するか、1 度しか実行しないかをスケ

ジューリングすることも可能です。詳細については、「第 6 章 — ジョブのスケ

ジューリング」を参照してください。 

オプション  ジョブのスケジュールを設定してから、ジョブのオプション パラ

メータを指定します。指定できるオプションには、使用バックアップ デバイス、

使用メディア、メディアのオート フォーマットの実行などがあります。詳細に

ついては、「第 7 章 — ジョブ オプション」を参照してください。 
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実行  最後にジョブが実行されます。スケジュールされたジョブの多くは 
NovaNET で自動的に実行されますが、任意の時間に手動で実行することもでき

ます。詳細については、「第 8 章 — ジョブの実行」を参照してください。 

NovaNET でジョブを作成する場合は、これら 6 つのコンポーネントがジョブに

含まれている必要があります。まずジョブのタイプを指定します。次に進む前に、

使用するファイルやテープ ドライブなどのオブジェクトに対して権限があるこ

とを確認します。NovaNET 管理者が必要な権限のタイプを決定します。続いて

ジョブ対象ファイルを選択して、オプション パラメータを指定し、最後に、

ジョブの実行をスケジューリングします。 
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第 2 章 — NovaNET ワークプレース 

NovaNET は使いやすさを考えて設計されています。この章では、キーボード 
ショートカットやマウスの使い方の規則など、NovaNET の大部分の機能を使う

ために必要な知識について説明します。 

メモ  このドキュメントでは、Windows システムと X Window を実行する 
Linux/FreeBSD システムで利用できるグラフィカル ユーザ インターフェイスを

扱います。コンソール インターフェイスの操作は、DOS、NetWare、Linux、お

よび FreeBSD のどのシステムでも基本的に同じです。 

この章の内容 

• NovaNET の起動 

• [ログオン] ウィンドウ 

• NovaNET のメイン オブジェクト ウィンドウ 

• プロパティ シート 

• メニュー 

• レポート 

• NovaNET ウィザードを使った作業 

NovaNET の起動 

NovaNET をインストールしたら、他のプログラムと同じように起動します。 

Windows 
Windows で NovaNET を起動するには、デスクトップ上の [NovaNET アドミニス

トレータ] アイコンをダブルクリックします。 
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あるいは、[スタート] ボタンをクリックし、[プログラム] (または [すべてのプロ

グラム]) サブメニューから [NovaNET] を選択します。続いて、[NovaNET アド

ミニストレータ] を選択します。  

NetWare 
NetWare マシンで NovaNET を起動するには、サーバ コンソールにアクセスしま

す。続いて、NNAdmin と入力します。サーチ パスを指定する必要はありません。

たとえば、 

SERVER: NNAdmin 

DOS 
DOS マシンで NovaNET を起動するには、NovaNET をインストールしたディレ

クトリに移動し、続いて、NNAdmin と入力します。たとえば、 

C:\...>NNAdmin 

Linux/FreeBSD 

Linux または FreeBSD マシンで NovaNET を起動するには、ターミナル ウィンド

ウを開きます。続いて、NovaNET をインストールしたディレクトリに移動

し、./nnadmin と入力します。たとえば、 

[root /usr/local/novanet]# ./nnadmin 

Linux/FreeBSD (X Window) 

X Window を実行する Linux または FreeBSD マシンで NovaNET を起動するには、

ターミナル ウィンドウを開きます。続いて、NovaNET をインストールしたディ

レクトリに移動し、./nnxadmin と入力します。たとえば、 

[root /usr/local/novanet]# ./nnxadmin 

Linux システムでは、KDE または GNOME デスクトップにショートカットを作

成できます。FreeBSD システムでは、CDE デスクトップにショートカットを作

成できます。(詳細については、『NovaNET インストール ガイド』を参照してく

ださい。) 

[ログオン] ウィンドウ 

NovaNET を起動するたびに、NovaNET [ログオン] ウィンドウが表示されます。 



第 2 章 — NovaNET ワークプレース 13 

 

 [ログオン]  
 ウィンドウ 

 

ログオンするには、ストレージ管理サーバを選択し、ユーザ名およびパスワード

を入力してください。 

ストレージ管理ゾーンの選択 

NovaNET 管理者がネットワーク実行用に NovaNET を設定している場合、お使い

のワークステーションはストレージ管理ゾーンに割り当てられています。この

ワークステーションとそのドライブや周辺機器は、1 つのデータベース ゾーンの

メンバーにしかなれません。このゾーン名は、[ストレージサーバ] リスト ボッ

クスに表示されるデフォルト名です。 

通常は、このリスト ボックスのデフォルト名は変更しないでください。これは、

ワークステーションが属するストレージ管理ゾーンで作業することが多いためで

す。 

しかし、別のゾーンで作業したい場合もあります。たとえば、同僚や NovaNET 
管理者から、別のストレージ管理ゾーンの NovaNET ジョブを実行するよう依頼

されるかもしれません。 

デフォルト ゾーン以外のストレージ管理ゾーンを選択するには、まず [ストレー

ジサーバ] リスト ボックス横の矢印をクリックします。利用可能なストレージ管

理ゾーンのリストが表示されるので、使用するストレージ管理ゾーンを選択しま

す。 

ストレージ管理ゾーンを

選択するために、[スト

レージ サーバ] リスト ボ
ックスをクリックし、使

用したいストレージ管理

サーバを選択します。 
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メモ 別のストレージ管理サーバにもログオンできますが、1 つのストレージ管

理ゾーン内でのみジョブを作成および実行できます。また、1 つのストレージ管

理ゾーン内のファイルやデバイスにしかアクセスできません。たとえば、あるス

トレージ管理ゾーンのワークステーションからバックアップされたファイルを、

別のストレージ管理ゾーンのワークステーションに回復することはできません。

あるストレージ管理ゾーンと別のストレージ管理ゾーンでデータを共有する必要

がある場合は、「第 9 章 — [メディア]、[デバイス]、および [データベース] タ
ブ」の「メディアのインポート」を参照してください。 

ユーザ名とパスワード 

ストレージ管理ゾーン選択後に、ユーザ名とパスワードを入力します。 

名前やパスワードを間違って入力すると、名前やパスワードを再入力するように

求められます。 

ログオンするためには、まず NovaNET 管理者からユーザ名とパスワードが割り

当てられている必要があります。ログオンできない場合は、割り当てられたユー

ザ名とパスワードの正確なスペルをシステム管理者に尋ねてください。 

メモ  パスワードでは大文字と小文字が区別されません。たとえば、USER1 は 
user1 と同じになります。 

パスワードの変更 

特に取扱いに注意を要する重要なデータを使って作業している場合は、パスワー

ドを定期的に変更することをお勧めします。 

パスワードを変更するには 

1. [セキュリティ] メニューをクリックしてアクティブにします。 
2. 自分の [ユーザ オブジェクト] アイコンをクリックします。 
3. 次のいずれかの方法で [ユーザ パスワード] ウィンドウを開きます。 

• [セキュリティ] メニューから [パスワードの変更...] を選択する、または 

• 自分のユーザ オブジェクトを右クリックして、ショートカット メニュー

から [パスワードの変更...] を選択する。 

4. NovaNET 管理者としてログインしている場合を除き、古いパスワード、新しいパス

ワードの順に入力します。 
5. 新しいパスワードを確認入力し、[OK] をクリックします。 
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パスワードを変更するためには、

[ユーザ オブジェクト] アイコンを

ハイライトし… 

 [ユーザ パスワード] ウィンドウで、古い

パスワードを入力し、新しいパスワード

を 2 度入力します。 

[セキュリテ

ィ] メニュー

の [パスワー

ドの変更...] 
を選択しま

す。 

 

パスワードによっては簡単に破られることに注意してパスワードを選んでくださ

い。たとえば誕生日や配偶者の名前などは多くの人が使っており、よいパスワー

ドではありません。 

ヒント  NovaNET 管理者は、ユーザの現在のパスワードを知らなくてもユーザの

パスワードを変更できます。NovaNET によって古いパスワードの入力を求めら

れることもありません。これは、ユーザが自分のパスワードを忘れた場合に役に

立ちます。 

最初のログオン 

NovaNET 管理者のデフォルト ユーザ名は ADMIN です。管理者がログオンする

のに必要なデフォルト パスワードはありません。 

警告 NovaNET 管理者は、データベース内のオブジェクトすべてに対して無制限

にアクセスできます。NovaNET 管理者としてログオンしたユーザは、データ

ベース上のすべてのファイルとマシンへの完全なアクセスを持ちます。 

セキュリティ対策として最初に取る手順は、NovaNET 管理者のパスワードを変

更することです。[セキュリティ] タブをクリックします。[アドミニストレータ] 
ユーザ オブジェクトを選択します。[セキュリティ] メニューの [パスワードの変

更...] をクリックします。新しい管理者のパスワードを入力し、確認のためもう

一度入力して、[OK] をクリックします。先に進む前に、このパスワードを変更

してください。 
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猶予ログオン 

NovaNET 管理者が、一定期間後にパスワードの有効期限が切れるように設定し

ている場合があります。たとえば、パスワードが 60 日後に期限切れになるよう

に設定してあると、定期的にパスワードを変更する必要があります。 

パスワードの有効期限が切れると、パスワードの変更を促すプロンプトが 
NovaNET によって表示されます。パスワードを変更しなくても、期限切れのパ

スワードを使って NovaNET にログオンできることがあります。期限切れのパス

ワードを使ってログオンすることを、猶予ログオンと呼びます。猶予ログオン

できる回数は、NovaNET 管理者が決定します。 

パスワードの有効期限が切れ、すべての猶予ログオンを使い切ると、ログオン時

に NovaNET によってパスワードの変更が要求されます。 

ログアウト 

使用中のストレージ管理ゾーンを変更したり、別のユーザとしてログオンしたい

ことがあります。いったん NovaNET を終了してプログラムを再起動することも

できますが、より速いのは NovaNET を終了せずに再ログオンする方法です。 

再ログオンするには、[ファイル] メニューから [ログアウト] を選択します。

NovaNET の [ログオン] ウィンドウが表示され、再びログオンするかどうかを尋

ねられます。 

[ファイル] メニ

ューから [ログ 
アウト] を選択

し、新規ゾーン

にログオンし、

メイン ウィン

ドウを閉じま

す。 
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ログアウトとスケジュールされたジョブの実行 

NovaNET は、ログオンしているユーザがいなくてもスケジュールされたジョブ

を実行することができます。NovaNET にログオンしているユーザがいない場合

は、スケジュールされたジョブだけしか実行できません。 

ワークステーションでの作業を終了する場合、NovaNET を開いたままにしてお

いても構いませんが、別のユーザがネットワークへ不正アクセスできないように、

作業終了前に NovaNET からログアウトしてください。スケジュールされたジョ

ブがあれば実行されますが、許可を受けていないユーザはログオンできない限り 
NovaNET を実行できません。 

メモ  NovaNET サービスがインストールされて実行されている場合は、NovaNET 
を閉じてもスケジュールされたジョブは実行されます。詳細については、

『NovaNET インストール ガイド』の「付録 E — NovaNET サービス」を参照し

てください。 

NovaNET のメイン オブジェクト ウィンドウ 

NovaNET のメイン オブジェクト ウィンドウを使って、ジョブやテープなどの 
NovaNET オブジェクトの表示、作成、操作を行うことができます。 

NovaNET のウィンドウには、メニュー バーに加え、タブ、ツールバー、階層ま

たは「ツリー」表示エリア、オブジェクト詳細エリア、およびステータス バー

があります。 

詳細につい

ては、「第 8 
章 ― ジョブ

の実行」の

「スケ

ジュールさ

れたジョブ

の実行」を

参照してく

ださい。 
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オブジェクト

詳細領域 

階層的な  
「ﾂﾘｰ表示」

領域 

ツールバー

タブ

ステータス バー 

 

タブ 

ウィンドウ上部には 8 つのタブがあり、類似オブジェクトのセットをグループ

化したり、まとめたりする場合に役に立ちます。たとえば、[バックアップ] タブ

を使ってバックアップ ジョブの表示や作業を行い、[回復] タブでは回復ジョブ

の表示や作業を行うことができます。別のタブを表示するには、表示するタブを

クリックします。または [表示] メニューを使っても別のタブを表示することが

できます。 

ツールバー 

ツールバーにはリスト ボックスと複数のボタンがあります。どのタブでもすべ

てのボタンが使用できるわけではなく、タブのボタンのいくつかは使えません。

グレー表示のボタンは、オブジェクトが選択されていないため使用できません。 

 
 

リストボックス

1 レベル上へ移動 

プロパティ

  [ジョブ制御] ボタン 

[表示] ボタン 
 

• リスト ボックスには、オブジェクト詳細エリアに表示されているフォルダ

やコンテナ名が含まれます。 

• [1 レベル上へ] ボタンは、現在表示されているフォルダやコンテナを、階層

ですぐ上のコンテナに変更します。つまり現在のコンテナを、現在のコンテ

ナを含むコンテナに変更します。 
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• [プロパティ] ボタンは、オブジェクト表示エリアで選択したオブジェクトの

プロパティを表示します。 

• [削除] ボタンは、オブジェクト表示エリアで選択したオブジェクトを削除し

ます。 

• [検索] ボタンを使用すると、左または右のウィンドウ ペインでオブジェクト

を検索できます。 

• [表示] ボタンは、オブジェクト詳細領域にオブジェクトをどのように表示す

るかを決定します。 

• [ジョブ制御] ボタンは、ジョブを開始、停止、および一時停止します。テー

プに特有な各種のタスクを実行することもできます。 

[表示] メニューを使って、ツールバーを隠したり表示したりできます。 

オブジェクト表示エリア 

左ウィンドウ ペインには、フォルダなどのコンテナが表示されます。その他の

コンテナ オブジェクトには、ネットワークやワークステーション、ドライブな

どがあります。これらのオブジェクトは、階層または「ツリー」表示で表示され

ます。ウィンドウのこの部分を [ツリー表示エリア] と呼びます。 

一方、右ウィンドウ ペインは、[オブジェクト詳細エリア] と呼びます。ここに

は、[ツリー表示エリア] で選択されているコンテナの内容が表示されます。[ツ
リー表示エリア] でオブジェクトを選択すると、ウィンドウ右側の [オブジェク

ト詳細エリア] にその内容が表示されます。 

ツリー表示領域で選

択されたコンテナの

内容は… 

ウィンドウの右側の

オブジェクト詳細領

域に表示されます。

コンテナだけがウィ

ンドウの左側のツリ

ー表示領域に表示さ

れます。 
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[オブジェクト表示エリア] は簡単に使えるように設計されており、Windows エク

スプローラを使ったことがあれば、このエリアの使い方はすでによく知っている

ことになります。このような方法で表示されたオブジェクトで作業するのが初め

ての場合は、次のことを覚えておいてください。 

• 左ウィンドウ ペインの [ツリー表示エリア] にはコンテナだけが表示されま

す。コンテナとは、他のオブジェクトを含むオブジェクトのことです。他の

オブジェクトを含まないオブジェクトは、右ウィンドウ ペインの [オブジェ

クト詳細エリア] だけに表示されます。 

• フォルダやそれ以外のコンテナに含まれるオブジェクトを表示するには、

[ツリー表示エリア] でそのオブジェクトをクリックして開きます。 

• フォルダ内のフォルダを表示するには、フォルダ横の [ツリー展開] アイコン

をクリックして 「ツリー」を展開します。またはフォルダをダブル クリッ

クすると、フォルダが展開され、[オブジェクト詳細エリア] にその内容が表

示されます。 

• フォルダを閉じるには、フォルダ横の [ツリー縮小] アイコンをクリックしま

す。または開いているフォルダをダブルクリックすると、フォルダが閉じま

す。 

メモ  NovaNET の設定で、コンテナ内に他のコンテナが含まれる場合だけ、コン

テナに [ツリー展開] アイコンを表示することができます。[ファイル] メニュー

から [基本設定...] を選択して、[スマート拡張可能インジケータ] を選択します。

[ツリー展開] アイコンが表示される前に、コンテナ内に他のコンテナが含まれる

かどうかが NovaNET で確認されます。含まれない場合は、[ツリー展開] アイコ

ンは表示されません。 

数多くあるキーボード ショートカットを使うと、NovaNET でのオブジェクト操

作が簡単になります。詳細については、この章後半の「キーボード ショート

カット」を参照してください。 

ステータス バー 

[ステータス バー] の左側には、メニュー コマンドの短い説明が表示されます。

[ステータス バー] の中心には、現在のユーザ名と、現在ログオンしているデー

タベース ゾーンが表示されます。 

 
[ツリー展開] 

アイコン 

 
[ツリー縮小] 

アイコン 
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 メニュー コマンドに関する記述メッセージ 

現在のユーザとゾーン
[ｱﾗー ﾄ] ボタン

 

右側には [アラート] ボタンが表示されます。このボタンは、注意を要する問題

が発生すると点滅します。たとえばジョブに指定したバックアップ デバイスが

見つからない場合、NovaNET から [アラート] ウィンドウにアラートが送られ、

問題を通知します。[アラート] ボタンをクリックすると、NovaNET によって [ア
ラート] ウィンドウが表示され、保留中のアラートを確認できます。 

[表示] メニューを使って、[ステータス バー] を隠したり表示したりできます。 

NovaNET のメイン ウィンドウでオブジェクトを使って作業する 

NovaNET のメイン オブジェクト ウィンドウでは、オブジェクトの表示方法を簡

単に変えることができ、効率的で迅速な作業が可能になります。 

オブジェクトの整列 

[オブジェクト詳細エリア] では、ツールバーのボタンや、[表示] メニューの [ア
イコンの整列] サブメニューを使って、数種類の方法でオブジェクトを整列する

ことができます。タブによっては、オブジェクトを名前、日付、または種類に

よって並べ替えることができます。また次のようなこともできます。 

• 大きなアイコンや小さなアイコンを使用している場合、ドラッグして整列さ

せる。 

• [オブジェクト詳細エリア] 上部の列見出しを使って、詳細表示での作業中に

オブジェクトの表示方法を変更する。 
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これらのボタンを使用して、オブジェクト詳細領域のアイ

コンを整理します。 

大ｱｲｺﾝ

表示 

詳細表示 

オブジェクトを

名前やサイズな

どで並べ替える

ためにオブジェ

クト詳細表示の

列見出しをクリ

ックします。 

アイコン表示で

は、アイコンを

ドラッグしてそ

れを整理しま

す。 

 

キーボード ショートカット 

NovaNET のメイン ウィンドウでは、マウスを使ったオブジェクト操作が最も直

感的な方法ですが、キーボード ショートカットを使って作業をスピード アップ

することもできます。次に NovaNET を使用するときに、下記のキーボード 
ショートカットを試してみてください。 

• TAB キーを押すと、アクティブなエリアやハイライト表示されたエリアか

ら、同じウィンドウの別のエリアに移動します。 

• テンキーのプラス (+) 記号または右方向キーを押すと、[ツリー表示エリア] 
のツリーが展開されます。 

• テンキーのマイナス (-) 記号または左方向キーを押すと、[ツリー表示エリ

ア] のツリーが折りたたまれます。 

• テンキーのアスタリスク (*) キーを押すと、ツリーが最大限展開されます。 

• 方向キーを押すと、[ツリー表示エリア] や [オブジェクト詳細エリア] でオブ

ジェクトが選択されます。また、アクティブなタブが変更されます。 



第 2 章 — NovaNET ワークプレース 23 

 

ショートカット メニュー 

ほとんどのウィンドウでは、右クリックすると ショートカット メニューが表示

されます。ショートカット メニューには、クリックした部分の画面に関係する

コマンドのリストが表示されます。多くの場合、ショートカット メニューは新

規オブジェクトを作成したり、既存のオブジェクトを変更するのに最も速くて簡

単な方法です。 

 

右マウス ボタンを

クリックすると、文

脈依存ショートカッ

ト メニューが呼び

出されます。 

 

[検索] ボタン 

[検索] ボタンを使うとデータベース内のオブジェクトを検索できます。複数のボ

リュームやディレクトリの中を探す必要はありません。 

[検索] コマンドを使うには、[検索] ボタンをクリックする、[編集] メニューから 
[検索...] を選択する、CTRL + F キーを押す方法があります。[検索] ウィンドウ

で、検索するオブジェクトの名前を入力します。NovaNET によってデータベー

ス内でオブジェクトが検索されます。オブジェクトが見つかった場合は、表示、

ハイライトされます。 

検索コマンドでは大文字小文字は区別されず、ワイルドカード文字「*」、「?」
が使用できます。 

プロパティ シート 

NovaNET データベースの各オブジェクトには、オブジェクトと関連したプロパ

ティ シートがあります。各プロパティ シートには複数のタブ付きページがあり、

オブジェクトのプロパティが表示されます。 

 
[検索]  

ボタン 
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ジョブ フォルダのプロ

パティ シートの例 

ネットワー

ク サーバ 

およびバックアップ 

ジョブ 

 

プロパティ シートを開く 

プロパティ シートは、次の 3 つのいずれかの方法で表示できます。 

• マウスかキーボードでオブジェクトを選択して、ツールバーの [プロパティ] 
ボタンをクリックする。 

• オブジェクトを右クリックして ショートカット メニューを表示し、[プロパ

ティ] を選択する。 

• オブジェクトを選択して、ALT + ENTER キーを押す。 

 
[プロパティ] 

ボタン 
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または、ショートカッ

ト メニューから [プロ

パティ] を選択できま

す。 

オブジェクトを選

択し、ツールバー

の [プロパティ] 

をクリックするこ

とによって、オブ

ジェクトのプロパ

ティを表示できま

す。 

 

メモ プロパティ シートは他のウィンドウと同じように動作しますが、サイズは

変更できません。プロパティ シートを開いたまま、NovaNET のメイン オブジェ

クト ウィンドウでの作業に戻ることができ、同時に複数のプロパティ シートを

開くことが可能です。 

メニュー 

メニューは簡単かつ直感的に使用できます。ほとんどのメニュー コマンドは、

このドキュメントの後半の章で詳しく説明されています。 

特定のコマンドで問題がある場合は、このドキュメントの索引で、問題のあるメ

ニューの名前を調べてみてください。[ステータス バー] にも、ハイライト表示

されたメニュー コマンドの簡単な説明が表示されます。あるいは、[ヘルプ] メ
ニューから [トピックの検索] を選択します。NovaNET の [ヘルプ] ウィンドウの 
[キーワード] タブにあるリスト ボックスに、問題のあるコマンドの名前を入力

します。 
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[トピックの検

索] ウィンドウ

の [キーワード] 

タブでコマンド

名を入力するこ

とによって、メ

ニュー コマンド

のヘルプを参照

できます。 

 

レポート 

NovaNET には、役に立つ診断とサマリ レポート機能があります。レポートを実

行するには、[ファイル] メニューから [レポートの印刷] を選択します。[レポー

ト タイプ] リスト ボックスに、利用可能なレポートのリストが表示されます。

レポートを選択すると、[説明] フィールドに簡単な説明が表示されます。 

 

[レポート タイプ] 

フィールドは、選択

したレポートの名前

をリストします。  

 [説明] フィールド

には、レポートの短

い説明が示されてい

ます。 

このフィールドにレ

ポートを開始したい

ストレージ管理デー

タベースの階層のオ

ブジェクトを示しま

す。 

ファイルとしてレポ

ートを保存したい場

合は、印刷するので

はなく、このオプシ

ョンをチェックして

ください。 
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レポートを印刷する前に、[開始オブジェクト] を選択してレポートするオブジェ

クトを指定します。[開始オブジェクト] フィールドで指定したオブジェクトより

下の NovaNET 階層にあるオブジェクトについて、レポート情報が生成されます。

開始オブジェクトを変更するには、[参照] ボタンをクリックして新しいオブジェ

クトを選択します。 

また [フォント...] ボタンをクリックして、レポートの印刷フォントを指定できま

す。 

メモ  これらのレポートの出力は、数百ページにも及ぶことがあります。した

がって、[印刷する代わりにファイルにレポートを保存] オプションを選択するこ

とをお勧めします。その後、テキスト エディタを使用して適切なレポート情報

を印刷できます。 

以下のレポートを印刷できます。 

危険なオブジェクト  このレポートのサマリ バージョンおよび詳細バージョンに

は、バックアップが不十分なファイル、ディレクトリ、およびボリュームがリス

トされます。したがって、追加バックアップを実行しないと危険です。 

メディア情報  サマリ レポートには、読み込みや書き込みの統計を含め、メディ

アに関する全般情報がリストされます。詳細レポートには、サマリに加え、メ

ディアにバックアップされているファイル、ディレクトリ、およびボリュームが

リストされます。 

データベース リスト  サマリ レポートと詳細レポートには、ストレージ管理

データベースのすべてのオブジェクトがリストされます。別の開始オブジェク

トを選択することにより、ユーザやメディアといった特定のオブジェクトに関

するデータのみをリストできます。たとえば、ユーザやグループに関するデータ

ベース情報をリストするには、[開始オブジェクト] を [セキュリティ] フォルダ

に設定します。 

診断  このレポートには、各デバイスの診断情報がリストされます。 

プリンタ テスト  このサンプル レポートを使用して、特定のプリンタの動作を

確認できます。 

その他のレポート機能 

レポート機能以外にも、NovaNET には、必要な情報を追跡し、編集するための

高度な機能があります。 
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• [ツール] メニューの [指示] コマンドを使うと、スケジュールされたジョブで

必要なメディアやデバイスを確認できます。詳細については、「第 8 章 — 
ジョブの実行」の「スケジュールされたジョブの指示の表示と印刷」を参照

してください。 

• 電子メール (SMTP または MAPI) オプションを使うと、有効な電子メール ア
ドレスに、ジョブのログを電子メールで送信することができます。詳細につ

いては、[第 8 章 — ジョブの実行」の「ジョブ ログの電子メール サポー

ト」を参照してください。 

• ファイルやディレクトリ、ボリュームに対して監査ログを作成して、これら

のオブジェクトのバックアップや回復作業を監視することもできます。詳細

については、[第 8 章 — ジョブの実行」の「監査ログ」を参照してください。 

NovaNET ウィザードを使った作業 

NovaNET ウィザードを使うと、大部分のタスクを素早く実行することができま

す。また NovaNET ウィザードから、バックアップ ジョブ、回復ジョブおよび検

証ジョブの作成やスケジューリングを行うこともできます。[ウィザード] タブで

は、レポートの作成や編集も可能です。NovaNET ウィザードで、ジョブの作成

と実行や、レポートの作成に必要な各手順が指示されます。 
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[ウィザード] 

タブ  ゙

 

NovaNET ウィザードの各オプションの名前は、ウィザードが実行をサポートす

るタスクを表します。各説明は分りやすい表現になっています。バックアップ、

回復、検証オプションでジョブを作成します。これらのジョブを NovaNET ウィ

ザードを使わずに作成する方法や、NovaNET ウィザードで作成したジョブにつ

いての詳細は、このドキュメントの第 3 章 ～ 第 8 章を参照してください。[メ
ディアの内容] ウィザードは、特殊な [クエリ フィルタ] ウィンドウです。詳細

については、第 9 章と第 12 章の終わりで説明されています。[指示とログ] ウィ

ザードでは、スケジュールされたジョブで必要なメディアやデバイスと、以前に

実行したジョブの結果を確認できます。詳細については、「第 8 章 — ジョブの

実行」の「スケジュールされたジョブの指示の表示と印刷」を参照してください。 

オプションが画面に表示されない場合、たとえば [ウィザード] タブの [災害回

復] や [ツール] | [コンフィギュレーション] サブメニューの [SQL コネクタ] が表

示されない場合は、次のいずれかの原因が考えられます。 

• オプションがインストールされていない。たとえば [災害回復] オプションを

表示するには、それをインストールしなければなりません。 

• ライセンス契約により、オプションを利用できない。たとえば、複数のファ

イル サーバをバックアップするためのライセンスを購入しなければなりま

せん。 
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• NovaNET の起動時にエラーが発生した。NovaNET ディレクトリ中の 
nntrace.txt ファイルを調べてください。 
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テープ ドライブなどのバックアップ デバイスとネットワーク ワークステーショ

ンやファイル サーバの間でファイルを転送するには、ジョブを作成して実行し

ます。ジョブは、NovaNET のメイン管理ウィンドウの [ジョブ] タブで作成した

フォルダ内にまとめたり、格納することができます。 

この章の内容 

• バックアップ、回復、検証ジョブ 

• 新規ジョブの作成 

• ジョブの名前変更、削除、および移動 

• フォルダを使ってジョブをまとめる 

概要 

バックアップ ジョブを使って、事故や設備の障害によるデータの消失からデー

タを保護したり、重要なファイルをアーカイブしたり、永久的な履歴レコードを

作成したりすることができます。回復ジョブでは、メディア上に保存されたファ

イルをファイル サーバやワークステーションに転送することができます。検証

ジョブでは、テープなどのメディア上に保存されているファイルのバージョンと、

ネットワーク上のマシンに保存されているファイルの現在のバージョンを比較し

ます。 

フォルダを作成して、ジョブのタブの 1 つにジョブを保存できます。フォルダや、

フォルダ内に保存されたジョブは、名前変更、削除、新しい場所への移動などが

可能です。 
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バックアップ、回復、検証ジョブ 

NovaNET では、バックアップ ジョブ、回復ジョブ、検証ジョブの 3 種類のジョ

ブを作成、実行できます。 

バックアップ ジョブ 

バックアップ ジョブでは、選択したファイルが、ワークステーションやファイ

ル サーバから、テープなどのさまざまなメディアへコピーされます。このメ

ディアを保存して、将来の使用のためにファイルのコピーを保持することができ

ます。バックアップ ジョブを作成、実行する理由は、次のいずれかです。 

• ワークステーションやファイル サーバ上のディスク ドライブに障害が発生

した場合に、データの整合性を保証する。 

これはおそらく最も一般的な種類のバックアップ ジョブで、その目的は、

被害の大きいデータ損失が発生した場合に有益な情報を保護するためです。

この種類のバックアップでは、企業や組織のメイン ファイル サーバに障害

が起きた場合でも、素早く業務に戻ることができます。効果的なバックアッ

プを行い、最近の変更点を安全に回復するには、これらのバックアップ 
ジョブを必ず定期的 (通常毎日) に実行する必要があります。この種類の

バックアップは、事故の際の保護が目的です。 

• ワークステーションやファイル サーバから普段使用されないファイルを削

除する。 

ファイルによっては、重要で保管する必要があるが、めったに使用されない

ものがあります。たとえば、法的な理由で昨年以降の通信文のコピーを保管

する必要がありますが、通常はそのようなファイルに定期的にアクセスする

必要がないことがあります。これらのファイルをテープやその他のメディア

にバックアップすると、メディアを安全に保管して、ファイルのコピーを保

持することができます。バックアップ後は、ファイルはワークステーション

やファイル サーバから削除できます。NovaNET では、バックアップした

ファイルと、そのファイルが置かれているテープをトラッキングします。メ

ディアに損傷がなく、安全に保管されている限り、必要に応じてファイルを

回復することができます。この種類のバックアップは、アーカイブ ジョブ

と呼びます。 

• ファイルの特定の履歴バージョンのコピーを保管する。 
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あるファイルの特定のバージョンについて、永久的なレコードを保持したい

ことがあります。たとえば、特定の日付時点の企業の記録や、新しいプログ

ラム用に変換する前にそうした記録のコピーを保持する必要があるとします。

その場合、特定の日付に存在するファイルのコピーを保存し、NovaNET に
指示して、ファイルとそのファイルが存在するメディアが他のデータで上書

きされないようにできます。NovaNET では、データベースでファイルとメ

ディアをトラッキングしているので、必要に応じてファイルを回復すること

ができます。アーカイブ ジョブとは異なり、バックアップされたファイル

はファイル サーバやワークステーションから削除されません。この種類の

バックアップ ジョブは、履歴バックアップと呼びます。 

回復ジョブ 

回復ジョブでは、バックアップ デバイスからワークステーションやファイル 
サーバへファイルをコピーします。回復ジョブを作成、実行するのは、ディスク

のクラッシュでワークステーションやファイル サーバ上のファイルが失われた

場合、アーカイブされた (テープへのバックアップ後に削除された) ファイルを

確認する必要が生じた場合、あるいは特定の履歴バージョンのファイルのデータ

が必要な場合です。 

検証ジョブ 

検証ジョブでは、テープなどのメディア上のファイルが、ワークステーションや

ファイル サーバ上のファイルと比較され、2 つのファイルが実質的に同じファイ

ルであることが確認されます。検証ジョブは、プログラム ファイルなどの特定

のファイルが破壊、変更されてないかどうかを確認する場合に役に立ちます。 

[ジョブ] および [データベース] タブ 

ジョブには 3 種類あり、それぞれに独自のタブがあります。[バックアップ] タブ

を選択して、バックアップ ジョブの作成、変更、実行を行います。[回復] タブ

では回復ジョブについて、[検証] タブでは検証ジョブについて同様の作業を行い

ます。 
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 [ジョブ] タブ 

ジョブはそれぞれの

タブにのみ表示され

ます。この場合は、

回復ジョブですから 

[回復] タブに表示さ

れます。 

 

ジョブは、その種類のジョブ タブにだけ表示されます。たとえばバックアップ 
ジョブは [バックアップ] タブに表示され、[回復] タブや [検証] タブには表示さ

れません。 

[データベース] タブでは 3 種類すべてのジョブを表示できますが、[データベー

ス] タブでは NovaNET データベースのあらゆるオブジェクトがトラッキングさ

れているため、雑然と表示される場合があります。通常、ジョブで作業する場合

は適切なジョブのタブをアクティブにしてください。 

新規ジョブの作成 

新規ジョブは、ウィザード、[ジョブ] タブ、古いジョブのコピーの 3 つの方法を

使って作成します。 

ウィザードを使ってジョブを作成する 

NovaNET ウィザードは、バックアップ ジョブ、回復ジョブ、検証ジョブの作成

や実行に必要なすべての手順の指示を示します。多くの場合、特に NovaNET の
使用経験が浅い場合は、これが最も速く新しいジョブを作成する方法です。数個

の質問に答えると、NovaNET ウィザードによってジョブが作成されます。続い

て他のジョブと同様に、データベースでこのジョブを使って作業できます。 

NovaNET ウィザードを起動する最も速い方法は、[ウィザード] タブをクリック

することです。続いて適切なボタンをクリックして、新規バックアップ ジョブ、

回復ジョブ、検証ジョブを作成します。また [ウィザード] タブからレポートを

作成することもできます。このレポートは、ジョブの実行結果や、さまざまな

ファイルやデータベースのバックアップ ステータスを監視する場合に役立ちま

す。 

 
[ウィザード] 

ボタン 
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[ウィザード] タブを使っ

て、バックアップ ジョ

ブ、回復ジョブおよび検

証ジョブを新規作成でき

ます。 

 

次のいずれかの方法で、NovaNET ウィザードで新規ジョブを作成することもで

きます。 

• [ジョブ] メニューから [ウィザード...] を選択する 

• CTRL + W キーを入力する 

• ツールバーから [ウィザード] ボタンをクリックする 

[ジョブ] タブから新規ジョブを作成する 

一般的には、ジョブを作成するのは、NovaNET のメイン オブジェクト ウィンド

ウにある 3 つの [ジョブ] タブ ([バックアップ]、[回復]、[検証]) を使って作業し

ている場合です。この方法でジョブを作成すると NovaNET で新規ジョブのプロ

パティ シートが開かれ、そこでジョブに名前を付けたり、ファイルを選択した

り、実行スケジュールを設定することができます。ファイルの選択や、ジョブの

実行スケジュールについては、第 5 章 ～ 第 7 章で詳しく説明します。 
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作成するジョブの種類は、アクティブ

になっているジョブ タブによって異な

ります。 

新規ジョブを作成すると、そのプロパティ シー

トが自動的に開きます。 

 

どの種類のジョブを作成するかは、どの [ジョブ] タブがアクティブかによりま

す。NovaNET によるジョブのトラッキングが行われる場所は、ツリー表示エリ

アでどのフォルダを開いているかによります。 

たとえば、[バックアップ] タブがアクティブの場合、NovaNET によって新規

バックアップ ジョブが作成されます。個人フォルダやワークグループ フォルダ

を開いている場合は、NovaNET によってジョブがそのフォルダに保存されます。 

[ジョブ] タブから新規ジョブを作成するには 

1. [バックアップ] タブ、[回復] タブ、[検証] タブのいずれかをクリックして、アク

ティブにします。これによって、どの種類のジョブが NovaNET で作成されるかが決

まります。 
2. ジョブを保存するフォルダをツリー表示エリアで開きます。フォルダの内容がオブ

ジェクト詳細エリアに表示されます。NovaNET によって新規ジョブがそのフォルダ

に保存されます。 
3. 次のいずれかの方法で新規ジョブを作成します。 
• [ファイル] メニューから [新規オブジェクト...] を選択し、[新規オブジェ

クト] ウィンドウから適切なジョブを選択する 
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• NovaNET のオブジェクト詳細エリアを右クリックして、ショートカット 
メニューから [新規...ジョブ] を選択する 

• ツールバーの [新規オブジェクト] ボタンをクリックし、[新規オブジェク

ト] ウィンドウから適切なジョブを選択する 

4. [名前] ボックスに新規ジョブの名前を入力します。 
新規ジョブを作成するため

に、マウスを右クリックし、

ショートカット メニューから

[新規ジョブ] を選択します。

新しいジョブがツリー表

示領域で開いているフォ

ルダに格納されます。 

 

コピーして新規ジョブを作成する 

既存のジョブをコピーして新規ジョブを作成できますが、これは場合によっては

便利なジョブ作成方法です。特に、若干の小さな変更以外は古いジョブと同じ新

しいジョブを作成するときは、既存のジョブをコピーするのが適切な方法です。 

既存のジョブをコピーして新規ジョブを作成するには 

1. 次のいずれかの方法で、複製したい既存のジョブをコピーします。 
• CTRL キーを押しながら、既存のジョブを新しい場所にドラッグする。

その後、ステップ 4 に移る 

• マウスまたはキーボードで既存のジョブを選択し、CTRL + C キーを押す 

• 既存のジョブを右クリックして、ショートカット メニューから [コピー] 
を選択する 

• [編集] メニューから [コピー] を選択する 

2. 新規ジョブを保存するフォルダをツリー表示エリアで選択して開きます。(既存ジョ

ブと同じフォルダに新規ジョブを保存する場合は、この手順は省略します。) 
3. 新規ジョブを貼り付けるフォルダを右クリックして、ショートカット メニューから 

[貼り付け] を選択します。または、ジョブを貼り付ける場所をハイライト表示して、

[編集] メニューから [貼り付け] を選択するか、CTRL + V キーを押します。 
4. 新規ジョブの名前を変更します。 

 
[新規オブ

ジェクト]  

ボタン 
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メモ  NovaNET は、ジョブ ログを含むすべてのジョブ プロパティを新規ジョブ

にコピーします。 

ジョブの名前変更、削除、および移動 

ジョブは名前を変更したり、新しいフォルダに移動したりできます。今後その

ジョブを使用する計画がない場合は、削除することもできます。 

ジョブの名前変更、削除、移動は次のいずれかの方法で行います。 

• [編集] メニューから適切なコマンドを選択する 

• ジョブを右クリックして、ショートカット メニューから適切なコマンドを

選択する 

ジョブを移動するには、ジョブを新しい場所にドラッグします。ジョブの削除は、

DELETE キーや [削除] ボタンからも行えます。 

オブジェクトをコピー、

移動、削除、名前変更す

るためのショートカット 

メニューを呼び出すため

にオブジェクトを右クリ

ックします。 

 

メモ バックアップ ジョブを実行すると、NovaNET ではストレージ管理データ

ベースを使用して、バックアップしたファイルと、そのファイルが保存された

テープ名がトラッキングされます。ジョブを削除しても、ストレージ管理データ

ベースでファイルやテープがトラッキングされる方法には影響ありません。ファ

イルやテープを作成したジョブが削除された後も、NovaNET によって引き続き

ファイルやテープがトラッキングされます。 

 
[削除]  

ボタン 



第 3 章 — NovaNET ジョブの作成 39 

 

フォルダを使ってジョブをまとめる 

各バックアップ ジョブ、回復ジョブ、検証ジョブは、NovaNET によってフォル

ダ内に保存されます。新規フォルダを作成してジョブをまとめることができ、既

存のフォルダも使用できます。 

NovaNET 管理者によってユーザとして追加されると、専用の個人フォルダも作

成されます。一般的には、NovaNET ストレージ管理ゾーンには多くのユーザが

いるため、個人のジョブは個人フォルダに保存することをお勧めします。同様に

ワークグループ ジョブは、適切なワークグループ フォルダに保存することがで

きます。 

フォルダの種類 

フォルダには、ユーザ/グループ フォルダ、ジョブ フォルダ、メディア フォル

ダの 3 種類があります。各フォルダはコンテナであり、内部に別のオブジェク

トが格納されています。各フォルダは、内部に格納できるオブジェクトの種類に

よってお互いに異なります。 

• ユーザ/グループ フォルダは、ホーム フォルダという特別なフォルダだけに

格納できます。このフォルダの中には、ジョブ フォルダあるいはメディア 
フォルダを入れることができ、個々のジョブやメディアを「独立して」格納

することもできます。 

• ジョブ フォルダは、ユーザ/グループ フォルダ、または別のジョブ フォルダ

だけに格納できます。通常、これらのフォルダの内部にはジョブが含まれま

すが、追加のジョブ フォルダを格納することもできます。 

• メディア フォルダは、ユーザ/グループ フォルダ、または別のメディア フォ

ルダだけに格納できます。通常、これらのフォルダの内部にはメディアが含

まれますが、追加のメディア フォルダを格納することもできます。メディ

ア フォルダについては、「第 9 章 — [メディア]、[デバイス]、および[デー

タベース] タブ」で詳しく説明します。 
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ユーザ/グループ

フォルダ

ジョブ

フォルダ
メディア

フォルダ

 

フォルダと [ジョブ] タブ 

ジョブ フォルダとジョブの重要な相違点は、ジョブ フォルダはすべての [ジョ

ブ] タブと [データベース] タブに表示される点です。一方ジョブは、1 つのタブ 
(たとえば、バックアップ ジョブの場合は [バックアップ] タブ) と [データベー

ス] タブだけに表示されます。新規ジョブ フォルダを作成すると、そのフォルダ

はすべての [ジョブ] タブと [データベース] タブに表示されます。 

同様にユーザ/グループ フォルダは、すべての [ジョブ] タブに加え、[メディア] 
タブと [データベース] タブにも表示されます。 

ただし、メディア フォルダは [メディア] タブと [データベース] タブにしか表示

されません。 

 

同じ 

フォルダ 

でも、どのタブ

がアクティブで

あるかによって

異なるジョブが

表示されます。
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すべてのフォルダがすべての [ジョブ] タブに表示されるので、ジョブの種類ご

とに別々のフォルダを持つ必要はない場合もあります。たとえば、バックアップ 
ジョブだけを格納しているフォルダであっても、[回復] タブと [検証] タブを含

む 3 種類すべての [ジョブ] タブに表示されます。このためフォルダを名前を付

ける場合は、フォルダに含まれるジョブの種類ではなく、自分のワークグループ

や自分の名前に関係する名前を付けることをお勧めします。また、あらゆる個人

ジョブやワークグループ ジョブを 1 つのフォルダに格納できます。 

                                                 

すべてのタブに表示されるの

で、ジョブの種類によってジ

ョブ フォルダに名前をつけ

ないでください。 

 

ホーム、アドミニストレータ、および全員フォルダ 

ホーム フォルダ、アドミニストレータ フォルダ、および全員フォルダの 3 つの

フォルダは、すべてのデータベースで特別な役割を持っています。 

ホーム、 

アドミニストレータ、

全員フォルダ 

 

ホーム フォルダは、内部にすべてのユーザ/グループ フォルダを格納するフォル

ダです。ホーム フォルダは、常に [ジョブ] タブのツリー表示エリアの階層の最

上位にあります。ホーム フォルダ内に「独立して」ジョブを格納することはで

きません。これが可能なのは、ホーム フォルダ以外のフォルダだけです。 

アドミニストレータ フォルダは、NovaNET 管理者が使用する特殊なフォルダで

す。多くの場合、NovaNET 管理者だけがアドミニストレータ フォルダへの権限

を持ちます。ホーム フォルダにアドミニストレータ フォルダが表示されない場

合、NovaNET 管理者からそのフォルダを表示する権限が与えられていません。 
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全員フォルダは、あらゆる NovaNET ユーザが権限を持つフォルダです。

NovaNET 管理者は、このフォルダにジョブを配置して、全員がアクセスできる

ようにすることがあります。 

全員フォルダと権限 

NovaNET で新規オブジェクトへの権限が割り当てられる方法のため、全員フォ

ルダに新規オブジェクトを作成すると、通常はそのオブジェクトに対し、全員が

少なくとも何らかの権限を持ちます。たとえば新規バックアップ ジョブを作成

して全員フォルダに格納すると、すべての NovaNET ユーザがそのフォルダと

ジョブに権限を持つ可能性があります。 

別の NovaNET ユーザのジョブやフォルダに対する権限を制限するには、自分と

自分のワークグループだけが権限を持つフォルダを使用するのが最良の方法です。

権限の許可については、「第 4 章 — 権限」に詳しく説明されています。 

ジョブ フォルダの作成 

通常は、個人のジョブやワークグループのジョブをまとめる場合は、それらを格

納する特別なフォルダを作成するのが最良の方法です。特に、ジョブへの権限を

素早く簡単に管理できるようになるので、最良の方法と言えます。 

NovaNET 管理者がユーザやグループを追加すると、そのユーザやグループの個

人フォルダが作成されます。適切な権限を持っている場合は、必要な数の新規追

加ジョブ フォルダを作成し、それらを便利な方法でまとめることもできます。

自分の個人フォルダやワークグループ フォルダ、あるいは全員フォルダの中に、

追加のジョブ フォルダを作成できます。 

個人フォルダ

の中に追加ジ

ョブ フォル

ダを作成でき

ます。  

 

詳細につい

ては、「第 4 
章 ― 権限」

を参照して

ください。 
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新規フォルダを作成するには 

 

1. 新規ジョブ フォルダを格納する既存のフォルダﾞを選択します。ただし、ホーム 
フォルダは選択できません。 

2. 次のいずれかの方法で新規フォルダを作成します。 
• [ファイル] メニューから [新規オブジェクト...] を選択し、[新規オブジェ

クト] ウィンドウから [新規ジョブ フォルダ] を選択する 

• ツリー表示エリアまたはオブジェクト詳細エリアを右クリックして、

ショートカット メニューから [新規ジョブ フォルダ] を選択する 

• [新規オブジェクト] ボタンをクリックし、[新規オブジェクト] ウィンドウ

から [新規ジョブ フォルダ] を選択する 

NovaNET によって、選択したフォルダの中に新規フォルダが作成されます。 

3. 新規フォルダのプロパティ シートにフォルダの名前を入力します。 

ヒント 新規フォルダを作成したら、そのフォルダに権限を持つユーザを指定し

てください。フォルダに格納された複数のオブジェクトに権限を割り当てるには、

この方法が最も速くて簡単です。 

フォルダの移動、名前変更、および削除 

ジョブなどのフォルダ以外の NovaNET オブジェクトと同じように、フォルダを

移動、名前変更、削除することができます。ただし、フォルダはコピーできませ

ん。フォルダの移動、削除、名前変更を行う場合は、次の点に注意してください。 

フォルダの移動 フォルダの内容もフォルダと共に新しい場所に移動されます。

これによって、フォルダに格納されたオブジェクトの権限が変更されることがあ

ります。 

フォルダの名前変更  変更できるのはフォルダの名前だけです。名前変更後も、

フォルダとその関連オブジェクトは名前変更前と同じ方法で NovaNET で処理さ

れます。 

フォルダの削除 フォルダを削除すると、そのフォルダ内に含まれるフォルダや

ジョブなど、その内容も削除されます。フォルダを削除する前に、フォルダの内

容も削除することを確認してください。 

 
[新規オブ

ジェクト]  

ボタン 
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警告 フォルダが削除されると、その内容を回復することはできません。フォル

ダを削除する場合は、フォルダが空であるか、フォルダの内容が不要であること

を事前に確認してください。 

フォルダの変更 

次の 3 つのいずれかの方法で、フォルダを名前変更、削除、移動することができ

ます。 

• [編集] メニューから適切なコマンドを選択する 

• ジョブを右クリックして、ショートカット メニューから適切なコマンドを

選択する 

• フォルダをクリックして、新しい場所へドラッグする 
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第 4 章 — 権限 

ネットワークを管理する場合、セキュリティは重要な課題です。NovaNET スト

レージ管理データベースの最も重要な機能の 1 つは、セキュリティの処理です。

ストレージ管理データベースでは、セキュリティ認証を持たない不正なユーザが、

オブジェクトを使って作業するのを防止することができます。取り扱いに注意を

要するデータには認証ユーザしかアクセスできないようにするため、NovaNET 
では、各ユーザの権限がトラッキングされています。NovaNET 管理者は、さま

ざまなユーザにさまざまな種類の権限を許可して、生産的なバックアップ プロ

グラムを効率良く実行しながら、ネットワーク データのセキュリティと整合性

を保証することができます。 

この章の内容 

• 概要 

• ユーザとグループ 

• 有効な権限 

• 権限の種類 

• 権限に関する 2 つの例 

• 他のユーザに権限を許可する 

概要 

NovaNET ストレージ管理データベースのオブジェクト (ディレクトリ、ファイル、

ユーザなど) を使って作業を始めるには、そのオブジェクトに対して有効な権限

を持っている必要があります。 
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権限の種類によって、オブジェクトで実行できる操作の種類が制限されます。た

とえばある権限では、ファイルやテープ、ワークステーションなどのオブジェク

トへの書き込みや、フォルダやジョブなどの新しいオブジェクトの作成が可能で

す。あるユーザには、特定のオブジェクトやすべてのオブジェクトに対して無制

限の権限が与えられていることもありますが、通常は、大部分のユーザは、

NovaNET データベースの (すべてではなく) 特定のオブジェクトに対して持つ有

効な権限を制限されています。これはデータの整合性保護とセキュリティが目的

です。 

ネットワーク上のデータのセキュリティ維持は、NovaNET 管理者の職務である

ため、この章ではセキュリティと権限の概要だけを説明します。この章は、一般

的なユーザに NovaNET におけるセキュリティと権限の処理方法を理解してもら

い、NovaNET 管理者と効率的に作業できるようにするためのものです。権限の

詳細については、「第 11 章 — 高度な権限とセキュリティ」を参照してください。 

ユーザとグループ 

NovaNET 管理者は、ユーザあるいはグループに対して、NovaNET データベース 
オブジェクトへの権限を与えます。NovaNET の個々のユーザは、1 ユーザまた

はグループのメンバーとして、オブジェクトへの有効な権限を持ちます。グルー

プとは、同じ権限を同時に与えられたユーザの集まりのことです。たとえば、

NovaNET 管理者はテープ上のファイルを読み込む権限を個々のユーザ、ユーザ

のグループ、あるいはユーザとグループの両方に与えることができます。 

ユーザとグルー

プには、任意の

オブジェクトへ

の権限を付与で

きます。この場

合はテープで

す。 
 

個々の NovaNET ユーザは複数のグループまたは全グループのメンバーになるこ

とができます。どのグループのメンバーになるかは、NovaNET 管理者がスト

レージ管理データベースのセキュリティをどのように設定したかによって変わり

ます。NovaNET 管理者が作成するグループの数やグループへのメンバーの割り

当ては、ネットワークのセキュリティの必要性によって変わります。 

ユーザとグ

ループの設

定の詳細に

ついては、

「第 11 章 ― 
権限とセ

キュリティ 
リファレン

ス」の「新

規ユーザと

グループの

追加」を参

照してくだ

さい。 
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全員グループ 

通常は、ほとんどの NovaNET ユーザは、全員グループという特殊なグループの

メンバーです。NovaNET のストレージ管理ゾーンに新しいユーザが追加される

と、そのユーザは NovaNET によって自動的に全員グループに割り当てられます。

一般的に全員グループには限られた権限しか与えられませんが、ユーザには個

別に、または他のグループのメンバーとして、より広範囲の権限が与えられるこ

とがあります。 

有効な権限 

NovaNET ストレージ管理データベースのオブジェクトに対して持っている権限

を、有効な権限と呼びます。オブジェクトの [全般] タブで、どのような有効な

権限を持っているかを確認できます。 

現在のユーザがオブジェク

トに対して持っている有効

な権限が、そのオブジェク

トの [全般] タブに示され

ます。 

 

有効な権限の判別 

ユーザにオブジェクトへの有効な権限を割り当てるには、直接権限あるいは継

承権限の 2 つの方法があります。 

オブジェクトの [権限] タブにリストされているユーザ、オブジェクトへの直接

権限を持つユーザに同等なユーザ、あるいはオブジェクトの [権限] タブにリス

トされているグループのメンバーであるユーザには、そのオブジェクトへの直接

権限があります。 
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一方、ユーザが継承権限を持つのは、直接権限を持っていないけれども、オブ

ジェクトが含まれるコンテナへの有効な権限を持っている場合です。オブジェク

トへの直接権限を持っていない場合は、オブジェクトが保存されているコンテナ

への有効な権限を持っている必要があります。 

メモ  コンテナ オブジェクトへの有効な権限は、直接権限と継承権限のどちらの

可能性もあります。重要なのは、コンテナへの有効な権限を持っているという点

です。 

NovaNET がユーザに対してオブジェクトへの有効な権限を判別する場合、その

ユーザに直接権限があるかどうかを確認し、なければ継承権限があるかどうかを

確認します。 

たとえば、ユーザが読み込み直接権限を持つけれども、グループがアクセス権

限を持つ場合、ユーザの有効な権限はアクセスになります。 

有効な権限の判別方法の例 

次の 2 つの例では、あるユーザのオブジェクトへの有効な権限が NovaNET では

どのように判別されているかを説明します。 

有効な権限の例 1 

この例では、Galen Clark という名前のユーザが Galen Clark's Folder というユー

ザ/グループ フォルダだけに直接権限を持っています。 

Clark はこのフォルダに直接権限をもっ

ています。 
 

Clark の Galen Clark's Folder への有効な権限を判別する場合、NovaNET は最初

に Clark がそのフォルダへの直接権限を持っているかどうかを確認します。Clark 
はこのフォルダのプロパティ シートの [権限] タブにユーザとしてリストされて

いるので、このフォルダへの直接権限を持っていることになります。NovaNET 
は、この情報を使って Clark の有効な権限を判別します。このフォルダへの継承

権限が存在するかどうかは確認しません。 



第 4 章 — 権限 49 

 

Galen Clark's Folder に保存された Clark's Personal Backup Job という名前の

バックアップ ジョブに対する Clark の有効な権限を判別する場合、NovaNET は
最初に Clark にそのジョブへの直接権限があるかどうか確認します。Clark には

直接権限がないので、NovaNET は、Clark がこのジョブが含まれるコンテナへの

有効な権限を持っているかどうかを確認します。この例の場合では、NovaNET 
は Clark が Galen Clark's Folder に対して有効な権限を持っているかどうかを確

認します。Clark はこのフォルダに対して有効な権限を持っているため、

NovaNET はこの情報を使用して、Clark がそのジョブに持っている有効な権限を

計算します。 

有効な権限の例 2 

この例では、Stephen Mather という名前のユーザが、Conservationist Workgroup の
メンバーとして Conservationist Workgroup Folder というユーザ/グループ フォ

ルダへの直接権限を持っています。また、Mather はユーザとして Mather's 
Personal Jobs というジョブ フォルダへの直接権限も持っています。 

Mather は conservationist グループ

のメンバーとして、このフォルダに有

効な権限があります。 

さらにユーザとしてこのフォルダにも有効

な権限があります。 

 

Mather の Conservationist Workgroup Folder への有効な権限を判別する場合、

NovaNET は最初に Mather がそのフォルダへの直接権限を持っているかどうかを

確認します。Mather はこのフォルダへの直接権限を持つ Conservationist 
Workgroup のメンバーなので、このフォルダへの直接権限も持ちます。

NovaNET は、この情報を使って Mather の有効な権限を判別します。このフォル

ダへの継承権限が存在するかどうかは確認しません。 



50 NovaNET® ユーザ ガイドとテクニカル リファレンス 

 

Conservationist Workgroup Folder に保存された Wawona Workgroup Folder と
いうジョブ フォルダに対して、Mather に有効な権限を与えるかどうかを決定す

る場合、NovaNET は最初に Mather がそのフォルダへの直接権限を持っているか

どうかを確認します。このフォルダへの直接権限を持つユーザやグループはいな

いので、NovaNET は、Mather がこのフォルダが含まれるコンテナへの有効な権

限を持っているかどうかを確認します。この例の場合では、NovaNET は Mather 
が Conservationist Workgroup Folder に対して有効な権限を持っているかどうか

を確認します。Mather はこのフォルダに対して有効な権限を持っているため、

NovaNET はこの情報を使用して、Mather が Wawona Workgroup Folder に持っ

ている有効な権限を計算します。 

同様に、NovaNET は、Mather が Mather's Personal Jobs という名前のフォルダ

に対して持っている直接権限によって、Mather のそのフォルダへの有効な権限

を判別します。このフォルダへの有効な権限を判別する場合、Mather がこの

フォルダが含まれる Wawona Workgroup Folder への有効な権限を持っていても

違いはありません。 

Mather's Personal Jobs フォルダに含まれるジョブ Mather's Archive Job への 
Mather の有効な権限を判別する場合、NovaNET は最初に Matheｒ が直接権限を

持っているかどうかを確認します。Mather には直接権限がないので、NovaNET 
は、このジョブが含まれるコンテナへの有効な権限を Mather が持っているかど

うかを確認します。Mather は Mather's Personal Jobs フォルダへの有効な権限を

持っているので、NovaNET はこれらの有効な権限を使って、Mather の Mather's 
Archive Job への有効な権限を判別します。 

ここでは、Mather が Mather's Archive Job に対して持っている有効な権限は、

Mather の Mather's Personal Jobs フォルダへの有効な権限だけで判別されており、

Mather の Conservationist Workgroup Folder や Wawona Workgroup Folder への

有効な権限に基づいて判別されているわけではない点に特に注意してください。 

Mather Archive ジョブへ

の Mather の権限は、この

フォルダに対する有効な権

限により決まります。 

しかし、この

フォルダに対

する有効な権

限により決ま

るわけではあ

りません。 
 

オブジェクトの移動が権限に与える影響 

オブジェクトがあるコンテナから別のコンテナに移動されると、NovaNET はオ

ブジェクトの新しい場所に基づいてオブジェクトの有効な権限を判別します。 
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たとえば、あるユーザが直接権限を持つコンテナであるユーザ/グループ フォル

ダにジョブが保存されているため、このユーザはそのジョブに対して有効な権限

を持っているとします。ジョブがこのフォルダから別のフォルダに移動されると、

このユーザが持つジョブへの有効な権限が変更される可能性があります。ジョブ

の移動先が管理者フォルダであると、このユーザには管理者フォルダへの権限

がないため、ジョブへの権限を失います。一方、ジョブの移動先が全員フォル

ダの場合は、有効な権限が変更された可能性はありますが、引き続きジョブにア

クセスできます。 

 

このジョブへの Clark の
権限をユーザ/グループ

フォルダから継承して

いる場合、アドミニス

トレータ フォルダにそ

れを移動するときに変

更されます。 

 

権限の種類 

NovaNET は、7 種類の異なる権限を使用してデータベース内のオブジェクトへ

のアクセスを管理しています。権限の種類によって、オブジェクトに対して実行

できるアクションが決定されます。ユーザやグループは、7 種類すべての権限を

与えられることもありますが、一部の権限しか与えられなかったり、まったく権

限を与えられないこともあります。 

権限の種類は、スーパバイザ、アクセス、作成、変更、削除、読み込み、書き

込みの 7 種類です。 
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ユーザまたは

グループは、

オブジェクト

に対して 7 つ

の権限をもつ

ことができま

す。 

 

スーパバイザ 

これは最高の権限です。スーパバイザ権限では、次のような 3 つの特別な能力が

与えられます。 

• 第 1 に、オブジェクトへのスーパバイザ権限を持つユーザには、そのオブ

ジェクトに対しこの権限以外の 6 つの権限が自動的に与えられます。 

• 第 2 に、オブジェクトへのスーパバイザ権限を持つユーザは、ストレージ管

理データベースに存在するそのオブジェクトの下位の全オブジェクトに対し、

自動的に有効な権限を持ちます。 

• 第 3 に、オブジェクトへのスーパバイザ権限を持つユーザは、ストレージ管

理データベースに存在するそのオブジェクトの下位オブジェクトへの 7 種類

の権限のうち、いかなる権限も拒否されることがありません。 

NovaNET の管理者には、NovaNET ストレージ管理データベース階層で最上位に

あるコンテナ (システム コンテナと呼びます) へのスーパバイザ権限が自動的に

与えられます。つまり、NovaNET の管理者は、NovaNET データベース内の全オ

ブジェクトへの全権限を持ち、どの権限も拒否されることがありません。 

多くの場合、スーパバイザ権限は NovaNET の管理者だけに割り当てられます。 

アクセス 

オブジェクトへのアクセス権限を持つユーザは、他のユーザやグループにその

オブジェクトへの権限を与えることができます。たとえば、同僚にテープへの権

限を与えるには、そのテープへのアクセス権限を持っている必要があります。 
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アクセス権限を持つユーザは、NovaNET データベースに存在するユーザに対し

オブジェクトへの広範な権限を与えることができるため、アクセス権限は強力な

権限と言えます。そのため NovaNET 管理者は、オブジェクトへのアクセス権限

以外の権限を持っているユーザに対しても、アクセス権限は許可しない場合があ

ります。たとえば、NovaNET 管理者によって、特定のテープへの読み込み、書

き込み権限を与えられていても、アクセス権限がない場合は、他のユーザやグ

ループに同じ能力を与えることはできません。 

他のユーザやグループに対して権限を与えることができるのは、アクセス権限

を持っている場合だけです。ジョブやテープなどのオブジェクトへのアクセス

権限がない場合に、別のユーザにそのオブジェクトへの権限を与えたいときは、

NovaNET 管理者に相談して権限を許可してもらいます。 

作成 

作成権限を持つユーザは、コンテナ オブジェクトに新しいオブジェクトを作成

できます。たとえば、フォルダ内に新しいジョブを作成するためには、そのフォ

ルダへの作成権限を持っている必要があります。作成権限は、ジョブではなく

フォルダに適用されます。つまり、フォルダ内に新しいオブジェクトを作成する

権限をユーザに与えます。 

新しいフォルダやジョブを作成する場合は、NovaNET 管理者から作成権限が与

えられている必要があります。新しいジョブやフォルダの作成権限は、単一の

フォルダに限定されている可能性があり、全員フォルダや、NovaNET 管理者が

ユーザやグループのために作成した個人フォルダにしか作成権限がないことが

あります。 

新しいジョブやフォルダを作成できないときは、まず作成権限のあるフォルダ

を選択していることをツリー表示エリアで確認してください。それでも新しい

フォルダやジョブを作成できない場合は、NovaNET 管理者に依頼してそのフォ

ルダへの作成権限を許可してもらいます。 

変更 

変更権限は、ジョブなど NovaNET ストレージ管理データベース内のオブジェク

トの名前や場所をユーザが変更できるようにします。また、オブジェクトのプロ

パティ シートの変更や修正も可能になります。つまり、この権限を持つとオブ

ジェクトのプロパティ シートを移動、名前変更、変更できるようになります。

たとえば、ジョブへの変更権限を持っていると、そのジョブの名前を変更する

ことができます。変更権限は、あるフォルダから別のフォルダへジョブを移動

するときにも必要です。 
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削除、読み込み、書き込み 

この 3 つの権限によって、読み込み、削除、書き込みが可能なテープやデバイス、

ファイルなどのオブジェクトへのユーザのアクセスを管理します。この権限は、

次のようなバックアップ ジョブ、回復ジョブおよび検証ジョブを実行するため

に必要です。 

• バックアップ ジョブを完了するためには、バックアップするファイルの読

み込み権限と、メディアとバックアップ デバイスの書き込み権限を持って

いる必要があります。メディアに新しいデータを追加するのと違い、バック

アップ ジョブによって現在のメディアが新しいデータで上書きされる場合

は、メディアの削除権限も必要です。 

• 回復ジョブを完了するためには、ファイルの回復先ボリューム (ディスク ド
ライブ) の書き込み権限と、メディアとバックアップ デバイスの読み込み権

限を持っている必要があります。回復ジョブによって古いファイルが上書き

または置換される場合は、そのファイルの削除権限も必要です。 

• 検証ジョブを完了するためには、検証するワークステーションやファイル 
サーバ上のファイルや、メディア、バックアップ デバイスの読み込み権限

を持っている必要があります。 

権限の例 

次の 2 つの例では、権限同士がどのような関係にあるかを説明します。 

権限の例 1 

この例では、Galen Clark という名前のユーザは、Clark's Jobs というフォルダ、

Clark's 2 Gig Drive というドライブまたはボリューム、および Clark's Personal 
Backup Tape というテープに対して有効な権限を持っています。  

データベース オブジェクト 有効な権限 

 Clark's Jobs (ジョブ フォルダ) [––CMDRW] 

 Clark's 2 Gig Drive (ボリューム) [–––––R-] 

 Clark's Personal Backup Tape (メディア) [–––––R-] 



第 4 章 — 権限 55 

 

 

これらの権限によって、Clark は次のようなことができます: 

• Clark's Job フォルダへの作成権限があるので、そのフォルダ内で新しい

ジョブ フォルダや、バックアップ ジョブ、回復ジョブ、検証ジョブを作成

できます。変更権限もあるので、フォルダ間のジョブの移動、ジョブ名の変

更、ジョブのプロパティ シートの変更も可能です。削除権限によって、

フォルダ内のあらゆるジョブやフォルダを削除することもできます。また、

Clark's Job フォルダに対して読み込み権限と書き込み権限を持っているた

め、フォルダ内に保存されている全オブジェクトに対しても同じ権限を持ち

ます。 

• Clark's 2 Gig Drive という名前のボリュームへの読み込み権限を持っている

ので、そのドライブからバックアップするファイルを選択することができま

す。同様に回復するファイルを選択することもできます。 

• テープとボリュームへの読み込み権限は持っていますが、さらにバックアッ

プ デバイスの読み込み権限もある場合は、検証ジョブの作成と実行が可能

です。 

これらの権限では、Clark は次のようなことはできません: 

• バックアップ ジョブの作成はできますが、実行はできません。テープへの

書き込み権限がないためです。このジョブは、NovaNET 管理者か、

NovaNET 管理者からテープへの書き込み権限を与えられているユーザが実

行する必要があります。 

• 同様に、回復ジョブの作成はできますが実行はできません。このディスク 
ドライブへの書き込み権限がないためです。Clark が回復ジョブを実行する

場合は、NovaNET 管理者に代わりに実行してもらうか、実行に必要な権限

を許可してもらう必要があります。 

• 自分のフォルダ、ドライブ、テープのアクセス権限がないため、自分以外の

ユーザにこれらのオブジェクトへの権限を与えることはできません。 

権限の例 2 

この例では、Stephen Mather という名前のユーザが、Mather's 1 Gig Drive という

ドライブと、Mather's Personal Backup Tape というテープに対して有効な権限

を持っています。Mather は Conservationist グループのメンバーでもあり、この

グループは、Conservationist Workgroup Jobs という名前のフォルダに対して有

効な権限を持っています。 
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データベース オブジェクト 有効な権限 

 Mather's 1 Gig Drive (ボリューム) Mather:[–––––R–] 

 Mather's Personal Backup Tape (メディア) Mather:[–––––RW] 

 Conservationist Workgroup Jobs (フォルダ) 
Conservationists: 
[––CMDRW] 

 

これらの権限によって、Mather は次のようなことができます: 

• Conservationist グループのメンバーなので、Conservationist Workgroup 
Jobs フォルダにジョブやフォルダを作成できます。また、フォルダ内のあ

らゆるジョブやフォルダを変更、削除することができます。 

• フォルダへの変更権限と、Mather's 1 Gig Drive という名前のドライブへの

読み込み権限を持っているので、そのドライブからバックアップするファイ

ルを選択することができます。また、Mather's Personal Backup Tape という

名前のテープへの読み込み権限もあるので、回復するファイルを選択するこ

とも可能です。 

• Clark と違って、テープへの書き込み権限を持っているので、バックアップ 
ジョブを実行することができます。ただし、テープ ドライブへの書き込み

権限も持っていることが前提になります。 

• 検証ジョブを作成、実行できます。 

これらの権限では、Mather は次のようなことはできません: 

• バックアップ ジョブの作成と実行はできますが、自分のディスク ドライブ

への書き込み権限がないため、テープからドライブへファイルを回復するこ

とはできません。 

• バックアップ ジョブを実行する場合、テープ上の古いファイルを新しい

ファイルで上書きすることはできません。テープの削除権限がないためです。

したがって、作成、実行するバックアップ ジョブは追加ジョブである必要

があります。 

• Clark の場合と同じく、Mather にも自分のドライブやテープのアクセス権限

がないため、彼以外のユーザにこれらのオブジェクトへの権限を与えること

はできません。 
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Conservationist グループの Mather 以外のメンバーも、Conservationist 
Workgroup Folder 内のジョブやフォルダに対して一定の権限を持っています。

このジョブやフォルダには Mather が作成したものも含まれます。これによって

次のような影響があります: 

• このグループのメンバーは、Mather が Conservationist Workgroup Folder 内
に作成したフォルダやジョブを表示することができます。Conservationist グ
ループのメンバーには変更権限があるので、Mather が Conservationist 
Workgroup Folder 内に作成したジョブやフォルダのプロパティを変更する

ことができます。 

• このグループのメンバーには Mather のドライブやテープへの読み込み権限

がありません。そのため、Mather が作成したジョブへの変更権限を持ってい

ても、Mather がバックアップや回復対象に選択したファイルを変更すること

はできません。 

• Mather 以外のメンバーが Mather のジョブを実行することはできません。実

行するには、NovaNET 管理者によって適切な読み込み権限と書き込み権限

が与えられている必要があります。 

他の NovaNET ユーザに権限を許可する 

NovaNET 管理者によってオブジェクトへのアクセス権限が与えられていると、

他のユーザやグループにそのオブジェクトへの権限を与えることができます。一

般的に NovaNET 管理者が NovaNET データベースのオブジェクトへのアクセス

権限を許可するのは、他のユーザとデータを共有できるようにするためです。 

たとえば、NovaNET 管理者からアーカイブ テープへのアクセス権限が与えられ

たユーザは、他のユーザにそのテープへの読み込み権限を与えることができま

す。これによって他のユーザは、そのテープから書き込み権限を持つドライブ

へファイルを回復できるようになります。 

他の NovaNET ユーザに権限を許可するには 

1. ユーザやグループに権限を許可するオブジェクトの [プロパティ] ウィンドウを開き

ます。 
2. [権限] タブをクリックします。[権限] タブは、オブジェクトへのアクセス権限がない

場合はオブジェクト プロパティ シートに表示されません。 
3. [追加...] ボタンをクリックします。 
4. 追加するユーザやグループを [参照] ウィンドウから選択して、[OK] をクリックしま

す。 
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5. このウィンドウ右側の [権限] チェック ボックスで適切な権限を選択します。 

 

別のユーザに

権限を付与す

るためには、

まず [追加] ボ
タンをクリッ

クします。 

該当する権

限をチェッ

クします。

次に、[参照] 

ウィンドウの

ユーザまたは

グループを選

択し… 

 

ユーザ権限の制限 

ほとんどの場合、オブジェクトへのユーザ権限を制限する方法は、許可の場合と

同じです。つまり、オブジェクトの [権限] タブのチェック ボックスで、制限す

る権限のチェックを外します。ユーザやグループがオブジェクトの [権限] タブ

に表示されないときは、まずそのオブジェクトに直接権限を持つユーザやグルー

プのリストにユーザやグループを追加してください。 

他の NovaNET ユーザの権限を制限するには 

1. ユーザやグループ権限を制限するオブジェクトの [プロパティ] ウィンドウを開きま

す。 
2. [権限] タブをクリックします。[権限] タブは、オブジェクトへのアクセス権限がな

い場合はオブジェクト プロパティ シートに表示されません。 
3. ユーザが [権限] タブに表示されないときは、まずユーザやグループを追加します。

[追加...] ボタンをクリックして、追加するユーザやグループを [参照] ウィンドウから

選択します。 
4. 権限を拒否するユーザやグループを [権限] タブで選択します。 
5. このウィンドウ右側の [権限] チェック ボックスで適切な権限のチェックを外します。 
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オブジェクトへのユーザ

の権限を拒否するには、

オブジェクトの [権限]

タブにそのユーザを追加

し、[権限] チェック ボ

ックスをすべてクリアし

ます。 

 

ユーザのコンテナへの直接権限を制限すると、コンテナ内オブジェクトへの有効

な権限も変更されます。ただし、このユーザのオブジェクトへの有効な権限が、

そのコンテナの有効な権限から継承されている場合に限ります。たとえば、当該

のユーザ名のもとで [変更] チェック ボックスのチェックを外し、ジョブ フォル

ダへの直接変更権限を拒否すると、そのフォルダ内にあるジョブへの有効な変

更権限も拒否されます。ただし、このユーザがジョブへの直接権限を持ってい

る場合を除きます。 

通常は NovaNET 管理者がストレージ管理ゾーンのセキュリティを調整して、

ファイルやテープへの不正な権限を防止しています。あるオブジェクトへの別の

ユーザの権限を制限する必要があるけれども、自分では制限できない場合は、

NovaNET 管理者に連絡してください。 
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第 5 章 — ファイルとインスタンスの選択 

ジョブのプロパティ シートの [選択] タブを使って、バックアップ、回復、検証

するファイルを選択します。NovaNET の強力な選択フィルタを使うと、希望す

るファイルを正確に選択し、ジョブの実行前に自動的に選択範囲を更新すること

ができます。 

この章の内容 

• 概要 

• バックアップ選択の概念 

• バックアップ ジョブ対象ファイルの選択 

• 回復選択の概念 

• 回復ジョブ対象ファイルの選択 

• 新しい名前で新しい場所にファイルを回復する 

• 検証選択の概念 

• 検証ジョブ対象ファイルの選択 

概要 

ジョブに対してファイルを選択する場合、ジョブに必要なファイル以外は選択し

たくない場合があります。一方、柔軟な選択基準を使って基準に合う新規ファイ

ルを自動的に選択したい場合もあります。 
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NovaNET では、いくつかの方法でファイルを選択することができます。ボ

リュームやフォルダ、ファイルを直接選択する、フィルタを使って選択ファイル

を選別する、ジョブ実行時に NovaNET で使用される自動フィルタを追加する方

法です。回復ジョブでは、回復するファイルのインスタンスやバージョン、新

規ファイルの名前、およびファイルの回復先フォルダやディレクトリを指定する

ことができます。 

選択基準を慎重に指定することにより、ジョブ実行時に NovaNET によって選択

ファイル リストが自動更新され、選択されるべきファイルが実際に処理されま

す。 

この章では、バックアップ ジョブ、回復ジョブ、検証ジョブの順に、各ジョブ 
タイプでのファイルの選択方法について個別に説明します。各ジョブについて、

正確かつ慎重にファイルを選択するために理解すべき概念が説明されています。

次に進む前に、まずこのセクションを読んでください。 

バックアップ選択の概念 

ジョブの [選択] タブを使って、ジョブのファイルを選択します。 

バックアップするファイルは 3 つの手順で選択します。最初の手順では、適切な

ファイルにチェックを付けて選択します。次に、マークの付いたファイルがフィ

ルタ選択基準を使って選別されます。この手順はオプションです。最後の手順で

は、ジョブ実行時に、すべてのファイルをバックアップするか、あるいは最後の

バックアップ ジョブ後に変更されたファイルのみをバックアップするかが 
NovaNET で確認されます。 

バックアップ ファイルにマークを付ける 

ファイルの隣にある選択ボックスにチェック マークが表示されている場合、

ファイルはバックアップ対象として選択されています。 

フォルダやフォルダ以外のコンテナの隣のボックスがグレー表示されている場合

は、フォルダやコンテナ自体は選択されていなくても、その中に選択状態のファ

イルが含まれていることを示します。フォルダやフォルダ以外のコンテナの隣の

ボックスがグレー表示かつチェックされている場合は、フォルダやコンテナ自体

が選択されていて、さらにその中に選択状態のファイルが含まれている可能性が

あります。 
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チェックされた選択

ボックスは、ファイ

ルが選択されている

ことを示します。 

チェック マークの付いてい

ないグレーの選択ボックス

は、コンテナが選択されてい

る他のオブジェクトを含むこ

とを意味しています。 

チェック マークのつけられ

たグレーの選択ボックスは、

コンテナ自体が選択され、そ

の中に選択されたオブジェク

トがある可能性があることを

意味します。 

 

ファイルの隣にある選択ボックスにチェックを付けたり外したりして、バック

アップ ファイルを選択したり、選択解除できます。ファイル自体ではなく、

ファイルの入ったフォルダを選択することもできます。フォルダやボリュームな

どのコンテナにマークを付けた場合は、そこに含まれるフォルダやコンテナを含

む、その中身すべてにマークが付きます。 

フォルダを選

択すると… 

その内容も

自動的に選

択 さ れ ま

す。 
 

フォルダの選択とファイルの選択 

フォルダの内容は、2 つの方法で選択できます。1 つ目は、フォルダ内のオブ

ジェクトの選択ボックスに 1 つずつマークを付けていく方法です。2 つ目は、

フォルダ自体の選択ボックスにマークを付ける方法です。フォルダの変更後に 
NovaNET が選択リストに含めるファイルに影響するため、どちらの方法で選択

したかは重要です。 

フォルダの内容を個別に選択した場合は、フォルダに追加されたファイルなどの

新規オブジェクトは、NovaNET によってバックアップ対象に選択されません。

一方、フォルダ自身を選択した場合は、新規項目がフォルダ内に作成されるとそ

の項目も NovaNET でバックアップ対象として選択されます。 
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フォルダを選択

すると… 

そのフォルダの中で

作成された新規オブ

ジェクトが自動的に

選択されます。 

 

一般的には、特に事故に備えたジョブのためにバックアップ ファイルを選択す

るときは、まず、NovaNET の階層構造の最上部にあるコンテナを選択してくだ

さい。次に、バックアップする必要のない、下層のコンテナやファイルを選択解

除します。 

たとえば、階層最上部の [ネットワーク] コンテナ アイコンを最初に選択します。

これによって、ネットワーク上の全マシンと、そのマシンの全ボリュームが自動

的に選択されます。バックアップしないマシン、ボリュームまたはフォルダがあ

る場合は、その選択ボックスのマークを外して選択解除します。ネットワーク、

つまり現在のストレージ管理ゾーンに新しいマシンやボリュームが追加された場

合、そのマシンやボリュームは NovaNET で自動的に選択されます。 

コンテナ内のオブジェクトではなく、コンテナ自体を選択するのには別の理由も

あります。それは、コンテナ内に独立して保存されているファイルも必ず含める

ためです。 

たとえば、1995 Fire Study Data & Reports というフォルダとその中の 1995 
Reports というフォルダをバックアップしたいけれども、Field Data というフォ

ルダはバックアップしたくないとします。1995 Reports フォルダのみをチェック

した場合は、1995 Fire Study Data & Reports フォルダに含まれているけれども 
1995 Reports フォルダに含まれていないファイルはバックアップされません。代

わりに、1995 Fire Study Data & Reports フォルダをチェックして、Field Data 
フォルダのチェックを外します。こうすると、1995 Fire Study Data & Reports 
フォルダと 1995 Reports フォルダに含まれているすべてのファイルが選択され

ます。 
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コンテナ

を選択す

ると… 

フォルダに含まれて

いないファイルも含

め、その内容のすべ

てもチェックされま

す。 その中でフォルダに入っ

ていないオブジェクトは

選択されません。 

しかし、コ

ンテナの内

容を選択す

ると… 

 

フィルタを使ったファイルの選択 

選択フィルタを使用すると、特定のボリューム、フォルダ、およびファイルを

バックアップ、回復、または検証ジョブから除外できます。ツールバーの [選択

フィルタ] ボタンをクリックし、ジョブのフィルタ基準を指定します。 

メモ  指定した選択フィルタは、ジョブ対象マークの付いたボリューム、フォル

ダ、ファイルのすべてに適用されます。同一ジョブにおいて、フォルダやボ

リュームごとに別々のフィルタを適用することはできません。 

選択フィルタの仕組み 

デフォルトで NovaNET は、ジョブ対象マークの付いたボリューム、フォルダ、

ファイルをすべてバックアップします。選択フィルタでは、これらマークの付い

た 1 つまたは複数のオブジェクトを除外するための基準を指定できます。これら

のフィルタ基準は実行時に適用され、その結果、基準を満たさないオブジェクト

のマークが外されます。 

たとえば、2002 年より前に作成されたすべてのファイルを除外したいとしま

しょう。[作成範囲] フィールドの [日付範囲] ウィンドウにアクセスし、[範囲タ

イプ] で [以降] を選択し、[開始日] に「2002 年 1 月 1 日」と入力します。ジョブ

を実行すると、2002 年より前の作成日を持つすべてのファイルが一時的に選択

解除され、バックアップから除外されます。 

フィルタ基準はいつでも変更できます。また、ジョブを実行する前にオブジェク

トにマークを付けたり外したりできます。マークの付いたオブジェクトにフィル

タ基準が適用されるのは、ジョブの実行時です。 

 
[選択フィルタ] 

ボタン 
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メモ  選択フィルタを使用して、マークの付いていないオブジェクトをジョブ 
セットに追加することはできません。選択フィルタは、マークの付いたオブジェ

クトをジョブ セットから除外するためにのみ使用されます。 

フィルタとグレー表示フォルダ 

マークの付いたフォルダにフィルタを適用すると、そのフォルダのファイルが

まったく選択されないことがあります。この場合、フォルダ内のファイルが選択

されていないのに、フォルダ横の選択ボックスがグレー表示されます。グレーの

選択ボックスは、フィルタ基準に一致するファイルがフォルダ内に作成されると、

そのファイルはジョブ対象として選択されることを示しています。 

グレーのフォルダは、

選択フィルタの条件に

あったフォルダに含ま

れたファイルが選択さ

れることを示します。 

 

変更されたファイルのみ選択 

事故に備えたバックアップ ジョブなど繰り返し実行するジョブでは、前回の

バックアップ ジョブ実行後に変更されたファイルだけをバックアップしたいこ

とがあります。これは、バックアップ モード設定で扱われます。 

すべての選択ファイルをバックアップするには、フル バックアップ モード設定

を使用します。この場合、どの選択ファイルも選択解除されません。 

前回のフル バックアップ以降に変更されたファイルのみをバックアップするに

は、差分バックアップ モード設定を使用します。この場合、前回のフル バック

アップ以降に変更されていないすべてのファイルは自動的に選択解除されます。 

前回のバックアップ以降に変更されたファイルのみをバックアップするには、

増分バックアップ モード設定を使用します。この場合、前回のバックアップ以

降に変更されていないすべてのファイルは自動的に選択解除されます。 

その後で、更新された選択ファイル リストに従ってジョブが実行されます。 
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新規バックアップ ファイルの自動選択 

ジョブの反復実行を設定している場合に、コンピュータ上のディレクトリやスト

レージ管理ゾーンのマシンの変更にジョブを対応させます。たとえば、ジョブ作

成時には選択されていなかった新しいファイルやディレクトリが追加されたり、

ネットワーク上に新しいマシンや、バックアップ対象外だったマシンのボリュー

ムが追加されることもあります。 

選択基準を慎重に指定した場合は、こうした新規ファイル、フォルダ、ボリュー

ムおよびマシンも、NovaNET でバックアップ対象として選択されます。一般的

に、新しいファイルやコンテナがバックアップ対象として選択されるのは、それ

らが (1) バックアップ対象として選択されたコンテナに含まれ、(2) 選択フィル

タ基準を満たす場合です。 

たとえば、選択されたコンテナ内にある新しいフォルダは、バックアップ選択リ

ストに追加されます。ボリュームのルート レベルに新規フォルダを作成した場

合は、ボリュームにバックアップ対象のマークが付いていれば、そのフォルダは

バックアップ対象として選択されます。このフォルダ内のファイルで、選択フィ

ルタ基準をパスしたファイルはバックアップ ジョブに含まれます。ただし、ボ

リューム自体が選択されていないと、新規フォルダも選択されません。 

 

 

フォルダ

自体を選

択した場

合… 

そのフォルダの中

で作成された新規

オブジェクトが自

動的に選択されま

す。 

 

バックアップされるファイルを確認する場合は、ジョブのプロパティ シートの 
[選択] タブを開きます。このタブを開くと、バックアップ対象として選択される

ファイルが NovaNET によって再計算されます。ここで、バックアップしたい

ファイルが選択されているかどうかを確認します。 

メモ  [選択] タブには、フル バックアップ ジョブによってバックアップされるす

べてのファイルが表示されます。差分バックアップや増分バックアップによって

バックアップされないファイルは示されません。  
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バックアップ ジョブ対象ファイルの選択 

バックアップ ジョブ対象ファイルを選択するには 

1. バックアップ ジョブのプロパティ シートを開き、[選択] タブをクリックします。 
2. ジョブに追加するファイル、フォルダ、またはそれ以外のコンテナの隣にある選択

ボックスにチェックを付けます。 
3. ツールバーから [選択フィルタ] ボタンをクリックし、フィルタ選択基準を指定しま

す。選択フィルタを適用しない場合、この手順は省略できます。 
4. [選択] タブのツリー表示エリアおよびオブジェクト詳細エリアで、選択したいファ

イルにバックアップ対象のマークが付いているかどうかを調べます。 

フィルタ基準の適用 

[選択フィルタ] ボタンをクリックすると、[選択フィルタ] ウィンドウが表示され

ます。このウィンドウには、選択したファイルに適用可能な複数の選択フィルタ

が表示されます。 

バックアップ 

ジョブの [選択

フィルタ] ウィ

ンドウ 

 

 
[選択フィルタ] 
ボタン 

 
[選択フィルタ] 
ボタン 
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メモ  各フィルタ基準は、独立して実行されます。ファイルがバックアップ対象

として選択されるためには、各ファイルが、指定したフィルタ基準をすべてパス

する必要があります。たとえば各選択ファイルを、作成日が 2002 年 1 月 1 日以

降で、拡張子が .doc のファイルに指定した場合、NovaNET では、この両方の選

択基準に一致するファイルだけが選択されます。 

フィルタ選択基準 

このセクションでは、バックアップ対象のマークが付いたファイルやフォルダに 
NovaNET によって適用される選択フィルタについて簡単に説明します。 

選択基準には、オペレーティング システム固有のものがあるので注意してくだ

さい。現在のストレージ管理ゾーンでは、複数のマシンが異なるオペレーティン

グ システムで作成されたファイルで作業している可能性があります。オペレー

ティング システム固有のフィルタ基準を選択すると、それ以外のオペレーティ

ング システムで作成されたファイルは、自動的にバックアップから除外されま

す。これは特に、必要な属性フィルタと除外属性フィルタに影響があります。 

メモ NovaNET では、日付の西暦部分は次のアルゴリズムを使って解析されます。

西暦部分が 70 以下の場合は、西暦の上 2 桁は 20 (21 世紀) に設定されます。西

暦部分が 71 以上の場合、西暦の上 2 桁は 19 (20 世紀) に設定されます。たとえ

ば、日付を 01-Jun-33 に設定すると、NovaNET では 2033 年 6 月 1 日と計算され

ます。また 05-Apr-81 は 1981 年 4 月 5 日と計算されます。 

バックアップ範囲 

バックアップ日付とは、ファイルやその他のオブジェクトが最後にバックアッ

プされた日付のことです。ファイルがバックアップされると、NovaNET によっ

てバックアップ日付が現在の日付に変更されます。各ファイルに 1 つのバック

アップ日付があります。このフィルタを使うと、特定の日付にバックアップされ

たファイルを選択できますが、最近バックアップされたファイルを除外する使い

方の方が多いかもしれません。 

特定のバックアップ日付が付いたファイルを選択するには、[バックアップ範囲] 
フィールドの隣にある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。[日付範囲] 
ウィンドウが表示されるので、適切な範囲タイプ、開始日付と開始時刻、および

終了日付と終了時刻を選択します。 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 
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 [日付範囲] 

ウィンドウ  

 

変更範囲 

ファイルが変更されると、ファイルの変更日が更新されます。このフィルタを使

うと、変更日が基準に一致するファイルをバックアップできます。NovaNET に
よってボリュームのディレクトリ情報がチェックされ、ファイルをバックアップ

に含めるかどうかが判断されます。たとえば、ある日付と時刻の後に変更された

ファイルや、逆にある日付と時刻の前に変更されたファイルだけを選択すること

ができます。 

特定の変更日付が付いたファイルを選択するには、[変更範囲] フィールドの隣に

ある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。[日付範囲] ウィンドウが表示さ

れるので、適切な範囲タイプ、開始日付と開始時刻、および終了日付と終了時刻

を選択します。 

作成範囲 

ファイルを作成すると、ファイルに作成日が割り当てられます。このフィルタを

使うと、基準に一致するファイルだけを選択できます。NovaNET によって、ボ

リュームのディレクトリに保存された各ファイルの作成日がチェックされ、バッ

クアップ ファイルが選択されます。 

特定の作成日付が付いたファイルを選択するには、[作成範囲] フィールドの隣に

ある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。[日付範囲] ウィンドウが表示さ

れるので、適切な範囲タイプ、開始日付と開始時刻、および終了日付と終了時刻

を選択します。 

メモ  DOS は作成日付をサポートしていないので、NovaNET は DOS ボリューム

に対するこのフィルタを無視します。 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 
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アクセス範囲 

ファイルが読み込まれると、変更の有無には関係なく、ファイルのアクセス日が

更新されます。この情報を使って、バックアップ対象ファイルを選択できます。

たとえば、過去 2 ヶ月にアクセスされた (開いて読み込まれた) ファイルだけを

バックアップできます。逆に過去 2 ヶ月間にアクセスされていないファイルだけ

をバックアップすることもできます。 

特定のアクセス日付が付いたファイルを選択するには、[アクセス範囲] フィール

ドの隣にある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。[日付範囲] ウィンドウ

が表示されるので、適切な範囲タイプ、開始日付と開始時刻、および終了日付と

終了時刻を選択します。 

メモ  DOS はアクセス日付をサポートしていないので、NovaNET は DOS ボ
リュームに対するこのフィルタを無視します。 

サイズ範囲 

このフィルタでは、サイズに応じてバックアップ ファイルを選択することが可

能です。指定サイズより小さいファイルや大きいファイル、または 2 つのサイズ

の間のファイルだけを選択できます。 

サイズに応じてファイルを選別するフィルタを指定するには、[サイズ範囲] の隣

にある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。続いて [サイズ範囲] ウィンド

ウが表示されるので、適切な基準を選択します。 

[サイズ範囲]

ウィンドウ 

 

インスタンス範囲 

NovaNET でファイルがバックアップされると、そのファイルの新規インスタン

スが作成されます。たとえば、費用勘定報告フォームという名前のファイルが

過去に数回バックアップされているとします。通常は、そのファイルの各インス

タンスは別のジョブのバックアップ メディアに保存され、NovaNET によってス

トレージ管理データベースで別々にトラッキングされます。 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 
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このフィルタを使うと、NovaNET に指示を出して、すでに複数のインスタンス

があるファイルはバックアップしないようにすることができます。たとえば、あ

るバックアップ済みファイルには 3 つ以上のインスタンスが不要な場合がありま

す。その場合は、[範囲タイプ] を [最大] に設定して、[最大インスタンス] を 3 
に設定すると、インスタンスが 3 未満のファイルだけが NovaNET によってバッ

クアップされます。 

ただし、ファイルに複数のインスタンスがあっても、ファイルへの最新の変更が

それらのインスタンスに確実に反映されるわけではありません。前回のバック

アップ後にファイルが変更されると、最新のインスタンスとファイルの現在の

フォームが一致しない可能性があります。 

インスタンスの数に応じてファイルを選択するフィルタを指定するには、[イン

スタンス範囲] フィールドの隣にある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。

続いて [インスタンス範囲] ウィンドウが表示されるので、適切な基準を選択し

ます。 

[インスタンス

範囲] ウィンド

ウ 

 

 

ワイルドカード タイプ 

使用するワイルドカードのフォーマットをリスト ボックスから選択します。以

下のフォーマットを使用できます。 

• DOS:8 文字の基本名と 3 文字の拡張子を持つ 11 文字の名前フォーマット 
(filename.txt など) を使用します。 

• Long:多数の文字からなる長い基本名と拡張子を持つ 256 文字の名前フォー

マット (Monday_backup.txt など) を使用します。 

• UNIX:UNIX の 検索式フォーマット ([Mm]onday など) を使用します。 

必ず一致 

NovaNET ではワイルドカード一致を使ってファイルを指定することができます。

[必ず一致] フィールドで指定したワイルドカードに一致するファイルだけがバッ

クアップ セットに追加されます。たとえば「*.exe」と入力すると、拡張子

が .exe のファイルだけが NovaNET でバックアップされます。 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 
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セミコロンで区切って (スペースなし)、複数のワイルドカードを指定することも

できます。たとえば、[必ず一致] フィールドに「*.exe;*.doc」と入力すると、拡

張子が .exe あるいは .doc であるファイルが NovaNET によって選択されます。 

一致しない 

このワイルドカード フィールドは、ワイルドカードに一致するファイルが除外

されるという点以外は、[必ず一致] フィールドと同様に動作します。スペースを

入れずにセミコロンで区切って、複数のワイルドワードを指定できます。複数の

ワイルドカードを指定すると、指定したワイルドカードの 1 つに一致するファイ

ルは NovaNET によって除外されます。 

必要な属性 

オペレーティング システムは、属性と呼ばれるファイルの機能をトラッキング

して、ファイル管理に使用します。この属性を選択フィルタとして使用すること

ができます。[必要な属性] フィールドで、ある属性にチェックが付いていると、

その属性を持つファイルだけが NovaNET で選択されます。たとえば、[隠しファ

イル] にチェックを付けると、オペレーティング システムで隠しファイル属性を

割り当てられたファイルだけが、NovaNET によって選択されます。 

複数の属性を選択した場合は、すべての必要な属性に一致するファイルだけが 
NovaNET で選択されます。 

属性には、特定のオペレーティング システムでしかサポートされないものがあ

るので注意してください。オペレーティング システム固有の属性を指定すると、

そのオペレーティング システムで作成されたファイルだけがバックアップ対象

として選択されます。 

除外属性 

このフィールドは、指定した属性に一致するファイルが NovaNET によって除外

されるという点以外は、[必要な属性] フィールドと同様に動作します。たとえば 
[実行専用] ボックスにチェックを付けると、実行専用属性を持つファイルは、

NovaNET によってバックアップ対象から除外されます。 

複数の属性を選択した場合は、指定した属性を 1 つでも持つファイルは除外され

ます。たとえば、[隠しファイル] 属性と [システム] 属性にマークを付けると、

どちらかの属性を持つファイルはすべて除外されます。 
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親 

このオプションにチェックを付けると、NovaNET がファイルをバックアップす

るときに、そのファイルの親のディレクトリ情報もバックアップされます。フォ

ルダやフォルダ以外のディレクトリ データをバックアップする場合は、必ずこ

のオプションにチェックを付けてください。このオプションにチェックを付けな

いと、バックアップ ファイルの親情報は NovaNET でバックアップされません。 

子 

このオプションにチェックを付けると、選択したファイルが NovaNET でバック

アップされます。ただし、マークを付けたディレクトリだけをバックアップする

場合は、このオプションのチェックを外すことができます。[子] ボックスの

チェックを外し、[親] ボックスにチェックが付いていると、NovaNET によって

ディレクトリ構造はバックアップされますが、ディレクトリ、つまりフォルダ内

に保存されたファイルはバックアップされません。 

このオプションは、複雑なディレクトリ構造を複製するときに便利です。まず複

製するディレクトリ構造にマークを付け、続いて [子] オプションのチェックを

外します。これで、ディレクトリ構造だけが NovaNET でバックアップされます。

あるボリュームでこのディレクトリを回復すると、そのボリュームにディレクト

リ構造を複製できます。 

メディア 

NovaNET では、ファイルのインスタンスとインスタンスが保存されたメディア

がトラッキングされています。この情報を使って、ファイルが存在するメディア

に応じてファイルを選別することができます。[メディア] フィールドに表示され

たメディア上にインスタンスを持つファイルだけが、バックアップ ジョブに選

択されます。たとえば、「日次セット 1」という名前のメディアを選択すると、

「日次セット 1」というメディア上に有効なインスタンスを持つファイルだけが、

NovaNET によってバックアップ ジョブに含まれます。 

ファイルが存在するメディアに応じてファイルを選別するには、[追加...] ボタン

をクリックして、[参照] ウィンドウからメディアを選択します。その場合、メ

ディア フォルダやユーザ/グループ フォルダではなく、メディア オブジェクト

を選択してください。[メディア] フィルタ フィールドに複数のメディアが表示

されている場合は、表示されたすべてのメディア上に有効なインスタンスを持つ

ファイルだけが選択されます。 
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このフィルタは、バックアップ ジョブでは限られた用途しかありませんが、破

壊または損傷したメディアでの用途が考えられます。損傷したメディアにあるす

べてのファイルの新しいインスタンスをバックアップするには、まず新規ジョブ

を作成し、[選択] タブで適切なネットワーク オブジェクトまたはマシン オブ

ジェクトを選択します。次に [選択フィルタ] ボタンをクリックして、[選択フィ

ルタ] ウィンドウを開きます。[メディア] フィールドに損傷したメディアを追加

します。続いてこのジョブの [オプション] タブの [バックアップ モード] を、[ス
ナップショット] に設定します。これで、このジョブの実行時に、[メディア] 
フィールドに表示された損傷メディア上にあるインスタンスを持つファイルだけ

が NovaNET によってバックアップされます。 

回復選択の概念 

バックアップするファイルを選択するのと同じ方法で、回復するファイルを選択

します。回復ファイルを選択できるだけでなく、回復後のファイル名の変更、新

しい場所への回復、ファイルを回復する新規フォルダの作成も可能です。また、

回復ファイルを選択するときに、回復ファイルのインスタンスを指定する必要が

あります。 

回復するファイルは 4 つの手順で選択します。最初の手順では、ファイル ツ
リーを変更して、ファイル回復時の姿にします。たとえば、回復ファイルを保存

する新しいフォルダを作成できます。次に適切なファイルにチェックを付けて選

択して、適切なインスタンスを選択します。3 番目の手順では、複数のフィルタ

選択基準を使ってファイルをフィルタリングします。最後の手順では、回復後の

ファイルの新しい名前と場所を指定できます。 

回復対象ファイルの選択 

ファイルの隣にある選択ボックスにチェック マークが表示されている場合、

ファイルは回復対象として選択されています。 

フォルダやフォルダ以外のコンテナの隣のボックスがグレー表示されている場合

は、フォルダやコンテナ自体は選択されていなくても、その中に選択状態のファ

イルが含まれていることを示します。フォルダやフォルダ以外のコンテナの隣の

ボックスがグレー表示かつチェックされている場合は、フォルダやコンテナ自体

が選択されていて、さらにその中に選択状態のファイルが含まれている可能性が

あります。 
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チェック マークの付いて

いないグレーの選択ボッ

クスは、コンテナが選択

されている他のオブジェ

クトを含むことを意味し

ています。 

チェック マークの付けら

れたグレーの選択ボックス

は、コンテナ自体が選択さ

れ、その中に選択されたオ

ブジェクトがある可能性が

あることを意味します。 

チェックされた選択

ボックスは、ファイ

ルが選択されている

ことを示します。 

 

ファイルの隣にある選択ボックスにチェックを付けたり外したりして、回復する

ファイルを選択したり、選択解除できます。ファイル自体ではなく、ファイルの

入ったフォルダを選択することもできます。フォルダやボリュームなどのコンテ

ナにマークを付けた場合は、そこに含まれるフォルダやコンテナを含む、その中

身すべてにマークが付きます。 

フォルダを選択す

ると… 

その内容も自動的

に選択されます。 

 

メモ  回復ジョブのツリー表示エリアとオブジェクト詳細エリアは、バックアッ

プ ジョブとは異なります。回復ジョブのツリー表示エリアとオブジェクト詳細

エリアに表示されるファイルは、NovaNET のストレージ管理データベースにイ

ンスタンスがあるファイルです。一方、バックアップ ジョブで表示されるファ

イルは、現在のデータベース ゾーン内のファイル サーバやワークステーション

に存在しているファイルです。 



第 5 章「ファイルとインスタンスの選択」 77 

 

ファイルのインスタンスの選択 

ファイルがバックアップされると、そのファイルのインスタンスが作成されます。

異なるバックアップジョブで作成された異なるメディアに保存されたファイルに

は、複数のインスタンスが存在することがあります。NovaNET は、ストレージ

管理データベースにあるファイルの全インスタンスと、各インスタンスが保存さ

れているメディアをトラッキングしています。メディアが上書きや削除されると、

そのインスタンスは NovaNET のストレージ管理データベースからも削除されま

す。 

回復するファイルを選択する場合は、NovaNET で自動的に [<最新>] のインスタ

ンスが選択されます。バックアップされたファイルの最新インスタンス以外のイ

ンスタンスを選択する場合は、[インスタンス...] ウィンドウから選択してくださ

い。[インスタンス...] ウィンドウを開くと、[利用可能なインスタンス] フィール

ドにファイルのインスタンスと、インスタンスが保存されているメディアのリス

トが表示されます。回復したいインスタンスをハイライト表示して選択します。

特定のファイル インスタンスについて詳細を知りたい場合は、[詳細] ボタンを

クリックすると、バックアップ日付や変更日など、NovaNET のストレージ管理

データベースでのファイル管理に使用されるさまざまな詳細情報が表示されます。 

インスタン

ス] ウィンド

ウ 

 

[<最新>] パラメータを選択すると、NovaNET によってファイルやフォルダの最

新インスタンスが回復されます。 

一般的には、ファイルの特定のインスタンスを回復する場合は、そのファイルを

直接選択し、[インスタンス...] ウィンドウで回復するインスタンスを指定してく

ださい。 

フォルダやボリュームなどのコンテナのインスタンス日付を指定した場合は、一

致するインスタンス日付を持つファイルだけが選択されます。ファイルのインス

タンス日付がコンテナの日付と一致しない場合は、そのファイルは選択されませ

ん。一方、特定のファイルだけを回復したい場合は、コンテナのインスタンス日

付を指定すると、その日付と一致するインスタンス日付を持つファイルだけを選

択することができます。 
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フォルダのインスタンスの選択 

フォルダを選択すると、そのフォルダとフォルダ内の全ファイルの [<最新>] の
インスタンスが NovaNET で自動的に選択されます。別のインスタンスを指定す

る場合は、[インスタンス...] ウィンドウを開き、インスタンス日付をハイライト

表示して選択します。 

フォルダ選択時に指定したインスタンスは、そのフォルダに含まれるファイルを

選択する場合にも使用されます。具体的には、インスタンスがフォルダ インス

タンスに一致するファイルだけが回復対象として選択されます。 

メモ  フォルダ、ボリューム、またはそれ以外のコンテナのインスタンス日付を

指定した場合、そのコンテナに含まれるファイルは、コンテナのインスタンス日

付に一致するインスタンス日付を持っている場合のみ選択されます。増分または

差分バックアップ ジョブからインスタンス日付を選択したときなど、ほとんど

の場合は、ファイルには保存先のコンテナの日付に一致するインスタンス日付は

ありません。コンテナ内の全ファイルを確実に選択したい場合は、そのコンテナ

の [<最新>] インスタンスを選択してください。 

次に 2 つの例を示します。 

最初の例として、フォルダの [<最新>] インスタンスを選択すると、そのフォル

ダに含まれる全ファイルが選択されます。これは各ファイルが [<最新>] インス

タンスを持っているためです。このインスタンスは別の日付や別のバックアップ 
ジョブで作成されたものかもしれませんが、各ファイルは [<最新>] インスタン

スがあるので回復されます。 

フォルダの 

[<最新>] イ

ンスタンス

を選択する

と… 

その中のすべてのオ

ブジェクトが選択さ

れます。 
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2 番目の例は、[<最新>] インスタンス以外のインスタンスが選択されている場合

です。フォルダ内のファイルを回復対象として選択するには、フォルダに対して

選択されたインスタンス日付と一致するインスタンス日付を、そのファイルが

持っている必要があります。この例では、フォルダに対して選択されたインスタ

ンス日付と一致する利用可能なインスタンスがないため、回復対象として選択さ

れないファイルもあります。 

そのフォルダ内の一致する

インスタンス日を持たない

オブジェクトは選択されま

せん。 

 [<最新>] 以外のフォ

ルダのインスタンス

日付を選択すると… 

 

一般的には、ファイルの特定のインスタンスを回復する場合は、そのファイルを

直接選択し、[インスタンス...] ウィンドウで回復するインスタンスを指定する必

要があります。 

フォルダの選択とファイルの選択 

フォルダの内容は、2 つの方法で選択できます。1 つ目は、フォルダ内のオブ

ジェクトの選択ボックスに 1 つずつマークを付けていく方法です。2 つ目は、

フォルダ自体の選択ボックスにマークを付ける方法です。フォルダの変更後に 
NovaNET が選択リストに含めるファイルに影響するため、どちらの方法で選択

したかは重要です。 

たとえば、選択ボックスにマークを付けて回復対象フォルダを選択すると、フォ

ルダの全内容が回復されます。回復ジョブの実行前に新しいバックアップ ジョ

ブを実行すると、NovaNET では新しいフォルダの内容に応じて回復対象ファイ

ルが選択されます。したがって、フォルダ内に新しいファイルを作成すると、そ

のファイルは NovaNET によって回復されます。フォルダの [<最新>] インスタン

スを選択すると、NovaNET では、ストレージ管理データベースに存在する各

ファイルの最新インスタンスが使用されます。これらのファイルは、初めに選択

したファイルよりも新しいものである可能性があります。 



80 NovaNET® ユーザ ガイドとテクニカル リファレンス 

 

インスタンスとフィルタ 

インスタンスの選択にフィルタを使うことはできません。[選択フィルタ] ウィン

ドウを使用して、[インスタンス...] ウィンドウで指定したインスタンスを選別す

ることはできますが、選択したインスタンス日付はフィルタでは変更されません。 

フィルタを使ったファイルの選択 
選択フィルタを使用すると、特定のボリューム、フォルダ、およびファイルを回

復ジョブから除外できます。ツールバーの [選択フィルタ] ボタンをクリックし、

回復ジョブのフィルタ基準を指定します。 

メモ  指定した選択フィルタは、回復対象マークの付いたボリューム、フォルダ、

ファイルのすべてに適用されます。同一ジョブにおいて、フォルダやボリューム

ごとに別々のフィルタを適用することはできません。 

選択フィルタの仕組み 

デフォルトで NovaNET は、回復対象マークの付いたボリューム、フォルダ、

ファイルをすべて回復します。選択フィルタでは、これらマークの付いた 1 つま

たは複数のオブジェクトを除外するための基準を指定できます。これらのフィル

タ基準は実行時に適用され、その結果、基準を満たさないオブジェクトのマーク

が外されます。 

たとえば、2002 年より前に作成されたすべてのファイルを除外したいとしま

しょう。[作成範囲] フィールドの [日付範囲] ウィンドウにアクセスし、[範囲タ

イプ] で [以降] を選択し、[開始日] に「2002 年 1 月 1 日」と入力します。ジョブ

を実行すると、2002 年より前の作成日を持つすべてのファイルが一時的に選択

解除され、回復から除外されます。 

フィルタ基準はいつでも変更できます。また、ジョブを実行する前にオブジェク

トにマークを付けたり外したりできます。マークの付いたオブジェクトにフィル

タ基準が適用されるのは、ジョブの実行時です。 

メモ  選択フィルタを使用して、マークの付いていないオブジェクトを回復セッ

トに追加することはできません。選択フィルタは、マークの付いたオブジェクト

を回復セットから除外するためにのみ使用されます。 

 
[選択フィルタ] 
ボタン 
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回復ファイルの名前と場所の変更 

ファイルの回復時に、新しい名前を付けてファイルを回復したり、新しい場所に

回復したい場合があります。ファイルを元の名前で元の場所に回復したときに同

じファイルが同じ場所に存在していると、そのファイルは回復後のファイルに

よって上書きされます。 

この場合、ファイルに新しい名前を割り当てるか、ファイルを新しいディレクト

リに回復して、現在のファイルが上書きされるのを避けることができます。たと

えば、プロジェクト リストという名前のファイルを回復する場合、回復前に

ファイル名を変更するか、またはファイルの回復先フォルダを変更することで、

現在のファイルが同じファイルの古いインスタンスで上書きされないようにでき

ます。 

別のフォルダを選択するか、または NovaNET から回復先フォルダを作成するこ

とができます。 

回復ジョブでのファイルのインスタンスの選択 

回復するファイルやフォルダの選択ボックスにマークを付けると、NovaNET で
自動的に [<最新>] のインスタンスが選択されます。別のインスタンスを選択す

る場合は、[インスタンス...] ウィンドウを使って回復したいファイルのインスタ

ンスを選択します。 

また、ファイルやフォルダの特定のインスタンスを指定することもできます。そ

の場合は、ツリー表示エリアまたはオブジェクト詳細エリアでファイルやフォル

ダをハイライト表示してから、ツールバーの [インスタンスの選択] ボタンをク

リックします。NovaNET によって、そのファイルで利用可能なインスタンスの

リストが [インスタンス...] ウィンドウに表示されます。 

回復するファイルのインスタンスは注意して選択してください。単一の 
NovaNET の回復ジョブで、過去数ヶ月または数年間に多くの異なるバックアッ

プ ジョブで作成されたメディアにバックアップされたファイルが回復されるこ

とがあります。[インスタンス...] ウィンドウで [<最新>] を選択すると、最新のイ

ンスタンスすべてを簡単に回復することができます。ただし、違う日に作成され

たファイルのインスタンスを回復する場合は、各ファイルの各インスタンスを個

別に選択してください。 

 
[ｲﾝｽﾀﾝｽの選択] 
ボタン 
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あるファイルの複数のインスタンスを単一の回復ジョブで回復することはできま

せん。あるファイルの複数のインスタンスを回復する場合は、各インスタンスに

別々のジョブを作成、実行する必要があります。 

回復ジョブに対してファイルのインスタンスを選択するには 

1. 回復ジョブのプロパティ シートを開き、[選択] タブをクリックします。 
2. ジョブに追加するファイル、フォルダ、またはそれ以外のコンテナの隣にある選択

ボックスにチェックを付けます。 
3. 選択したオブジェクトの特定のインスタンスを選択するには、フォルダやファイル

をハイライト表示してから [インスタンスの選択] ボタンを押します。[インスタン

ス...] ウィンドウが表示されるので、回復するインスタンスの適切な日付を選択しま

す。フォルダやボリューム内の全ファイルを含める場合は、[<最新>] を選択します。 
4. ツールバーから [選択フィルタ] ボタンをクリックし、フィルタ選択基準を指定しま

す。選択フィルタを適用しない場合、この手順は省略できます。 
5. [選択] タブのツリー表示エリアおよびオブジェクト詳細エリアで、選択したいファ

イルに回復対象のマークが付いているかどうかを確認します。 
さらに、ファイルの名前を変更したり別の場所に保存することもできます。詳し

い説明は、後述の「新しい名前で新しい場所にファイルを回復する」にあります。 

フィルタ基準の適用 

[選択フィルタ] ボタンをクリックすると、[選択フィルタ] ウィンドウが表示され

ます。このウィンドウには、回復対象として選択したファイルの選別に使用でき

る複数の選択フィルタが表示されます。 

復元ジョブの 

[選択フィルタ] 

ウィンドウ 

 

 
[ｲﾝｽﾀﾝｽの選択]
ボタン 

 
[選択フィルタ] 
ボタン 

 
[選択フィルタ] 
ボタン 
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メモ  各フィルタ基準は、独立して実行されます。ファイルが回復対象として選

択されるためには、各ファイルが、指定したフィルタ基準をすべてパスする必要

があります。たとえば回復対象の各選択ファイルを、作成日が 2002 年 1 月 1 日
以降で、拡張子が .doc のファイルに指定した場合、NovaNET では、この両方の

選択基準に一致するファイルだけが選択されます。 

フィルタ選択基準 

このセクションでは、回復対象のマークが付いたファイルやフォルダに 
NovaNET によって適用される選択フィルタについて簡単に説明します。 

回復ジョブの [選択フィルタ] ウィンドウは、バックアップ ジョブの [選択フィ

ルタ] ウィンドウに似ています。そのため、以前にバックアップ対象ファイルの

選択に使ったフィルタと同じフィルタを使って回復するファイルを選択すること

ができます。また、バックアップ ジョブと同じファイルを選択する回復ジョブ

を作成することも可能です。その場合、ファイルがネットワーク上の広い範囲に

分散していても問題ありません。 

メモ NovaNET では、日付の西暦部分は次のアルゴリズムを使って解析されます。

西暦部分が 70 以下の場合、西暦の上 2 桁は 20 (21 世紀) に設定されます。西暦

部分が 71 以上の場合、西暦の上 2 桁は 19 (20 世紀) に設定されます。たとえば、

日付を 01-Jun-33 に設定すると、NovaNET では 2033 年 6 月 1 日と計算されます。

また 05-Apr-81 は 1981 年 4 月 5 日と計算されます。 

バックアップ範囲 

ファイルのバックアップ時には、そのファイルのバックアップ日が NovaNET の
ストレージ管理データベースに保存されます。これをバックアップ日と呼びます。

ファイルをバックアップすると、NovaNET によってバックアップ日が最新の

バックアップ日に変更されます。[インスタンス...] ウィンドウの [バックアップ

済み] フィールド リストで、利用可能なインスタンスすべてに関してこの情報を

参照できます。この情報を使って、回復ジョブのためにファイルをフィルタリン

グすることができます。 

特定のバックアップ日付が付いたファイルを選択するには、[バックアップ範囲] 
フィールドの隣にある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。[日付範囲] 
ウィンドウが表示されるので、適切な範囲タイプ、開始日付と開始時刻、および

終了日付と終了時刻を選択します。 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 
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 [日付範囲] 

ウィンドウ

 

変更範囲 

ファイルが変更されると、ファイルの変更日が更新されます。このフィルタを使

うと、基準に一致する変更日を持つファイルを回復できます。NovaNET によっ

てボリュームのディレクトリ情報がチェックされ、ファイルを回復ジョブに含め

るかどうかが判断されます。たとえば、ある日付と時刻の後に変更されたファイ

ルや、逆にある日付と時刻の前に変更されたファイルだけを選択することができ

ます。 

特定の変更日付が付いたファイルを選択するには、[変更範囲] フィールドの隣に

ある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。[日付範囲] ウィンドウが表示さ

れるので、適切な範囲タイプ、開始日付と開始時刻、および終了日付と終了時刻

を選択します。 

作成範囲 

ファイルを作成すると、ファイルに作成日が割り当てられます。このフィルタを

使うと、基準に一致するファイルだけを選択できます。NovaNET によって、ボ

リュームのディレクトリに保存された各ファイルの作成日がチェックされ、回復

対象ファイルが選択されます。 

特定の作成日付が付いたファイルを選択するには、[作成範囲] フィールドの隣に

ある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。[日付範囲] ウィンドウが表示さ

れるので、適切な範囲タイプ、開始日付と開始時刻、および終了日付と終了時刻

を選択します。 

メモ  DOS は作成日付をサポートしていないので、NovaNET は DOS ボリューム

に対するこのフィルタを無視します。 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 
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削除範囲 

このフィルタを使うと、ボリュームから削除されたファイルを簡単に回復対象に

することができます。ただし、NovaNET のストレージ管理データベースに有効

なインスタンスがあり、有効なメディアに存在するファイルに限ります。 

バックアップされたファイルがバックアップ後に削除されると、そのファイルが

削除されたことを示す特殊なアイコンが NovaNET によって付けられ、削除日が

割り当てられます。削除日は、ファイルのプロパティ シートの [全般] タブで確

認できます。 

バックアップさ

れ、削除されたフ

ァイルは、復元ジ

ョブの [選択] タ

ブの特別なアイコ

ンを示します。 

バックアップされ

てから削除された

すべてのオブジェ

クトは、[全般] 

タブに削除日を表

示します。 

 

このフィルタから NovaNET に指示が出され、設定基準に一致する削除日を持つ

ファイルだけが回復されます。ファイルがボリュームから削除されていない場合

は、そのファイルはフィルタで除外され、回復対象として選択されません。 



86 NovaNET® ユーザ ガイドとテクニカル リファレンス 

 

削除ファイルを簡単に選択するには、ボリュームの選択ボックスにマークを付け、

[<最新>] インスタンスを選択します。全ファイルが選択状態になるので、[削除

範囲] フィールドの隣にある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。続いて 
[範囲タイプ] リスト ボックスから [以前] を選択します。次に 2106 年 2 月 6 日な

どの適当な未来の日付を選択すると、回復対象ファイル セットから削除されて

いない全ファイルが NovaNET によって除外されます。[選択] タブに戻ると、削

除ファイルだけにチェックが付いています。 

一方、削除ファイルを回復しないようにすることもできます。その場合は、[削
除範囲] フィルタを、1980 年 1 月 1 日などの過去の適当な日付 [以前] に設定し

ます。削除されたファイルはこのフィルタで除外され、回復されません。これは、

正しく削除されたファイルを不必要に回復したくない場合に役に立ちます。 

アクセス範囲 

ファイルが読み込まれると、変更の有無には関係なく、ファイルのアクセス日が

更新されます。この情報を使って、回復対象ファイルを選択できます。たとえば、

過去 2 ヶ月にアクセスされた (開いて読み込まれた) ファイルだけを回復するこ

とができます。逆に過去 2 ヶ月間にアクセスされていないファイルだけを回復す

ることもできます。 

特定のアクセス日付が付いたファイルを選択するには、[アクセス範囲] フィール

ドの隣にある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。[日付範囲] ウィンドウ

が表示されるので、適切な範囲タイプ、開始日付と開始時刻、および終了日付と

終了時刻を選択します。 

メモ  DOS はアクセス日付をサポートしていないので、NovaNET は DOS ボ
リュームに対するこのフィルタを無視します。 

サイズ範囲 

このフィルタでは、サイズに応じて回復対象ファイルを選択することが可能です。

指定サイズより小さいファイルや大きいファイル、または 2 つのサイズの間の

ファイルだけを選択できます。 

サイズに応じてファイルを選別するフィルタを指定するには、[サイズ範囲] の隣

にある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。続いて [サイズ範囲] ウィンド

ウが表示されるので、適切な基準を選択します。 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 
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[サイズ範囲] 

ウィンドウ 

 

インスタンス範囲 

NovaNET でファイルがバックアップされると、そのファイルの新規インスタン

スが作成されます。たとえば、費用勘定報告フォームという名前のファイルが

過去に数回バックアップされているとします。通常は、そのファイルの各インス

タンスは別のジョブのバックアップ メディアに保存され、NovaNET によってス

トレージ管理データベースで別々にトラッキングされます。 

このフィルタを使って NovaNET に指示を出し、データベースに存在するインス

タンスの数に応じてファイルを選択することができます。たとえば、インスタン

スが 1 つしかないファイルをすべて回復するよう NovaNET に指示することがで

きます。その場合は、[範囲タイプ] を [最大] に設定して、[最大インスタンス] 
を 1 に設定すると、1 つのインスタンスを持つファイルだけが NovaNET によっ

て回復されます。 

ただし、ファイルに複数のインスタンスがあっても、ファイルへの最新の変更が

選択されたインスタンスに確実に反映されるわけではありません。前回のバック

アップ後にファイルが変更されると、最新のインスタンスとファイルの現在の

フォームが一致しない可能性があります。 

インスタンスの数に応じてファイルを選別するフィルタを指定するには、[イン

スタンス範囲] フィールドの隣にある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。

続いて [インスタンス範囲] ウィンドウが表示されるので、適切な基準を選択し

ます。 

[インスタン

ス範囲] ウィ

ンドウ 

 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 
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ワイルドカード タイプ 

使用するワイルドカードのフォーマットをリスト ボックスから選択します。以

下のフォーマットを使用できます。 

• DOS:8 文字の基本名と 3 文字の拡張子を持つ 11 文字の名前フォーマット 
(filename.txt など) を使用します。 

• Long:多数の文字からなる長い基本名と拡張子を持つ 256 文字の名前フォー

マット (Monday_backup.txt など) を使用します。 

• UNIX:UNIX の 検索式フォーマット ([Mm]onday など) を使用します。 

必ず一致 

NovaNET ではワイルドカード一致を使ってファイルを指定することができます。

[必ず一致] フィールドで指定したワイルドカードに一致するファイルだけが回復

セットに含まれます。たとえば「*.exe」と入力すると、拡張子が .exe のファイ

ルだけが NovaNET で回復されます。 

セミコロンで区切って (スペースなし)、複数のワイルドカードを指定することも

できます。たとえば、[必ず一致] フィールドに「*.exe;*.doc」と入力すると、拡

張子が .exe あるいは .doc であるファイルが NovaNET によって選択されます。 

一致しない 

このワイルドカード フィールドは、ワイルドカードに一致するファイルが除外

されるという点以外は、[必ず一致] フィールドと同様に動作します。スペースを

入れずにセミコロンで区切って、複数のワイルドワードを指定できます。複数の

ワイルドカードを指定すると、指定したワイルドカードの 1 つに一致するファイ

ルは NovaNET によって除外されます。 

必要な属性 

オペレーティング システムは、属性と呼ばれるファイルの機能をトラッキング

して、ファイル管理に使用します。この属性を選択フィルタとして使用すること

ができます。[必要な属性] フィールドで、ある属性にチェックが付いていると、

その属性を持つファイルだけが NovaNET で選択されます。たとえば、[隠しファ

イル] にチェックを付けると、オペレーティング システムで隠しファイル属性を

割り当てられたファイルだけが、NovaNET によって選択されます。 

複数の属性を選択した場合は、すべての必要な属性に一致するファイルだけが 
NovaNET で選択されます。 
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メモ  属性には、特定のオペレーティング システムでしかサポートされないもの

があります。オペレーティング システム固有の属性を指定すると、そのオペ

レーティング システムで作成されたファイルだけが回復対象として選択されま

す。 

除外属性 

このフィールドは、指定した属性に一致するファイルが NovaNET によって除外

されるという点以外は、[必要な属性] フィールドと同様に動作します。たとえば 
[実行専用] ボックスにチェックを付けると、実行専用属性を持つファイルは、

NovaNET によって回復ジョブから除外されます。 

複数の属性を選択した場合は、指定した属性を 1 つでも持つファイルは除外され

ます。たとえば、[隠しファイル] 属性と [システム] 属性にマークを付けると、

どちらかの属性を持つファイルはすべて除外されます。 

親 

このオプションにチェックを付けると、選択したフォルダやボリュームのディレ

クトリ情報が NovaNET によって回復されます。たとえば選択したフォルダは、

このオプションにチェックが付いている場合のみ NovaNET で検証されます。こ

のオプションにチェックを付けなければ、フォルダやボリュームのディレクトリ

情報は回復されません。 

子 

このオプションにチェックを付けると、NovaNET によってファイルが回復され

ます。このオプションのチェックを外すと、ファイルは NovaNET によって回復

されません。このオプションは、複雑なディレクトリ構造だけを回復し、その

ディレクトリ内のファイルは回復しない場合に役立ちます。ディレクトリ構造だ

けを回復し、そのディレクトリに保存されたファイル (子) は回復しないように

するには、まず回復対象のディレクトリにマークを付けます。続いて [子] オプ

ションのチェックを外します。これで、指定したボリュームにディレクトリ構造

だけが NovaNET で回復されます。 
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メディア 

NovaNET では、ファイルのインスタンスとインスタンスが保存されたメディア

がトラッキングされています。この情報を使って、ファイルが存在するメディア

に応じてファイルを選別することができます。[メディア] フィールドに表示され

たメディア上にインスタンスを持つファイルだけが、回復ジョブに選択されます。

たとえば、「日次セット 1」という名前のメディアを選択すると、「日次セット 
1」というメディア上に有効なインスタンスを持つファイルだけが、NovaNET に
よって回復ジョブに含まれます。 

ファイルが存在するメディアに応じてファイルを選別するには、[追加...] ボタン

をクリックして、[参照] ウィンドウからメディアを選択します。その場合、メ

ディア フォルダやユーザ/グループ フォルダではなく、メディア オブジェクト

を選択してください。[メディア] フィルタ フィールドに複数のメディアが表示

されている場合は、表示されたすべてのメディア上に有効なインスタンスを持つ

ファイルだけが選択されます。 

このフィルタは、特定のメディアだけからファイルを回復する回復ジョブで役に

立ちます。たとえば、別のストレージ管理ゾーンからインポートしたメディア上

にあるファイルだけを回復ファイルにする場合は、[メディア] フィールドにその

メディアを追加し、そのメディア上のファイルだけが選択されるようにすること

ができます。 

ただし通常は、特定のファイルのインスタンスをトラッキングしたりファイルを

回復する場合、ファイルが存在するメディアではなく、そのインスタンス日付に

応じて NovaNET で行うようにしてください。たとえば、あるファイルの最新

バージョンを回復する場合は、単にそのファイルを選択します。NovaNET に
よって自動的にファイルが選択され、そのインスタンスを保存する適切なメディ

アが識別されます。ジョブ実行時に、正しいメディアを要求するプロンプトが 
NovaNET で表示されます。 

新しい名前で新しい場所にファイルを回復する 

ファイルを回復するときに、名前や保存場所 (フォルダ) を変更できます。また、

保存先となる新しいフォルダを作成することもできます。 

詳細につい

ては、「第 
9 章 — メ
ディア、デ

バイス、お

よびデータ

ベース タ
ブ」の「メ

ディアのイ

ンポート」

を参照して

ください。 
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新しい名前でファイルを回復する 

回復対象のファイルを選択した後でファイル名を変更できます。ファイル名を変

更すると、そのファイルは NovaNET によって新しい名前で回復されます。これ

は、現在ディスクに存在する複数のバージョンのファイルを上書きしたくない場

合に役立ちます。 

ファイル名を変更するには、ファイル名を右クリックし、ショートカット メ
ニューから [名前変更] を選択し、新しい名前を入力します。もう一度名前をク

リックして新しい名前を入力することもできます。 

新しい名前でファイルを復元するために

は、ファイルを選択してから、もう一度

クリックしてください。それから新しい

名前を入力します。 

 

インスタンスの名前変更では、特定の回復ジョブによる回復のためだけに名前変

更することになります。新しい名前がファイルに割り当てられるのは、現在の回

復ジョブに限られます。新規回復ジョブを作成すると、ファイルは元の名前で表

示されます。同様に [データベース] タブでは、ファイルは常にバックアップ時

の名前で表示されます。 

別のフォルダにファイルを回復する 

ファイルは別のフォルダに回復することもできます。NovaNET でファイルが回

復されると、新しい場所に新しいファイルが作成されます。同様に、フォルダも

新しい場所に回復できます。これは、現在ディスクに存在するファイルやフォル

ダの上書きを防止する場合に役に立ちます。 

ファイルを別の場所に回復するには、ツリー表示エリアでファイルを新しいフォ

ルダにドラッグします。または、ファイル名を右クリックし、ショートカット 
メニューから [移動...] を選択します。[移動の確認] ウィンドウで、移動先の場所

を選択します。NovaNET によって、[ターゲット] フィールドで指定した場所に

ファイルが移動されます。 
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別のフォルダに

フォルダやファ

イルを復元する

ためには、それ

を選択し、新し

いフォルダにド

ラッグし… 

 [移動の確認] ウィ

ンドウで移動を確認

します。 
 

また、フォルダやボリュームも新しい場所に回復できます。フォルダやボリュー

ムの内容も、コンテナと共に新しい場所に移動、回復されます。 

回復ジョブの [選択] タブでインスタンスを移動する場合は、変更はその回復

ジョブにしか記録されません。ファイルやフォルダに新しい場所が割り当てられ

るのは、現在の回復ジョブに限られます。新規回復ジョブを作成すると、ファイ

ルやフォルダは元の場所に表示されます。[データベース] タブでも、ファイルは

元の場所に表示されます。 

新しいフォルダにファイルを回復する 

新しいフォルダを作成して、そこにファイルを回復することもできます。

NovaNET によってファイルが回復されると、新しいフォルダが作成され、指定

したファイルが新しい場所に回復されます。同様に、フォルダとその内容も新し

いフォルダを作成してそこに回復できます。 

ファイルやフォルダを回復する新しいフォルダを作成するには、まずツリー表示

エリアで新しいフォルダを作成する場所をハイライト表示します。続いて [選択] 
タブのツールバーから [新規オブジェクト] をクリックします。コンテナを右ク

リックして、ショートカット メニューから [新規ディレクトリ] を選択すること

もできます。NovaNET によって、指定の場所に新規フォルダが作成されます。

フォルダに新しい名前を付けて、回復したいファイルやフォルダを新規フォルダ

にドラッグします。 
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ファイルまたはフォルダを新

規フォルダに復元するために

は、新規フォルダを作成した

いコンテナを右クリックし、

ショートカット  メニューか

ら [新規ディレクトリ] を選

択します。  

次に、希望のフォルダまたはファイルを

作成したフォルダまでドラッグします。

 

回復ジョブの [選択] タブで作成した新規フォルダは、現在開いている回復ジョ

ブでしか作成されません。また、この新規フォルダが表示されるのも現在のジョ

ブだけです。新規回復ジョブを作成したり、別の回復ジョブを開いたりした場合

は、現在のジョブで作成した新規フォルダは表示されません。同様に、新たに作

成したフォルダは、[データベース] タブにも表示されません。 

検証選択の概念 

バックアップするファイルや回復するファイルの選択と同じ方法で、検証する

ファイルを選択します。検証するインスタンスの選択も同様に行います。 

検証するファイルは 2 つの手順で選択します。最初の手順では、適切なファイル

にチェックを付けて選択して、適切なインスタンスを選択します。次に、複数の

フィルタ選択基準を使ってファイルをフィルタリングします。 

ヒント あるファイルがバックアップ時に検証済みかどうかは、そのファイルの 
[インスタンス...] ウィンドウを開いて確認できます。[ステータス] フィールドに

は、ジョブ実行時にファイルが正常に検証されたかどうかによって、[検証完了]、
[検証失敗]、[未検証] が表示されます。 

検証するファイルの選択 

ファイルの隣にある選択ボックスにチェック マークが表示されている場合、

ファイルは検証対象として選択されています。 



94 NovaNET® ユーザ ガイドとテクニカル リファレンス 

 

フォルダやフォルダ以外のコンテナの隣のボックスがグレー表示されている場合

は、フォルダやコンテナ自体は選択されていなくても、その中に選択状態のファ

イルが含まれていることを示します。フォルダやフォルダ以外のコンテナの隣の

ボックスがグレー表示かつチェックされている場合は、フォルダやコンテナ自体

が選択されていて、さらにその中に選択状態のファイルが含まれている可能性が

あります。 

チェック マークの付いていな

いグレーの選択ボックスは、

コンテナが選択されている他

のオブジェクトを含むことを

意味しています。 

チェック マークのつけられた

グレーの選択ボックスは、コ

ンテナ自体が選択され、その

中に選択されたオブジェクト

がある可能性があることを意

味します。 

チェックされた選択

ボックスは、ファイ

ルが選択されている

ことを示します。 

 

ファイルの隣にある選択ボックスにチェックを付けたり外したりして、検証する

ファイルを選択したり、選択解除できます。ファイル自体ではなく、ファイルの

入ったフォルダを選択することもできます。フォルダやボリュームなどのコンテ

ナにマークを付けた場合は、そこに含まれるフォルダやコンテナを含む、その中

身すべてにマークが付きます。 

フォルダを選択

すると… 

その内容も自動

的に選択されま

す。 

 



第 5 章「ファイルとインスタンスの選択」 95 

 

メモ  検証ジョブのツリー表示エリアとオブジェクト詳細エリアは、バックアッ

プ ジョブとは異なります。検証ジョブのツリー表示エリアとオブジェクト詳細

エリアに表示されるファイルは、NovaNET のストレージ管理データベースにイ

ンスタンスがあるファイルです。一方、バックアップ ジョブで表示されるファ

イルは、現在のデータベース ゾーン内のファイル サーバやワークステーション

に存在しているファイルです。 

ファイルのインスタンスの選択 

ファイルがバックアップされると、そのファイルのインスタンスが作成されます。

異なるバックアップジョブで作成された異なるメディアに保存されたファイルに

は、複数のインスタンスが存在することがあります。NovaNET は、ストレージ

管理データベースにある各ファイルの全インスタンスと、各インスタンスが保存

されているメディアをトラッキングしています。メディアが上書きあるいは削除

されると、そのインスタンスは NovaNET のストレージ管理データベースからも

削除されます。 

検証するファイルを選択すると、NovaNET で自動的に [<最新>] のインスタンス

が選択されます。バックアップされたファイルの最新インスタンス以外のインス

タンスを選択する場合は、[インスタンス...] ウィンドウから選択してください。

[インスタンス...] ウィンドウを開くと、[利用可能なインスタンス] フィールドに

ファイルのインスタンスと、インスタンスが保存されているメディアのリストが

表示されます。検証したいインスタンスをハイライト表示して選択します。特定

のファイル インスタンスについて詳細を知りたい場合は、[詳細] ボタンをク

リックすると、バックアップ日付や変更日など、NovaNET のストレージ管理

データベースでのファイル管理に使用されるさまざまな詳細情報が表示されます。 

[インスタン

ス] ウィンド

ウ 

 

[<最新>] パラメータを選択すると、NovaNET によってファイルやフォルダの最

新インスタンスが検証されます。 

通常、ファイルの特定のインスタンスを検証する場合は、そのファイルを直接選

択し、[インスタンス...] ウィンドウで検証するインスタンスを指定してください。 
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フォルダやボリュームなどのコンテナのインスタンス日付を指定した場合は、一

致するインスタンス日付を持つファイルだけが選択されます。ファイルのインス

タンス日付がコンテナの日付と一致しない場合は、そのファイルは選択されませ

ん。一方、特定のファイルだけを検証したい場合は、コンテナのインスタンス日

付を指定すると、その日付と一致するインスタンス日付を持つファイルだけを選

択することができます。 

フォルダの選択とファイルの選択 

フォルダの内容を選択するには、次の 2 つの方法があります。1 つは、フォルダ

内のオブジェクトの選択ボックスに 1 つずつマークを付けていく方法です。もう 
1 つは、フォルダ自体の選択ボックスにマークを付ける方法です。選択の方法に

よって、フォルダの変更後に NovaNET が選択リストに含めるファイルが異なっ

てくるので、どちらの方法で選択したかは重要です。 

たとえば、選択ボックスにマークを付けて検証対象フォルダを選択すると、フォ

ルダの全内容が検証されます。検証ジョブの実行前に新しいバックアップ ジョ

ブを実行すると、NovaNET では新しいフォルダの内容に応じて検証対象ファイ

ルが選択されます。したがって、フォルダ内に新しいファイルを作成すると、そ

のファイルは NovaNET によって検証されます。フォルダの [<最新>] インスタン

スを選択すると、NovaNET では、ストレージ管理データベースに存在する各

ファイルの最新インスタンスが使用されます。これらのファイルは、初めに選択

したファイルよりも新しいものである可能性があります。 

フィルタを使ったファイルの選択 

選択フィルタを使用すると、特定のボリューム、フォルダ、およびファイルを検

証ジョブから除外できます。ツールバーの [選択フィルタ] ボタンをクリックし、

検証ジョブのフィルタ基準を指定します。 

メモ  指定した選択フィルタは、検証マークの付いたボリューム、フォルダ、

ファイルのすべてに適用されます。同一ジョブにおいて、フォルダやボリューム

ごとに別々のフィルタを適用することはできません。 

 
[選択フィルタ] 
ボタン 
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選択フィルタの仕組み 

デフォルトでは、検証対象マークの付いたボリューム、フォルダ、ファイルがす

べて検証されます。選択フィルタでは、これらマークの付いた 1 つまたは複数の

オブジェクトを除外するための基準を指定できます。これらのフィルタ基準は実

行時に適用され、その結果、基準を満たさないオブジェクトのマークが外されま

す。 

たとえば、2002 年より前に作成されたすべてのファイルを除外したいとしま

しょう。[作成範囲] フィールドの [日付範囲] ウィンドウにアクセスし、[範囲タ

イプ] で [以降] を選択し、[開始日] に「2002 年 1 月 1 日」と入力します。ジョブ

を実行すると、作成日が 2002 年より前のすべてのファイルが一時的に選択解除

され、検証から除外されます。 

フィルタ基準はいつでも変更できます。また、ジョブを実行する前にオブジェク

トにマークを付けたり外したりできます。マークの付いたオブジェクトにフィル

タ基準が適用されるのは、ジョブの実行時です。 

メモ  選択フィルタを使用して、マークの付いていないオブジェクトを検証対象

に追加することはできません。選択フィルタは、マークの付いたオブジェクトを

検証対象から除外するためにのみ使用されます。 

検証ジョブでのファイルのインスタンスの選択 

検証するファイルやフォルダの選択ボックスにマークを付けると、NovaNET で
自動的に [<最新>] のインスタンスが選択されます。別のインスタンスを選択す

る場合は、[インスタンス...] ウィンドウを使って検証したいファイルのインスタ

ンスを選択します。 

また、ファイルやフォルダの特定のインスタンスを指定することもできます。そ

の場合は、ツリー表示エリアまたはオブジェクト詳細エリアでファイルやフォル

ダをハイライト表示してから、ツールバーの [インスタンスの選択] ボタンをク

リックします。そのファイルで利用可能なインスタンスのリストが [インスタン

ス...] ウィンドウに表示されます。 

 
[ｲﾝｽﾀﾝｽの選択] 
ボタン 
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検証するファイルのインスタンスを選択する際は、十分注意してください。1 つ
の NovaNET の検証ジョブでは、過去数ヶ月または数年間に多くの異なるバック

アップ ジョブで作成されたメディアにバックアップされたファイルが検証され

ます。[インスタンス...] ウィンドウで [<最新>] を選択すると、最新のインスタン

スすべてを簡単に検証することができます。ただし、違う日に作成されたファイ

ルのインスタンスを検証する場合は、各ファイルの各インスタンスを個別に選択

してください。 

あるファイルの複数のインスタンスを単一の検証ジョブで検証することはできま

せん。あるファイルの複数のインスタンスを検証する場合は、各インスタンスに

別々のジョブを作成、実行する必要があります。 

検証ジョブでファイルのインスタンスを選択するには 

1. 検証ジョブのプロパティ シートを開き、[選択] タブをクリックします。 
2. ジョブに追加するファイル、フォルダ、またはそれ以外のコンテナの隣にある選択

ボックスにチェックを付けます。 
3. 選択したオブジェクトの特定のインスタンスを選択するには、フォルダやファイルを

ハイライト表示してから [インスタンスの選択] ボタンをクリックします。[インスタ

ンス...] ウィンドウが表示されるので、検証するインスタンスに該当する日付を選択

します。フォルダやボリューム内の全ファイルを検証の対象とする場合は、[<最新>] 
を選択します。 

4. ツールバーの [選択フィルタ] ボタンをクリックし、フィルタ選択基準を指定します。

(選択フィルタを適用しない場合、この手順は省略できます。) 
5. [選択] タブのツリー表示エリアおよびオブジェクト詳細エリアで、選択したいファ

イルに検証対象のマークが付いているかどうかを確認します。 

フィルタ基準の適用 

[選択フィルタ] ボタンをクリックすると、[選択フィルタ] ウィンドウが表示され

ます。このウィンドウには、検証対象として選択したファイルの選別に使用でき

る複数の選択フィルタが表示されます。 

 
[ｲﾝｽﾀﾝｽの選択] 
ボタン 

 
[選択フィルタ] 
ボタン 

 
[選択フィルタ] 
ボタン 
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検証ジョブの 

[選択フィル

タ] ウィンド

ウ 

 

各フィルタ基準は、それぞれに独立して実行されます。ファイルが検証対象とし

て選択されるためには、そのファイルが指定したフィルタ基準をすべて満たして

いる必要があります。たとえば検証対象ファイルの条件として、作成日が 2002 
年 1 月 1 日以降で、拡張子が .doc であることを指定した場合、NovaNET では、

この両方の選択基準に一致するファイルだけが選択されます。 

フィルタ選択基準 

このセクションでは、検証対象のマークが付いたファイルやフォルダに適用され

る選択フィルタについて簡単に説明します。 

検証ジョブの [選択フィルタ] ウィンドウは、バックアップ ジョブの [選択フィ

ルタ] ウィンドウに似ています。そのため、以前にバックアップ対象ファイルの

選択に使ったフィルタと同じフィルタを使って、検証するファイルを選択するこ

とができます。また、バックアップ ジョブと同じファイルを選択する検証ジョ

ブを作成することも可能です。その場合、ネットワーク上の広い範囲にファイル

が分散していても問題ありません。 
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メモ NovaNET では、日付の西暦部分は次のアルゴリズムを使って解析されます。

西暦部分が 70 以下の場合、西暦の上 2 桁は 20 (21 世紀) に設定されます。西暦

部分が 71 以上の場合、西暦の上 2 桁は 19 (20 世紀) に設定されます。たとえば、

日付を 01-Jun-33 に設定すると、NovaNET では 2033 年 6 月 1 日と計算されます。

また 05-Apr-81 は 1981 年 4 月 5 日と計算されます。 

バックアップ範囲 

ファイルのバックアップ時には、そのファイルのバックアップ日付が NovaNET 
のストレージ管理データベースに保存されます。これをバックアップ日付と呼び

ます。ファイルをバックアップすると、NovaNET によってバックアップ日付が

最新のバックアップ日付に変更されます。([インスタンス...] ウィンドウの [バッ

クアップ済み] フィールド リストで、利用可能なインスタンスすべてに関してこ

の情報を参照できます。)この情報を使うと、検証ジョブの際、ファイルをフィ

ルタに掛けることができます。 

特定のバックアップ日付が付いたファイルを選択するには、[バックアップ範囲] 
フィールドの隣にある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。[日付範囲] 
ウィンドウが表示されるので、適切な範囲タイプ、開始日付と開始時刻、および

終了日付と終了時刻を選択します。 

 [日付範囲]

ウィンドウ 

 

変更範囲 

ファイルが変更されると、ファイルの変更日が更新されます。このフィルタを使

うと、基準に一致する変更日を持つファイルを検証できます。NovaNET によっ

てボリュームのディレクトリ情報がチェックされ、ファイルを検証ジョブに含め

るかどうかが判断されます。たとえば、ある日付と時刻の後に変更されたファイ

ルや、逆にある日付と時刻の前に変更されたファイルだけを選択することができ

ます。 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 
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特定の変更日付が付いたファイルを選択するには、[変更範囲] フィールドの隣に

ある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。[日付範囲] ウィンドウが表示さ

れるので、適切な範囲タイプ、開始日付と開始時刻、および終了日付と終了時刻

を選択します。 

作成範囲 

ファイルを作成すると、ファイルに作成日が割り当てられます。このフィルタを

使うと、基準に一致するファイルだけを選択できます。NovaNET によって、ボ

リュームのディレクトリに保存された各ファイルの作成日がチェックされ、検証

対象ファイルが選択されます。 

特定の作成日付が付いたファイルを選択するには、[作成範囲] フィールドの隣に

ある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。[日付範囲] ウィンドウが表示さ

れるので、適切な範囲タイプ、開始日付と開始時刻、および終了日付と終了時刻

を選択します。 

メモ  DOS は作成日付をサポートしていないので、NovaNET は DOS ボリューム

に対するこのフィルタを無視します。 

アクセス範囲 

ファイルが読み込まれると、変更の有無には関係なく、ファイルのアクセス日が

更新されます。この情報を使って、検証対象ファイルを選択できます。たとえば、

過去 2 ヶ月にアクセスされた (開いたり、読み込まれたりした) ファイルだけを

検証することが可能です。逆に過去 2 ヶ月間にアクセスされなかったファイルだ

けを検証することもできます。 

特定のアクセス日付が付いたファイルを選択するには、[アクセス範囲] フィール

ドの隣にある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。[日付範囲] ウィンドウ

が表示されるので、適切な範囲タイプ、開始日付と開始時刻、および終了日付と

終了時刻を選択します。 

メモ  DOS はアクセス日付をサポートしていないので、NovaNET は DOS ボ
リュームに対するこのフィルタを無視します。 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 
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サイズ範囲 

このフィルタでは、サイズに応じて検証対象ファイルを選択することが可能です。

指定サイズより小さいファイルや大きいファイル、または 2 つのサイズの範囲内

のファイルだけを選択できます。 

サイズに応じてファイルを選別するフィルタを指定するには、[サイズ範囲] の隣

にある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。続いて [サイズ範囲] ウィンド

ウが表示されるので、該当する基準を選択します。 

[サイズ範囲]

ウィンドウ 

 

インスタンス範囲 

NovaNET でファイルがバックアップされると、そのファイルの新規インスタン

スが作成されます。たとえば、費用勘定報告フォームという名前のファイルが

過去に数回バックアップされているとします。通常は、そのファイルの各インス

タンスは別のジョブのバックアップ メディアに保存され、NovaNET によってス

トレージ管理データベースで別々にトラッキングされます。 

このフィルタを使って、データベースに存在するインスタンスの数に応じてファ

イルを選択することができます。たとえば、インスタンスが 1 つしかないファイ

ルをすべて検証するよう NovaNET に指示することができます。その場合は、[範
囲タイプ] を [最大] に設定して、[最大インスタンス] を 1 に設定すると、

NovaNET は 1 つのインスタンスを持つファイルだけを検証します。 

ただし、ファイルに複数のインスタンスがあっても、ファイルへの最新の変更が

それらのインスタンスに確実に反映されるわけではありません。前回のバック

アップ後にファイルが変更されると、最新のインスタンスとファイルの現在の

フォームが一致しなくなる可能性があります。 

インスタンスの数に応じてファイルを選別するフィルタを指定するには、[イン

スタンス範囲] フィールドの隣にある [フィルタ変更] ボタンをクリックします。

続いて [インスタンス範囲] ウィンドウが表示されるので、適切な基準を選択し

ます。 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 

 
[フィルタ変更] 
ボタン 
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[インスタン 

ス範囲] ウィ

ンドウ 

 

ワイルドカード タイプ 

使用するワイルドカードのフォーマットをリスト ボックスから選択します。以

下のフォーマットを使用できます。 

• DOS:8 文字の基本名と 3 文字の拡張子を持つ 11 文字の名前フォーマット 
(filename.txt など) を使用します。 

• Long:多数の文字からなる長い基本名と拡張子を持つ 256 文字の名前フォー

マット (Monday_backup.txt など) を使用します。 

• UNIX:UNIX の 検索式フォーマット ([Mm]onday など) を使用します。 

必ず一致 

NovaNET ではワイルドカード一致を使ってファイルを指定することができます。

[必ず一致] フィールドで指定したワイルドカードに一致するファイルだけが検証

セットに含まれます。たとえば「*.exe」と入力すると、拡張子が .exe のファイ

ルだけが NovaNET で検証されます。 

セミコロンで区切って (スペースなし)、複数のワイルドカードを指定することも

できます。たとえば、[必ず一致] フィールドに「*.exe;*.doc」と入力すると、拡

張子が .exe あるいは .doc であるファイルが NovaNET によって選択されます。 

一致しない 

このワイルドカード フィールドは、ワイルドカードに一致するファイルが除外

されるという点以外は、[必ず一致] フィールドと同様に動作します。スペースを

入れずにセミコロンで区切って、複数のワイルドワードを指定できます。複数の

ワイルドカードを指定すると、指定したワイルドカードの 1 つに一致するファイ

ルは NovaNET によって除外されます。 
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必要な属性 

オペレーティング システムは、属性と呼ばれるファイルの機能をトラッキング

して、ファイル管理に使用します。この属性を選択フィルタとして使用すること

ができます。[必要な属性] フィールドで、ある属性にチェックが付いていると、

その属性を持つファイルだけが NovaNET で選択されます。たとえば、[隠しファ

イル] にチェックを付けると、オペレーティング システムで隠しファイル属性を

割り当てられたファイルだけが、NovaNET によって選択されます。 

複数の属性を選択した場合は、指定した属性すべてを持つファイルだけが選択さ

れます。 

属性には、特定のオペレーティング システムでしかサポートされないものがあ

るので注意してください。オペレーティング システム固有の属性を指定すると、

そのオペレーティング システムで作成されたファイルだけが検証対象として選

択されます。 

除外属性 

このフィールドは、指定した属性に一致するファイルが NovaNET によって除外

されるという点以外は、[必要な属性] フィールドと同様に動作します。たとえば 
[実行専用] ボックスにチェックを付けると、実行専用属性を持つファイルは、

NovaNET によって検証ジョブから除外されます。 

複数の属性を選択した場合は、指定した属性を 1 つでも持つファイルは除外され

ます。たとえば、[隠しファイル] 属性と [システム] 属性にマークを付けると、

どちらかの属性を持つファイルはすべて除外されます。 

親 

このオプションにチェックを付けると、選択したフォルダやボリュームのディレ

クトリ情報が NovaNET によって検証されます。たとえばマークの付いたフォル

ダは、このオプションにチェックが付いている場合に限って NovaNET で検証さ

れます。このオプションにチェックを付けないと、フォルダやボリュームのディ

レクトリ情報は検証されません。 
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子 

このオプションにチェックを付けると、NovaNET によってファイルが検証され

ます。このオプションのチェックを外すと、ファイルは NovaNET で検証されま

せん。このオプションは、複雑なディレクトリ構造だけを検証し、そのディレク

トリ内のファイルは検証しない場合に役に立ちます。ディレクトリ構造だけを検

証し、そのディレクトリに保存されたファイル (子) は検証しないようにするに

は、まず検証対象のディレクトリにマークを付け、続いて [子] オプションの

チェックを外します。これで、指定したボリュームのディレクトリ構造だけが 
NovaNET で検証されます。 

メディア 

NovaNET では、ファイルのインスタンスとインスタンスが保存されたメディア

がトラッキングされています。この情報を使って、ファイルが存在するメディア

に応じてファイルを選別することができます。[メディア] フィールドに表示され

たメディア上にインスタンスを持つファイルだけが、検証ジョブに選択されます。

たとえば、「日次セット 1」という名前のメディアを選択すると、「日次セット 
1」というメディア上に有効なインスタンスを持つファイルだけが、NovaNET に
よって検証ジョブに含まれます。 

ファイルが存在するメディアに応じてファイルを選別するには、[追加...] ボタン

をクリックして、[参照] ウィンドウからメディアを選択します。その場合、メ

ディア フォルダやユーザ/グループ フォルダではなく、メディア オブジェクト

を選択してください。[メディア] フィルタ フィールドに複数のメディアが表示

されている場合は、表示されたすべてのメディア上に有効なインスタンスを持つ

ファイルだけが選択されます。 
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第 6 章 — ジョブのスケジューリング 

NovaNET では、柔軟なジョブのスケジューリングが提供されています。使いや

すさと最大限のセキュリティのために、NovaNET の内蔵ジョブ スケジュールを

使うことができます。また、ジョブのスケジュールをカスタマイズして、特定の

ニーズに効果的に合致させることもできます。 

この章の内容 

• 概要 

• バックアップ ジョブ スケジューリングの概念 

• バックアップ スケジュールの選択 

• スケジュールのカスタマイズ 

• 手動バックアップ ジョブ 

• 回復ジョブのスケジューリング 

• 検証ジョブのスケジューリング 

概要 

この章では、ジョブがいつ、どの程度の頻度で実行されるかをコントロールする 
NovaNET ジョブの [スケジュール] タブについて説明します。 

[スケジュール] タブはすべてのジョブ タイプと関連していますが、特にバック

アップ ジョブにとっては重要です。[スケジュール] タブを使用すると、この先

何年にも及ぶ包括的なバックアップ プログラムをセットアップしたり、ジョブ

を一度だけ、またはときおり実行することができます。 
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この章ではまず、バックアップ ジョブのスケジューリングについて解説し、次

にバックアップ ジョブ スケジュールを作成したり、変更する方法を示します。

この章の最後の部分では、回復および検証ジョブに対してこれらの概念を解説し

ます。 

バックアップ ジョブ スケジューリングの概念 

このセクションでは、バックアップ ジョブ スケジュールの選択に役立つ概念と

用語について説明します。また、メディアのローテーション、バックアップ 
モード、およびバックアップ ジョブの種類についても解説します。 

バックアップ ジョブ スケジュール タイプ 

NovaNET ジョブは、[スケジュールなし]、[手動ローテーション]、[内蔵スケ

ジュールによる自動ローテーション]、[カスタム スケジュールによる自動ロー

テーション] の 4 種類の方法でスケジューリングできます。次のフロー チャート

は、異なるスケジュールの種類の比較です。 
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スケジュールされて

いないジョブである

ローテーション ジョブである 

スケジュールはカスタム、

または、内蔵スケジュール 

か？ 

メディアは手動でローテー 

ションしているか、また 

は、自動でローテーション 

しているか？ 

スケジュールされている 

スケジュール

されていない

手動ローテーション 

ジョブである 
手動

自動ローテーション 

ジョブである 

自動 

ｶｽﾀﾑ
カスタム スケジュー

ル ジョブである 

内蔵 

内蔵スケジュール  

ジョブである 

スケジュールされている 

か、または、スケジュー 

ルされていないか？ 
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4 種類のスケジュールの相違点を、以下に挙げておきます。 

• ジョブがスケジュールされているか、スケジュールされていないか。 

バックアップ ジョブはスケジュールされていない場合と、スケジュールさ

れていない場合があります。アーカイブ バックアップや履歴バックアップ

など、ジョブの中には、一度だけ実行されるものや、たまにしか実行されな

いものがあります。これらのジョブは、実行時に指示すればよいので、スケ

ジュールされません。 

スケジュールされたジョブは、ローテーション ジョブとも呼ばれます。こ

れらのバックアップ ジョブは通常、災害の防止のために設計されており、2
つの点においてスケジュールされていないジョブと異なります。その 1 つ目

は、災害保護のバックアップ ジョブが定期的に実行される点です。通常は

毎日実行され、そのようにスケジュールされています。2 つ目は、これらの

ジョブがメディアをローテーションするという点です。スケジュールされて

いないジョブでは、ローテーションは行われません。 

• スケジュールされている場合、メディアは手動または自動のいずれでロー

テーションされるか。 

ローテーション ジョブは、手動ローテーションと自動ローテーションの 2 
つのカテゴリに分かれます。手動のローテーション ジョブでは、ユーザが

ローテーション セットを作成し、ローテーション (上書き) のメディアを選

択する必要があります。自動ジョブの場合、NovaNET はあらかじめ定義さ

れたローテーション セットとローテーション アルゴリズムを使用してこれ

らの処理を行います。 

たとえば、5 日間の手動ローテーションを作成するには、曜日ごとに新しい

バックアップ ジョブを追加し、各ジョブに異なるメディア セットを割り当

てます。NovaNET はスケジュールされたバックアップ日に適切なメディア 
セットにバックアップし、前週のデータを上書きします。 

一般的に、災害保護のために設計されたほとんどのジョブでは、自動ロー

テーションを使用します。手動ローテーションを使用すると NovaNET の柔

軟性が増すので、特別な状況下では有効です。しかし、ローテーション 
ジョブを作成して実行したい場合、通常は自動ローテーション スケジュー

ルを選択します。 

• 自動ローテーションの場合、スケジュールはカスタム スケジュールか、内

蔵スケジュールか。 

自動ローテーション ジョブは、カスタム スケジュールまたは内蔵スケ

ジュールの 2 つのカテゴリに分かれます。 
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カスタム スケジュール ジョブと内蔵スケジュール ジョブの違いは、ユーザ

と NovaNET のどちらが、バックアップ モードとセット カウントをコント

ロールするのか、という点にあります。カスタム スケジュール ジョブでは、

ユーザはバックアップ モードとセット カウントを指定します。内蔵スケ

ジュール ジョブの場合、NovaNET はあらかじめ定められた「内蔵」スケ

ジュールを使用してこれらの処理を行います。 

バックアップ モード 

バックアップ ジョブは、すべてのファイルを対象とするか、変更されたファイ

ルのみを対象とするかで異なります。この違いは、バックアップ モードと呼ば

れます。 

NovaNET は、フル、差分、増分、スナップショットの 4 つのバックアップ モー

ドのいずれかでバックアップ ジョブを実行します。フル バックアップ モードで

実行されるジョブは、選択されたすべてのファイルをバックアップします。差分

ジョブは、最後のフル バックアップ以降に変更されたすべての選択ファイルを

バックアップします。増分ジョブは、最後のバックアップ以降に変更されたすべ

ての選択ファイルをバックアップします。スナップショット ジョブは、すべて

の選択ファイルをバックアップしますが、それ以降にスケジュールされたジョブ

には影響しません。フル バックアップ ジョブは、ジョブの規模としては最大で、

通常は実行するのに最も時間がかかります。一方、増分および差分ジョブは小規

模で、実行時間も短くて済みます。 

メモ  スナップショット バックアップ モードは、手動ジョブでのみ使用できま

す。 

通常、セットのすべてのメディアは同じバックアップ モードで作成されます。

たとえば、週次セットのすべてのメディアは、フル バックアップ モードで実行

されるジョブから作成されます。一方、日次セットは、増分バックアップ モー

ドで作成されます。 

メディアのローテーション 

災害保護のためのバックアップ ジョブはしばしば、毎日実行されます。

NovaNET は、ジョブが実行されるたびに新しいメディアを使用するのではなく、

最も古いメディアをリサイクルし、再使用します。必要なメディアの量を制限す

ることによってコストを抑えつつ、データのセキュリティも確保されるので、効

率の良い方法と言えます。 
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メモ  メディアのローテーションは、カスタム スケジュールと内蔵スケジュール

にのみ適用されます。 

メディアのリサイクルと再使用のプロセスは、メディアのローテーションと呼

ばれます。NovaNET がメディアをローテーションするとき、新しいデータでそ

れを上書きすることによって最も古いメディアをリサイクルします。 

たとえば、月曜日、火曜日、および水曜日に 3 回バックアップ ジョブを実行し

たものと想定します。木曜日に NovaNET は、月曜日のバックアップを含んだ最

も古いメディア (Media1) を上書きします。金曜日には、最も古くなった火曜日

のバックアップ (Media2) を上書きします。 

Media3 (水曜日) 
 
Media2 (火曜日) 
 
Media1 (月曜日) 

ローテー

シ ョ ン

セットの最

も古いメ

ディアが… 

新規データで次に上書きされ

ます。 

Media2 は金曜日に上書きされ

ます。 

Media1 (木曜日)

Media3 (水曜日) 

Media2 (火曜日)

 

ローテーション セット  ローテーションされるメディア セットは、ローテー

ション セットと呼ばれます。各ジョブ グループ (日次、週次、月次、年次) は、

1 つ以上のメディア セット (各々は 1 つ以上のメディアを含む) を持つことがで

きます。NovaNET がジョブを実行すると、ジョブ グループの最も古いメディア 
セットが上書きされます。その結果、最新のバックアップを含んだ最新のメディ

ア セットになります。 

メディア セット カウント  各ジョブ グループは、完全データ回復と履歴スナッ

プショットを提供するために、特定数のメディア セットを必要とします。バッ

クアップ スケジュールを設定する際に、各グループのメディア セットのカウン

トを指定します。たとえば、年次グループは 2 つのメディア セットから構成さ

れますが、日次グループは 8 個のメディア セットから構成されます。 



第 6 章 — ジョブのスケジューリング 113 

 

 

各ジョブ グループは

1 つ以上のメディア

セットを持つことが

できます。 

カウントは、各ジョ

ブ グループに指定さ

れたローテーション

メディア セットの数

です。 

各メディア セットは

複数のメディア を含

むことができます。

 

バックアップ ジョブ スケジュールの選択 

ジョブをスケジュールするかどうか、および選択するスケジュールのタイプは、

いくつかの要因に左右されます。先に進む前に、以下の質問を考慮してください。 

• このジョブの目的は何ですか。災害から保護することですか、ファイルを

アーカイブすることですか、履歴記録をとることですか。 

• ネットワークのデータに対してどの程度のリスクが許容されますか。 

• 現在のネットワークのトラフィックの量では、バックアップ ジョブをピー

ク時以外に実行するようにスケジュールする必要がありますか。長時間の

ジョブを実行すると他のネットワーク使用が妨げられるような曜日がありま

すか。 

• テープ ドライブが使用できない場合がありますか。 

• ジョブを実行するときに監視する人はいますか。 

• フル バックアップ ジョブはどの程度の大きさですか。 

• メディアが収容するデータはどの程度の量ですか。どの程度の金額のメディ

アを購入できますか。あるいは、オートローダが収納できるテープは何本で

すか。 
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スケジュールされていないバックアップ ジョブ 

アーカイブ バックアップや履歴バックアップなど、ジョブの中には、一度だけ

実行されるものや、たまにしか実行されないものがあります。これらのジョブは

定期的なものではないので、スケジュールされていないジョブと考えられます。

これらは、指示されたときのみ実行されます。 

デフォルトでは、バックアップ ジョブがスケジュールされていません。ジョブ

をスケジュールしないことを指定するには、ジョブの [スケジュール] タブの [タ
イプ] ボックスで [スケジュールなし] を選択してください。 

ジョブを一度またはたまにしか実行

したくない場合、ジョブの [スケ

ジュール] タブの [タイプ] ボックス

の [スケジュールされていません]

を選択してください。 
 

注意  災害からデータを保護するためのバックアップ ジョブは、常にスケジュー

ルされている必要があります。データが定期的なバックアップでメディアに安全

に格納されることを保証するための最も効果的な方法です。 

バックアップ ジョブのための内蔵スケジュール 

災害保護のためのバックアップ ジョブはしばしば、毎日実行されます。

NovaNET の内蔵スケジュールには数種類あります。これらの内蔵スケジュール

はそれぞれ、データのセキュリティ、すなわち災害保護を保証します。これは、

災害による損失の後にデータを回復し、再構築する機能です。 

内蔵スケジュールはアーカイブ バックアップや履歴バックアップの機能も備え

ていますが、それらのバックアップ用には別個のバックアップ プログラムを設

計することもできます。内蔵スケジュールは、使用するテープの数や、ファイル

の履歴およびアーカイブ コピーがどれだけの期間にわたって保有されるかに

よって、それぞれ異なります。たとえば、スケジュールの中には 4 本のテープし

か使用しないものもある一方で、30 本のテープを使用するものもあります。ま

た、履歴ファイルのコピーを 2 年間も保有するものもあれば、過去数日間のファ

イルへのアクセスしか提供しないものもあります。 
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適切な内蔵スケジュールの選択 

内蔵スケジュールには 8 種類あります。スケジュールは 3 つの点で異なります。

完全データ回復が可能な日数、提供される履歴ファイルへのアクセス レベル、

そして必要なテープやその他のメディアの最小数です。 

8 個の自動ローテー 
ション、内蔵スケ 
ジュール タイプ 

 

完全データ回復期間 

すべての内蔵スケジュールは、災害時の完全データ回復を可能にします。完全

データ回復期間は、データ喪失の何日前までさかのぼって、任意およびすべての

バックアップされたファイルを回復できるかを示します。その期間中の特定の日

付のデータを再構築することもできるようになります。 

スケジュールごとに、最後のバックアップの前の何日間が完全データ回復期間に

なるかが異なります。たとえば、GFS 30 テープ ジョブは過去 3 週間の任意の日

付のデータを再構築でき、Simple 4 テープ ジョブは過去 2 日間の再構築のみを

行います。 

履歴ファイルへのアクセス 

ジョブはまた、履歴ファイルへのアクセスをどの程度提供するかによって異なり

ます。履歴ファイルは、週の最後または月の最後など、特定の時点のデータの

「スナップショット」です。 

それらは「スナップショット」に過ぎないため、前の週および月のすべてのファ

イルが対象になっているわけではありません。たとえば、2002 年 4 月と 2002 年 
5 月の末日のデータの履歴「スナップショット」がある場合があります。5 月中

に作成され削除されたファイルは、これらの履歴テープのいずれにもありません。 

スケジュールが異なると、過去の週、月、および年への履歴アクセスのレベルも

異なります。たとえば、GFS 30 テープ ジョブは 8 本の週次テープ、7 本の月次

テープ、および 2 本の年次テープを持ちます。したがって、少なくとも過去 8 週
間の週末、過去 7 ヶ月の月末、および過去 2 年間の年末の履歴スナップショット

がユーザに提供されます。一方で、Simple 4 テープ ジョブでは、過去 2 週間の

週末のスナップショットだけが提供されます。 
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これらの履歴テープは真の履歴バックアップに取って代わることはできませんが、

履歴データへのアクセスをある程度提供します。たとえば、年次テープについて

考えてみてください。3 つの GFS 内蔵スケジュールのそれぞれには、2 つの年次

バックアップ テープがあります。これらのジョブの 1 つを初めて実行する場合、

年次テープを作成します。次の年次テープは、現在のカレンダー年の最後に作成

されます。次の年に、最初のテープがリサイクルされます。つまり、そのデータ

は新しいデータで上書きされ、バックアップされたファイルに関するデータがス

トレージ管理データベースから削除されます。次の年にもこのプロセスが続行し、

2 番目のテープがリサイクルされます。 

メモ 年次テープでは、ファイルがバックアップされた時点で存在するファイル

にのみアクセスできます。最も古い年次バックアップの後に作成され、最近の年

次バックアップの前に削除されたファイルのコピーは存在しません。これらの

ファイルのコピーを維持するためには、削除する前にアーカイブしなければなり

ません。 

テープやメディアの最小数 

各内蔵スケジュールの名前は、そのスケジュール タイプに必要な最小数のテー

プまたはその他のメディアを示します。 

必要な実際のテープは、フル バックアップ中にバックアップされるデータの大

きさや、テープのサイズによってもっと多くなることもあります。フル バック

アップの合計サイズがテープの容量よりも大きい場合、追加のテープが必要にな

ります。たとえば、テープが 1 GB を収容する場合、1 GB を超えるデータを

バックアップするには 2 本のテープが必要になり、2 GB 以上のデータをバック

アップするためには 3 本のテープが必要になります。 

増分と差分バックアップ ジョブでは通常は、フル バックアップ ジョブほど多く

の選択ファイルをバックアップしないため、追加テープが必要ないことがありま

す。これらのジョブが必要とするテープの本数を決めるには、過去の使用状況を

参考にすると良いでしょう。 

テープ ドライブを監視する人がいない状態でジョブを実行し、オートローダを

使用していない場合、バックアップに選択されているファイルの合計サイズより

も大きい容量のテープを使用するようにしてください。 
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内蔵スケジュールの比較 

内蔵スケジュールを使用するためには、スケジュールを選択してから、開始時間

を指定し、ジョブを実行する曜日、週末にあたる曜日を指定する必要があります。 

内蔵バックアップ 
ジョブ タイプ 

完全データ回復が可能な 
日数 

履歴「スナップショッ

ト」 
利用可能な日数 

GFS 30 テープ 5 日間の週が 3 回または 
7 日間の週が 2 回 
 (15 営業日) 

週の終わりが 8 回 
月の終わりが 8 回 
年の終わりが 2 回 

GFS 25 テープ 5 日間の週が 2 回 
 (10 営業日) 

週の終わりが 8 回 
月の終わりが 7 回 
年の終わりが 2 回 

GFS 20 テープ 7 日間の週が 1 回  
(7 営業日) 

週の終わりが 6 回 
月の終わりが 6 回 
年の終わりが 2 回 

シンプル 12  
テープ 

5 日間 週の終わりが 4 回 
月の終わりが 4 回 

シンプル 11  
テープ 

5 日間 週の終わりが 4 回 
月の終わりが 3 回 

シンプル 10  
テープ 

5 日間 週の終わりが 4 回 
月の終わりが 2 回 

シンプル 5 テープ 5 日間 週の終わりが 1 回 

シンプル 4 テープ 2 日間 週の終わりが 2 回 

内蔵スケジュールを使用したバックアップ ジョブのスケジュー

リング 

内蔵スケジュールを使用するためには、スケジュールを選択してから、開始時間

を指定し、ジョブを実行する曜日、週末にあたる曜日を指定する必要があります。 

内蔵スケジュールでジョブをスケジューリングする 

1. バックアップ ジョブのプロパティ シートの [スケジュール] タブの [タイプ] リスト

から内蔵スケジュールを選択します。 
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2. [開始時刻] ボックスで、ジョブの実行開始時刻を指定します。NovaNET は、この時

刻からジョブを実行しようとします。 
3. [スケジュール] タブのカレンダーの一番上の曜日のボタンをクリックして、ジョブ

を実行する曜日を選択します。 
4. 週末と見なす曜日を [週末] リストから選択します。この日に、NovaNET は [週次] 

バックアップを行います。 
内蔵スケジュールでジョ

ブのスケジューリングを

する場合は、まず [タイ

プ] リスト ボックスで該

当するスケジュールを選

択してください。 

ジョブの実行時間を [開

始時間] ボックスで指定

します。 

該当する曜日のボタンを選択して、

ジョブを実行する曜日を選択します。

どの曜日に週次バック 

アップを実行するかを、

[週末] リスト ボックス

で指定します。 

 

バックアップ ジョブは毎日または 1 週間に一度だけ実行するように設定できま

す。データを完全に保護するには、新規および重要なデータが作成されるすべて

の曜日を選択してください （すべての営業日）。 

スケジュールのカスタマイズ 

固有のバックアップのニーズを満たすように、カスタマイズされたスケジュール

も作成できます。カスタマイズ スケジュールを作成するには、必要に応じて内

蔵スケジュールを変更するか、完全に新しいバックアップ スケジュールを作成

します。 

災害保護バックアップのためには、内蔵スケジュールを使用することを強くお勧

めします。これらのスケジュールは、災害による損失に対してデータを保護する

ように特別に設計されています。カスタマイズ スケジュールが必要な場合、完

全に新しいスケジュールを作成するのではなく、内蔵スケジュールにいくつかの

修正を行うようにしてください。 
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カスタム スケジュールの作成 

ジョブのスケジュールは、以下の 3 通りの方法のいずれかでカスタマイズできま

す。3 通りの方法とは、内蔵スケジュールの変更、カスタム スケジュールの変

更、手動スケジュールの使用です。このセクションは、内蔵スケジュールとカ

スタム スケジュールの変更について説明します。手動スケジュールの操作につ

いては、この章の「手動バックアップ ジョブ」で説明します。 

変更された内蔵スケジュールでもカスタム スケジュールでも、月次バックアッ

プや週次バックアップをいつ行うかを変更できます。しかし、セット カウント

とバックアップ モードを指定できるのは、カスタム スケジュールの場合のみで

す。この場合は、それぞれの種類のテープに属するテープの数 (日次テープ、週

次テープなど) と、これらのジョブが増分、差分またはフル バックアップのいず

れであるかを指定できます。 

[カスタム] スケ

ジュールの場合の

み、各ローテーショ

ン セットのバック

アップ モード と

セット カウントを

変更できます。 
 

内蔵スケジュールの変更 

日次、週次、月次、年次ジョブが実行されるタイミングを変更できます。標準

スケジュールが特定のビジネスのニーズに適合しないとき、あるいはネットワー

クの問題や動作不良が原因でジョブが実行できないときに便利です。 

たとえば、月次バックアップの実行日を月の最後の営業日から月の末日に変更

したいことがあります。以下の例では、月次バックアップが月の最後の営業日

から月の末日に変更されました。 
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月次ジョブが

実行される日

付を変更する

ためには、月

次カレンダ タ

イルをクリッ

クして、該当

する日付まで

ドラッグしま

す。 または、該当する日付でマウス ボタン

を右クリックして、ショートカット メ

ニューから [月次] を選択します。 
 

別の例では、何らかの理由で週次バックアップ ジョブがスケジュールどおりに

実行できませんでした。できるだけ早い時点でこのジョブを実行することが重要

で、そうしないと完全データ回復ができなくなることがあります。以下の例では、

月曜日のバックアップを日次バックアップから週次バックアップに変更するこ

とにより、土曜日に実行することが予定されていた週次バックアップ ジョブを、

月曜日に実行するようにスケジュール変更しています。 

 

週次バックアップ

ジョブが実行される

日は、[週末] リス

ト ボックスの曜日

を変更することに

よって、変更できま

す。 

 

[スケジュール] タブのカラー付きのタイルを変更することにより、内蔵スケ

ジュールを変更します。[表題] からカラー付きのタイルを適切な日までドラッグ

するか、カレンダーを右クリックし、ショートカット メニューから該当する

バックアップ タイプを選択してください。 
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該 当 す る 日 付 ま で 

タイルをドラッグする事

により、内蔵スケジュー

ルを変更します｡ 

または、マウス ボタン

を右クリックし、ショー

トカット メニューから

該当するローテーション 

セットを選択します。 

 

カスタム スケジュールの変更 

[スケジュール] タブの [タイプ] リストから [カスタム] を選択すると、NovaNET 
はカレンダーを GFS 25 テープ内蔵スケジュールに設定します。しかし、GFS 25 
テープ内蔵スケジュールと異なり、カスタム スケジュールでは日次、週次、月

次、年次ジョブのバックアップ モードと、それぞれのタイプのメディアまたは

テープの数 (カウント) を指定できます。 

テープ カウントの変更 

カスタム スケジュールは、完全データ回復期間の長さまたは履歴「スナップ

ショット」へのアクセスのレベルを変更したいときに特に便利です。テープ カ
ウントを変更することにより、完全データ回復が可能な期間や履歴「スナップ

ショット」が使用可能な期間を、長くしたり短くしたりできます。 

たとえば、使用可能な年次履歴テープの数を 2 から 3 以上に増やしたいとします。

このためには、[スケジュール] タブの [年次カウント] ボックスの数を、希望す

る履歴バックアップの数に変更します。 

 

[カスタム] スケジュールでは、

履歴テープの数を増やすため

に、年次ローテーションのセッ

ト カウントを変更できます。

 

代わりに、完全データ回復期間を延長しながら、履歴バックアップの数を制限す

ることもできます。以下の例では、完全データ回復期間を 4 回の 5 日間の週 (20 
営業日) に拡張し、月次と年次履歴テープを制限します。 
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この例では、完全データ復旧期間は 20 営
業日まで拡張され、履歴ジョブは制限さ

れています。毎週、4 回の増分バックアッ

プと 1 回の週次バックアップが行われま

す。

 

バックアップ モードの変更 

NovaNET は、フル、差分、増分、スナップショットの 4 つのバックアップ モー

ドの 1 つでバックアップ ジョブを実行します。フル バックアップ モードで実行

されるジョブは、選択されたすべてのファイルをバックアップします。差分ジョ

ブは、最後のフル バックアップ以降に変更されたすべてのファイルをバック

アップします。増分ジョブは、最後のバックアップ以降に変更されたファイルを

バックアップします。スナップショット ジョブは、選択されたすべてのファイ

ルをバックアップしますが、以降にスケジュールされたジョブには影響しません。

フル バックアップ ジョブは、ジョブの規模としては最大で、実行するのに最も

時間がかかります。一方、増分および差分ジョブは小規模で、実行時間も短くて

済みます。 

完全データ回復期間の長さの決定 

データの完全な再構築は、以下の 2 通りの方法のいずれかで行うことができます。

最初の方法では、最新のフル バックアップ テープとそれ以降のすべての増分

バックアップ テープが必要です。2 番目の方法は最新のフル バックアップ テー

プと前日の差分ジョブが必要です。 

たとえば、水曜日のデータを再構築するには、次のいずれかが必要です。前の週

末のフル バックアップ テープとその週の (すなわち、月曜日、火曜日、水曜日) 
すべての増分テープ、あるいは前の週末のフル バックアップ テープと水曜日の

差分テープが必要です。（状況によっては、前のフル バックアップ テープが週

次ジョブではなく、月次ジョブか年次ジョブの場合もあります。）これらのテー

プが上書きされていない限り、完全データ回復が可能です。 

データ回復期間の長さは日次増分または差分テープの数と、フル バックアップ 
ジョブ (通常は週次ジョブ) の数と頻度の両方により決まります。 
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増分ジョブと完全データ回復 

増分ジョブは最も短く、最も小さなジョブですが、完全データ回復で使用するに

あたり、若干のリスクがあります。増分と差分バックアップの違いは重要です。

差分テープがローテーション (上書き) される場合でも、差分バックアップ テー

プとフル バックアップ テープからは常に完全データ回復を行えます。しかし、

増分テープが上書きされるか、リサイクルされると、データが失われる可能性が

あります。完全データ回復は、増分ジョブでは保証できません。 

災害の後で完全データ回復を保証するために増分バックアップ ジョブを使用す

ることは、内蔵スケジュールを使用しない限り、お勧めしません。しかし、特定

のネットワークでバックアップ ジョブの実行に使用できる時間を制限する必要

がある場合、以下のガイドラインに注意深く従うと、増分ジョブを安全に実行で

きます。 

• フルまたは差分バックアップ ジョブの間に日数がある場合、少なくともそ

の日数分だけ増分テープが必要です。たとえば、5 日ごとにフル バックアッ

プ ジョブを実行する場合、少なくとも 4 本の増分テープが必要です。7 日ご

とにフル バックアップ ジョブを実行する場合は、少なくとも 6 本の増分

テープが必要です。 

• 差分またはフル バックアップ ジョブの間の増分テープをリサイクルしては

なりません。連続的に複数の増分ジョブを実行したい場合、この一連の増分

ジョブで使用されるテープをリサイクルしないようにしてください。 
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手動バックアップ ジョブ 

手動ローテーションジョブはスケジュールできるため、スケジュールされない

ジョブと異なります。しかし、自動ローテーション ジョブと異なり、スケ

ジュールはバックアップ モードやセット カウントを指定しません。 

自動ローテーション ジョブでは、ユーザがセットのメディアの数、使用される

セット、セットのモードをスケジュールに指定することができます。しかし、手

動ジョブでは、自動ローテーション ジョブでスケジュールに組み込まれていた

部分も、ユーザ自身で指定することになります。ユーザはメディア セットとど

のメディアを上書きするかをトラッキングしなければなりません。さらに、ユー

ザはジョブの [オプション] のバックアップ モードを指定しなければなりません。 

[マニュアル] スケジュールは特別な用途に使用されます。このオプションは、災

害保護のためのバックアップ ジョブでは選択しないでください。 

ユーザがメディアの

ローテーションを 

行わなければならな

いので、手動スケ 

ジュールは、災害保

護以外の特殊な目的

がある場合にのみ使

用してください。  
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回復ジョブのスケジューリング 

回復ジョブはスケジュールされないか、[マニュアル] スケジュールでスケジュー

ルされます。一般的に、実行するジョブをスケジュールしたい場合は、一度限り

の場合でも、[マニュアル] を選択してください。指示したときのみジョブを実行

したい場合は、[スケジュールなし] を選択してください。 

復元ジョブに

は、スケジュー

ルされていませ

んとマニュアル

の  2 つのスケ

ジュール タイプ

しかありませ

ん。 

 

定期的に回復ジョブを実行したい場合は、[マニュアル] スケジュールを選択しま

す。カレンダーを変更することによって実行する日付を指定できます。たとえば、

カレンダーの一番上の曜日ボタンをクリックすることにより、特定の曜日をオフ

にすることができます。特定の日をオフまたはオンにするには、それを右クリッ

クして、ショートカット メニューから [なし]、または [日次] のいずれかを選択

します。 
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復元ジョブのマ

ニュアル  スケ

ジュールを変更す

るには、最初に曜

日タイルをオンま

たはオフにしま

す。 

次に、ショートカット メニューを

使用して、特定の日をオンまたはオ

フにします。  

ジョブを一度しか実行したくないが、ピーク時以外の時間にそれをスケジュール

する必要がある場合、この方法を試してください。曜日の名前のタイルをクリッ

クして、すべての曜日をオフにします。カレンダーはすべて空白になります。そ

の後で、ジョブを実行したい日付を右クリックし、[日次] を選択します。これは

ジョブが実行される唯一の日になります。[開始時間] ボックスでジョブを実行し

たい時間を必ず調整してください。 

検証ジョブのスケジューリング 

検証ジョブはスケジュールされないか、[マニュアル] スケジュールでスケジュー

ルされます。検証ジョブに使用可能なスケジュールは 2 種類しかありません。一

般的に、実行する検証ジョブをスケジュールしたい場合、それが一度限りであっ

ても、[マニュアル] を選択してください。指示したときのみジョブを実行したい

場合は、[スケジュールなし] を選択してください。 
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検証ジョブに

は、スケジュー

ルされていませ

んとマニュアル

の  2 つのスケ

ジュール タイプ

しかありませ

ん。 

 

定期的に検証ジョブを実行したい場合、[マニュアル] スケジュールを選択します。

カレンダーを変更することによって実行する日付を指定できます。たとえば、カ

レンダーの一番上の曜日ボタンをクリックすることにより、特定の曜日をオフに

することができます。特定の日をオフまたはオンにするには、それを右クリック

して、ショートカット メニューから [なし]、または [日次] のいずれかを選択し

ます。 

検証ジョブのマニュ

アル スケジュールを

変更するには、最初 

に曜日タイルをオン

またはオフにしま

す。 

次に、ショートカット

メニューを使用して、

特定の日をオンまたは

オフにします。 

 

ジョブを一度しか実行したくないが、ピーク時以外の時間にそれをスケジュール

する必要がある場合、この方法を試してください。曜日の名前のタイルをクリッ

クして、すべての曜日をオフにします。カレンダーはすべて空白になります。そ

の後で、ジョブを実行したい日付を右クリックし、[日次] を選択します。これは

ジョブが実行される唯一の日になります。[開始時間] ボックスでジョブを実行し

たい時間を必ず調整してください。
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第 7 章 — ジョブ オプション 

NovaNET では、ジョブの [オプション] タブのパラメータを使用して、ジョブの

実行に必要なさまざまな機能をコントロールします。NovaNET のデフォルト値

を使用すると簡単で安全ですが、ジョブのオプション パラメータを変更して、

個別のニーズに合わせることもできます。 

この章の内容 

• 概要 

• バックアップ ジョブ オプション 

• 高度なオプション 

• 回復ジョブ オプション 

• 検証ジョブ オプション 

概要 

この章では、NovaNET ジョブのプロパティ シートの重要なタブである [オプ

ション] タブについて説明します。このタブでは、どのメディアを使用するか、

どのバックアップ デバイスを使用するか、ファイルを上書きするどうか、ア

ラートをどのように処理するかなどの、ジョブのさまざまな設定をコントロール

できます。 

[オプション] タブはすべてのタイプのジョブで使用されますが、このタブが特に

重要となるのはバックアップ ジョブです。一部のジョブ オプション パラメータ

については、バックアップ スケジュールのタイプによって取り扱いが異なりま

す。たとえば、自動ローテーション ジョブと手動ローテーション ジョブで取り

扱いが異なります。 
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この章では、まずバックアップ ジョブのオプションに焦点を当て、次にバック

アップ ジョブと検証ジョブで使用される高度なオプション パラメータについて

説明します。最後に、回復ジョブおよび検証ジョブの両方について、同様にオプ

ションとそのパラメータの説明を行います。 

バックアップ ジョブ オプション 

各バックアップ ジョブのプロパティ シートの [オプション] タブでは、NovaNET 
がバックアップ ジョブを実行する方法に影響するさまざまなパラメータをコン

トロールします。多くの選択肢がありますが、セキュリティを最大にし、使用を

容易にするためにデフォルト値が選択されています。バックアップに関して特別

なニーズがあり、別の設定を必要とする場合を除き、デフォルト値を使用してく

ださい。 

バックアッ

プ ジョブの 

[オプショ

ン] タブ 

 

次の項では、各オプション パラメータおよびそのパラメータが使用される可能

性のある状況について説明します。 

パス数 

このパラメータは、NovaNET がバックアップ対象のファイルを開けるかどうか

を試す回数を決定します。この回数に達するとそのファイルはスキップされ、次

のファイルに移ります。デフォルト値は 3 です。 
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 [パス数]は、他のユーザに

よって使用されている可能性

があるファイルへのアクセス

を試行する回数です。 

 [パス間の遅延] は、

この試行と試行の間の

秒数です。 

 

NovaNET がファイルをバックアップしようとしたときに、そのファイルが既に

開かれていることがあります。つまり、別のユーザ、ソフトウェア プログラム、

またはオペレーティング システムによって使用されている場合です。そのよう

なファイルは変更される可能性があるので、NovaNET はそのファイルが使用中

でなくなるまで待機します。ファイルを開こうとすることをパスと呼びます。

NovaNET は、最初のパスでファイルをバックアップできなかったときは、次回

以降のパスでそのファイルをバックアップしようとします。 

最終パスでは、NovaNET は共有モードでファイルを開いてバックアップします。

バックアップと検証の間にユーザによってファイルが変更された場合、

NovaNET はファイル バックアップに失敗したことを通知します。ファイルが変

更されていない場合は、NovaNET はファイル バックアップの完了を通知します。 

たとえば、パス数が 5 に設定されているとします。最初のパスでは、NovaNET 
はファイル選択リストにあるすべてのファイルをバックアップしようとします。

最初のパスで開かれているファイルが見つかった場合、そのファイルをスキップ

し、2 番目のパスでバックアップしようとします。2 番目のパスでそのファイル

がまだ開かれていると、3 番目のパスがスケジュールされます。これが最終パス

まで繰り返されます。最終パス (この場合は 5 番目のパス) では、まだバック

アップされていないファイルは、他のユーザが現在使用しているかどうかにかか

わらず、共有モードで開かれます。ファイルは、変更されていなければ正常に

バックアップされます。 

これまでの使用経験からバックアップ中に開かれているファイルが多いことがわ

かっている場合や、バックアップ対象のファイルを他のユーザが操作している可

能性があるときにバックアップ ジョブを実行する場合は、この数値を大きくし

てください。このようにすれば、NovaNET がファイルを開けるかどうかを試す

回数が増え、最終パスにおいて共有モードで開かれるファイルの数が少なくなり

ます。 

パス間の遅延 

このパラメータは、次のパスを試行する前に NovaNET が待機する秒数を決定し

ます。これまでの使用経験から、最終パスで開かれているファイルが多いことが

わかっている場合は、このパラメータの値を大きくしてみてください。 
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ログ オプション 

[ログ オプション] は、[なし]、[失敗時のみログ]、[完了時のみログ]、[すべてロ

グ] のいずれかです。 

[ログ オプ

ション] リス

ト ボックス 
 

NovaNET は、ジョブの実行中にバックアップされたファイルをログに記録しま

す。ジョブの実行後にこのログを表示または印刷することにより、バックアップ

がどのファイルで成功し、どのファイルで失敗したかを確認できます。デフォル

ト値は [失敗時のみログ] で、正常にバックアップされなかったファイルがログ

に書き込まれます。これは、バックアップ ジョブの実行上の問題を発見するの

に特に便利です。 

[なし]  このパラメータは、バックアップ ジョブを実行するときにログの記録を

行わないように、NovaNET に対して指示します。 

[失敗時のみログ]  このパラメータは、選択されたファイルのうちバックアップ

されなかったものの名前を記録するように、NovaNET に対して指示します。こ

のオプションは、バックアップ ジョブが正しく実行されたかどうかをチェック

するために使用します。 

[完了時のみログ]  このパラメータは、バックアップ対象として選択されたファ

イルのうち正常にバックアップされたものの名前を記録するように、NovaNET 
に対して指示します。このオプションは、アーカイブ用にバックアップされた

ファイルのリストを作成する場合などに使用します。 

[すべてログ]  このパラメータは、バックアップ対象として選択されたすべての

ファイルの名前と、そのファイルが正常にバックアップされたかどうかをログに

記録するように、NovaNET に対して指示します。このオプションを使用すると、

バックアップが計画どおりに正しく実行されたかどうかを確認できます。 

バックアップ モード 

[バックアップ モード] は、[フル]、[増分]、[差分]、[スナップショット] のいず

れかです。NovaNET は、スケジュールされた自動ローテーション ジョブでは各

バックアップ セットの [スケジュール] タブで指定されたバックアップ モードを

使用し、スケジュールされていないジョブや手動ジョブではユーザが設定したパ

ラメータを使用します。詳細については、この章の「自動更新されるバックアッ

プ オプション」を参照してください。 
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[バックアップ 

モード] リスト 

ボックス  

[フル]  このパラメータは、選択されたファイルをすべてバックアップするよう

に、NovaNET に対して指示します。NovaNET は、各ファイルについて、スト

レージ管理データベース内の増分ビットおよびディスク上のアーカイブ ビット

をリセットします。  

[差分]  このパラメータは、選択されたファイルのうち最後のフル バックアップ

以降に変更されたファイルをバックアップするように、NovaNET に対して指示

します。ファイルが最後のフル バックアップ以降に変更されている場合、その

ファイルには差分ビットがセットされています。NovaNET は、ビットのリセッ

トは行いません。 

[増分]  このパラメータは、選択されたファイルのうち最後のバックアップ以降

に変更されたファイルをバックアップするように、NovaNET に対して指示しま

す。NovaNET は、各ファイルについて、ストレージ管理データベース内の増分

ビットおよびディスク上のアーカイブ ビットをリセットします。 

[スナップショット]  このパラメータは、選択されたファイルをすべてバック

アップするように NovaNET に対して指示しますが、それ以後に実行されるスケ

ジュールされたジョブには影響を与えません。スナップショット バックアップ 
ジョブでは、選択されたファイルをすべてバックアップした後のアーカイブ 
ビットのリセットは行われません。このオプションは、通常のスケジュールされ

たバックアップに影響を与えることなく、特定の時点でのファイルまたはシステ

ムの記録を作成する必要があるときに使用します。 

増分バックアップ ジョブと差分バックアップ ジョブの違いと、データ回復との

関連でのこれらのジョブの重要性に関しては、「第 6 章 - ジョブのスケジューリ

ング」を参照してください。 

変更モード 

[変更モード] は、[デバイスをスキップ]、[強制追加]、[プロンプト] のいずれか

です。このオプションにより、ジョブで使用するメディアが見つからなかった場

合に NovaNET が実行するアクションが決まります。NovaNET は、特定のメディ

アを使用するジョブを実行するときには、ネットワークをスキャンしてそのメ

ディアを持つデバイスを検索します。目的のメディアが見つからなかった場合、

[変更モード] のパラメータに従って応答します。 

[変更モード] 

ボックス 
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[デバイスをスキップ]  このパラメータは、正しいメディアが見つからないとき

は指定されたデバイスをスキップするように、NovaNET に対して指示します。

この動作は、デバイスにロードされているメディアが正しくない場合や、デバイ

スの動作不良の場合などに実行されます。NovaNET は、ネットワーク上の他の

デバイスに正しいメディアがあるかどうかを調べます。NovaNET は、正しいメ

ディアが見つかるまではジョブを続行しません。したがって、正しいメディアが

見つからない場合はジョブは実行されません。 

[強制追加]  このパラメータは、指定されたバックアップ デバイスで見つかった

メディアにデータを追加するように、NovaNET に対して指示します。ただし、

そのメディアがストレージ管理データベースにある場合に限ります。正しいメ

ディアが見つからない場合、NovaNET は利用可能なメディアにデータを追加し

ます。このオプションを選択した場合、ジョブを完了するのに十分なスペースが

メディアにあるときにはジョブが必ず実行されます。 

[プロンプト]  このパラメータは、目的のメディアを探すスキャンを続行して、

正しいメディアが見つからなければ警告アラートを送信するように、NovaNET 
に対して指示します。このオプションを選択した場合、目的のメディア以外のメ

ディアを使用してジョブを実行することはできません。また、他のデバイスに正

しいメディアがあるかどうかを探す処理は行われません。 

書き込みモード 

[書き込みモード] は、[全テープに追加します]、[最初のテープをアペンドし、他

は上書きする]、[全テープを上書き] のいずれかです。スケジュールされた自動

ローテーション ジョブでは、自動的に [全テープを上書き] に設定されます。ま

た、スケジュールされていないジョブや手動のジョブでは、ユーザが設定したパ

ラメータが使用されます。詳細については、この章の「自動更新されるバック

アップ オプション」を参照してください。 

 [書き込みモー

ド ] リ ス ト

ボックス  

ここで選択したモードによって、メディア上の古いデータが新しいデータで上書

きされるのか、それとも古いデータの最後に新しいデータが追加されるのかが決

まります。メディアに上書きすると、メディアに保存されていた以前のデータは

失われます。データの追加では古いデータは保持されます。 
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メディアを永久保存しようとしている場合を除き、[全テープを上書き] を選択し

てください。これは、テープまたはメディアをローテーションさせる (再使用す

る) と、NovaNET はそれらのテープまたはメディアを上書きするからです。これ

までデータを追加してきたメディアを上書きすると、最も古いデータが失われる

だけではなく、最新のものを含むメディア上のすべてのデータが失われることに

なります。このため、日次増分バックアップのセットに含まれるテープのように

ローテーションによって再使用するメディアに対しては [全テープを上書き] を
選択し、永久保存するメディアに対しては [全テープに追加します] または [最初

のテープをアペンドし、他は上書きする] を選択します。 

テープの数が限られている場合や、テープの容量がジョブのサイズの数倍である

場合は、追加が便利です。たとえば、容量が 1 GB のテープにジョブを追加する

場合は、250 MB 以内のジョブの内容を 4 つ保持することができます。しかし、

上書きモードを選択した場合には、1 本のテープに複数のジョブを同時に保存す

ることはできません。このことは、他のタイプのメディアにも当てはまります。 

[全テープに追加します]  このパラメータは、メディアの最後にすべてのデータ

を追加するように、NovaNET に対して指示します。データは上書きされません。

データを永久に保存する場合は、このパラメータを選択してください。 

[最初のテープをアペンドし、他は上書きする]  このパラメータは、最初のメ

ディアには最後にデータを追加して、それ以降のメディアにはすべて上書きを行

うように、NovaNET に対して指示します。たとえば、挿入されている最初の

テープは上書きされませんが、2 番目、3 番目、およびそれ以降のテープは上書

きされます。このパラメータは、不要な古いデータが入ったメディアのセットが

ある場合に便利です。このオプションを選択すると、最初のメディアの最新デー

タは保持されますが、それより古い不要なメディアは上書きされます。 

[全テープを上書き]  このパラメータは、すべてのメディアを上書きするように、

NovaNET に対して指示します。上書きされたメディア上のデータはすべて失わ

れます。したがって、このオプションは再利用するテープに対して使用してくだ

さい。 

自動検証モード 

[自動検証モード] は、[検証なし]、[フル検証]、[クイック検証] のいずれかです。 

NovaNET は、ファイルをテープにバックアップした後で、このファイルが正し

くバックアップされているかどうかを検証できます。NovaNET はテープから

ファイルを読み込み、元のファイルと比較します ([フル検証] モード)。2 つの

ファイルの間で不一致が見つかった場合、ファイルのバックアップは失敗したも

のと見なされます。 
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[自動検証モード] 

リスト ボックス 

 

[自動検証モード] は、[フル検証] に設定することを強くお勧めします。テープに

正しくデータが書き込まれたことの検証は、包括的なバックアップ プログラム

には絶対不可欠です。また、ファイルを検証することにより、テープとテープ 
ドライブが正しく機能していることを確認できます。災害発生後にデータを回復

するときには、データが誤って保存されていないかどうかを最初に確認できるよ

うな時間の余裕はありません。 

[検証なし]  このパラメータは、検証ステップをスキップするように、NovaNET 
に対して指示します。このパラメータの使用はお勧めしません。 

[フル検証]  このパラメータは、選択されたファイルのすべてについて、メディ

ア上のファイルと、ワークステーションまたはファイル サーバの元のファイル

を比較するように、NovaNET に対して指示します。このデフォルト オプション

を使用することを強くお勧めします。 

[クイック検証]  このパラメータは、メディアにバックアップされたすべての

ファイルが読み取れる状態であることを確認するように、NovaNET に対して指

示します。データが正しいことを確認するのではなく、メディアに保存された

データが (正誤にかかわらず) 読み取れる状態にあるかどうかだけを確認します。

このオプションを選択すると時間を節約できますが、お勧めしません。 

圧縮タイプ 

[圧縮タイプ] は、[なし]、[標準]、[システム]、[両方] のいずれかです。 

 [圧縮タイプ] 

リスト ボック

ス  

このパラメータは、NovaNET がファイルやディレクトリをどのように圧縮する

か、および圧縮されているものをどのように処理するかをコントロールします。 

[なし]  このパラメータは、すべてのデータを圧縮しない形式でテープに書き込

むように、NovaNET に対して指示します。ファイルが圧縮形式でディスクに保

存されている場合は、書き込みの前に圧縮が解除されます。このオプションは、

デバイスがハードウェア データ圧縮に対応している場合に、ファイルを別のオ

ペレーティング システムに回復するのに役に立ちます。 
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[標準]  このパラメータは、すべてのデータを NovaNET 圧縮形式でテープに書き

込むように、NovaNET に対して指示します。ファイルが圧縮形式でディスクに

保存されている場合は、圧縮が解除されてから NovaNET によって再圧縮されま

す。このオプションは、テープ デバイスがハードウェア データ圧縮に対応して

いない場合に、ファイルを別のオペレーティング システムに回復するのに役立

ちます。 

[システム]  このパラメータは、すべてのデータをディスクに保存されていたと

きと同じモードでテープに書き込むように、NovaNET に対して指示します。

ファイルが圧縮形式でディスクに保存されている場合は、NovaNET はホスト側

の圧縮形式でデータを書き込みます。ディスク上で圧縮されていないファイルは、

無圧縮形式でテープに保存されます。このオプションは、ハードウェアがデータ

圧縮に対応している場合に、ファイルを同じオペレーティング システムに回復

するのに役に立ちます。このオプションを使用すると、パフォーマンスも向上し

ます。 

メモ  バックアップ デバイスがハードウェア圧縮に対応している場合は、[シス

テム] オプションを選択するようにしてください。また、この場合は、[高度なオ

プション] ウィンドウで [ハードウェア圧縮] を有効にしてください。 

[両方]  このパラメータは、圧縮されたデータをすべてそのデータの圧縮形式で

書き込むように、NovaNET に対して指示します。圧縮されていないファイルは、

NovaNET 圧縮形式で保存されます。このオプションは、ハードウェアがデータ

圧縮に対応していない場合に、ファイルを同じオペレーティング システムに回

復するのに役立ちます。 
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自動フォーマット モード 

[自動フォーマット モード] は、[オート フォーマットなし]、[ブランク メディア

をオート フォーマット]、[すべてオート フォーマット] のいずれかです。 

[自動フォーマット 

モード]  

リスト ボックス  

ここで選択したモードによって、NovaNET がテープを自動的にフォーマットす

るかどうかが決まります。メディアは、フォーマットしなければデータを書き込

むことができません。メディアをフォーマットすると、そのメディア上のデータ

は失われます。テープなどのメディアがフォーマットされるのは、NovaNET が
そのメディアを認識できない場合、つまりそのメディアについての情報がスト

レージ管理データベースにない場合です。このような状況が発生するのは、メ

ディアが空の場合、消去されている場合、初めて使用される場合、またはスト

レージ管理データベースから削除されている場合です。 

オート フォーマットを使用すると、ジョブの実行速度が上がります。また、無

人で実行できるようになります。一方、オート フォーマットを無効にすると、

テープが誤ってフォーマットされてデータが失われるのを防ぐことができます。 

[オート フォーマットなし]  このパラメータを選択すると、空であるため、また

は認識できないためにフォーマットが必要なメディアが見つかった場合に、[ア
ラート] ウィンドウにアラートが送信されます。NovaNET は、ユーザの応答を待

つ一方で、ネットワークをスキャンして目的のメディアを持つデバイスを探しま

す。このパラメータが選択されている場合、NovaNET は、アラートへのユーザ

の応答を待ってから、認識できないメディアをフォーマットします。 

[ブランク メディアをオート フォーマット]  このパラメータは、新規または空の

メディアについてはいずれも自動的にフォーマットするように、NovaNET に対

して指示します。ただし、NovaNET は、認識できないメディアが見つかった場

合、[アラート] ウィンドウにアラートを送信し、ネットワークをスキャンして目

的のメディアを探します。このパラメータは、空メディアのフォーマットの前に

不必要な問い合わせが行われないようにするほか、メディアが誤ってフォーマッ

トされてデータが破壊されるのを防ぐのに役立ちます。[自動フォーマット モー

ド] をこのパラメータに設定するだけでほとんどすべての状況でデータ損失を十

分に防ぐことができるので、[オート フォーマットなし] よりもこのパラメータ

を選択することをお勧めします。 
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[すべてオート フォーマット]  このパラメータは、テープ ドライブに挿入されて

いるメディアのうちフォーマットが必要なものすべてを自動的にフォーマットす

るように、NovaNET に対して指示します。このパラメータを選択すると、新規

メディア、空メディア、および認識できないメディアは、すべて自動的にフォー

マットされます。このオプションを選択すると、使用メディアのデータが消去可

能な場合には、ジョブを無人で実行できます。 

メモ  NovaNET によってメディアが自動的にフォーマットされるのは、上書き可

能な場合だけです。つまり、[書き込みモード] で [最初のテープをアペンドし、

他は上書きする] または [全テープを上書き] が選択されている場合です。それ以

外の場合は、新しいデータはメディアの最後に追加されます。 

新規メディアの場所 

[新規メディアの場所] は、ジョブの実行中に作成された新しいメディアを格納す

るフォルダです。デフォルトでは、メディアは現在のユーザ/グループ フォルダ

に格納されます。また、[メディア] タブと [データベース] タブに表示されます。

ユーザ/グループ フォルダ内の別個のメディア フォルダにメディアを格納するこ

ともできます。 

新規メディアを格納するフォルダを選択するには、[参照...] ボタンをクリックし

ます。次に、[参照] ウィンドウでフォルダを選択します。格納先フォルダが存在

しない場合は、[メディア] タブで先に作成しておきます。次に、[新規メディア

の場所] を選択します。 

デフォルトで

は、新規メディ

アは現在のユー

ザ/グループ 

フォルダに格納

されますが… 

[参照] ウィン

ドウを使用して

別の場所を選択

することもでき

ます。 
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NovaNET は、スケジュールされた自動ローテーション ジョブを実行するときに、

そのジョブ用の新しいメディア フォルダを自動的に作成します。フォルダは

ジョブ名ごとにまとめられ、さらにそのジョブのローテーション セットごとに

まとめられます。手動でフォルダを作成する必要はありません。NovaNET に
よって自動的に作成されます。 

自動ローテーション ジョブを

作成すると、すべてのメディ

アとメディア フォルダが自動

的に作成されます。 

 

メモ  手動ジョブの場合は、新しいメディア フォルダが自動的に作成されること

はありません。 

新規メディア名 

[新規メディア名] は、ジョブの実行中に NovaNET が作成する新しいメディアに

付けられる名前です。スケジュールされた自動ローテーション ジョブでは、

ローテーション スケジュールでのメディアの位置と一致するように自動的にこ

のパラメータが更新されます。たとえば、年次ローテーション セットの最初の

メディアには、"年次セット 1:1" という名前が付けられます (この名前は、その

メディアが年次バックアップ ジョブで使用された最初のセットの最初のテープ

であったことを意味しています)。 



第 7 章 — ジョブ オプション 141 

 

ローテーション ジョブ

によってメディア フォ

ルダが自動的に作成さ

れ、メディア名が設定さ

れます。 

 

手動ローテーション ジョブおよびスケジュールされていないジョブでは、

NovaNET によって作成される新規メディアには、このフィールドで指定した名

前が割り当てられます。これは、"強制" 実行された自動ローテーション ジョブ

でも同様です。詳細については、この章の「自動更新されるバックアップ オプ

ション」を参照してください。 

デバイス 

[デバイス] オプションでは、バックアップ ジョブを実行するために NovaNET が
使用するテープ ドライブなどのリムーバブル メディア ドライブを指定します。 

 

デフォルトでは、[デバ

イス] オプションは 

[ネットワーク] コンテ

ナに設定され、ネット 

ワーク上の使用可能なデ

バイスが使用されます。 

特定のデバイス

を使用するに

は、[デバイス] 

の一覧に追加し

ます。 

 

デフォルトでは、このパラメータはネットワーク コンテナに設定されます。

ジョブ実行時には、ネットワーク上で見つかったデバイスが使用されます。スト

レージ管理ゾーンにデバイスが 1 つしかない場合、あるいは自分が権限を持つデ

バイスが 1 つだけの場合は、このパラメータを変更する必要はありません。 

ネットワーク上にいくつかのデバイスがあり、特定のデバイスを選択する必要が

ある場合は、[デバイス] の一覧でデバイスを選択して、ジョブに使用するデバイ

スを指定してください。マシンに 1 つしかデバイスがない場合は、デバイスでは

なく、そのマシンを選択してもかまいません。 
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複数のバックアップ ストリームがある場合、NovaNET は必ず自動的に複数のデ

バイスを使用しようとすることに注意してください。複数のデバイスを使用する

ことにより、バックアップ ジョブのスピードを大幅に向上させることができま

す。NovaNET から送信できるバックアップ ストリームは、1 つのデバイスにつ

き 8 個までです。複数のデバイスがある場合は、最初のデバイスに最初の 8 個の

ストリームが送信され、2 番目のデバイスに次の 8 個のストリームが送信される、

というようにストリームが順次送信されます。 

ジョブで特定のバックアップ デバイスが使用されるようにしたり、使用されな

いようにしたりする必要がある場合には、[デバイス] の一覧で、使用するデバイ

スを指定してください。 

メモ  オートローダを使用する場合、物理マシンには複数のドライバが関連付け

られます。関連付けられるのは、デバイス ドライバとオートローダ ドライバで

す。[デバイス] の一覧でいずれかを指定できます。オートローダに関連付けられ

ているデバイスをすべて使用するには、そのオートローダを選択します。

NovaNET は、バックアップ ストリーム数に応じて、自動的にすべてのオート

ローダ デバイスにバックアップを行います。オートローダ内のデバイスを 1 つ
だけ使用するには、そのデバイスを選択します。NovaNET は、選択されたデバ

イスにのみバックアップします。デバイスを 1 つだけ使用するときは、手動で

ロードとアンロードを行う必要があることに注意してください。 

[デバイス] ボックスに表示されていないデバイスを使用するには、[追加...] をク

リックして、[参照] ウィンドウで新しいデバイスを選択します。次に、[デバイ

ス] ボックスで不要なネットワーク コンテナを選択し、[削除] をクリックして削

除します。 

メディア 

[メディア] オプションでは、テープなどのリムーバブル メディアが格納される

フォルダを指定します。NovaNET は、ここを参照してジョブで使用するメディ

アを選択します。 

 

デフォルトのメディ

ア フォルダは現在

のユーザ/グループ 

フォルダですが… 

別のフォルダを [メ

ディア] の一覧に追

加して使用すること

もできます。 
 

デフォルトのフォルダは現在のユーザ/グループ フォルダです。別のフォルダの

メディアを使用する場合は、[メディア] の一覧でフォルダを選択して指定します。 

複数のスト

リームの使

用に関する

詳細につい

ては、「第 
10 章 - ヒン

ト、テク

ニック、お

よび方法」

の「データ

の流れの維

持」を参照

してくださ

い
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[メディア] ボックスの一覧に表示されていないフォルダを使用するには、[追
加...] ボタンをクリックして、[参照] ウィンドウで新しいフォルダを選択します。

次に、不要なデフォルト フォルダを [メディア] ボックスの一覧で選択し、[削
除] をクリックして削除します。 

メディア パスワード... 
ジョブで新しいメディアが作成される場合、そのメディアにパスワードを割り当

てることができます。パスワードを割り当てると、別の NovaNET ストレージ管

理データベースにはそのメディアをインポートできなくなります。このことは、

総合的なセキュリティ計画において重要な要素になることがあります。 

ジョブで新しいメディアにパスワードが割り当てられるようにするには、[メ
ディア パスワード...] をクリックしてパスワードを入力し、さらに確認入力を行

います。 

 [メディア 

パスワード] 

ウィンドウ 

 

パスワードを割り当てることができるのは、メディアをフォーマットするときだ

けです。また、メディア パスワードが必要になるのは、メディアをインポート

するときだけです。 

自動更新されるバックアップ オプション 

[オプション] タブに表示されるパラメータは、2 つのカテゴリに分けられます。

1 つは、スケジュールされた自動ローテーション ジョブ (内蔵またはカスタム) 
では実行時に自動的に更新され、スケジュールされていないジョブおよび手動

ローテーション ジョブでは手動で指定されるパラメータです。もう 1 つは、常

にユーザが手動で指定するパラメータです。 

詳細につい

ては、「第 8 
章 - ジョブ

の実行」の

「スケ

ジュールさ

れたジョブ

の強制実

行」を参照

してくださ

い。 
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スケジュールさ

れたジョブが実

行されるとき

に、[バックアッ

プ モード]、[書

き込みモード]、

[新規メディアの

場所]、[新規メ

ディア名]、およ

び [メディア] の

各パラメータが

自動的に更新さ

れます。  

 

前章で説明したように、NovaNET ジョブは、[スケジュールなし]、[個別ロー

テーション設定]、[内蔵スケジュールによる自動ローテーション]、[カスタム ス
ケジュールによる自動ローテーション] の 4 種類の方法でスケジュールできます。 

自動ローテーション ジョブは、スケジュールされると、実行予定日時と共に [待
ち行列] タブに表示されます。[待ち行列] タブにあるスケジュールされたジョブ

を NovaNET が実行するときには、[オプション] タブの 5 つのパラメータが自動

的に更新されます。このとき更新されるパラメータは、[バックアップ モード]、
[書き込みモード]、[新規メディアの場所]、[新規メディア名]、および [メディア] 
です。 

スケジュールされたジョブを手動で "強制" 実行する場合、これらのパラメータ

が自動的に更新されないことに注意してください。たとえば、あるスケジュール

された増分バックアップ ジョブが月曜日に自動実行されるときには、[バック

アップ モード] が [フル] から [増分] に変更 (更新) されます。しかし、このジョ

ブを手動で強制実行した場合には、このパラメータが自動的に更新されることは

ありません。 

スケジュールされていないジョブまたは手動ローテーション ジョブが実行され

るときには、常にユーザが選択したパラメータが使用されます。 

詳細につい

ては、「第 6 
章 - ジョブ

のスケ

ジューリン

グ」の

「バック

アップ ジョ

ブ スケ

ジューリン

グの概念」

を参照して

ください。 

[待ち行列] 
タブの詳細

について

は、「第 8 
章 - ジョブ

の実行」の

「[待ち行列] 
タブ」を参

照してくだ

さい。 
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高度なオプション 

[オプション] タブの [高度なオプション...] ボタンをクリックすると、メディアへ

のファイルの格納方法をコントロールするパラメータを指定できます。具体的に

は、ネットワーク経由で受信した形式と同じ形式でデータをメディアに格納する

かどうかを指定します。NovaNET は、特定のネットワーク プラットフォームに

固有の形式または汎用の形式でデータを格納できます。また、受信したすべての

データを格納することも、特定のネットワーク プラットフォームまたはオペ

レーティング システムで使用されるデータの一部をフィルタ アウトすることも

できます。 

ストリーム形式 

親のセキュリティ 

子のセキュリティ 

拡張属性 

汎用ストリーム 

形式 

高度なオプショ

ン... 

高度なオプションにより、ネットワークを通して送信

されたデータをメディアに格納する方法を制御しま

す。 

特定のデータをフィルタ アウトするときや、データ

ストリーム形式を変更するときに使用できます。  

 

通常は、デフォルト値を使用してください。これらのオプションは、バックアッ

プ ジョブを個別の状況に合わせてカスタマイズする必要がある、経験の豊富な

ユーザのみを対象としています。これらのオプションが使用される状況として、

2 つの状況が考えられます。1 つは、あるネットワーク プラットフォームまたは

オペレーティング システムから別のプラットフォームまたはオペレーティング 
システムにデータを転送する場合であり、もう 1 つは、ネットワーク トラ

フィックの需要の関係で、バックアップ ジョブをできるだけ高速で実行しなけ

ればならない場合です。高度なオプションの変更を必要とする特別な理由がない
限り、デフォルト値を変更しないでください。 



146 NovaNET® ユーザ ガイドとテクニカル リファレンス 

 

[高度なオプション] 

ウィンドウ 

 

これらのオプションは、バックアップと回復ジョブの両方に適用されます。どち

らのジョブの場合も、セキュリティ情報など、特定のデータをフィルタ アウト

できることに注意してください。ただし、回復ジョブでは、メディアにもともと

格納されていないデータを追加することはできません。 

ネイティブ データ ストリーム形式 

ネットワーク経由で NovaNET に送信されるデータの形式は、ネットワーク ソフ

トウェアによって異なります。具体的には、Windows、NetWare、Linux、および 
FreeBSD のそれぞれで、異なるデータ ストリーム形式が使用されています。あ

るネットワーク プラットフォームと別のプラットフォームの間でデータを共有

する場合は、ネイティブのデータ ストリーム形式ではなく共通のデータ形式で

データをメディアに格納しなければなりません。 

このオプションは、異なるネットワーク プラットフォームの間でデータを共有

する予定がないときにオンにします。通常、このオプションをオンにすると、

バックアップ ジョブの実行速度が向上します。 

Windows サーバと NetWare サーバなど、異なるネットワーク プラットフォーム

間でデータを共有する場合は、このオプションをオフにしてください。 

警告  このオプションをオンにする場合は、セキュリティについて検討する必要

があります。このオプションがオンの場合、ネットワーク ソフトウェアがデー

タ ストリームに含めたセキュリティ情報がすべてバックアップされます。この

オプションがオフの場合、汎用形式が使用されるので、セキュリティ情報は削除

されます。 
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親のセキュリティ  
このオプションがオンの場合、NovaNET は Windows、NetWare、Linux、および 
FreeBSD の親のセキュリティ情報もバックアップします。このセキュリティ情報

は、どのユーザがディレクトリの表示や変更を行うことができるかをコントロー

ルする、アクセス制御リストおよびトラスティ情報です。このオプションがオフ

の場合、NovaNET がバックアップ ジョブの実行時にネットワークから受信した

親のセキュリティ情報はフィルタ アウトされます。この情報は、フィルタ アウ

トされない場合には、回復ジョブの実行時にネットワーク経由で NovaNET から

送信されるものです。 

子のセキュリティ  
このオプションがオンの場合、NovaNET は Windows、NetWare、Linux、および 
FreeBSD の子のセキュリティ情報もバックアップします。このセキュリティ情報

は、どのユーザがファイルの表示や変更を行うことができるかをコントロールす

る、アクセス制御リストおよびトラスティ情報です。このオプションがオフの場

合、NovaNET がバックアップ ジョブの実行時にネットワークから受信した子の

セキュリティ情報はフィルタ アウトされます。この情報は、フィルタ アウトさ

れない場合には、回復ジョブの実行時にネットワーク経由で NovaNET から送信

されるものです。 

ボリューム制限  
NetWare はユーザがボリューム上で使用できる最大スペースをコントロールしま

す。このオプションがオンの場合、NovaNET はこのボリュームに関する制限情

報もバックアップ メディアに出力します。このオプションがオフの場合、

NovaNET がバックアップ ジョブの実行時にネットワークから受信したボリュー

ム制限情報はフィルタ アウトされます。この情報は、フィルタ アウトされない

場合には、回復ジョブの実行時にネットワーク経由で NovaNET から送信される

ものです。 

スペース制限  
NetWare はディレクトリがボリューム上で使用できる最大スペースをコントロー

ルします。このオプションがオンの場合、NovaNET はこのディレクトリに関す

る制限情報もバックアップ メディアに出力します。このオプションがオフの場

合、NovaNET がバックアップ ジョブの実行時にネットワークから受信したス

ペース制限情報はフィルタ アウトされます。この情報は、フィルタ アウトされ

ない場合には、回復ジョブの実行時にネットワーク経由で NovaNET から送信さ

れるものです。 
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自動イジェクト  
このオプションがオンの場合、NovaNET はバックアップ ジョブの終了時に自動

的にメディアをイジェクトします。これは、デバイスがソフトウェア イジェク

トに対応している場合にのみ機能します。 

自動リテンション 

このオプションがオンの場合、NovaNET はバックアップ ジョブの開始時に自動

的にメディアをリテンションします。この機能により、テープ カートリッジが

端から端まで巻き取られ、テープ全体でテンションが均等になるので、テープの

寿命が長くなり、データの整合性が向上します。この機能を使用するには、デバ

イスが自動リテンションに対応している必要があります。 

自動ログ印刷 

このオプションがオンの場合、NovaNET はバックアップ ジョブの終了直後に自

動的にログを印刷します。このオプションを利用できるのは、Windows NT 以降

のシステム、および X Window を実行している Linux および FreeBSD のシステ

ムに限られます。この機能の設定方法については、「第 8 章 - ジョブの実行」の

「自動ログ印刷」を参照してください。 

拡張属性  
このオプションがオンの場合、拡張属性を使用するオペレーティング システム

を実行するワークステーションまたはサーバ上のオブジェクトの拡張属性もバッ

クアップされます。拡張属性は多くのオペレーティング システムで使用されて

いるので、サーバやワークステーションで複数の異なるオペレーティング シス

テムが実行されている場合、このオプションによってバックアップに影響が及ぶ

ことがあります。このオプションがオフの場合、NovaNET はバックアップ ジョ

ブの実行時に拡張属性をフィルタ アウトします。その結果、回復ジョブではこ

の属性を使用できなくなります。 

Macintosh Finder  
このオプションがオンの場合、Macintosh ファイル システムを使用するワークス

テーションやファイル サーバ上のファイルやディレクトリに関する Finder 情報

もバックアップされます。このオプションがオフの場合、NovaNET がバック

アップ ジョブの実行時にネットワークから受信した Finder 情報はフィルタ アウ

トされます。この情報は、フィルタ アウトされない場合には、回復ジョブの実

行時にネットワーク経由で NovaNET から送信されるものです。 
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NFS 情報  
このオプションがオンの場合、FreeBSD バージョンの NFS を実行しているワー

クステーションやファイル サーバ上のファイルやディレクトリに関する NFS 情
報もバックアップされます。このオプションがオフの場合、NovaNET がバック

アップ ジョブの実行時にネットワークから受信した NFS 情報はフィルタ アウト

されます。この情報は、フィルタ アウトされない場合には、回復ジョブの実行

時にネットワーク経由で NovaNET から転送されるものです。 

オブジェクト所有者 

このオプションがオンの場合、NetWare を実行しているワークステーションや

ファイル サーバ上のファイルやディレクトリに関するオブジェクト所有者情報

もバックアップされます。このオプションがオフの場合、NovaNET がバック

アップ ジョブの実行時にネットワークから受信したオブジェクト所有者情報は

フィルタ アウトされます。この情報は、フィルタ アウトされない場合には、回

復ジョブの実行時にネットワーク経由で NovaNET から送信されるものです。 

ハードウェア圧縮 

このオプションがオンの場合、NovaNET でハードウェア圧縮が使用可能になり

ます。これは、デバイスがハードウェア圧縮のソフトウェア制御に対応している

場合にのみ機能します。 

メモ  [オプション] タブの [圧縮タイプ] では [システム] を選択することをお勧め

します。 

マウント ポイント 

このオプションがオンの場合、マウント ポイント情報もバックアップされます。

このオプションがオフの場合、NovaNET はマウント ポイント情報をバックアッ

プ ジョブからフィルタ アウトします。 

回復ジョブ オプション 

回復ジョブのオプションは少なく、単純です。全体として、これらのオプション

はバックアップ ジョブのオプションに似ています。 
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復元ジョブの 

[オプション] 

タブ 

 

パス数 

このパラメータは、NovaNET が回復対象のファイルを開けるかどうかを試す回

数を決定します。この回数に達するとそのファイルはスキップされ、次のファイ

ルに移ります。デフォルト値は 3 です。 

               

 [パス数]は、他のユーザによって使

用されている可能性があるファイル

へのアクセスを試行する回数です。

 [パス間の遅延] は、この

試行と試行の間の秒数で

す。 

 

NovaNET がファイルを回復しようとしたときに、そのファイルが既に開かれて

いることがあります。つまり、別のユーザ、ソフトウェア プログラム、または

オペレーティング システムによって使用されている場合です。そのようなファ

イルは変更される可能性があるので、NovaNET はそのファイルが使用中でなく

なるまで待機します。ファイルを開こうとすることをパスと呼びます。

NovaNET は、最初のパスでファイルを回復できなかったときは、[パス数] に指

定した回数に達するまで、繰り返しそのファイルを回復しようとします。ファイ

ルを最終パスでも開くことができなかった場合には、そのファイルに関しては回

復ジョブは失敗となります。 
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これまでの使用経験から、回復ジョブの実行時に開かれているファイルが多いこ

とがわかっている場合は、この数値を大きくしてください。このようにすれば、

NovaNET がファイルを開けるかどうかを試す回数が増え、回復に失敗するファ

イルの数が少なくなります。 

パス間の遅延 

このパラメータは、次のパスを試行する前に NovaNET が待機する秒数を決定し

ます。これまでの使用経験から、最終パスで開かれているファイルが多いことが

わかっている場合は、このパラメータの値を大きくしてみてください。 

使用中のファイルの回復  
[使用中のファイルの回復] オプションは、回復対象のファイルが使用中の場合の

処置を NovaNET に対して指示します。 

このオプションを選択すると、開いているファイルのバックアップ コピーが回

復されます。Windows では、このようにして回復されたファイルは再起動後に

アクセス可能になります。このオプションを選択すると、開いているファイルは

回復されたファイルによって置き換えられます。その結果、開いているファイル

に対して行った変更が失われることがあります。 

このオプションをオフにすると、選択されたファイルのうち使用中のものはすべ

てスキップされます。これは、開いているファイルの内容が、バックアップされ

ているファイルよりも新しい場合に便利です。 

ログ オプション 

[ログ オプション] は、[なし]、[失敗時のみログ]、[完了時のみログ]、[すべてロ

グ] のいずれかです。 

 [ ログ  オプ 

ション] リスト 

ボックス  

NovaNET は、回復ジョブの実行中に回復されたファイルをログに記録します。

ジョブの実行後にこのログを表示または印刷することにより、ジョブが正常に終

了したかどうかを確認できます。デフォルト値は [失敗時のみログ] で、正常に

回復されなかったファイルがログに書き込まれます。この情報は、ジョブが正常

に実行されたかどうかの確認に役立ちます。 

[なし]  このパラメータは、ジョブを実行するときにログの記録を行わないよう

に、NovaNET に対して指示します。 
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[失敗時のみログ]  このパラメータは、選択されたファイルのうち回復されな

かったものの名前を記録するように、NovaNET に対して指示します。このオプ

ションは、ジョブが正しく実行されたかどうかをチェックするために使用されま

す。 

[完了時のみログ]  このパラメータは、選択されたファイルのうち正常に回復さ

れたものの名前をログに記録するように、NovaNET に対して指示します。 

[すべてログ]  このパラメータは、選択されたファイルの名前と、そのファイル

が正常に回復されたかどうかを記録するように、NovaNET に対して指示します。

このオプションを使用すると、バックアップが計画どおりに正しく実行されたか

どうかを確認できます。 

デバイス 

[デバイス] オプションでは、ジョブを実行するために NovaNET が使用するテー

プ ドライブなどのリムーバブル メディア ドライブを指定します。 

デフォルトでは、[デバ

イス] オプションは

[ネットワーク] コンテ

ナに設定され、ネット

ワーク上の使用可能な

デバイスが使用されま

す。 

特定のデバイスを使用するには、

[デバイス] の一覧に追加します。
 

デフォルトでは、このパラメータはネットワーク コンテナに設定されます。

ジョブ実行時にはネットワーク上で見つかったデバイスが使用されます。スト

レージ管理ゾーンにデバイスが 1 つしかない場合、あるいは自分が権限を持つデ

バイスが 1 つだけの場合は、このパラメータを変更する必要はありません。 

ネットワーク上にいくつかのデバイスがあり、特定のデバイスを選択する必要が

ある場合は、[デバイス] の一覧でデバイスを選択して、ジョブに使用するデバイ

スを指定してください。マシンに 1 つしかデバイスがない場合は、デバイスでは

なく、そのマシンを選択してもかまいません。 

[デバイス] ボックスに表示されていないデバイスを使用するには、[追加...] をク

リックして、[参照] ウィンドウで新しいデバイスを選択します。次に、[デバイ

ス] ボックスで不要なネットワーク コンテナを選択し、[削除] をクリックして削

除します。 
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高度なオプション 

回復ジョブの場合も、高度なオプションを指定できます。総じて、これらのオプ

ションはバックアップ ジョブの場合と同様に動作します。つまり、特定のタイ

プのデータを除外するためのフィルタとして機能します。 

 [高度なオプショ

ン] ウィンドウ 

 

メモ  [ネイティブ データ ストリーム形式] は、バックアップ ジョブの [高度なオ

プション] ウィンドウにのみ表示されます。複数の異なるプラットフォームに

データを回復できるかどうかは、バックアップ ジョブで選択した形式によって

決まります。NovaNET では、データ ストリーム形式を、保存された形式とは別

のに変更することはありません。詳細については、この章の「ネイティブ デー

タ ストリーム形式」を参照してください。 

メモ  セキュリティ情報やディレクトリの属性などのデータ フィルタを有効にし

ても、メディアにバックアップされたときに含まれていなかったデータを回復す

ることはできません。たとえば、バックアップ ジョブで [ボリューム制限] を選

択しなかった場合、この情報はメディアに格納されていないので、NovaNET で
回復することはできません。 

親のセキュリティ  
このオプションがオンの場合、NovaNET は Windows、NetWare、Linux、および 
FreeBSD の親のセキュリティ情報も回復します。このセキュリティ情報は、どの

ユーザがディレクトリの表示や変更を行うことができるかをコントロールする、

アクセス制御リストおよびトラスティ情報です。このオプションがオフの場合、

NovaNET は回復時に親のセキュリティ情報をフィルタ アウトします。 
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子のセキュリティ  
このオプションがオンの場合、NovaNET は Windows、NetWare、Linux、および 
FreeBSD の子のセキュリティ情報も回復します。このセキュリティ情報は、どの

ユーザがファイルの表示や変更を行うことができるかをコントロールする、アク

セス制御リストおよびトラスティ情報です。このオプションがオフの場合、

NovaNET は回復時に子のセキュリティ情報をフィルタ アウトします。 

ボリューム制限  
NetWare はユーザがボリューム上で使用できる最大スペースをコントロールしま

す。このオプションがオンの場合、NovaNET はこのボリュームに関する制限情

報をバックアップ メディアから回復します。このオプションがオフの場合、

NovaNET は回復時にボリューム制限情報をフィルタ アウトします。 

スペース制限  
NetWare はディレクトリがボリューム上で使用できる最大スペースをコントロー

ルします。このオプションがオンの場合、NovaNET はこのディレクトリに関す

る制限情報をバックアップ メディアから回復します。このオプションがオフの

場合、NovaNET は回復時にスペース制限情報をフィルタ アウトします。 

自動リテンション 

このオプションがオンの場合、NovaNET は回復ジョブの開始時に自動的にメ

ディアをリテンションします。この機能により、テープ カートリッジが端から

端まで巻き取られ、テープ全体でテンションが均等になるので、テープの寿命が

長くなり、データの整合性が向上します。この機能を使用するには、デバイスが

自動リテンションに対応している必要があります。 

自動ログ印刷 

このオプションがオンの場合、NovaNET は回復ジョブの終了直後に自動的にロ

グを印刷します。このオプションを利用できるのは、Windows NT 以降のシステ

ム、および X Window を実行している Linux および FreeBSD のシステムに限ら

れます。この機能の設定方法については、「第 8 章 - ジョブの実行」の「自動ロ

グ印刷」を参照してください。 
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拡張属性  
このオプションがオンの場合、拡張属性を使用するオペレーティング システム

を実行するワークステーションまたはサーバ上のオブジェクトの拡張属性も回復

されます。拡張属性は多くのオペレーティング システムで使用されているので、

サーバやワークステーションで複数の異なるオペレーティング システムが実行

されている場合、このオプションによってバックアップに影響が及ぶことがあり

ます。このオプションがオフの場合、NovaNET は回復ジョブの実行時に拡張属

性をフィルタ アウトします。その結果、回復されたオブジェクトではこの属性

を使用できなくなります。 

Macintosh Finder  
このオプションがオンの場合、Macintosh ファイル システムを使用するワークス

テーションやファイル サーバ上のファイルやディレクトリに関する Finder 情報

も回復されます。このオプションがオフの場合、NovaNET は回復時に Finder 情
報をフィルタ アウトします。 

NFS 情報  
このオプションがオンの場合、FreeBSD バージョンの NFS を実行しているワー

クステーションやファイル サーバ上のファイルやディレクトリに関する NFS 情
報も回復されます。このオプションがオフの場合、NovaNET は回復時に NFS 情
報をフィルタ アウトします。 

オブジェクト所有者 

このオプションがオンの場合、NetWare を実行しているワークステーションや

ファイル サーバ上のファイルやディレクトリに関するオブジェクト所有者情報

も回復されます。このオプションがオフの場合、NovaNET は回復時にオブジェ

クト所有者情報をフィルタ アウトします。 

マウント ポイント 

このオプションがオンの場合、マウント ポイント情報もバックアップから回復

されます。このオプションがオフの場合、NovaNET はマウント ポイント情報を

フィルタ アウトします。 
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検証ジョブ オプション 

検証ジョブのオプションは少なく、単純です。全体として、これらのオプション

は回復ジョブのオプションに似ています。 

 

検証ジョブの 

[オプション] 

タブ 

 

パス数 

このパラメータは、NovaNET が検証対象のファイルを開けるかどうかを試す回

数を決定します。この回数に達するとそのファイルはスキップされ、次のファイ

ルに移ります。デフォルト値は 3 です。 

               

[パス数]は、他のユーザによって使

用されている可能性があるファイル

へのアクセスを試行する回数です。

 [パス間の遅延] は、この

試行と試行の間の秒数で

す。 
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NovaNET がファイルを検証しようとしたときに、そのファイルが既に開かれて

いることがあります。つまり、別のユーザ、ソフトウェア プログラム、または

オペレーティング システムによって使用されている場合です。そのようなファ

イルは変更される可能性があるので、NovaNET はそのファイルが使用中でなく

なるまで待機します。ファイルを開こうとすることをパスと呼びます。

NovaNET は、最初のパスでファイルを検証できなかったときは、[パス数] に指

定した回数に達するまで、繰り返しそのファイルを検証しようとします。ファイ

ルを最終パスでも開くことができなかった場合には、そのファイルに関しては検

証ジョブは失敗となります。 

これまでの使用経験から、検証ジョブの実行時に開かれているファイルが多いこ

とがわかっている場合は、この数値を大きくしてください。このようにすれば、

NovaNET がファイルを開けるかどうかを試す回数が増え、検証に失敗するファ

イルの数が少なくなります。 

パス間の遅延 

このパラメータは、次のパスを試行する前に NovaNET が待機する秒数を決定し

ます。これまでの使用経験から、最終パスで開かれているファイルが多いことが

わかっている場合は、このパラメータの値を大きくしてみてください。 

ログ オプション 

[ログ オプション] は、[なし]、[失敗時のみログ]、[完了時のみログ]、[すべてロ

グ] のいずれかです。 

[ログ オプ 

ション] リスト 

ボックス 

 

NovaNET は、検証ジョブの実行中に検証されたファイルをログに記録します。

ジョブの実行後にこのログを表示または印刷することにより、ジョブが正常に終

了したかどうかを確認できます。デフォルト値は [失敗時のみログ] で、正常に

検証されなかったファイルがログに書き込まれます。この情報は、ジョブが正常

に実行されたかどうかの確認に役立ちます。 

[なし]  このパラメータは、ジョブを実行するときにログの記録を行わないよう

に、NovaNET に対して指示します。 
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[失敗時のみログ]  このパラメータは、選択されたファイルのうち検証されな

かったものの名前を記録するように、NovaNET に対して指示します。このオプ

ションは、ジョブが正しく実行されたかどうかをチェックするために使用されま

す。 

[完了時のみログ]  このパラメータは、選択されたファイルのうち正常に検証さ

れたものの名前を記録するように、NovaNET に対して指示します。 

[すべてログ]  このパラメータは、選択されたファイルの名前と、そのファイル

が正常に検証されたかどうかをログに記録するように、NovaNET に対して指示

します。このオプションを使用すると、バックアップが計画どおりに正しく実行

されたかどうかを確認できます。 

検証モード 

[検証モード] は、[検証なし]、[フル検証]、[クイック検証] のいずれかです。 

NovaNET は、検証ジョブを実行するときに、メディア上のデータが読み取れる

状態にあるかどうかと、元のデータ (ワークステーションまたはファイル サーバ

のデータ) と一致するかどうかをチェックします。 

[検証モード] 

リスト ボック

ス 

 

[検証なし]  このパラメータは、検証ステップをスキップするように、NovaNET 
に対して指示します。この手順を選択すると、検証ジョブは実行されません。 

[フル検証]  このパラメータは、選択されたファイルのすべてについて、メディ

ア上のファイルと、ワークステーションまたはファイル サーバの元のファイル

を比較するように、NovaNET に対して指示します。このデフォルト オプション

を使用することを強くお勧めします。 

[クイック検証]  このパラメータは、メディアにバックアップされたすべての

ファイルが読み取れる状態であることを確認するように、NovaNET に対して指

示します。データが正しいことを確認するのではなく、メディアに保存された

データが (正誤にかかわらず) 読み取れる状態にあるかどうかだけを確認します。

このオプションを選択すると時間を節約できますが、お勧めしません。 

デバイス 

[デバイス] オプションでは、ジョブを実行するために NovaNET が使用するテー

プ ドライブなどのリムーバブル メディア ドライブを指定します。 



第 7 章 — ジョブ オプション 159 

 

デフォルトでは、[デバ

イス] オプションは

[ネットワーク] コンテ

ナに設定され、ネット

ワーク上の使用可能な

デバイスが使用されま

す。 

特定のデバイスを使用するには、

[デバイス] の一覧に追加します。
 

デフォルトでは、このパラメータはネットワーク コンテナに設定されます。

ジョブ実行時には、ネットワーク上で見つかったデバイスが使用されます。スト

レージ管理ゾーンにデバイスが 1 つしかない場合、あるいは自分が権限を持つデ

バイスが 1 つだけの場合は、このパラメータを変更する必要はありません。 

ネットワーク上にいくつかのデバイスがあり、特定のデバイスを選択する必要が

ある場合は、[デバイス] の一覧でデバイスを選択して、ジョブに使用するデバイ

スを指定してください。マシンに 1 つしかデバイスがない場合は、デバイスでは

なく、そのマシンを選択してもかまいません。 

[デバイス] ボックスに表示されていないデバイスを使用するには、[追加...] をク

リックして、[参照] ウィンドウで新しいデバイスを選択します。次に、[デバイ

ス] ボックスで不要なネットワーク コンテナを選択し、[削除] をクリックして削

除します。 
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高度なオプション 

検証ジョブの場合も、高度なオプションを指定できます。全体として、これらの

オプションはバックアップ ジョブおよび回復ジョブの場合と同様に動作します。 

 [高度なオプショ

ン] ウィンドウ 

 

自動リテンション 

このオプションがオンの場合、NovaNET は検証ジョブの開始時に自動的にメ

ディアをリテンションします。この機能により、テープ カートリッジが端から

端まで巻き取られ、テープ全体でテンションが均等になるので、テープの寿命が

長くなり、データの整合性が向上します。この機能を使用するには、デバイスが

自動リテンションに対応している必要があります。 

自動ログ印刷 

このオプションがオンの場合、NovaNET は検証ジョブの終了直後に自動的にロ

グを印刷します。このオプションを利用できるのは、Windows NT 以降のシステ

ム、および X Window を実行している Linux および FreeBSD のシステムに限ら

れます。この機能の設定方法については、「第 8 章 - ジョブの実行」の「自動ロ

グ印刷」を参照してください。 
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第 8 章 — ジョブの実行 

NovaNET では、スケジュールされたジョブは自動的に実行されます。実行予定

のジョブは、[待ち行列] タブで確認できます。また、ジョブ実行時の進行状況は、

[ステータス] ウィンドウでトラッキングできます。 

この章の内容 

• 概要 

• [待ち行列] タブ 

• スケジュールされたジョブの実行 

• スケジュールされていないジョブの実行 

• [ジョブ ステータス] ウィンドウ 

• ジョブ ログ 

• 監査ログ 

概要 

スケジュールされていないジョブは、ユーザが実行を指示した場合にのみ実行さ

れます。スケジュールされたジョブは、スケジュールに従って自動的に実行され

ます。[待ち行列] タブには、実行がスケジュールされたジョブが表示されます。

ここには、ジョブの実行予定日時と、実行中のジョブの進行状況の概要も表示さ

れます。[待ち行列] タブのスケジュールされたジョブを NovaNET が自動実行す

るときには、その直前に、そのジョブのオプション パラメータが更新されます。 
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ジョブは、実行予定時刻の前に "強制" 実行することもできます。スケジュール

されたジョブを強制実行した場合、そのジョブの [オプション] タブのパラメー

タが自動的に更新されることはありません。ジョブの強制実行は、NovaNET が
ジョブを実行するときに使用する権限にも影響します。スケジュールされたジョ

ブの強制実行によって、ジョブ実行時に NovaNET が使用するパラメータが受け

る影響の詳細については、この章の「スケジュールされたジョブの強制実行」を

参照してください。 

[ステータス] ウィンドウには、実行中のジョブの進行状況とステータスに関する

詳細な情報が表示されます。このウィンドウでは、ジョブが正しく実行されてい

るかどうかを確認できます。ジョブ完了後にジョブ ログを表示または印刷する

ことにより、バックアップ、回復、または検証がどのファイルで成功し、どの

ファイルで失敗したかを確認できます。 

[待ち行列] タブ 

ジョブの実行をスケジュールすると、ジョブとそのジョブについての情報が [待
ち行列] タブに表示されます。このタブには、実行予定のジョブがすべて表示さ

れます。新規ジョブを作成してスケジュールすると、[待ち行列] タブの一覧に追

加されます。スケジュールされたジョブは、次の実行予定時刻の情報に基づいて

それぞれ一度だけ一覧に表示されます。 

スケジュールされていないジョブも、実行の指示が与えられると [待ち行列] タ
ブに表示されます。ただし、このようなジョブが表示されるのは、ユーザが手動

で実行を指示した場合だけです。 

 [待ち行列] タブの詳

細ビュー 

 

[待ち行列] タブの詳細ビュー 

[待ち行列] タブの詳細ビューには、スケジュールされたジョブおよび現在実行さ

れているジョブに関する、役に立つ重要な情報が表示されます。 
 

[詳細] ボタン 



第 8 章 — ジョブの実行 163 

 

[名前] フィールドと [タイプ] フィールドには、ジョブ名と、ジョブがバック

アップ ジョブ、回復ジョブ、検証ジョブのどれであるかが表示されます。[実行

時間] フィールドには、次にジョブが実行される日付と時刻が表示されます。[ス
ケジュール タイプ] フィールドには、"GFS-30" や "Custom" など、ジョブのスケ

ジュールのタイプが表示されます。 

[ステータス] フィールド、[完了] フィールド、および [失敗] フィールドは、

ジョブの現在のステータスの要約を示します。[ステータス] フィールドには、

ジョブが現在実行中かどうかが表示され、実行中の場合は、実行中の手順が表示

されます。[完了] フィールドと [失敗] フィールドには、選択されたファイルの

うち、バックアップ、回復、または検証が正常に行われたものと失敗したものの

比率が表示されます。 

[所有者] フィールドには、ジョブ実行時のジョブの権限の計算に使用されるユー

ザ権限情報が表示されます。 

スケジュールされたジョブの実行 

スケジュールされたジョブは、通常は NovaNET によって自動的に実行されます

が、ユーザが "強制" 実行することもできます。 

スケジュールされたジョブの自動実行 

ジョブのプロパティ シートを閉じると、NovaNET によって次のジョブ実行スケ

ジュールが計算され、[待ち行列] タブに追加されます。[待ち行列] タブの詳細

ビューの [実行時間] フィールドには、次にジョブが実行される日付と時刻が表

示されます。これらの処理は、自動ローテーション スケジュールまたは手動

ローテーション スケジュールでスケジュールされているジョブについて行われ

ます。 

ジョブの [実行時間] は [待ち行列] タ

ブに表示されます。  
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これらのジョブは、実行予定日時に NovaNET が開いていれば自動的に実行され

ます。ジョブを実行するために、ユーザが NovaNET にログオンする必要はあり

ません。NovaNET では、スケジュールされたジョブは、そのジョブを作成した

ユーザがログアウトしていても実行されます。 

たとえば、今日の午後 11:00 に実行されるようにジョブをスケジュールしたとし

ます。この場合、ワークステーションでの作業を終了したら、NovaNET からロ

グアウトしてかまいません。ただし、NovaNET を終了しないでください。
[NovaNET のログオン] ウィンドウが表示されたら、最小化ボタンをクリックし

てウィンドウを閉じます。NovaNET が開いたままなので、スケジュールの時刻

になると、ログオンしているユーザがいなくてもジョブが実行されます。 

ヒント  Windows、Linux、または FreeBSD を実行しているマシンでは、

NovaNET をサービスとしてインストールできます。NovaNET は、サービスとし

てインストールすると、システムの起動時に自動的に起動されます。この場合、

ユーザ インターフェイスは表示されず、バックグラウンドで実行されます。ス

ケジュールされたジョブが必ず実行されるようにするには、NovaNET をサービ

スとしてインストールしてください。詳細については、『NovaNET インストー

ル ガイド』の「付録 E - NovaNET Service」を参照してください。 

 

 

スケジュールされたジョブが実行されるようにするに

は、NovaNET を終了しないでください。 
代わりに、[ファイル] メニューから [ログ アウト] を選

択して… 
次に、[ログオン] ウ
ィンドウを最小化す

ることにより、権限

のないユーザがネッ

トワークにアクセス

できないようにしま

す。 
別の方法として、

NovaNET をサービス

としてインストール

するという方法もあ

ります。 

 

メモ  ジョブの実行予定時刻にストレージ管理サーバがオフになっていた場合、

そのジョブはマシンを再起動したときに実行されます。その実行予定のジョブは、

NovaNET の起動の 5 分後に開始されます (NovaNET をサービスとして実行して

いる場合も、起動の 5 分後に実行されます)。ジョブが実行されるまでのこの 5 
分の間に、保留中のジョブを変更、更新、またはキャンセルすることができます。 
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セキュリティとスケジュールされたジョブ 

スケジュールされたジョブは、NovaNET が開いているか、NovaNET サービスが

実行中であれば、ユーザがログアウトしているかどうかに関係なく実行されます。

ただし、ログアウトしていない場合は、そのユーザのセキュリティ認証を、他の

権限のないユーザが使用することができます。したがって、ワークステーション

から離れるときは、必ず NovaNET からログアウトしてください。これは、機密

データに権限のないユーザがアクセスするのを防止できる唯一の方法です。 

警告  ワークステーションから離れるときは、NovaNET のメイン ウィンドウを

開いたままにしないでください。このようにした場合、セキュリティ認証のない

ユーザがネットワークに不正にアクセスできるようになります。ワークステー

ションから離れる前に、必ず NovaNET からログアウトしてください。実行予定

のジョブがある場合は、NovaNET を終了せずにログアウトするか、NovaNET 
サービスを実行中にしておきます。 

スケジュールされたジョブの強制実行 

スケジュールされたジョブを選択してツール バーの [実行] ボタンをクリックす

ると、そのジョブを実行予定時刻の前に "強制" 実行することができます。[ジョ

ブ] メニュー、[待ち行列] メニュー、またはショートカット (右クリック) メ
ニューの [実行] を選択して、ジョブを強制実行することもできます。これらの

操作を行うと、ジョブは直ちに実行されます。 

スケジュールされたジョブを、実行予定日と同じ日に強制実行すると、そのジョ

ブのその日のスケジュールによる自動実行が完了したことになることに注意して

ください。そのジョブは、NovaNET によって、その次の実行予定日にスケ

ジュールどおりに実行されるようにリセットされます。したがって、ジョブを実

行予定日と同じ日に強制実行しても、そのジョブがその日に実行されるのは 1 回
だけです。 

スケジュールされたジョ

ブを強制実行するには、

ジョブを選択して [実行]

ボタンをクリックしま

す。 

または、マウスの右ボ

タンでジョブをクリッ

クして、[実行] を選択

します。 
 

 
[実行] ボタン 
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ジョブの強制実行がジョブ パラメータに与える影響 

スケジュールされたジョブを実行予定時刻前に強制実行した場合、そのジョブの 
[オプション] タブでの特定パラメータの自動更新は行われません。既に説明した

ように、自動ローテーションを設定したスケジュール ジョブが実行されると、

そのジョブの [オプション] タブのパラメータである [バックアップ モード]、[書
き込みモード]、[新規メディアの場所]、[新規メディア名]、および [メディア] が
更新され、ローテーション スケジュールでのジョブの位置が反映されます。た

だし、スケジュールされた時刻の前にジョブを強制実行しても、これらのオプ

ション パラメータが NovaNET によって更新されることはありません。 

たとえば、夜間に増分ジョブとして実行されるようにスケジュールされたバック

アップ ジョブがあるとします。このジョブを、スケジュールされた時刻の前に

強制実行した場合、[バックアップ モード] パラメータは更新されません。この

場合、このジョブが前回の実行時にフル バックアップ ジョブとして実行された

のであれば、ジョブの [オプション] タブの [バックアップ モード] パラメータは 
[フル] のままです。そのため、このジョブを強制実行すると、フル バックアッ

プ ジョブとして実行されます。ただし、次回のスケジュールによる自動実行で

は、増分ジョブとして実行されます。 

スケジュールされた

ジョブを強制実行す

る前に、[バックアッ

プ モード] などのオ

プションを手動で設

定する必要がありま

す。 

スケジュールされ

たジョブを強制実

行するときは、

[ バ ッ ク ア ップ

モード]、[書き込

みモード]、[新規

メディアの場所]、

および [新規メディ

ア名] は更新されま

せん。 
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ジョブの強制実行は、何らかの理由でジョブが実行されなかった場合に役に立ち

ます。たとえば、土曜日にスケジュールされていたフル バックアップ ジョブが、

ネットワーク機器の障害のためスケジュールどおりに実行されなかったとします。

そのため、次の増分ジョブの前に、もう一度フル バックアップ ジョブを実行す

る必要があります。これは、完全データ回復期間を確実に維持することができる

唯一の方法です。この場合、月曜日に、ネットワーク接続が回復した後で失敗し

たバックアップ ジョブを強制的に再実行します。ジョブを実行する前に、ジョ

ブのプロパティ シートを開いて、正しいジョブ タイプとメディアが選択されて

いることを確認してください。 

スケジュールされたジョブを強制実行するときは、ジョブの [オプション] タブ

で正しいオプション パラメータが設定されていることを必ず事前に確認してく

ださい。以前のジョブが失敗したためにジョブを強制実行する場合は、失敗した

ジョブのログを調べると、使用される予定だったパラメータを確認できます。 

 [ログ] タブ 
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ジョブの強制実行が権限に与える影響 

NovaNET は、ジョブを実行するとき、デバイス、ファイル、メディアなどに対

する適切な権限があるかどうかを確認します。NovaNET は、ジョブの所有者の

権限を基に、これらの権限を計算します。ジョブの所有者は、ジョブをスケ

ジュールしたユーザか、ジョブを強制実行したユーザのいずれかです。ジョブの

実行後、ジョブの所有者は、ジョブのプロパティを最後に変更したユーザにリ

セットされます。ジョブの強制実行によって、ジョブの所有者が永久に変更され

てしまうことはありません。 

スケジュールされたジョブの実行時に、実行に必要な権限がジョブの  

[所有者] を使用して計算されます。 

ジョブを強制実行する場合は、強制実行したユーザが [所有者] となりま

す。  
 

NovaNET 管理者がジョブを作成してスケジュールすると、管理者がジョブの所

有者となります。NovaNET がこのジョブを実行するときには、NovaNET 管理者

の権限が使用されます。同様に、別のユーザがジョブを作成してスケジュールす

ると、そのユーザがジョブの所有者となり、NovaNET はそのユーザの権限を基

にジョブの権限を計算します。 

ただし、スケジュールされたジョブが強制実行されるときには、そのジョブを強

制実行したユーザがジョブの新しい所有者になります。したがって、あるユーザ

が作成したジョブを NovaNET 管理者が強制実行したとすると、一時的に 
NovaNET 管理者がジョブの新しい所有者になり、NovaNET は NovaNET 管理者

の権限を基にジョブの権限を計算します。 

このジョブの所有者の変更のしくみは、セキュリティの管理に役立ちます。たと

えば、あるユーザにはジョブの作成とスケジュールのみを可能にして、ジョブを

実行できる適切な権限は与えないようにしておき、NovaNET 管理者などの別の

ユーザが、自分の権限を使ってそのジョブを強制実行するようにすることができ

ます。 
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ジョブ指示の表示と印刷 

ジョブがスケジュールされて [待ち行列] タブに追加されると、NovaNET によっ

てそのジョブの指示セットが作成されます。ジョブの指示に含まれるのは、ジョ

ブで使用されるメディア セットと、メディアを挿入するバックアップ デバイス

に関する情報です。たとえば、自動ローテーション ジョブを実行するときは、

そのジョブの指示には "日次セット 1" や "年次セット 2" など、次の実行時に使

用されるメディアの名前が含まれます。また、ジョブ実行時に使用されるバック

アップ デバイス名も含まれます。 

ヒント  ジョブの指示を調べてジョブの実行前に各ジョブに必要なメディアがあ

ることを確認しておくと、すべてのジョブを確実に実行することができます。た

とえば、印刷した指示に基づいて、メディアが必要となる時刻までに正しいメ

ディアを個々のバックアップ デバイスに挿入する作業をいずれかの人員に割り

振ることができます。 

現在 [待ち行列] タブにあるスケジュールされたジョブの指示を表示するには、

[待ち行列] タブのツール バーの [指示の表示] ボタンをクリックするか、[ツー

ル] メニューの [指示] を選択します。指示は、メモ帳などの外部テキスト エ
ディタのウィンドウに表示されます。また、[指示の印刷] ボタンをクリックする

か、[ツール] メニューを使用して、指示を印刷することもできます (指示の表示

と印刷に使用される外部テキスト エディタを変更するには、[ファイル] メ
ニューの [基本設定] を選択します)。 

 [待ち行列] タブにあるすべ

てのスケジュールされたジョ

ブについて、指示の印刷また

は表示が可能です。 

スケジュールされたジョブの

実行前に、指示を使用して、

正しいメディアおよびバック

アップ デバイスが使用可能で

あることを確認します。  

 

 
[指示の表示] 

ボタン 
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スケジュールされていないジョブの実行 

実行しようとしているジョブがスケジュールされていないジョブである場合には、

手動で NovaNET にそのジョブの実行を指示する必要があります。このような

ジョブを実行するには、ジョブを選択してツール バーの [実行] ボタンをクリッ

クするか、[ジョブ] メニュー、[待ち行列] メニュー、ショートカット (右クリッ

ク) メニューのいずれかの [実行] を選択するか、または選択したジョブをダブル

クリックします。NovaNET のメッセージに従って確認すると、直ちにジョブが

実行されます。 

スケジュールされていないジョブのパラメータと権限 

スケジュールされていないジョブ、あるいは手動ローテーション ジョブを実行

するときは、そのジョブの [オプション] タブの現在のパラメータが使用されま

す。 

ジョブの所有者は、NovaNET にジョブの実行を指示したユーザになります。そ

のユーザの権限、つまりジョブの所有者の権限に基づいて、ジョブの権限が計算

されます。ジョブの作成者と所有者は、必ずしも同じユーザである必要はありま

せん。 

[ジョブ ステータス] ウィンドウ 

NovaNET によってジョブが実行されるときには、あらかじめ設定されている一

連の手順が順に実行されます。この手順の多くは、ジョブの [ステータス] ウィ

ンドウに表示されます。手動でジョブを実行すると、自動的に [ステータス] 
ウィンドウが表示されます。実行中のジョブの [ステータス] ウィンドウが表示

されない場合は、そのジョブを選択して [ステータス] ボタンをクリックするか、

[ジョブ] メニュー、[待ち行列] メニュー、ショートカット (右クリック) メ
ニューのいずれかの [ステータス] を選択すると、このウィンドウを開くことが

できます。 

 
[ステータス] 

ボタン 
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ジョブの 

 [ステータス] 

ウィンドウの 

サマリー表示  

[表示] ボックスの一覧でオプションを選択すると、[ステータス] ウィンドウに表

示する情報を変更することができます。これによって、どのようなバックアップ 
ジョブ コンポーネントが実行されているかを調べ、問題がありそうな箇所を見

つけることができます。この表示ボックスのフィールドの多くには、わかりやす

い名前が付いています。詳しいヘルプが必要な場合は、コンテキスト ヘルプを

使用してください。各フィールドの簡単な説明を参照するには、フィールドを右

クリックして、[これは何ですか] ウィンドウを表示します。また、F1 キーを押

すと、操作中の領域のコンテキスト ヘルプが表示されます。 

 [表示] ボックスには、[ジョブ ステータ

ス] ウィンドウで使用可能な表示が一覧表

示されます。  

ジョブ ステータス メッセージ 

ジョブの実行時には、ジョブの進行状況を示すメッセージが [ステータス] メッ

セージ ボックスに表示されます。これらのメッセージは、[待ち行列] タブ上の

そのジョブの [ステータス] フィールドにも表示されます。表示されるメッセー

ジは、実行中のジョブの種類によって異なります。以下に、表示される各メッ

セージと実行されている手順の対応を、簡単に説明します。 
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...選択リストの構築  最初に実行される手順は、バックアップ、検証、または回

復対象ファイルのリストの作成です。バックアップ ジョブでは、選択基準と

バックアップ ジョブのタイプ (フル、増分、差分のいずれか) を基に、バック

アップ対象ファイルのリストが作成されます。選択されたファイルの数と合計サ

イズは、[選択済み] の下の [オブジェクト] フィールドと [サイズ] フィールドに

表示されます。 

[オブジェクト] フ

ィールドと [サイ

ズ] フィールド  

メディアのマウント中  このメッセージは、NovaNET がメディアをマウントして

いるときに表示されます。この手順では、テープに保存されている識別情報が 
NovaNET によって読み込まれます。次に、そのメディアがストレージ管理デー

タベースに既に存在するかどうか、およびそのメディアを使って現在のジョブを

実行できるかどうかの確認が行われます。 

マウントされたメディアが現在のジョブで使用可能ならば、次の手順に進みます。 

マウントされたメディアが現在のジョブで使用できない場合、次に実行される手

順は、そのジョブの [オプション] タブで指定された設定によって決まります。

たとえば、空のテープがフォーマットされるのは、そのような処理を許可するオ

プションが選択されている場合のみです。 

デバイスのスキャニング中  このメッセージは、NovaNET が現在のジョブで使用

するデバイスを検索しているときに表示されます。また、現在のメディアがこの

ジョブで使用できない場合や、NovaNET がネットワーク上でデバイスを見つけ

ることができない場合にも表示されることもあります。 

メモ  多くの場合、このメッセージが表示されるときはアラートも発生します。

ステータス バーの [アラート] ボタンをクリックすると、現在発生しているア

ラートを表示できます。 

メディアのフォーマット中  メディアが既にフォーマットされている場合、

NovaNET は次の手順に進みます。そうでない場合は、実行中のジョブの [オプ

ション] タブの [自動フォーマット モード] の設定に従って、メディアがフォー

マットされます。 

デバイスを開いています  メディアのマウントとフォーマットが完了すると、

ジョブで使用できるようにメディアとデバイスの準備が行われます。 
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実行中  デバイスが開かれると、NovaNET によってジョブが実行されます。ジョ

ブの実行時には、ジョブに関する最新の情報が [ステータス] ウィンドウに自動

的に表示されます。表示される情報には、バックアップ、回復、または検証中の

ファイル、アクティブなストリーム、メディアやボリュームへのファイルの書き

込み速度 (スループット) などがあります。個々のストリームの進行状況や特定

のデバイスのスループットを確認するには、[表示] ボックスの一覧で適切なオプ

ションを選択します。 

次のパスを待っています  別のユーザによってファイルが使用されている場合の

ように、最初のパスでファイルをバックアップ、回復、または検証できないこと

があります。その場合、NovaNET は次回以降のパスでそのファイルへのアクセ

スを試みます。このメッセージは、NovaNET が待機している間表示されます。

NovaNET が待機する秒数は、ジョブの [オプション] タブの [パス間の遅延] 
フィールドで指定します。 

デバイスを閉じています  NovaNET がデバイスを閉じるときに、このメッセージ

が表示されます。 

ログと監査トレールの構築中  デバイスが閉じられると、バックアップされた

ファイル名などのジョブからの新しい情報によってストレージ管理データベース

が更新され、ジョブのログが作成されます。ログの内容は、ジョブの [オプショ

ン] タブの [ログ オプション] の設定によって決まります。詳細については、こ

の章の「監査ログ」を参照してください。 

グループの結合中  バックアップ ジョブの場合、ジョブの実行後にストレージ管

理データベースが更新され、ジョブによって行われたメディアやファイルへの変

更が反映されます。回復ジョブや検証ジョブの場合、ジョブの実行前に選択され

たすべてのファイルをメディアでの出現順に並べ替える作業が行われ、その後で

このメッセージが表示されます。 

完了  このメッセージは、ジョブの完了後に表示されます。 

終了  ジョブを強制的に終了すると、このメッセージが表示されます。 
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ジョブ ログ 

ジョブが実行されるたびに、NovaNET によってそのジョブの新しいログが作成

されます。この情報は、ジョブが意図したとおりに実行されているかどうかの確

認や、ジョブの実行記録を残すために使用することができます。ジョブの完了後

には、このログを表示または印刷することができます。あるいは、ログを自動的

に印刷することも、1 つ以上のアドレスに電子メールで送信されるように設定す

ることもできます。 

ログに書き込む情報の種類は、ジョブの [オプション] タブの [ログ オプション] 
フィールドで指定できます。ログには常にジョブの概要情報が含まれ、概要情報

には、ジョブ実行時に使われたオプション パラメータなどの役立つ情報が含ま

れます。[ログ オプション] で選択したパラメータによっては、回復、検証、ま

たはバックアップがどのファイルで成功し、どのファイルで失敗したかに関する

情報も追加されます。 

ジョブ ログの表示 

ジョブのログは、そのジョブの [ログ] タブで参照できます。ログは、ジョブが

実行されるたびに作成されます。 

 [ログ] タブ

では、ジョブ

が実行される

たびに別のロ

グが表示され

ます。 

 

メモ  [ウィザード] タブの [指示とログ] オプションを使用すると、表示可能なす

べてのジョブ ログを参照できます。 

特定のジョブのログを表示するには、そのジョブの [ログ] タブを開きます。[ロ
グ日時] ボックスで、表示するログを選択します。[表示] ボタンをクリックする

と、テキスト エディタにログが表示されます。使用するテキスト エディタは、

[基本設定] ウィンドウで指定します (「第 12 章 - オブジェクトおよびプロパティ 
リファレンス」の「[基本設定] ウィンドウ」を参照してください)。 

テキスト エ
ディタの選

択の詳細に

ついては、

「第 12 章 - 
オブジェク

トおよびプ

ロパティ リ
ファレン

ス」の「[基
本設定] ウィ

ンドウ」を

参照してく

ださい。 
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特定のログを印刷するには、そのログを選択して [印刷] ボタンをクリックしま

す。ログによっては非常に長いものがあるので、印刷前にドキュメントの長さを

確認してください。 

同じジョブが繰り返し実行される場合には、古いログを削除することもできます。

その場合は、削除するジョブ ログを選択して [削除] をクリックします。複数の

ログを選択して削除することもできます。Ctrl キーと Shift キーを使用するか、

削除するログの上をマウスでドラッグします。 

メモ  ログの最大数は、1 つのジョブにつき 64 個です。この最大数に達すると、

最も古いログが上書きされます。 

ジョブ ログの自動印刷 

NovaNET には、ジョブ ログを自動的に印刷する便利な機能があります。この機

能を利用すれば、ジョブ ログを 1 つずつ手動で印刷する必要はありません。 

メモ  Windows NT 以降のシステムからネットワーク プリンタに印刷するには、

NovaNET サービスがそのプリンタにログオンするように設定する必要がありま

す。『NovaNET インストール ガイド』の「付録 G — Configuring Autoprint for 
Windows」を参照してください。 

[自動印刷] タブは、各ユーザ オブジェクトのプロパティ シートに表示されます。

このタブでは、プリンタ、フォント、印刷範囲、および部数を選択できます。

ジョブが終了すると、ジョブの所有者の自動印刷設定に従って、直ちにジョブ 
ログが自動印刷されます。 
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[自動印刷]

タブを使用

して、ジョ

ブ ログを自

動的に印刷

するための

設定を指定

します。 

 

この機能を設定するには、[セキュリティ] タブでグループまたはユーザを選択し

ます。次に、[自動印刷] タブをクリックします。設定を更新して、[OK] をク

リックします。 

メモ  ジョブ ログを自動的に印刷するには、[高度なオプション] ウィンドウの 
[自動ログ印刷] オプションも選択する必要があります。詳細については、「第 7 
章 - ジョブ オプション」の「自動ログ印刷」を参照してください。 

ジョブ ログの電子メール送信 

NovaNET では、ジョブの完了時に自動的に電子メールを送信することができま

す。これにより、ジョブが正常終了したことや、ジョブが正常に実行されなかっ

た理由を確認することができます。リモートでの電子メール受信が可能であれば、

社外にいるときでもジョブを監視することができます。 

メモ  ログが生成される前にジョブが異常終了した場合は、ジョブ ログが電子

メールによって送信されることはありません。 

この機能を使用するには、電子メール サポート オプションをインストールして

構成する必要があります (『NovaNET インストール ガイド』の「付録 C — 
Configuring Email Options」を参照してください)。 
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電子メール サポート オプションがインストールされている場合、各ユーザ オブ

ジェクトのプロパティ シートに [電子メール] タブが表示されます。この機能を

使用するには、[セキュリティ] タブでグループまたはユーザを選択します。次に、

[電子メール] タブをクリックします。 

ジョブ ログは、

ジョブ所有者の 

[電子メール] タ

ブで指定された

アドレスに電子

メールで送信さ

れます。 

 

このタブで、ジョブ ログの受信者の有効な電子メール アドレスを入力してくだ

さい。入力したら [OK] をクリックします。ジョブが完了すると、そのジョブの

所有者の [電子メール] タブに指定されているアドレスに、電子メールでジョブ 
ログが送信されます。 

ジョブの所有者は、通常はジョブをスケジュールしたユーザです。スケジュール

されたジョブを別のユーザが強制実行した場合は、そのユーザが一時的にジョブ

の新しい所有者となります。強制実行されたジョブが終了すると、ジョブの所有

者は、ジョブのプロパティを最後に変更したユーザにリセットされます。ジョブ

の所有者は、[待ち行列] タブの [所有者] フィールドで確認できます。 

ジョブ ログは、[電子メール] タブで指定されたすべてのアドレスに送信されま

す。このタブで複数のアドレスを指定するには、アドレスをセミコロンで区切り

ます (スペースは入れません)。また、すべてのユーザの [電子メール] タブに同

じアドレスを入力すると、同じユーザにすべてのジョブ ログのコピーが送信さ

れます。たとえば、実行されたすべてのジョブのログを NovaNET 管理者に送信

することができます。または、ジョブ ログの受信用に専用のアカウントを設定

するという方法も考えられます。 

ジョブの所

有者の詳細

について

は、この章

の「ジョブ

の強制実行

が権限に与

える影響」

を参照して

ください。 
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監査ログ 

データベースなどのファイルは失うことが許されない極めて重要なものであり、

定期的なバックアップが不可欠です。また、そのようなファイルが定期的にバッ

クアップされていることを、システム管理者が確認できることも重要です。

NovaNET の監査トレールを使用すると、選択されたファイルやデータベースに

関する情報を、収集、保存、および印刷することができます。 

NovaNET の監査機能を使用すると、ファイル、フォルダ、ボリューム、および

データベースのバックアップ、検証、または回復の頻度と日時を追跡することが

できます。監査トレールは、監査が使用可能に設定されているオブジェクトのそ

れぞれに対して作成されます。これらのオブジェクトに対してアクションが実行

されるたびに、オブジェクトがバックアップまたは回復された日時の情報を基に

監査トレール (監査ログ) が更新されます。監査ログには、ファイルのインスタ

ンスが保存されているメディアについての情報も含まれます。 

オブジェクトの監査ログを作成するには、監査ストレージ プロパティを有効に

する必要があります。そのためには、オブジェクトのプロパティ シートを開き、

[ストレージ] タブをクリックします。[オブジェクト アクションの監査] 設定を、

[監査使用可能] に変更します。監査トレールを作成できるのは、ファイル、ディ

レクトリ、ボリュームなどの、[ストレージ] タブがあるオブジェクトに限られま

す。 

ファイル、ディレクトリ、

またはボリュームの監査 

ログを作成するには、[スト

レージ] タブの [オブジェ

クト アクションの監査] を 

[監査使用可能] に設定しま

す。 
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オブジェクトの監査を使用可能にすると、[監査] タブという新しいタブがプロパ

ティ シートに表示されます。このタブをクリックすると、オブジェクトの監査

トレールが表示されます。監査ログは、印刷することも、ファイルに保存するこ

ともできます。 

オブジェクトの監査

プロパティが選択さ

れている場合は、オ

ブジェクトのプロパ

ティ シートに [監

査] タブが表示され

ます。 

オブジェクトの監

査ログには、オブ

ジェクトがバック

アップされた日時

と、オブジェクト

のインスタンスが

格納されたメディ

アが記録されま

す。 

 

[クリア]  すべての監査ログ エントリを削除します。 

[印刷]  監査ログを印刷します。ログによっては非常に長いものがあるので、印

刷前にドキュメントの長さを確認してください。 

[保存]  監査ログをテキスト ファイルとして保存します。 
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第 9 章 — [メディア]、[デバイス]、および 
[データベース] タブ 

[メディア] タブでは、NovaNET データベースにメディア フォルダとメディアを

作成したり、ストレージ管理データベースからこれらを削除したりすることがで

きます。[デバイス] タブでは、メディアの消去、フォーマット、イジェクトなど、

バックアップ デバイスに対する物理的な操作を実行できます。[データベース] 
タブには、NovaNET ストレージ管理データベースに存在するすべてのオブジェ

クトが表示されます。また、このタブでは数多くのコマンドを実行できます。 

この章の内容 

• 概要 

• [メディア] タブ 

• [デバイス] タブ 

• [データベース] タブ 

概要 

[メディア] タブには、メディア フォルダおよびメディア オブジェクトが表示さ

れます。このタブでは、これらのストレージ管理データベース オブジェクトに

対する操作を実行できます。たとえば、メディア フォルダの作成や削除のほか、

テープなどのメディア オブジェクトの作成や削除を行うことができます。一方、

[デバイス] タブは、バックアップ デバイスに対する物理的な操作を行う場合に

使用します。たとえば、[デバイス] タブからは、メディアの消去やフォーマット

を行うことができます。 
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[メディア] タブと [デバイス] タブには、大きな違いがあります。[メディア] タ
ブは、ストレージ管理データベースに変更を加える場合に使用しますが、[デバ

イス] タブは、物理デバイスそのもの (メディアとドライブの両方) を使用する操

作を実行するときに使用します。したがって、ストレージ管理データベースに変

更を加える場合は [メディア] タブを使用し、物理メディアやデバイスそのもの

を操作する場合は、[デバイス] タブを使用してください。たとえば、テープの名

前を変更する場合は、[メディア] タブで変更します。これは、NovaNET データ

ベースに対する変更だからです。しかし、テープのヘッダーを読み込んでテープ

を識別する場合は、[デバイス] タブを使用する必要があります。 

[データベース] タブには、現在のストレージ管理データベースに存在するすべて

のオブジェクトが表示されます。このタブは、すべてのデータベース オブジェ

クトを一度に表示して操作できるという点で便利ですが、その反面、すべてのオ

ブジェクトが表示されるので、作業の効率が低下することもあります。 

[メディア] タブ 

[メディア] タブには、NovaNET ストレージ管理データベースに存在するメディ

ア フォルダやメディア オブジェクトが表示されます。このタブでは、これらの

データベース オブジェクトを操作できます。たとえば、メディア フォルダやメ

ディア オブジェクトを作成したり削除したりすることができます。 

 

 

 

 

[メディア] タブではメディアやメディア フォルダを操作することができますが、

このタブで行う操作の多くは、通常は NovaNET によって自動的に処理されます。

たとえば、スケジュールされた (ローテーション) ジョブが実行されるときには、

そのジョブに必要な新しいメディアやメディア フォルダは NovaNET によって自

動的に作成されます。また、テープなどのメディアの上書きや、ストレージ管理

データベースからの削除が行われると、[メディア] タブにもその変更が自動的に

反映されます。 

 

[メディア] タブ

には、メディア

フォルダおよび

メディア オブ

ジェクトが表示

されます。 
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メディア フォルダの作成 

バックアップ ジョブを作成して実行する前に、メディアを格納するメディア 
フォルダの作成が必要になることがあります。内蔵またはカスタムのスケジュー

ルされたジョブを実行するときには、自動的に新しいメディア フォルダが作成

されます。このとき、メディア フォルダはユーザ/グループ フォルダ内に作成さ

れ、スケジュールされたバックアップ ジョブと同じ名前が付けられます。ただ

し、スケジュールされていない手動のジョブを実行する場合は、そのジョブで使

用する新規メディアを格納する新規メディア フォルダを自分で作成する必要が

あります。 

 

自動ローテーション ジョブが実

行されるときに、メディアおよび

メディア フォルダが自動的に作

成されます。 

 

新規メディア フォルダを作成するには 

1. 新規メディア フォルダを格納する既存のフォルダを選択します。ただし、[ホーム] 
フォルダは選択できません。 

2. 次のいずれかの方法で新規メディア フォルダを作成します。 
• [ファイル] メニューの [新規オブジェクト...] を選択し、[新規オブジェク

ト] ウィンドウで [メディア フォルダ] を選択します。 

• NovaNET のオブジェクト詳細エリアを右クリックして、ショートカット 
メニューの [新規メディア フォルダ] を選択します。 

• ツール バーの [新規オブジェクト] ボタンをクリックし、[新規オブジェク

ト] ウィンドウで [メディア フォルダ] を選択します。 

3. ツリー表示エリアで、新しいフォルダの名前を入力します。 

ヒント  新規フォルダを作成したら、そのフォルダに対する権限を持つユーザを

指定してください。フォルダ内の複数のオブジェクトに対する権限をユーザに割

り当てる必要がある場合は、この方法が最も迅速で簡単です。 

メディア 
フォルダの

自動作成の

詳細につい

ては、「第 7 
章 - ジョブ 
オプショ

ン」の「自

動更新され

るバック

アップ オプ

ション」を

参照してく

ださい

 
[新規オブジェ

クト] ボタン 
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メディア フォルダの削除 

メディア フォルダを削除すると、そのフォルダに格納されているオブジェクト 
(メディア フォルダやメディアなど) もすべて削除されます。メディア フォルダ

を使用していたジョブが今後は実行される予定がない場合や、メディア フォル

ダに含まれるメディアが今後使用される予定がない場合などに、メディア フォ

ルダを削除します。 

メディア フォルダを削除するには、削除するフォルダを選択して、[編集] メ
ニューまたはショートカット (右クリック) メニューの [削除] を選択します。ま

たは、ツール バーの [削除] ボタンをクリックします。 

メディア フォルダを削除する前に、そのフォルダに格納されているメディアを

別のフォルダに移動することができます。たとえば、いくつかのメディア フォ

ルダを削除する前に、"古いメディア" という名前の新規フォルダを作成して、

現在使用されていないメディアをそのフォルダに移動します。 

新規メディアの作成 

NovaNET では、実行するバックアップ ジョブが空のメディアを使用するもので

ある場合や、上書きを行うように設定されている場合は、自動的に新規メディア

が作成されます。ただし、ジョブの実行前に、手動で新規メディアを作成する場

合もあります。たとえば、使用していない古いテープを再利用する場合などです。

確実にテープに正しいラベルが付けられるようにし、テープを誤って上書きする

ことがないようにしたい場合には、ジョブの実行前に手動で新規メディアを作成

します。 

ただし、内蔵スケジュール ジョブでは、特定のフォルダにある特定の名前のメ

ディアが検索されます。指定されたとおりのメディアが見つからない場合は、ア

ラートが表示されます。そのため、自動ローテーション ジョブでは、事前に手

動でメディアを作成するのではなく、そのジョブ専用のメディアが自動的に作成

されるようにすることをお勧めします。 

新規メディアを手動で作成した場合には、NovaNET によって、(1) 新規データ

ベース オブジェクトの作成と、(2) デバイスにある現在のメディアの物理フォー

マットの 2 つの作業が行われます。この結果、そのメディアに現在あるデータは

すべて消去されます。新規メディアを作成するときは、NovaNET によって

フォーマットされるメディアが今後不要なものであることを確認してください。 

 
[削除] ボタン 
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新規メディアをフォーマットしようとすると、[メディアのフォーマット] ウィン

ドウが表示されます。このウィンドウで、メディアに名前を付けて、メディアを

格納するメディア フォルダを選択します。また、デバイスも選択する必要があ

ります。選択したデバイスに現在ロードされているメディアがフォーマットされ

ます。オートローダを選択した場合は、使用するメディアが格納されているスト

レージ スロットを選択します。 

       

       

新 規 メ デ ィ ア を

フォーマットすると

きに、メディアの名

前を [メディア名]

フィールドに入力し

ます。 

[参照] ボタンを

使用して、新規

メ デ ィ ア の

フォーマットに

使用するデバイ

スを選択しま

す。 

オートローダを使用

す る 場 合 は 、 

フォーマット対象の

メディアが格納され

ているストレージ ス

ロットを選択しま

す。 

 

メディアをフォーマットするときには、メディアのパスワードも割り当てること

ができます。詳細については、この章の「メディア パスワード」を参照してく

ださい。 

新規メディアを作成するには 

1. 新規メディアを格納する既存のフォルダを選択します。 
2. 次のいずれかの方法で新規メディアを作成します。 

• [ファイル] メニューの [新規オブジェクト...] を選択し、[新規オブジェク

ト] ウィンドウで [メディア] を選択します。 

• NovaNET のオブジェクト詳細エリアを右クリックして、ショートカット 
メニューの [新規メディア] を選択します。 

• ツール バーの [新規オブジェクト] ボタンをクリックし、[新規オブジェク

ト] ウィンドウで [メディア] をクリックします。 

3. [メディアのフォーマット] ウィンドウの [メディア名] フィールドに新規メディアの

名前を入力します。 
4. 使用するデバイスが [デバイス] フィールドに表示されていない場合は、[参照...] ボ

タンをクリックし、 [参照] ウィンドウで正しいデバイスを選択します。 

 
[新規オブジェク

ト] ボタン 
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5. オートローダを使用する場合は、使用するメディアが格納されているローダーとス

トレージスロットを選択します。 
6. メディアにパスワードを割り当てる場合は、[メディア パスワード] ボタンをクリッ

クして、[メディア パスワード] ウィンドウでパスワードの入力および確認入力を行

います。 
7. [フォーマット] ボタンをクリックします。指定したメディアがフォーマットされま

す。 

メディア パスワード 

メディアをフォーマットするときには、そのメディアにパスワードを割り当てる

ことができます。デフォルトでは、パスワードは割り当てられません。 

メディア パスワードが必要になるのは、あるストレージ管理データベースから

別のデータベースへメディアをインポートするときだけです。たとえば、以前の

バージョンの NovaNET から最新バージョンの NovaNET へメディアをインポー

トする場合や、あるストレージ管理データベース ゾーンから別のストレージ管

理ゾーンへデータを転送する場合です。NovaNET では、保護されたストレージ

管理ゾーンの間でのデータの不正転送の防止のため、作成したメディアにパス

ワードを割り当てることができるようになっています。このパスワードは、新し

いストレージ管理データベースにメディアをインポートする場合に必要になりま

す。 

メモ  メディア パスワードは、別のストレージ管理データベースへのテープのイ

ンポートを防止できる唯一のセキュリティ対策です。機密データに関しては、す

べてのメディアにパスワードを割り当てるようにしてください。 

メディアにパスワードを割り当てるかどうかは、セキュリティ上のニーズによっ

て決定します。パスワードのないメディアは、どのストレージ管理データベース

にも簡単にインポートできるため、メディアにパスワードを割り当てていない場

合は、そのようなテープやメディアを保有しているだけでデータのセキュリティ

が損なわれることになります。 

メモ  以前のバージョンの NovaNET では、メディアに「PASSWORD」というデ

フォルトのパスワードが自動的に割り当てられていました。以前のバージョンの 
NovaNET で作成されたメディアがインポートできない場合は、パスワードとし

て「PASSWORD」を入力してみてください。 
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メディアの削除 

メディアを削除すると、そのメディアに関する情報も NovaNET のストレージ管

理データベースから削除されます。テープに保存されているファイルのインスタ

ンスも、ストレージ管理データベースから削除されます。 

ただし、メディアを削除しても、メディアの物理的な消去が行われるわけではな

い点に注意してください。つまり、メディアは変更されず、ストレージ管理デー

タベースだけが変更されます。したがって、そのテープはまだ別のストレージ管

理データベースにインポートすることができます。あるいは、必要に応じて、元

のストレージ管理データベースにインポートし直すこともできます。 

メディアを削除するには、削除するメディアを選択して、[編集] メニューまたは

ショートカット (右クリック) メニューの [削除...] を選択します。または、ツー

ル バーの [削除] ボタンをクリックします。 

 
メディアの削除とは、単にデー

タベースから削除することで

す。 

メディアを削除しても、メディ

アは消去されません。 

 

メディアの内容 

ストレージ管理データベースに存在するメディアの内容は、いつでも表示できま

す。メディアの内容を表示するには、次のいずれかの操作を行います。 

• [メディア] タブで、内容を表示するメディアをダブルクリックします。

[ウィザード - メディアの内容] 画面が表示されます。 

• [ウィザード] タブの [メディアの内容] をクリックして、画面に表示される指

示に従います。 

[デバイス] タブ 

[デバイス] タブでは、現在のストレージ管理ゾーンにあるバックアップ デバイ

スに対して物理的な操作を行うことができます。 

 
[削除] ボタン 
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コントローラは、通常は

デバイスのアタッチ先の

アダプタです。 

ストレージ管理データ

ベースでの機能はコンテ

ナに似ています。 デバイスは、コントローラ内部に

含まれるオブジェクトとして表示

されます。  

現在のストレージ管理ゾーンにあるバックアップ デバイスは、すべてオブジェ

クト詳細エリアに表示することができます。このタブには、コントローラとデ

バイスの 2 種類のオブジェクトが表示されます。通常、コントローラは、

NovaNET を物理デバイスに接続する、マシン内の物理アダプタです。一方、デ

バイスは、実際の物理デバイスです。NovaNET のストレージ管理データベース

では、コントローラは複数のデバイスが格納されたコンテナと同様の働きをしま

す。 

[デバイス] タブに表示されているデバイスを操作するには、オブジェクト詳細エ

リアまたはツリー表示エリアのいずれかで操作するデバイスを選択します。 

オートローダには、2 つ以上のドライバが関連付けられています。関連付けられ

ているのは、ローダー ドライバと、1 つ以上のデバイス ドライバです。総じて、

[デバイス] タブのコマンドの多くは任意の 1 つのドライバを選んで実行できます 
(選択できるドライバのモデルや製造元はさまざまです)。ただし、複数のデバイ

スに対応しているオートローダ (複数のテープ読み込み/書き込みデバイスを備え

たオートローダなど) があり、その中の特定の 1 つのデバイスを使用する場合は、

そのデバイスのドライバを選択する必要があります。ローダー ドライバを選択

すると、オートローダ内の利用可能なデバイスのうち最初に見つかったものが使

用されます。 

障害デバイスの再起動 

何らかの理由で正しく初期化できなかったデバイスは、再起動が必要となります。

電源の障害や接続ケーブルの不良などの、デバイスが停止する理由は、複数にわ

たることもあります。 

初期化されていないデバイスは、黄色い警告アイコンと共に表示されます。デバ

イスによっては初期化に時間がかかることがありますが、その場合もこの警告ア

イコンが表示されます。デバイスが初期化された後も警告アイコンが表示されて

いる場合は、F5 キーを押してデバイスの表示を更新してください。 
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デバイスが初期化されていない場

合は、黄色の警告アイコンが表示

されます。 

 

デバイスまたはコントローラにその他の問題がある場合は、警告アイコンは消え

ません。その問題を特定し、解決する必要があります。解決したら、NovaNET 
と NovaNET サービスの両方を終了します。 

NovaNET を再起動すると、デバイス ドライバが再び初期化されます。[デバイ

ス] タブを確認して、デバイスが正しく動作しており、警告アイコンが表示され

ていないことを確認してください。 

[デバイス] タブ コマンド 

オブジェクト詳細エリアで選択したデバイスに対しては、物理的な操作を実行す

ることができます。このような操作には、デバイスそのものに作用するものと、

デバイスにある現在のメディアに作用するものがあります。 

[デバイス] メニューには、以下に示すコマンドがあります。これらのコマンドの

多くは、ツール バーのボタンや、ショートカット (右クリック) メニューを使用

して実行できます。 

メモ  使用するデバイスで以下のコマンドがサポートされているかどうかについ

ては、そのデバイスのハードウェアのマニュアルを参照してください。使用でき

ないコマンドは、ショートカット (右クリック) メニューには表示されません。 

メディアのイジェクト 

このコマンドを使用すると、選択したデバイスからメディアをイジェクトできま

す。このコマンドが表示されない場合は、選択したデバイスがこのコマンドをサ

ポートしていないか、デバイスが選択されていません。 

マガジンのイジェクト 

このコマンドを使用すると、選択したオートローダからメディア マガジンをイ

ジェクトできます。このコマンドが表示されない場合は、選択したデバイスがこ

のコマンドをサポートしていません。 
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巻き戻し 

このコマンドを使用すると、選択したデバイスにあるメディアを手動で巻き戻す

ことができます。このコマンドが表示されない場合は、選択したデバイスがこの

コマンドをサポートしていません。 

リテンション 

[リテンション] コマンドを使用すると、テープ カートリッジが端から端まで巻

き取られ、テープ全体でテンションが均等になるので、テープの寿命が長くなり、

データの整合性が向上します。テープを少しずつ早送りしたり巻き戻ししたりす

ると、テンションのばらつきが発生し、ドライブがテープ上の位置を正しく検出

できなくなることがあります。 

NovaNET は、バックアップ ジョブ、回復ジョブ、または検証ジョブの開始時に

テープを自動的にリテンションする機能も備えています。お使いのテープ ドラ

イブでこのオプションがサポートされている場合は、「第 7 章 - ジョブ オプ

ション」の「高度なオプション」を参照してください。 

場合によっては、使用できなかったテープがリテンションによってもう一度使用

できるようになることがあります。 

メモ  何度もリテンションしなければテープを使用できない場合は、テープ ドラ

イブを修理するか、テープを交換しなければならないことがあります。 

スピード消去と保護消去 

これらのコマンドを実行すると、選択したデバイスに現在ロードされているメ

ディアが消去されます。 

[スピード消去] コマンドを使用すると、最初のブロックが消去され、そのブロッ

クに END OF DATA マーカーが書き込まれます。テープ上のその他のブロック

は消去されませんが、END OF DATA マーカーが最初のブロックにあるため、そ

のテープは、NovaNET に読み込まれると、空として扱われます。 

[保護消去] コマンドを使用すると、テープのすべてのブロックが消去されます。

この処理には、数時間かかることもあります。しかし、テープのすべてのブロッ

クが物理的に消去されます。機密データを破棄する場合には、[保護消去] コマン

ドを使用します。 

 
[リテンション]

ボタン 

 
[巻き戻し] ボ

タン 

 
[スピード消去] 

ボタン 

 
[保護消去]  

ボタン 
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これらのコマンドは、すべてのデバイスでサポートされているわけではありませ

ん。一部のデバイスでは、これらの 2 種類の消去コマンドのうち 1 つしかサポー

トされていません。表示されないコマンドは、選択したデバイスでサポートされ

ていないコマンドです。 

メディアのフォーマット 

このコマンドを使用すると、選択したデバイスに現在ロードされているメディア

をフォーマットできます。 

新規メディアをフォーマットしようとすると、[メディアのフォーマット] ウィン

ドウが表示されます。このウィンドウで、メディアに名前を付けて、メディアを

格納するメディア フォルダを選択します。選択したデバイスに現在ロードされ

ているメディアがフォーマットされます。オートローダを選択した場合は、使用

するメディアが格納されているストレージ スロットを選択します。 

    

      

新 規 メ デ ィ ア を

フォーマットすると

きに、メディアの名

前を [メディア名]

フィールドに入力し

ます。  [参照] ボタンを

使用して、新規メ

ディアのフォー 

マットに使用する

デバイスを選択し

ます。 

オートローダを使用

す る 場 合 は 、

フォーマット対象の

メディアが格納され

たストレージ スロッ

トを選択します。 

 

メディアをフォーマットするときには、メディアのパスワードも割り当てること

ができます。詳細については、この章の「メディア パスワード」を参照してく

ださい。 

メディアをフォーマットするには 

1. フォーマットするメディアが存在するデバイスを選択します。 
2. 次のいずれかの方法で新規メディアをフォーマットします。 

• フォーマットするデバイスを右クリックして、ショートカット メニュー

の [フォーマット] を選択します。 

• [デバイス] メニューの [メディアのフォーマット] を選択します。 
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• ツール バーの [メディアのフォーマット] ボタンをクリックします。 

3. [メディア名] フィールドに新規メディアの名前を入力します。 
4. メディアを格納するメディア フォルダが [メディア フォルダ] フィールドに表示さ

れていない場合は、[参照...] ボタンをクリックし、[参照] ウィンドウで正しいメディ

ア フォルダを選択します。 
5. 使用するデバイスが [デバイス] フィールドに表示されていない場合は、[参照...] ボ

タンをクリックし、[参照] ウィンドウで正しいデバイスを選択します。 
6. オートローダを使用する場合は、フォーマットするメディアが格納されているオー

トローダとストレージスロットを選択します。 
7. メディアにパスワードを割り当てる場合は、[メディア パスワード] ボタンをクリッ

クして、[メディア パスワード] ウィンドウでパスワードの入力および確認入力を行

います。 
8. [フォーマット] ボタンをクリックします。指定したメディアがフォーマットされま

す。 

メディアのインポート 

このコマンドを使用すると、別のストレージ管理ゾーンまたは別のソフトウェア 
プログラムで作成されたメディアのデータを使用することができます。現在のス

トレージ管理データベース以外で作成されたメディアを使用するときは、そのメ

ディアを現在のデータベースにインポートする必要があります。 

メディアをインポートする状況には、次の 4 つがあります。 

• 以前のバージョンの NovaNET で作成されたメディアを使用する場合 

• 別の NovaNET ストレージ管理ゾーンで作成されたメディアを使用する場合 

• 別のバックアップ プログラムで作成されたメディアを使用する場合 

• 誤ってストレージ管理データベースから削除されたメディアを使用する場合 

メディアをインポートするには、メディア パスワードを入力する必要がありま

す。メディアにパスワードが指定されていない場合は、パスワードは必要ありま

せん。 

メモ  以前のバージョンの NovaNET では、メディアに「PASSWORD」というデ

フォルトのパスワードが自動的に割り当てられていました。以前のバージョンの 
NovaNET で作成されたメディアがインポートできない場合は、パスワードとし

て「PASSWORD」を入力してみてください。 

 
[メディアの

フォーマット] 

ボタン 



第 9 章 — [メディア]、[デバイス]、および [データベース] タブ 193 

 

NovaNET では、メディアのインポート中には、その他の処理は行われません。

また、インポート処理には数時間かかることがあります。メディアをインポート

する前に、この長時間の作業を行うのに十分な時間があることを確認してくださ

い。また、ネットワークのセキュリティを維持するには、インポートが完了した

ら NovaNET からログアウトできるようにしておく必要があります。 

メディアをインポー

トするときは、その

メディアをどのデバ

イスで読み込むかを

選択します。 

オートローダーを使

用する場合は、イン

ポートするメディア

が格納されているス

トレージ スロットを

選択します。 

 

メディアをインポートするには 

1. インポートするメディアをデバイスに挿入します。 
2. [デバイス] メニューまたはショートカット (右クリック) メニューの [メディアのイ

ンポート] を選択します。[メディアのインポート] ウィンドウが表示されます。 
3. [メディア フォルダ] フィールドに、インポートしたメディアが格納されるフォルダ

が表示されます。表示されたフォルダとは別のフォルダにメディアを格納する場合は、

[参照...] ボタンをクリックし、[参照] ウィンドウで正しいメディア フォルダを選択し

ます。 
4. [デバイス] フィールドに、メディアのインポート元デバイスが表示されます。使用

するデバイスが表示されていない場合は、[参照...] ボタンをクリックし、[参照] ウィ

ンドウで正しいデバイスを選択します。 
5. オートローダを使用する場合は、インポートするメディアが格納されているスト

レージ スロットを選択します。 
6. [インポート] ボタンをクリックします。 
7. 確認ウィンドウが表示されたら、[はい] をクリックします。 
8. [インポート パスワード] ウィンドウで、インポートするメディアのパスワードを入

力します。メディアにパスワードが指定されていない場合は、パスワード フィール

ドはブランクのままにします。 
9. [OK] をクリックします。 
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データベース回復 

[データベース回復...] コマンドを使用すると、現在のストレージ管理データベー

スが損傷した場合などに、すばやくデータベースを回復することができます。こ

のコマンドは、現在のメディア セットが損傷していない場合にのみ使用してく

ださい。たとえば、ストレージ管理データベース サーバがクラッシュした場合

に、このコマンドを使用します。 

[データベース回復...] コマンドは、[メディアのインポート...] コマンドとは大き

く異なります。[データベース回復...] コマンドを実行すると、現在のストレージ

管理データベースは、メディアにある正常とわかっているデータベースのうち最

新のものによって置き換えられます。一方、[メディアのインポート...] コマンド

を実行すると、現在のストレージ管理データベースは置き換えられず、単にデー

タベースにデータが追加されます。 

[データベース回復...] コマンドのメリットは、NovaNET のストレージ管理デー

タベースが損傷した場合に、すばやく簡単に回復できることです。[メディアの

インポート...] コマンドによって損傷したデータベースを回復することもできま

すが、非常に時間がかかります。複数のテープがある場合は、数時間あるいは数

日間に及ぶこともあります。 

損傷または消失したデータ

ベースを復元するには、使

用するデバイスを [デバイ

ス] タブで選択し、[デバイ

ス] メニューから [データ

ベース復元...] を選択しま

す。 

オートローダーを使用する

場合は、正しいストレー

ジ エレメントを選択して… 

[復元] をクリックします。 

コマンドが完了したら、

終了して再起動します。 
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メモ  [データベース回復...] コマンドを使用すると、現在の NovaNET ストレージ

管理データベースに存在する最新の情報はすべて失われます。このコマンドは、

現在のストレージ管理データベースにデータを追加するものではありません。現

在のストレージ管理データベースは、メディアにあるデータベースで置き換えら

れます。 

ストレージ管理データベースを回復するには 

1. 回復するストレージ管理データベースのバックアップが格納されているメディアを

見つけます。通常、これは最後に実行されたバックアップ ジョブです。 

メモ  最後のバックアップ ジョブのログが印刷済みであれば、どのメディア

に目的のデータベースが格納されているかを特定できます。そのデータベー

スが定期的にバックアップされているかどうかを確認するには、バックアッ

プ ジョブの [選択] タブで、現在のゾーンのデータベースが選択されている

ことを確認します。 

2. 見つけたメディアを適切なバックアップ デバイスに挿入し、[デバイス] タブのオブ

ジェクト詳細エリアでこのメディアを選択します。 
3. [デバイス] メニューまたはショートカット (右クリック) メニューの [データベース

回復...] を選択します。 
4. [デバイス] フィールドに、データベースをどのデバイスから回復するかが表示され

ます。使用するデバイスが表示されていない場合は、[参照...] ボタンをクリックし、

[参照] ウィンドウで正しいデバイスを選択します。 
5. オートローダを使用する場合は、[デバイス/ストレージ] フィールドで正しいスト

レージ スロットを選択します。 
6. [回復] をクリックします。 
7. データベース回復処理を完了させるために、NovaNET を終了します。  
8. メモ  NovaNET サービスが実行中の場合は、このサービスを停止して再起動します 

(『NovaNET インストール ガイド』の「付録 E — NovaNET Service」を参照してくだ

さい)。 
NovaNET を再起動すると、データベースが回復されます。 

デバイスのクリーニング 

[デバイスのクリーニング...] コマンドは、バックアップ デバイスのクリーニング 
サイクルを実行します。 
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このコマンドはオートローダでのみサポートされます。オートローダのデバイス

から、クリーニングが必要なことと、オートローダにクリーニング カートリッ

ジがあることが通知されると、バックアップ ジョブの開始時に自動的にクリー

ニング サイクルが実行されます。オートローダ以外のデバイスを使用している

場合は、製造元が推奨する間隔で、デバイスを手動クリーニングする必要があり

ます。 

オートローダのデバイスをクリーニングするには、クリーニングするデバイスを

ハイライト表示して、[デバイス] メニューの [デバイスのクリーニング...] を選択

します。NovaNET は、スロットの 1 つにクリーニング カートリッジが格納され

ているかどうかを確認します。格納されている場合はバックグラウンドでクリー

ニング サイクルが実行されます。格納されていない場合はエラー メッセージが

表示されます。 

[デバイスのクリーニング...] コマンドが表示されない場合、そのバックアップ デ
バイスではこのコマンドを使用できません。ただし、このようなときも、クリー

ニング カートリッジを手作業でバックアップ デバイスに挿入することで、多く

の場合クリーニング サイクルを実行できます。 

メディアの識別 

このコマンドは、デバイスに現在ロードされているメディアの名前の取得に使用

します。このコマンドを実行すると、NovaNET は、デバイスに現在ロードされ

ているテープなどのメディアの識別を試みます。メディアを識別できない場合、

メディア ヘッダーを読み取ります。この処理には数分かかることがあります。

現在ロードされているメディアの名前が認識されると、[...のプロパティ] ウィン

ドウにその名前が表示されます。 

[データベース] タブ 

[データベース] タブには、現在の NovaNET ストレージ管理ゾーンに存在するす

べてのオブジェクトが表示されます。他のタブの場合と同様に、参照できるのは

自分に権限が与えられているオブジェクトのみです。 

[データベース] タブでは、[デバイス] タブや [待ち行列] タブのすべてのコマン

ドのほか、数多くのコマンドを実行できます。実行できるコマンドには、ジョブ

の実行、ジョブの停止、メディアのフォーマットなども含まれます。ただし、

[データベース] タブでは新規オブジェクトを作成することはできません。 

オートロー

ダ上のク

リーニング 
カートリッ

ジを設定す

る方法の詳

細について

は、「第 12 
章 - オブ

ジェクトお

よびプロパ

ティ リファ

レンス」の

「[ステータ

ス] タブ」を

参照してく

ださい。 

 
[メディアの

識別] ボタン 
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[データベース] タブのメリットは、ストレージ管理データベース内のすべてのオ

ブジェクトを一覧表示できることです。しかし、このことは、非常に多くのオブ

ジェクトが表示されるため、雑然とし、作業が難しくなるという理由で、デメ

リットにもなっています。 

ただし、[クエリ] ウィンドウを使えば、このタブに表示されるファイルやオブ

ジェクトを限定することができます。[クエリ] ウィンドウの機能は、ジョブの 
[選択フィルタ] ウィンドウの機能に似ています。つまり、データベース オブ

ジェクトを並べ替えて、指定された基準を満たすものだけを表示します。 

[クエリ] ウィンドウを 

使ってデータベースのオブ

ジェクトを "並べ替え"、

指定した基準に一致するオ

ブジェクトだけを表示でき

ます。  

 

たとえば、まだバックアップされていないファイルだけ、あるいは削除された

ファイルだけを表示することができます。このタブで適切なフィルタを設定する

ことにより、[データベース] タブに表示されるオブジェクトをコントロールする

ことができます。各クエリ フィルタの機能の詳細については、「第 12 章 - オブ

ジェクトおよびプロパティ リファレンス」の「[クエリ] ウィンドウ」を参照し

てください。 

 

 
[クエリ]  

ボタン 
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第 10 章 — ヒント、テクニック、および方
法 

この章では、NovaNET での作業の効率を高めるのに役立つ情報を示します。前

半では、ストレージ管理データベースの管理と、ジョブをより高速に実行する方

法について詳しく説明します。後半では、ジョブに関する作業での実践的なテク

ニックについて説明します。 

この章の内容 

• ストレージ管理データベースの管理 

• ジョブを高速に実行する方法 

• 権限の操作 

• スケジュールされたジョブの操作 

• ジョブ対象ファイルの選択 

• 回復作業のヒント 

• その他のヒント 

ストレージ管理データベースの管理 

包括的なバックアップ計画を策定する場合の重要な決定事項の 1 つに、

NovaNET ストレージ管理データベースを設置する場所があります。ここでは、

この場所を決定する前に考慮する必要がある点について説明します。 

ストレージ管理データベースの設置場所 

データベースは、メインのファイル サーバ以外のワークステーションまたは
ファイル サーバ上に設置するようにします。 
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NovaNET は、ストレージ管理データベースの中に作成して管理しているオブ

ジェクトやプロパティを、トラッキングしています。このデータベースはどこに

設置すればよいのでしょうか。つまり、どのボリュームとマシンにストレージ管

理サーバを配置すればよいのでしょうか。 

NovaNET のストレージ管理データベースは、ストレージ管理ゾーン内のどのマ

シン (ワークステーションあるいはファイル サーバ) やボリュームにも設置でき

ます。ストレージ管理データベースは、バックアップ デバイスと同じマシン上

になくてもかまいません。ストレージ管理ゾーンのメンバーのマシンであれば、

どのマシンのどのボリュームにも設置できます。 

 

NetWare ファイル サーバ 
 (バックアップ デバイスあり) 

Win NT ファイル サーバ 
(バックアップ デバイスあり) 

LAN ワークステーション 
 (ストレージ管理データベースを設置) 

NovaNET では、ストレー

ジ管理データベースはネッ

トワーク上のどのマシンに

も設置できます (この場合

はワークステーション) 。 
実行速度を上げるには、 
ローカル バスを使用して 
バックアップ デバイスを

マシンに接続します。 

 

たとえば、大型の RAID デバイスが接続されたファイル サーバがあるとします。

この RAID デバイスを使用するバックアップ ジョブの実行速度は、バックアッ

プ デバイスと RAID デバイスが同じマシン上にあるときに最も速くなります。

一方、ストレージ管理データベースの場所として最適といえるのは、ファイル 
サーバとは別のマシンです。これは、ドライブのクラッシュなどでファイル 
サーバが動作不能になっても、ストレージ管理データベースを使ってファイル 
サーバのボリュームを回復できる可能性があるからです。これに比べ、ファイル 
サーバ上にストレージ管理データベースを設置していた場合は、初めにデータ

ベースを回復しなければ、他のファイルを回復することができません。この処理

には、長時間かかることがあります。 
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バックアップ デバイスについては、速度の向上という観点から、ファイル サー

バ上に配置することをお勧めしますが、ストレージ管理データベースについては、

別のマシンに配置することをお勧めします。たとえば、次の図では、2 台のファ

イル サーバが Ethernet ネットワークに接続されています。ファイル サーバには、

それぞれバックアップ デバイスが配置されており、これによってジョブの実行

速度と効率が高められています。図に示した 3 台のマシンすべてを管理するスト

レージ管理サーバは、ファイル サーバとは別のマシン上に設置されています。

このマシンを "ストレージ管理サーバ" と呼びます。ジョブは、このストレージ

管理サーバから実行できるだけでなく、ネットワーク上の他のマシンからも実行

することができます。 

 
別のストレージ管理

ゾーンからジョブを

管理することができ

ます。 
NetWare ファイル サーバ  
(バックアップ デバイスあり) Win NT ファイル サーバ 

 (バックアップ デバイスあり) 

LAN ワークステーション 
(ストレージ管理データベースを設置)

別のストレージ管理ゾーンにある  
LAN ワークステーション  

メモ  バックアップ デバイスは、ネットワーク上の別のマシンに配置してもかま

いません。NovaNET を使用するときは、バックアップ デバイスが物理的にファ

イル サーバに接続されている必要はありません。ここでは、わかりやすいよう

に "ストレージ管理サーバ" という用語を使っていますが、実際にそのマシンが

ネットワーク サーバである必要はなく、クライアント マシンやワークステー

ションでもかまいません。 

このように設置すると、次のようなメリットがあります。 

1. データの大部分がネットワークではなくローカル バスを介して転送されるので、

ジョブの実行速度が向上します。このように設置されている場合、データは、自動的

にローカル バス経由でファイル サーバからバックアップ デバイスへ送信されます。

NovaNET は、ローカル接続経由が利用可能な場合には、自動的にネットワーク接続

ではなくローカル接続経由でデータを送信します。 
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2. ジョブの管理が単純化されます。ジョブの作成と実行はネットワーク上のどのマシ

ンからでも行うことができます。ジョブの管理は、別のストレージ管理ゾーンのメン

バーであるマシンから行うこともできます。NovaNET 管理者とその他のユーザは、

別のデータベース ゾーンからこのストレージ管理データベースにログオンして、

ジョブの作成や実行を行うことができます。 
3. 災害により、ファイル サーバの 1 つで RAID デバイスの交換が必要になったとして

も、この配置ではストレージ管理データベースは別のマシンに設置されているので、

すばやく簡単に回復することができます。ストレージ管理データベースには、失われ

たデータの回復に必要な情報がすべて格納されています。障害が発生したファイル 
サーバにこのデータベースが保存されていた場合、回復作業はかなり困難になります。

なお、障害が発生したファイル サーバの回復には、別のファイル サーバにあるバッ

クアップ デバイスも使用できます。 
4. ストレージ管理サーバに障害が発生し、NovaNET ストレージ管理データベースが消

失した場合を考えてみます。ストレージ管理サーバの消失は重大な問題ですが、この

配置ではファイル サーバには影響がないので、継続してタスクを実行することがで

きます。バックアップは引き続きネットワーク上の別のマシンから実行でき、必要で

あればファイル サーバ自体からの実行も可能です。ストレージ管理データベースは

失われてしまったので、既存のテープからインポートする必要があります。ただし、

慎重にバックアップを実行している (重要なテープが上書きされないようにし、フル 
バックアップ ジョブを直ちに実行している) 場合には、この手順は必須ではなく、都

合のよいときに実行してかまいません。 
この配置のメリットは、どのようなバックアップ方法やネットワーク設定の場合

にも当てはまります。通常、NovaNET のストレージ管理データベースは、最も

重要なデータがあるマシンとは別のマシンに設置するようにする必要があります。

少なくとも、最も重要なデータとは別のボリュームに配置するようにしてくださ

い。 

ストレージ管理データベース サイズの計算 

データベースの設置場所を決める前に、NovaNET データベースの最大サイズを

見積もるようにしてください。 

ストレージ管理データベースのサイズは、主にバックアップ セット中のテープ

の数、バックアップするファイルの数、および有効なメディア上に存在する各

ファイルのインスタンスの数によって決まります。また、ストレージ管理データ

ベース内のオブジェクトの数やプロパティもデータベースのサイズに多少影響し

ます。 

ストレージ管理データベースでのサイズ割り当ては、次のようになっています。 

• ファイルのインスタンス 1 つにつき 40 バイト 

• データベース オブジェクト 1 つにつき 128 バイト 

損傷したス

トレージ管

理データ

ベースの回

復の詳細に

ついては、

「第 9 章 - 
[メディア]、
[デバイス]、
および [デー

タベース] タ
ブ」の

「データ

ベース回

復」を参照

してくださ

い
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• オブジェクトに関連するプロパティに 1024 バイト 

これらの数値を基に、ストレージ管理データベース全体のサイズを見積もります。

データベース内のオブジェクトとしてはファイルが圧倒的に多いので、ユーザや

ジョブなどのファイル以外のオブジェクトの数は無視してかまいません。バック

アップされたファイルのそれぞれに 128 バイトが割り当てられ、これらがスト

レージ管理データベースの一部となります。この数値も重要ですが、データベー

スのサイズを見積もるときは、各ファイルのインスタンスがストレージ管理デー

タベース内にいくつ存在するかの方が重要です。これは、1 個のファイルのイン

スタンスが 20 個あるいは 30 個もストレージ管理データベース内に存在すること

もあるからです。ファイルにプロパティが関連付けられるのは、ファイルに権限

やストレージ ストリームを割り当てられたときときだけです。ただし、通常は

ほとんどのファイルが別のオブジェクトから権限を継承するので、プロパティに

割り当てられる 1024 バイトは無視してかまいません。 

たとえば、100,000 個のファイルが格納されているファイル サーバを、GFS-25 
自動ローテーション スケジュールを使用して定期的にバックアップするとしま

す。このバックアップ セットには 25 本のテープがあるので、各ファイルのイン

スタンスが 25 個作成される可能性があります (ただし、実際にはほとんどの

ジョブが増分ジョブなので、インスタンス数はこれよりも少なくなります)。こ

の数字から、ストレージ管理データベースのサイズの見積もりは次のようになり

ます。 

[(ファイル数) * (128 バイト)] + [(インスタンス数) * (ファイル数) * (40 バイ

ト)]、つまり、 

[(100,000) * (128 バイト)] + [(25) * (100,000) * (40 バイト)] = 約 108 MB 

ストレージ管理サーバとマシン プラットフォーム 

最後に、ストレージ管理サーバのオペレーティング システムとハードウェアの

両方について検討します。複数のユーザがネットワーク経由でストレージ管理

データベースにアクセスする環境では、高速で処理能力の高いサーバにデータ

ベースを配置することをお勧めします。たとえば、Windows 環境ならば、

Windows 98 または Me を実行する古いマシンではなく、最新に近い CPU と十分

な RAM を備えた Windows NT 以降のサーバにデータベースを配置します。 

データベースへのアクセスに単一のマシンしか使用しない環境では、Windows、
NetWare、Linux、FreeBSD、DOS のいずれにおいても NovaNET は問題なく動作

します。ただし、DOS および Windows 98/Me では、他のプラットフォームに比

べて効率が低下します。 
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ジョブを高速に実行する方法 

NovaNET は、さまざまなネットワーク プラットフォームや環境において、ジョ

ブを高速かつ効率的に実行できるように設計されています。ここでは、

NovaNET の速度と効率が最大化されるようなバックアップ プランの策定とネッ

トワーク設定の方法について説明します。 

テープ ドライブの速度が低下する原因 

テープ ドライブの動作効率は、"ストリーミング" 時に最も高くなります。これ

は、テープ自体が絶えず前方向に送られており、書き込みヘッドを通過するとき

に常に一定量のデータが書き込まれている状態です。一般に、テープ ドライブ

では、テープに書き込まれるデータの流れが一定である場合に "ストリーミング

" が行われます。 

データが中断して、ドライブがデータを待たなければならないときは、"スト

リーム" は休止し、テープが停止します。また、テープが停止してから再始動し

た場合、ドライブは書き込みヘッドを再配置し、テープ速度を元に戻す必要があ

ります。そのため、ドライブは書き込みを停止した場所の前までテープを戻して

から、再びテープを前方向に送ります。この処理は、特に繰り返し発生した場合

に時間がかかることがあります。 

そのため、テープ ドライブに絶え間なくデータが流れる状態を維持することが

重要です。ジョブのパフォーマンスは、テープ ドライブに常にデータが流れて

いるときに最大になります。 

データの流れの維持 

絶えずバックアップ デバイスにデータが流れるようにするには、いくつかの方

法があります。 

ネットワーク接続よりローカル バスを優先する。  一般に、ネットワーク接続よ

りもローカル バスを使用する方がデータを効率的に送信できます。たとえば、

バックアップ デバイスはファイル サーバに直接接続することも、ネットワーク

上の別のマシンに接続することもできますが、ファイル サーバに直接接続した

方がパフォーマンスは高くなります。 
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ストレージ管理データベースは、バックアップ デバイスと同じマシン上になく

てもかまいません。ストレージ管理データベースの場所は、データ転送速度に影

響しません。ジョブには、バックアップ選択リストの作成や、ファイルを開くま

たは閉じるなどのタスクがありますが、これらのタスクではネットワーク トラ

フィックが発生し、CPU による計算処理が必要になります。ストレージ管理

データベースの場所をバックアップ デバイスと異なる場所に配置するとこれら

のタスクが影響を受けます。しかし、多くの場合、速度の低下というデメリット

よりも、データベースをリモート マシン上に配置するメリットの方が大きくな

ります。 

デバイス コントローラを追加する。  バックアップ デバイスとボリュームを同

じマシンに配置して、それぞれをローカルに接続することができます。バック

アップ デバイスとボリュームが同じデバイス コントローラを共有している場合、

データ転送速度が上がらず、NovaNET エラーの原因となることがあります。こ

のため、バックアップ デバイス専用のデバイス コントローラを追加します。こ

のようにすると、実質的にデータ転送速度が 2 倍になり、NovaNET の処理効率

が向上します。少なくとも、バックアップ デバイスはボリュームとは別の SCSI 
チェーンまたは IDE チャネルに接続してください。 

より幅の広いデータ ストリームを使用する。  ネットワーク接続とローカル接続

のどちらの場合も、データ ストリームの幅はデータ転送速度に影響します。多

くのテープ ドライブの最大データ書き込み速度は、古いデバイス コントローラ

やネットワーク接続のデータ転送速度を上回っています。したがって、最新のテ

クノロジを使用してデータ ストリームの幅を広くすれば、バックアップ デバイ

スへ送られるデータ ストリームが中断されることが少なくなります。たとえば、

バックアップ デバイス用に Wide SCSI または Ultra Wide SCSI コントローラを追

加することや、ネットワーク接続を 10Base-T Ethernet から 100Base-TX Ethernet 
にアップグレードすることを検討します。 

現在使用しているバックアップ デバイスに関して、データ ストリームの幅を広

げることによるメリットの有無を調べるには、そのデバイスの製造元のマニュア

ルを参照してください。 

適切な数のデータ ストリームを使用する。  NovaNET では、1 つのバックアップ 
デバイスにつき同時に 8 個までのデータ ストリームを制御できます。一方、複

数のデバイスに同時にデータを送信することができます。これらのことを利用す

ると、ジョブの速度を大きく向上させることができます。たとえば、バックアッ

プ デバイスが 4 つある場合は、最大 32 個のデータ ストリームを同時にサポート

できます。 
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ボリューム、ディレクトリ、またはファイルのデータ ストリームを制御するに

は、[ストレージ] タブを使用します。通常、ボリュームの [ストレージ] タブの 
[バックアップ ストリーム] フィールドは [新規ストリームを作成] に設定されて

おり、ディレクトリとファイルの [バックアップ ストリーム] フィールドは [既
存のストリームを使用] に設定されています。これらのオプションを変更するこ

とで、バックアップ ストリームの数を変更して、ジョブの実行速度を調整する

ことができます。データ ストリーム数を正しく割り当てると、データ転送速度

を向上させることができます。 

一般的には、データ ストリームの割り当ては、ディスク ドライブなどの物理デ

バイスで処理可能なストリーム数に応じて行う必要があります。この数は、通常

はドライブのスピンドル数と同じです。ほとんどの場合は、この数を基にデータ 
ストリーム数を決定します。 

この原則が当てはまらないのは、サイズが大きいファイルを扱う場合です。パ

フォーマンスを向上させるには、サイズが大きいファイルのそれぞれに別のスト

リームを作成します。たとえば、1.0 GB 以上の大きいファイルがある場合は、

そのファイル用のストリームを作成します。このようにすれば、NovaNET から

テープ ドライブへのファイル転送速度が向上し、"ストリーミング" が可能にな

ります。 

次に 3 つの例を示します。 

1. RAID デバイスは、1 台で複数のデータ ストリームを同時に処理できます。この 
RAID デバイス上のディレクトリのそれぞれに追加ストリームを割り当てると、デー

タ転送速度を向上させることができます。これを行うには、サイズが大きいディレク

トリの [ストレージ] タブで [バックアップ ストリーム] フィールドの設定を [新規ス

トリームを作成] に変更して、そのディレクトリ専用のストリームを割り当てます。

RAID デバイスで同時処理可能な数を超えるストリームは追加しないでください。 
 [ストレージ] タブを使

用して、RAID デバイス

上の大きいファイルお

よびディレクトリ用に

新規ストリームを作成  

2. 一方、物理デバイスは 1 台で複数の論理ボリュームを保持できます。各ボリューム

にそれぞれ別のストリームを割り当てても、データ転送速度は向上しません。実際に

は、ディスク ドライブのシーク数が増え、データ転送速度が低下する可能性があり

ます。ボリュームに割り当てたデータ ストリームを無効にするには、そのボリュー

ムの [ストレージ] タブで、[バックアップ ストリーム] フィールドの設定を [既存スト

リームを使用] に変更します。 
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3. ファイル サーバには、1.0 GB 以上の大きなデータベース ファイルが存在すること

があります。このようなファイルには専用のストリームを割り当ててください。これ

を行うには、そのファイルの [ストレージ] タブで、[バックアップ ストリーム] 
フィールドの設定を [新規ストリームを作成] に変更します。 

通常、データ ストリームを作成または変更するときには、物理デバイスの処理

能力を基に最適なデータ ストリーム数を決定してから、サイズの大きなファイ

ル用のストリームを作成します。データ ストリームが多すぎても少なすぎても、

パフォーマンスを最大化することはできません。 

特定のボリュームまたはファイルに専用のストリームを割り当てていない場合、

データ ストリームに関する問題が発生することがあります。また、ハードウェ

アまたはオペレーティング システムの処理能力を超えている場合にも、問題が

発生することがあります。 

ジョブの速度に影響を与えるその他の要因 

ジョブの速度に影響するその他の要因には、次のようなものがあります。 

ファイルの圧縮。  バックアップ ユニットによるファイル圧縮の有無も、ジョブ

の実行速度に影響します。バックアップ デバイスでファイルが 2:1 などの比率

で圧縮される場合、ストリーミングが行われるようにするには、圧縮率に応じて

バックアップ デバイスに送信するデータ量を増やす必要があります。ただし、

NetWare でのファイル送信のように、ファイルが既に圧縮された状態でネット

ワークを介して送信される場合には、バックアップ デバイスでの追加の圧縮は

無視してかまいません。 

メモ  圧縮率は、デバイスによって異なります。 

サイズの小さなファイルの数を最小限にする。  転送やバックアップ デバイスへ

の書き込みの効率は、小さいファイルよりも大きいファイルの方が高くなります。

バックアップ対象の小さなファイル、特に 64KB 未満のファイルの数を制限する

と、ジョブの実行速度が向上します。 

CPU 速度。  一般に、CPU が高速であればバックアップも高速で行われます。

バックアップ デバイスやストレージ管理データベースの設置場所を決定すると

きには、CPU の速度を考慮してください。 
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RAM  一般に、メモリを増やすとバックアップの速度が向上します。デフォルト

では、NovaNET は物理メモリの 25% (デバイスあたり最大 32 MB) をバッファ用

に割り当てます。1 台のマシンに 4 つのデバイスがある場合は、そのマシンには 
512 MB のメモリ (32 MB × 4 デバイス× 4) を搭載する必要があります。1 台の

マシンに 8 つのデバイスがある場合は、そのマシンには 1 GB のメモリ (32 MB 
× 8 デバイス× 4) を搭載する必要があります。 

メモ  各マシンにデバイスを接続するときには、この説明をガイドラインとして

ください。 

[ネイティブ データ ストリーム形式] を有効にする。  デフォルトでは、

NovaNET がファイルを保存するときの形式は元のプラットフォームの形式また

はネットワーク形式です。たとえば、Windows プラットフォームの Windows 
データ形式や、NetWare プラットフォームの NetWare データ形式が使用されます。

通常、このデフォルト設定を選択した方がジョブの実行は速くなります。 

ただし、複数のネットワーク プラットフォームの間でデータを共有する場合は、

このオプションをオフにします。このオプションは、[高度なオプション] ウィン

ドウにあります。 

ジョブの速度を上

げるには、[ネイ

ティブ データ ス

トリーム形式] を

オンのままにしま

す。 

 

警告  このオプションをオンにする場合は、セキュリティについて検討する必要

があります。このオプションがオンの場合、ネットワーク ソフトウェアがデー

タ ストリームに含めたセキュリティ情報がすべてバックアップされます。この

オプションがオフの場合、汎用形式が使用されるので、セキュリティ情報は削除

されます。 
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権限の操作 

ここでは、権限の割り当て時に役に立つヒントを説明します。 

ユーザの有効な権限の確認 

そのユーザとしてログオンします。 

複数のユーザとグループがあり、さまざまなレベルのセキュリティが存在するよ

うな複雑なインストール環境では、特定のユーザの有効な権限を確認するのが難

しいことがあります。ユーザの有効な権限を簡単に確認するには、そのユーザと

してログオンします。 

そのユーザにまだパスワードを割り当てていない場合は、そのまま何もせずにそ

のユーザとしてログオンします。ストレージ管理データベースにある各種オブ

ジェクトの [一般] タブを参照し、表示された有効な権限とセキュリティ方針が

一致しているかどうかを確認します。 

ユーザのパスワードがわからない場合は、"別名" ユーザを作成して、権限を確

認するユーザと同等になるように設定します。次に、この別名ユーザとしてログ

オンします。有効な権限を確認したら、別名ユーザとそのユーザのフォルダの両

方を必ず削除してください。 

グループを使って複雑なセキュリティ ニーズに対応する 

グループを設定して、ユーザをそのグループのメンバーにします。 

セキュリティの整備は非常に複雑になることがあります。複数のユーザがおり、

ストレージ管理データベースの個々のオブジェクトに対して与えられている有効

な権限のレベルがそれぞれのユーザで異なる場合などです。各ユーザの権限を個

別に設定する作業は、複雑で時間がかかります。 

グループを使うと、この作業をすばやく行うことができます。このことを簡単な

例で説明します。ここでは、特定のユーザにはテープ ドライブに対する完全な

権限 (新しいテープの作成、古いテープの上書き、バックアップ テープへの書き

込み、および回復ジョブでのテープの読み込み) を与え、それ以外のユーザには

テープ ドライブに対する制限された権限 (バックアップ テープへの書き込みの

みを許可し、上書きは許可しないなど) を与える必要があるとします。 
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最初に、2 つの新規グループを作成します。一方のグループには、「テープへの

完全な権限を持つユーザ」という名前を付け、テープ ドライブに対する作成、

変更、削除、書き込み、および読み込みの権限を割り当てます。もう一方のグ

ループには「テープへの書き込み権限を持つユーザ」という名前を付け、テープ 
ドライブに対する書き込み権限を割り当てます。次に、ジョブのタブに表示さ

れる、対応するユーザ/グループ フォルダを削除します。 

次に新規ユーザを作成しますが、個別にテープ ドライブへの権限を割り当てず

に、それぞれを適切なグループのメンバーにします。 

メディア、マシン、ボリューム、ディレクトリなどのストレージ管理データベー

ス オブジェクトへのさまざまなアクセス レベルに応じて、必要な数のグループ

を作成してください。たとえば、"ボリュームのバックアップ権限" という名前

のグループと、"ボリュームのバックアップと回復権限" という名前の別のグ

ループを作成して、それぞれに適切な権限を割り当てます。 

スケジュールされたジョブの操作 

ここでは、スケジュールされたジョブの実行に役に立つヒントを説明します。 

失敗したローテーション ジョブの再実行 

手動でオプションを正しく設定して、ジョブをもう一度 "強制" 実行します。 

スケジュールされたジョブの 1 つが正しく実行されなかったとします。データの

整合性を保つには、このジョブを再実行する必要があります。 

たとえば、金曜日の夜にスケジュールされたフル バックアップ ジョブが失敗し

ていたことが、月曜日の朝に判明したとします。次の増分ジョブの前にフル 
バックアップ ジョブを実行しないと、データを完全に再構築することができな

くなります。したがって、直ちにフル バックアップ ジョブを実行しなければな

りません。 

ただし、このジョブを単にもう一度 "強制" 実行すればよいのではありません。

既に説明したように、スケジュールされたジョブが NovaNET によって実行され

るときには、ジョブの [オプション] タブにある [バックアップ モード]、[書き込

みモード]、[新規メディアの場所]、[新規メディア名]、および [メディア] の 5 つ
のパラメータが自動的に更新されます。 
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スケジュールされたジョブを手動で "強制" 実行する場合、これらのフィールド

は自動的には更新されません。たとえば、月曜日にスケジュールされた増分バッ

クアップ ジョブが NovaNET によって自動実行されるときには、[バックアップ 
モード] が [フル] から [増分] へ変更 (更新) されます。しかし、スケジュールさ

れた時刻の前にジョブを "強制" 実行した場合は、これらのフィールドは自動的

には更新されません。 

スケジュールされた

ジョブを強制実行する

前に、[バックアップ

モード] などのオプ

ションを手動で設定す

る必要があります。 

スケジュールされたジ

ョブを強制実行すると

きは、[バックアップ

モード]、[書き込み

モード]、[新規メディ

アの場所]、[新規メ

ディア名]、および [メ

ディア] は更新されま

せん。 

 

失敗したジョブを強制再実行する前に、失敗したジョブのジョブ ログを開いて、

適切なオプションを確認してください。必要であればジョブ ログを印刷します。

次に、失敗したジョブの [オプション] タブを開き、[オプション] タブのパラ

メータを、失敗したジョブのパラメータと一致するように設定します。特に、

[バックアップ モード]、[書き込みモード]、[新規メディアの場所]、[新規メディ

ア名]、および [メディア] を確認してください。 

また、[メディア] フィールドで正しいメディアを選択します。これを行うには、

[参照] ボタンをクリックして、失敗したジョブで使用される予定だったメディア

と同じメディアを選択します。失敗したジョブで使用される予定だったオプショ

ンと一致するようにジョブのオプションを設定したら、そのジョブを実行します。 

[メディア] フィールドを変更した場合は、このフィールドの設定を元の指定に戻

し、スケジュールされたジョブで自動的に適切なメディアが選択されるようにし

ます。 
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別の方法としては、失敗したジョブをコピーしてスケジュール タイプを [スケ

ジュールなし] に変更し、失敗したジョブと一致するようにオプション パラメー

タを設定することもできます。このジョブを手動で "強制" 実行して、正常に完

了したらジョブを削除します。 

一度だけ実行するジョブのスケジューリング 

手動スケジュールで、希望する日以外のすべての日をオフにします。 

ジョブを一度だけ実行するには、[スケジュール] タブで [タイプ] フィールドを 
[スケジュールなし] に設定します。このジョブは、いつでも [バックアップ] タ
ブ、[回復] タブ、または [検証] タブから実行できます。  

ピーク時以外の時間に一度だけジョブを実行するには、次のようにします。 

1. 新規バックアップ ジョブを作成します。 
2. [一般] タブが表示されたら、「1 回限りのバックアップ」などのジョブ名を指定し

ます。 
3. [選択] タブをクリックして、バックアップするオブジェクト (ディレクトリやファイ

ルなど) を選択します。多くの場合、[ネットワーク] をオンにするか、コンピュータ

名のチェック ボックスをオンにしてコンピュータ上のすべてのデータをバックアッ

プします。 
4. [スケジュール] タブの [タイプ] フィールドで [手動] を選択します。 
5. ジョブの [開始時間] を設定します。 
6. カレンダーの上部にある曜日のタイルの選択をすべて解除してオフにします。カレ

ンダーの当日以降の日が白に変化します。過去の日はグレーになります。 
7. ジョブを実行する日を右クリックします。 
8. ポップアップ メニューが表示されたら、[日次] を選択します。ジョブはこの日にだ

け実行されます。 
9. [OK] をクリックしてバックアップ ジョブのプロパティ ウィンドウを閉じます。

ジョブは、選択した日の選択した開始時間に一度だけ実行されます。 

単純なバックアップ ジョブのスケジューリング 

コンピュータ ユーザの中には、NovaNET の強力な内蔵スケジュール機能を必要

としないユーザも数多くいます。このようなユーザの場合、バックアップ管理に

は、次に説明する単純な日次バックアップや週 5 日ローテーションのような、よ

り単純なバックアップ プランの方が適しています。 
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単純な日次バックアップ 

毎日同じ時刻にフル バックアップを実行するように手動スケジュールを作成し
ます。 

オートローダがインストールされていない場合は、次のような単純なバックアッ

プ プランを作成することができます。毎日異なるメディアを使用しなくてもか

まいませんが、必要であればメディアをローテーションすることができます。ま

た、このプランでは注意が必要な事項はそれほどありません。このプランは、短

時間で設定して実行できます。 

1. 新規バックアップ ジョブを作成します。 
2. [一般] タブが表示されたら、「日次バックアップ」などのジョブ名を指定します。 
3. [選択] タブをクリックして、バックアップするオブジェクト (ディレクトリやファイ

ルなど) を選択します。多くの場合、[ネットワーク] をオンにするか、コンピュータ

名のチェック ボックスをオンにしてコンピュータ上のすべてのデータをバックアッ

プします。 
4. [オプション] タブをクリックします。[バックアップ モード] は、デフォルトでは 

[フル] に設定されています。 

メモ  このジョブでは、[バックアップ モード] の一覧で必ず [フル] を選択します。

このようにしないと、バックアップ ジョブによってデータをすべてコピーする

ことはできません。 

5. [書き込みモード] ボックスで [全テープを上書き] をクリックします。 
6. バックアップ デバイスで圧縮がサポートされていない場合は、[圧縮タイプ] ボック

スで [標準] をクリックします。 
7. バックアップ デバイスで自動イジェクトがサポートされている場合は、ジョブ終了

後にメディアをイジェクトするようにジョブを設定することができます。[高度なオ

プション] をクリックします。[高度なオプション] ウィンドウが表示されたら、[自動

イジェクト] を選択して [OK] をクリックします。 
8. [スケジュール] タブをクリックします。 
9. [タイプ] フィールドで [手動] を選択します。 
10. ジョブの [開始時間] を設定します。 
11. カレンダーの上部にある曜日のタイルで、バックアップを行う曜日を選択します。

選択された日は赤に変化します。バックアップを行わない日のタイルの選択を解除し

ます。選択を解除した日は白に変化します。過去の日はグレーになります。 
12. [OK] をクリックしてバックアップ ジョブのプロパティ ウィンドウを閉じます。

ジョブは、選択した日の選択した開始時間に実行されます。 
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単純な週 5 日ローテーション 

曜日ごとに別のメディア フォルダおよびバックアップ ジョブを作成します。 

スロットが 5 個以上のオートローダがインストールされている場合には、次のよ

うな単純な週 5 日ローテーション プランを作成できます。このプランでは、曜

日ごとに別のメディア、つまりオートローダのスロットごとに 1 つのメディアが

必要です。このプランは、短時間で設定して実行できます。また、複数のテープ 
マガジンを使用して、週ごとに別のバックアップ セットを作成することもでき

ます。たとえば、毎月第 1 週にはセット A を使用し、第 2 週にはセット B を使

用するというようにすることができます。 

1. 曜日ごとに別のメディア フォルダを作成します。 
a. [メディア] タブをクリックします。 

b. 左ウィンドウ ペインで [管理者フォルダ] をクリックします。 

c. ポップアップ メニューの [新規メディア フォルダ] を選択します。 

d. 「月曜日」と入力します。 

e. 手順 b から d までを繰り返して、火曜日、水曜日、木曜日、および金曜日の

メディア フォルダを作成します。 

2. 曜日ごとの新規バックアップ ジョブを作成します。 
a. [バックアップ] タブをクリックします。 

b. 左ウィンドウ ペインで [管理者フォルダ] をクリックします。 

c. ポップアップ メニューの [新規バックアップ ジョブ] を選択します。 

d. [一般] タブが表示されたら、「月曜日」と入力します。 

e. [選択] タブをクリックして、バックアップするオブジェクト (ディレクトリや

ファイルなど) を選択します。多くの場合、[ネットワーク] をオンにするか、

またはコンピュータ名のチェック ボックスをオンにしてコンピュータ上のす

べてのデータをバックアップします。 

f. [オプション] タブをクリックします。[バックアップ モード] は、デフォルト

では [フル] に設定されています。 

メモ  このジョブでは、[バックアップ モード] の一覧で必ず [フル] を選択します。

このようにしないと、バックアップ ジョブによってデータをすべてコピーする

ことはできません。 

g. [書き込みモード] ボックスで [全テープを上書き] をクリックします。 

h. バックアップ デバイスで圧縮がサポートされていない場合は、[圧縮タイプ] 
ボックスで [標準] をクリックします。 

i. [メディア] ペインで、既存の "ホーム\管理者フォルダ" を選択します。 

j. [メディア] ペインの下の [削除] ボタンをクリックし、[OK] をクリックします。 

k. "ホーム\管理者フォルダ\月曜日" に移動して [OK] をクリックします。 

l. [新規メディアの場所] の横の [参照] ボタンをクリックします。 
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m. "ホーム\管理者フォルダ\月曜日" に移動して [OK] をクリックします。 

n. [スケジュール] タブをクリックします。 

o. [タイプ] フィールドで [手動] を選択します。 

p. ジョブの [開始時間] を設定します。 

q. 月曜日以外の曜日のタイルの選択を解除します。選択を解除した日は白に変

化します。過去の日はグレーになります。 

r. [OK] をクリックしてバックアップ ジョブのプロパティ ウィンドウを閉じま

す。ジョブは、選択した日の選択した開始時間に実行されます。 

s. 手順 a から r までを繰り返して、火曜日、水曜日、木曜日、および金曜日の

バックアップ ジョブを作成します。 

ジョブ対象ファイルの選択 

ここでは、ファイルの選択時に役立つヒントを説明します。 

これまでにバックアップされていないファイルの選択 

[インスタンス範囲] フィルタを "最大 0" に設定します。 

一度もバックアップされていないファイルだけを選択するバックアップ ジョブ

を実行する必要がある場合には、[インスタンス範囲] フィルタを使用すると、こ

れまでにバックアップされたファイルをすべて "フィルタ アウト" することがで

きます。 

NovaNET では、ファイルがバックアップされるたびに、そのファイルの新規イ

ンスタンスが作成されます。これまでに一度もバックアップされていないファイ

ルの場合は、NovaNET データベースにはそのファイルのインスタンスは記録さ

れていません。 

一度もバックアップされていないファイルだけを選択するには、まず、[選択] タ
ブでツール バーの [選択フィルタ] ボタンをクリックします。[選択フィルタ] 
ウィンドウが表示されます。 

[インスタンス範囲] フィールド横の [フィルタ変更] ボタンをクリックします。

[範囲タイプ] を [最大] に設定して、[最大インスタンス] フィールドを [0] に設定

します。これで、インスタンスのないファイルだけが選択されます。 

 
[フィルタ変

更] ボタン 

 
[選択フィル

タ] ボタン 
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一度もバックアップ

されていないファイ

ルだけを選択するに

は、[インスタンス範

囲 ] フ ィ ル タ を 
"最大 0" に設定しま

す。 
 

この方法は、すべてのファイルの最新インスタンスがあるかどうかを確認するた

めの方法ではありません。ファイルのインスタンスがあっても、そのファイルの

最近の変更がそのインスタンスに反映されているとは限りません。前回のバック

アップ後にファイルが変更されている可能性があるので、ファイルの最新インス

タンスと現在の状態は一致しないことがあります。 

削除ファイルを回復対象として選択する 

[削除範囲] フィルタの日付範囲を、ある適当な未来の日付以前に設定します。 

ファイル サーバまたはワークステーションから削除されたファイルのインスタ

ンスが、有効なメディア上に存在するときは、NovaNET のストレージ管理デー

タベースではそのファイルに削除済みのマークが付けられ、削除日が設定されま

す。また、[選択] タブのオブジェクト詳細エリアでは、このようなファイルは特

殊なアイコンと共に表示されます。 

 削除されたファイルの有効なイ

ンスタンスがデータベースにあ

る場合は、そのファイルには特

殊な黄色の "x" アイコンが表示さ

れます。 

 

[削除範囲] フィルタを使用すると、削除されたファイルだけを回復対象として選

択できます。まず、回復ジョブの [選択] タブで、ツール バーの [選択フィルタ] 
ボタンをクリックします。[選択フィルタ] ウィンドウが表示されます。 

[削除範囲] フィールドの横にある [フィルタ変更] ボタンをクリックし、[範囲タ

イプ] ボックスの一覧で [以前] を選択します。次に、2020 年 1 月 1 日などの任

意の未来の日付を選択します。これにより、削除されていないファイルは、すべ

て回復対象のファイル セットから除外されます。[選択] タブに戻ると、削除さ

れたファイルだけにチェックが付いています。 

 
[フィルタ変更]  

ボタン 

 
[選択フィル

タ] ボタン 
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削除されたファ

イルを選択する

には、[削除範

囲] フィルタで

[以前] を選択

し、適当な未来

の日付を指定し

ます。 

 

特定のジョブからインスタンスを選択する 

コンテナ オブジェクトのインスタンス日付から適切なものを選択します。 

ファイルがバックアップされると、NovaNET によってインスタンスが作成され

ます。同じジョブでバックアップされたファイルのインスタンス日付はすべて同

じです。1 つのファイルについて見ると、インスタンス日付は、インスタンスご

とに異なります。[インスタンス...] ウィンドウで、利用可能なインスタンスすべ

てに関する情報を参照できます。 

コンテナ (フォルダやボリュームなど) のインスタンス日付を指定すると、その

コンテナに含まれるオブジェクトは、インスタンス日付が同じである場合にのみ

選択されます。 

特定のジョブでバックアップされたファイルだけを選択する場合は、まず、マシ

ンやネットワーク アイコンなど、ツリー階層で上位にあるコンテナをクリック

します。これで、そのオブジェクトに属するすべてのファイルが選択された状態

になります。次に [インスタンスの選択] ボタンをクリックして、[インスタン

ス...] ウィンドウを開きます。適切なインスタンス日付を選択します。これで、

インスタンス日付が一致するファイルだけが選択されます。 

特定のメディアからインスタンスを選択する 

[メディア] フィルタにメディアを追加します。 

特定のメディアに存在するファイルだけを回復したり、特定のメディアのファイ

ルだけを検証したりする必要がある場合には、[選択フィルタ] ウィンドウの [メ
ディア] フィルタを使用すると、指定したメディア上に有効なインスタンスを持

つファイルだけを選択することができます。 

 
[インスタン

スの選択] 

ボタン 
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これを行うには、ジョブの [選択] タブのツール バーの [選択フィルタ] ボタンを

クリックして、[選択フィルタ] ウィンドウを開きます。次に [追加] ボタンをク

リックして、[参照] ウィンドウを開きます。[メディア] フィールドにメディアを

追加すると、選択したファイルの有効なインスタンスがそのメディア上にある

かどうかの確認が行われます。有効なインスタンスがある場合、そのファイルは

ジョブの対象となります。[メディア] フィールドに複数のメディアを追加した場

合は、選択したすべてのメディア上にインスタンスがあるファイルだけがジョブ

の対象となります。 

回復作業のヒント 

ここでは、ファイルやボリュームの回復に関するヒントを説明します。 

最新の日付のボリュームを回復する 

内蔵スケジュールを使用してバックアップ ジョブがスケジュールどおりに実行

されている場合、最後にバックアップが実行されたときの状態へのファイルの回

復は、簡単に行うことができます。これを行うには、回復ジョブの [選択] タブ

から回復するボリュームやファイルを選択するだけです。各ファイルの最新イ

ンスタンスが自動的にそのボリュームに回復されます。回復ジョブの実行にテー

プが必要な場合は、そのことが通知されます。 

特定の日付のボリュームを回復する 

完全データ回復期間内の特定の日付の状態にボリュームやディレクトリを回復す

ることができます。既に説明したように、完全データ回復期間とは、データ消失

が発生する前の一定の猶予日数のことで、バックアップされたファイルは、この

期間が経過していない限り、すべて回復可能です。最後のバックアップ日付の時

点での状態にボリュームを回復するには、前述の「最新の日付のボリュームを回

復する」を参照してください。 

完全データ回復期間 (最後のバックアップの日付を起点としてその前の日数で表

されます) は、スケジュールごとに異なります。たとえば、GFS 30 テープ ジョ

ブでは過去 3 週間の任意の日のデータを再構築できますが、シンプル 4 テープ 
バックアップでは過去 2 日間のデータしか再構築できません。 

 
[選択フィル

タ] ボタン 
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完全データ回復期間内であれば、どの日付のデータでも再構築可能です。たとえ

ば、あるボリュームを水曜日朝の状態に回復するとします。水曜日が完全データ

回復期間内である場合、ボリュームをその日の始業前の状態に回復するには 3 つ
の方法が考えられます。その方法とは、(1) フル バックアップ テープから回復す

る、(2) フル バックアップ テープおよび最新の差分テープから回復する、(3) 前
回のフル バックアップ (水曜日以前のフル バックアップのうち最新のもの) の
テープ、およびそのフル バックアップの日と回復対象の日 (水曜日) の間のすべ

ての増分テープから回復する、の 3 つです。 

 

例 1 では、デー

タ回復対象であ

る水曜日の前

の、火曜日の夜

にフル バック

アップ ジョブが

実行されたもの

とします。 

例 3 では、水曜日の前の月曜日と火曜日に増

分バックアップ ジョブが実行され、その前の

金曜日にフル バックアップ ジョブが実行され

たものとします。 

例 2 では、水曜

日の前の火曜

日に差分バッ

クアップ ジョ

ブ が 実 行 さ

れ、その前の

金曜日にフル

バックアップ

ジョブが実行

されたものと

します。 

 

1. 前日の夜間に実行されたのがフル バックアップ ジョブである場合は、回復ジョブを 
1 つ実行します。まず新規回復ジョブを作成し、その回復ジョブの [選択] タブで適切

なボリュームを選択します。最初は、ファイルの最新インスタンスが選択されます。

適切な日付のインスタンスを選択する必要があります。この場合は、水曜日の前の日

である火曜日のインスタンスを選択します。そのためには、[バックアップ範囲] フィ

ルタを適切な日付に設定します。まず、回復ジョブの [選択] タブのツール バーの [選
択フィルタ] ボタンをクリックします。[選択フィルタ] ウィンドウが表示されます。

[バックアップ範囲] フィールド横の [フィルタ変更] ボタンをクリックします。[日付

範囲] ウィンドウで火曜日の日付を指定します。 
2. 前日の夜間に実行したのが差分バックアップ ジョブである場合は、回復ジョブを 2 

つ実行する必要があります。最初の回復ジョブで前回のフル バックアップ ジョブの

全ファイルを回復し、次の回復ジョブで前夜の差分ジョブのファイルを回復します。 
この例では、最後のフル バックアップは金曜日の夜に、差分ジョブは火曜日

の夜に実行されているものとします。ファイルを水曜日朝の状態に回復する

には、次の手順に従います。 

まず、回復ジョブを作成して正しいボリュームを選択し、[選択フィルタ] 
ウィンドウの [バックアップ範囲] を金曜日の日付に設定します。ジョブには、

「金曜日のフル バックアップからの回復」などのわかりやすい名前を付けま

す。 

 
[フィルタ変更]  

ボタン 
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次に、最初の回復ジョブをコピーして別のわかりやすい名前に変更し、[バッ

クアップ範囲] の日付を火曜日の日付に変更します。 

ジョブの正しい実行順序を確認して、この 2 つのジョブを実行します。 

3. 前日の夜間に実行したのが増分バックアップ ジョブである場合は、回復ジョブを 2 
つ以上実行する必要があります。最初の回復ジョブで前回のフル バックアップ ジョ

ブの全ファイルを回復し、それ以降の回復ジョブでは、前回のフル バックアップと

回復対象の日の間に行われたすべての増分ジョブの全ファイルを回復します。 
この例では、最後のフル バックアップは金曜日の夜に、増分ジョブは月曜日

と火曜日の夜に実行されているものとします。ボリュームを水曜日朝の状態

に回復するには、次の手順に従います。 

まず、回復ジョブを作成してわかりやすい名前を付けます。正しいボリュー

ムを選択して [バックアップ範囲] を金曜日の日付に設定します。 

次に、最初の回復ジョブをコピーして別のわかりやすい名前に変更し、[バッ

クアップ範囲] の日付を月曜日の日付に変更します。同様にしてもう 1 つ回復

ジョブを作成します。この 3 番目に作成した回復ジョブの [バックアップ範

囲] の日付は、火曜日の日付にします。 

ジョブの正しい実行順序を確認して、この 3 つのジョブを実行します。 

ディレクトリ構造のコピー 

[選択フィルタ] ウィンドウの [子] チェック ボックスをオフにします。 

既存の複雑なディレクトリを、新しいワークステーションまたはファイル サー

バなどの別の場所に複製する必要がある場合には、NovaNET の機能を使用して

これを簡単に行うことができます。 

複製対象のディレクトリを一度もバックアップしたことがない場合は、そのディ

レクトリをバックアップするバックアップ ジョブを作成して、適切なボリュー

ムを選択します。次に [選択フィルタ] ウィンドウを開きます。[子] チェック 
ボックスをオフにします。このとき、[親] チェック ボックスがオンであること

を確認してください。[子] チェック ボックスをオフにするのは、ジョブの実行

速度を上げるためです。このチェック ボックスは、オフにしなくてもかまいま

せん。ディレクトリとその中のファイルの両方が既にバックアップされている場

合でも、ディレクトリだけ回復することができます。 

 
[選択フィル

タ] ボタン 
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ディレクトリ構造を別の場所にコピーするには、回復ジョブを作成して、適切な

ディレクトリと回復場所を選択します。次に [選択フィルタ] ウィンドウを開き

ます。[子] チェック ボックスをオフにします。このとき、[親] チェック ボック

スがオンであることを確認してください。このジョブによって、ディレクトリが

新しい場所に "コピー" されます。 

新しいフォルダや別のフォルダにファイルを回復する 

[選択] タブで、ファイルを別のフォルダにドラッグします。 

ファイルまたはフォルダの回復時に、ボリューム上の既存のファイルやフォルダ

を上書きしないようにする必要がある場合には、それらのファイルやフォルダを

新しい場所または別の場所に回復することで、現在のファイルやフォルダが上書

き (置換) されるのを回避することができます。 

新しい場所にファイルやフォルダを回復するように NovaNET に指示すると、指

定した場所に新しいファイルやフォルダが作成されます。 

ファイルを別の場所に回復するには、回復ジョブの [選択] タブのツリー表示エ

リアでそのファイルを新しいフォルダにドラッグします。回復先のフォルダが存

在しない場合は、先に作成してください。[移動の確認] ウィンドウで、移動先の

場所を選択します。[ターゲット] フィールドで指定した場所にファイルが移動さ

れます。 

別のフォルダに回復す

るには、ファイルまた

はフォルダを選択して

新しいフォルダにド

ラッグします。 

次に、[移動の確認]

ウィンドウで移動を

確認します。 

 

また、フォルダやボリュームも新しい場所に回復できます。フォルダやボリュー

ムの内容も、それらのフォルダやボリュームと共に新しい場所に移動および回復

されます。 
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新しいフォルダを作成して、そこにファイルを回復することもできます。ファイ

ルが回復されるときに、NovaNET によって新しいフォルダが実際に作成され、

指定したファイルがその新しい場所に回復されます。また、フォルダとその内容

を、自分で作成した新しいフォルダに回復することもできます。 

ファイルやフォルダの回復先となる新しいフォルダを作成するには、まず、ツ

リー表示エリアで新しいフォルダを作成する場所をハイライト表示します。次に、

[選択] タブのツール バーの [新規オブジェクト] ボタンをクリックします。また

は、ショートカット (右クリック) メニューの [新規ディレクトリ] を選択します。

ここで作成した新規フォルダは、ファイルが回復されるときに、NovaNET に
よって実際に指定の場所に作成されます。フォルダに新しい名前を付けて、回復

するファイルやフォルダをそのフォルダにドラッグします。 

ファイルまたはフォルダを

新しいフォルダに回復する

には、新しいフォルダを作

成するコンテナをハイライ

ト表示して、ショートカッ

ト メニューから [新規ディ

レクトリ] を選択します。  

次に、回復するフォ

ルダまたはファイル

を、作成した新しい

フォルダにドラッグ

します。 

 

回復ジョブの [選択] タブでインスタンスを移動した場合、変更は現在の回復

ジョブにしか反映されません。ファイルやフォルダに新しい場所が割り当てられ

るのは、現在の回復ジョブに限られます。それらのファイルやフォルダは、新し

い回復ジョブを作成すると、元の場所に表示されます。同様に、[データベース] 
タブでも、ファイルは元の場所に表示されます。 

新しい名前でファイルを回復する 

回復ジョブの [選択] タブでファイルの名前を変更します。 

別の名前でファイルを回復するには、そのファイルを選択してから名前を変更し

ます。ファイルの名前を変更すると、そのファイルは新しい名前で回復されます。

これは、現在ディスク上にあるそのファイルの別バージョンを上書きしないよう

にするのに役立ちます。 

ファイルの名前を変更するには、ファイル名を右クリックし、ショートカット 
メニューの [名前変更] を選択します。また、ファイル名をハイライト表示して

からもう一度その名前を選択しても、変更することもできます。 
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ファイルを新しい名前

で復元するには、ハイ

ライト表示してからも

う一度選択します。 

次に、新しい名前を入

力します。 
 

インスタンスの名前を変更すると、特定の回復ジョブによる回復のためだけに名

前が変更されます。新しい名前がファイルに割り当てられるのは、現在の回復

ジョブに限られます。新しい回復ジョブを作成すると、ファイルは元の名前で表

示されます。同様に、[データベース] タブでは、ファイルは常にバックアップ時

の名前で表示されます。 
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その他のヒント 

ここではヒントをさらに 2 つ紹介します。異なるオペレーティング システム間

でファイルを転送する場合のヒントと、クリーニングを行うようにオートローダ

を設定する場合のヒントです。 

オペレーティング システム間でデータを移動する 

[高度なオプション] ウィンドウの [ネイティブ データ ストリーム形式] チェック 
ボックスをオフにします。 

データ (ファイルおよびフォルダ) をあるオペレーティング システムから別のオ

ペレーティング システムに転送する必要がある場合 (NetWare プラットフォーム

から Windows プラットフォームに転送する必要がある場合など)、そのデータは

汎用形式でバックアップおよび回復しなければなりません。 

NovaNET へ送信されるデータの形式は、ネットワークによって異なります。具

体的には、Windows、NetWare、Linux、および FreeBSD のそれぞれで、異なる

データ ストリーム形式が使用されています。あるネットワーク プラットフォー

ムと別のプラットフォームの間でデータを共有する場合は、ネイティブのデータ 
ストリーム形式ではなく、共通のデータ形式でデータをメディアに格納しなけれ

ばなりません。 

汎用形式でデータをバックアップするには、まず新規バックアップ ジョブを作

成し、オペレーティング システム間で転送するデータを選択します。次に、[高
度なオプション] ウィンドウを開き、[ネイティブ データ ストリーム形式] 
チェック ボックスをオフにします。このデータがバックアップされるときは、

汎用形式に変換されてからメディアに書き込まれます。 

オペレーティング システ

ム間でファイルを転送す

るには、バックアップ

ジョブの [ネイティブ

データ ストリーム形式]

オプションをオフにしま

す。 

 

ネイティブ 
データ スト

リームの詳

細について

は、「第 7 
章 - ジョブ 
オプショ

ン」の「ネ

イティブ 
データ スト

リーム形

式」を参照

してくださ

い。 
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警告  このオプションをオンにする場合は、セキュリティについて検討する必要

があります。このオプションがオンの場合、ネットワーク ソフトウェアがデー

タ ストリームに含めたセキュリティ情報がすべてバックアップされます。この

オプションがオフの場合、汎用形式が使用されるので、セキュリティ情報は削除

されます。 

バックアップ ジョブが完了したら、回復ジョブを作成し、バックアップされた

ファイルと同じファイルを選択して回復します。[インスタンス] ウィンドウで正

しいインスタンス日付を選択して、これらのファイルの正しいインスタンスを選

択したことを確認してください。これでファイルを別のオペレーティング シス

テムに回復することができます。 

自動クリーニングを行うようにオートローダを設定する 

オートローダにクリーニング カートリッジを挿入してから、ストレージ スロッ
トのステータスを変更します。 

オートローダのモデルや製造元によっては、自動クリーニング サイクルに対応

しているものがあります。このようなオートローダでは、クリーニング サイク

ルの実行が必要になると、NovaNET にアラートが送信されます。オートローダ 
マガジンの特定のストレージ スロットにクリーニング カートリッジが格納され

ていることが NovaNET 側で認識されていれば、クリーニング サイクルが必要と

なったときはバックアップ ジョブの実行前に自動的にクリーニング サイクルが

実行されます。 

自動クリーニングを行うようにオートローダを設定するには、オートローダ マ
ガジンにクリーニング カートリッジを挿入します。次に、オートローダの [ス
テータス] タブを開き、クリーニング カートリッジが格納されているスロットの

ステータスを変更します。ストレージ スロットを選択して、[ステータス変更] 
ボタンをクリックします。[ステータス変更] ウィンドウで、ストレージ ステー

タスを [クリーン] に変更します。NovaNET は、クリーニング サイクルを実行す

るときに自動的にこのカートリッジを使用します。 

手動でオートローダをクリーニングするには、デバイスをハイライト表示して、

[デバイス] メニューの [デバイスのクリーニング] を選択します。または、オー

トローダの [ステータス] タブを開き、クリーニングするデバイスを選択します。

NovaNET は、スロットの 1 つにクリーニング カートリッジが格納されているか

どうかの確認を行います。格納されている場合はバックグラウンドでクリーニン

グ サイクルが実行されます。格納されていない場合はエラー メッセージが表示

されます。 

オートロー

ダ上のク

リーニング 
カートリッ

ジを設定す

る方法の詳

細について

は、「第 12 
章 - オブ

ジェクトお

よびプロパ

ティ リファ

レンス」の

「[ステータ

ス] タブ」を

参照してく

ださい。 
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オートローダ以外のデバイスを使用している場合は、製造元が推奨する間隔で、

手動でデバイスをクリーニングする必要があります。 
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第 11 章 — 高度な権限とセキュリティ 

この章では、NovaNET の広範なセキュリティ システムの概要を詳細に説明しま

す。NovaNET ストレージ管理データベースの管理に責任があり、取り扱いに注

意を要するデータで作業している場合、この章は、特定のセキュリティの必要性

を満たす複雑なセキュリティ システムを設定するのに役立ちます。 

この章の内容 

• 概要 

• 新規ユーザとグループの追加 

• 有効な権限 

• 権限リファレンス 

概要 

権限によって、特定のストレージ管理ゾーンでユーザが実行できるアクションを

管理します。ユーザには広範な権限または制限された権限を与えることができま

す。これによって、NovaNET 管理者はさまざまなユーザやワークグループに

バックアップ義務を分散することができ、最高レベルのネットワーク セキュリ

ティを実現しつつ、柔軟な非集中化バックアップ システムを可能にします。 

セキュリティの構築方法は、ユーザごとのセキュリティの必要性によって変わり

ます。セキュリティ システムを設定する前に、次の質問について考えてみてく

ださい。 

• 複数のストレージ管理ゾーンが必要か 

分離したストレージ管理ゾーンを設定すると、高レベルのセキュリティを実

現できます。あるデータへのアクセスを厳しく制限するセキュリティの必要

性がある場合、分離したストレージ管理データベースを設定することが最も

簡単な実現方法であることが多くあります。 
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高度な手順を使わない限り、複数のゾーン間でデータを共有することはでき

ません。あるストレージ管理データベースからのメディアは、そのデータの

読み込みや書き込みが可能になる前に新しいデータベースにインポートする

必要があります。インポート後、パスワードが設定されている場合は 
NovaNET でメディア パスワードが要求されます。作成時にメディア パス

ワードを割り当てておくと、そのメディアはパスワードがないとインポート

できません。 

メディア パスワードを割り当てないと、どのストレージ管理データベースに

も簡単にメディアをインポートできます。結果として、複数のデータベース

がある場合は、データベースが 1 つの場合と比べてデータの安全性が低下す

ることになります。セキュリティ対策として複数のストレージ管理データ

ベースを使用している場合は、作成した全メディアにパスワードが割り当て

られていることを確認してください。 

ただし、設定できるストレージ管理データベースの数についてはいくつか制

限があります。特にワークステーションやファイル サーバなどのマシンは、

1 つのストレージ管理データベースのオブジェクトにしかなれません。同様

にボリュームも 1 つのストレージ管理ゾーンにしか属することができません。

あるストレージ管理ゾーンのファイルは、メディアのインポート以外の方法

では、別のストレージ管理ゾーンのデータベース オブジェクトと共有できま

せん。 

したがって、分離したストレージ管理ゾーンを設定できるかどうかは、使用

するバックアップ デバイスの数と別々のマシン上でのデバイスの位置によっ

て制限されます。たとえば 2 つのストレージ管理データベースを設定するた

めには、少なくとも 2 つの違うワークステーションまたはファイル サーバと、

それぞれに少なくとも 1 つのバックアップ デバイスが必要です。 

• 単一のストレージ管理ゾーン内で、あるユーザのデータへのアクセスを制限
する必要があるか 

複数のワークグループが 1 つのテープ ドライブを共有していることがありま

す。この場合、これらのワークグループは同じストレージ管理ゾーンのメン

バーです。ただし、これらのワークグループにグループ自体のデータの使用

しか許可しない理由もあります。たとえば、会計ワークグループと人事グ

ループは共通のテープ ドライブを共有していますが、どちらのワークグルー

プも別のワークグループのファイルやディレクトリへのアクセスは許可され

ていないことがあります。 
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このようなセキュリティの必要性には、特にマシンやバックアップ デバイス、

メディア、ボリューム、およびディレクトリへの権限を慎重に割り当てると

対応できることがあります。 

• 特定の機能へのアクセスを制限する必要があるか 

特定のバックアップ タスクをさまざまなユーザやワークグループに分散する

ことがあります。たとえば、日次バックアップ ジョブやアーカイブ ジョブ

が各ワークグループの責任である場合などです。一方、NovaNET の特定の機

能へのアクセスの制限が必要な場合もあります。たとえば、ユーザはテープ

の作成はできるが、ディスクにファイルを回復したり、ディスク上のファイ

ルを削除することはできない場合などです。また作成したジョブをユーザに

実行させたいが、ユーザ自身のジョブの作成は許可ないことがあります。 

このようなセキュリティの必要性には、データベースのさまざまなオブジェ

クトの特定の権限を慎重にユーザに割り当てると対応できることがあります。

たとえば、ファイルをテープに書き込むことのできる書き込み権限を割り当

て、ボリュームの権限は割り当てないと、回復ジョブの実行を防止すること

ができます。 

次に進む前に 

すべてのストレージ管理データベースで最も権限の強いユーザは NovaNET 管理

者です。NovaNET 管理者は、システム コンテナのスーパバイザ権限を持ってい

るため、ストレージ管理データベース内の全オブジェクトに対して無制限にアク

セスできます。NovaNET 管理者としてログオンしたユーザは、ストレージ管理

データベース上のすべてのファイルとマシンへの完全なアクセスを持ちます。 

警告 NovaNET 管理者は、データベース内のオブジェクトすべてに対して無制限

にアクセスできます。NovaNET 管理者としてログオンしたユーザは、データ

ベース上のすべてのファイルとマシンへの完全なアクセスを持ちます。 

セキュリティ対策として最初に取る手順は、NovaNET 管理者のパスワードを変

更することです。[権限] タブをクリックします。[管理者] ユーザ オブジェクト

を選択します。[セキュリティ] メニューの [パスワードの変更...] をクリックしま

す。新しい管理者のパスワードを入力し、確認のためもう一度入力して、[OK] 
をクリックします。先に進む前に、このパスワードを変更してください。 
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NovaNET 管理者 ([管理者]) とそれ以外のユーザの唯一の違いは、NovaNET 管理

者は NovaNET 階層のルート オブジェクト、つまりシステム コンテナへのスー

パバイザ権限を持っている点です。追加の NovaNET 管理者を作成したり、管理

者ユーザの名前を変更することもできます。 

警告 管理者を削除する場合は、必ず先に別のユーザにシステム コンテナへの

スーパーバイザ権限またはアクセス権限を割り当ててください。 

新規ユーザとグループの追加 

一般的には、セキュリティ システムを構築する最初の手順は、ユーザとグルー

プの設定です。NovaNET のメイン ウィンドウの [セキュリティ] タブで、新規

ユーザとグループを作成します。[ファイル] メニューの [新規オブジェクト] を
クリックするか、[新規オブジェクト] ボタンまたはショートカット (右クリック) 
メニューを使用して新規ユーザとグループを作成します。 

新規ユーザ/グループ フォルダ 

[セキュリティ] タブに新規ユーザやグループを追加すると、NovaNET によって、

新しいユーザ/グループ フォルダが自動的にホーム フォルダに作成されます。名

前は新規ユーザやグループと同じ名前になります。たとえば、Galen Clark とい

う名前のユーザを作成すると、NovaNET によって ゛Galen Clark フォルダ゛ とい

う名前の新しいユーザ/グループ フォルダが作成されます。 

ユーザやグループには、そのユーザ/グループ フォルダへの 6 つの権限が自動的

に割り当てられます。その権限とは、アクセス、作成、変更、削除、書き込み、

および読み込み権限です。これらの権限は、新規ユーザやグループのプロパティ 
シートの [権限] タブを使っていつでも変更できます。 

ユーザの設定 

新規ユーザを作成すると、NovaNET によって新規ユーザのプロパティ シートが

自動的に開かれます。プロパティ シートのタブを使って、ユーザのパスワード、

アカウントの動作、グループ メンバシップ、同等、および権限を管理します。 

新規ユーザを作成するには 

1. [セキュリティ] タブをクリックします。 
2. 次のいずれかの方法で新規ユーザを作成します。 
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• [ファイル] メニューの [新規オブジェクト...] をクリックし、[新規オブ

ジェクト] ウィンドウで [ユーザ オブジェクト] をクリックします。 

• NovaNET のオブジェクト詳細エリアで右クリックして、ショートカット 
メニューの [新規ユーザ オブジェクト] を選択します。 

• ツール バーの [新規オブジェクト] をクリックし、[新規オブジェクト] 
ウィンドウで [ユーザ オブジェクト] をクリックします。 

3. [一般] タブの [名前] フィールドに新規ユーザの名前を入力します。 

[ログオン コントロール] タブ、ユーザ オブジェクト 

[ログオン コントロール] タブでは、パスワードが必要かどうか、パスワード変

更の強制とその時期、アカウントの有効期限、およびユーザのネットワーク接続

数について管理します。 

 [ログオン 
 コントロール] 
タブ 

 

[有効期限]  ユーザ アカウントは指定した日に有効期限切れにできます。アカウ

ントの期限が切れると、そのアカウントは NovaNET によって無効にされ、[アカ

ウント無効] チェック ボックスがオンになります。アカウントの切れたユーザは、

[アカウント無効] チェック ボックスをオフにするまでログオンできません。 

[アカウント無効] チェック ボックスをオンにすると、アカウントを手動で無効

にすることができます。 

 
[新規 オブジェ

クト]ボタン 
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無効にしたアカウントをアクティブに戻すには、[アカウント無効] チェック 
ボックスをオフにし、[アカウントの有効期限日] を変更します。 

[接続]  これらのパラメータでは、使用可能なマシンと 1 人のユーザの同時ログ

オンを管理します。 

[同時接続数] は、1 人のユーザが異なるマシンから同時にログオンできる数を管

理します。たとえば [同時接続数] が 5 に設定されていると、5 つまでの異なるマ

シンから同時に NovaNET へログオンできます。 

ユーザは、[ユーザがログオン可能なマシン] に表示されているマシンからしか 
NovaNET にログオンできません。マシンを追加するには、[追加...] をクリック

して、[参照] ウィンドウでマシンを選択します。マシンを削除するには、マシン

を選択し、[削除] をクリックします。 

メモ  マシンが 1 つも表示されていない場合、ユーザはどのマシンからでもログ

オンできます。 

[猶予ログオン]  [猶予ログオン] チェック ボックスがオンになっている場合、

ユーザは古いパスワードの有効期限が切れても、一定の回数までは NovaNET に
ログオンすることができます。たとえば [猶予ログオンを許可] チェック ボック

スがオンになっていて、[猶予ログオンの残り回数] が 2 に設定されている場合、

パスワード失効後も 2 回ログオンできますが、3 回目のログオンでは、ユーザは

パスワードを変更する必要があります。 

メモ  パスワードが不要である場合、つまり [パスワード要] チェック ボックスが

オフになっている場合は、猶予ログオンは機能しない点に注意してください。 

[パスワード]  [パスワード要] チェック ボックスがオンになっている場合、

NovaNET はユーザにパスワードの使用を要求します。 

パスワードの最小長は、[パスワードの最小長] で指定します。 

メモ  [パスワード要] チェック ボックスをオフにしても、ユーザがパスワードを

持っている場合は、NovaNET でユーザのパスワードの入力が引き続き要求され

ます。 

[固有のパスワードが必要] チェック ボックスをオンにすると、NovaNET では、

今まで使用したことのない新しいパスワードのみが受け付けられます。 
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[定期的なパスワード変更を強制] チェック ボックスをオンにすると、ユーザも 
NovaNET 管理者も [変更を強制するまでの日数] 設定と [パスワードの有効期限] 
設定の期間ごとにパスワードを変更する必要があります。 

[ユーザにパスワード変更を許可] チェック ボックスをオンにすると、ユーザは

自分でパスワードを変更することができます。 

ヒント  NovaNET 管理者は、ユーザの現在のパスワードを知らなくてもユーザの

パスワードを変更できます。NovaNET によって古いパスワードの入力を求めら

れることもありません。これは、ユーザが自分のパスワードを忘れた場合に役に

立ちます。 

[グループ] タブ、ユーザ オブジェクト 

このタブを使って、ユーザをグループに追加したり、グループから削除します。

新しいグループにユーザを追加するには、右側のウィンドウでグループを選択し

て [追加] をクリックします。グループが左側のウィンドウに移動されます。グ

ループからユーザを削除するには、左側のウィンドウでグループを選択して [削
除] をクリックします。 

 [グループ] タブの左

側には、このユーザ

がメンバであるグル

ープが一覧表示され

ます。 

 [グループ] タブの右

側には、このユーザ

がメンバではないグ

ループが一覧表示さ

れます。 

グループにユーザを

追加または削除する

には、グループを選

択して適切なボタン

をクリックします。 

 

[全員グループ]  新規ユーザが作成されると、自動的に全員グループに追加され

ます。このグループのメンバーには、全員フォルダに対する変更、削除、作成、

書き込み、および読み込み権限があります。これらの権限は、新規ユーザのプロ

パティ シートの [権限] タブなどを使っていつでも変更できます。 
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同等 

ユーザに簡単に権限を割り当てる方法は、現在のユーザを別のユーザと同等にす

ることです。これは、複数のユーザとさまざまなセキュリティがあって複雑な 
NovaNET の構成を管理する場合や、ユーザの権限を一時的に変更する場合に役

に立ちます。 

このタブを使って現在のユーザを別のユーザと同等にします。現在のユーザを別

のユーザと同等にするには、右側のウィンドウでユーザを選択して [追加] をク

リックします。ユーザが左側のウィンドウに移動されます。同等を終了するには、

右側のウィンドウでユーザを選択して [削除] をクリックします。 

[同等] タブの左側には、

現在のユーザと同等で

あるほかのユーザが表

示されます。 

 [同等] タブの右側に

は、現在のユーザと同

等ではないほかのユー

ザが表示されます。 

新しい同等化を作成し

たり、古い同等化を終

了するには、ユーザを

選択し、適切なボタン

をクリックしてくださ

い。 
 

同等は一方方向でのみ使用でき、相互に使用することはできません。プロパティ 
シートが表示されているユーザの現在有効な権限は、同等化元のユーザの直接権

限および継承権限を使って計算されます。たとえば、Galen Clark という名前の

ユーザが Stephen Mather というユーザと同等になると、Clark の有効な権限は、

Mather と Clark 両方の直接権限を使って計算されます。ただし、Mather の有効な

権限は変更されません。 
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[権限] タブ、ユーザ オブジェクト 

このタブを使って、ユーザにストレージ管理データベース内のオブジェクトへの

権限を与えます。[権限] チェック ボックスには [ユーザまたはグループが許可を

持つオブジェクト] ボックスで選択されたオブジェクトの権限が表示されます。

このユーザが持つ別のオブジェクトの権限を確認するには、そのオブジェクトを

選択します。 

オブジェクトを

選択すると、オ

ブジェクトに対

するユーザーの

権限が表示され

ます。チェック 
ボックスのチェ

ックを外したり

付けることによ

り、権限を変更

できます。

ユーザに新しい

オブジェクトに

対する権限を付

与するには、[追
加] ボタンをク

リックしてくだ

さい。 

 [参照] ウィンド

ウでオブジェク

トを選択し、適

切な権限を設定

します。  

 

権限の付与は、データベース オブジェクトのプロパティ シート、またはユーザ

のプロパティ シートから行うことができます。どちらの方法でも、権限は対応

する適切なオブジェクトの [権限] タブに表示されます。たとえば、Galen Clark 
というユーザのプロパティ シートの [権限] タブから、ボリューム C: への権限を

彼に与えると、ボリューム C: のプロパティ シートの [権限] タブに、権限を持つ

ユーザとして Clark が表示されます。また、ボリューム C: のプロパティ シート

から Clark に権限を与えると、Clark の [権限] タブに適切な権限が表示されます。 
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オブジェクトに対

する権限をユーザ

に与えると… 

そのオブジェクトの 
 [権限] タブにその 
ユーザが表示 
されます。 

 

ユーザは、そのユーザの [権限] タブに表示されたオブジェクトに対してだけ直

接権限を持つ点に注意してください。他のオブジェクトへのそれ以外の全権限は、

継承権限、同等、あるいはグループに基づいて計算されます。 

グループの設定 

新規グループを作成すると、NovaNET によって新規グループのプロパティ シー

トが自動的に開かれます。プロパティ シートのタブを使って、グループにメン

バーや権限を割り当てます。 

新規グループを作成するには 

1. [セキュリティ] タブをクリックします。 
2. 次のいずれかの方法で新規グループを作成します。 

• [ファイル] メニューの [新規オブジェクト...] をクリックし、[新規オブ

ジェクト] ウィンドウで [グループ オブジェクト] をクリックします。 

• NovaNET のオブジェクト詳細エリアで右クリックして、ショートカット 
メニューの [新規グループ オブジェクト] を選択します。 

• ツール バーデ [新規オブジェクト] をクリックし、[新規オブジェクト] 
ウィンドウで [グループ オブジェクト] をクリックします。 

3. [一般] タブの [名前] フィールドに新規グループの名前を入力します。 

[メンバ] タブ 

グループのプロパティ シートの [メンバ] タブを使って、グループにユーザを追

加したり、グループからユーザを削除します。グループにユーザを追加するには、

右側のウィンドウでユーザを選択して [追加] をクリックします。左側のウィン

ドウの [このグループに属しているメンバ] にユーザが移動されます。グループ

からユーザを削除するには、左側のウィンドウでユーザを選択して [削除] をク

リックします。右側のウィンドウの [このグループに属していないメンバ] に
ユーザが移動されます。 

 
[新規オブジェ 
クト]ボタン 
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 [メンバ] タブの左側に

は、このグループのメン

バであるユーザが表示さ

れます。 

 [メンバ] タブの右側に

は、このグループのメン

バではないユーザが表示

されます。 

グループにメンバを追加し

たり、グループからメンバ

を削除するには、ユーザを

選択し、適切なボタンをク

リックします。 
 

[権限] タブ、グループ オブジェクト 

ユーザがグループのメンバーである場合、ユーザの有効な権限は、そのグループ

がストレージ管理データベース内のオブジェクトに対して持っている直接権限に

基づいて決定されます。このタブを使ってグループにオブジェクトへの権限を割

り当てます。[権限] チェック ボックスには [ユーザまたはグループが許可を持つ

オブジェクト] ボックスで選択されたオブジェクトの権限が表示されます。グ

ループの別のオブジェクトの権限を確認するには、そのオブジェクトを選択しま

す。 

このタブを使って許可した権限は、それ以外の権限と同様に相互的ではありませ

ん。このタブから行った変更は、対応するオブジェクトのタブに表示されます。

たとえば、あるフォルダの権限をグループに許可すると、グループと対応する適

切な権限がフォルダの [権限] タブに表示されます。 

有効な権限 

NovaNET は、ユーザがオブジェクトに持っている有効な権限を計算し、この権

限を使ってユーザが実行できるアクションを決定することで、記憶域管理データ

ベースとネットワークのセキュリティを保証します。 
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現在のユーザがオブジェクトに対して持っている有効な権限は、オブジェクトの

プロパティ シートの [権限] タブに表示されます。[有効な権限] ボックスには、

現在のユーザがこのオブジェクトに対して持っている有効な権限が表示されます。 

現在のユーザ

がオブジェク

トに対して持

っている有効

な権限は、オ

ブジェクトの

[権限] タブに表

示されます。 

 

有効な権限の計算 

ユーザにオブジェクトへの権限を割り当てるには、直接権限あるいは継承権限

の 2 つの方法があります。 

オブジェクトの [権限] タブに表示されているユーザ、オブジェクトへの直接権

限をもつユーザと同等のユーザ、あるいはオブジェクトの [権限] タブに表示さ

れているグループのメンバーであるユーザには、そのオブジェクトに対する直接

権限があります。ユーザは、これらの任意の組み合わせによって権限を得ること

ができる点に注意してください。 

一方、ユーザが継承権限を持つのは、(1) 直接権限を持っていない場合、(2) オブ

ジェクトが含まれるコンテナへの有効な権限を持っている場合です。つまり、オ

ブジェクトへの直接権限を持っていない場合は、オブジェクトが保存されている

コンテナへの有効な権限を持っている必要があります。 

メモ  この場合、コンテナ オブジェクトへの有効な権限は、直接権限または継承

権限のいずれかです。重要なのは、コンテナへの有効な権限を持っているという

点です。 

NovaNET がユーザに対してオブジェクトへの有効な権限を決定する場合、最初

にそのユーザに直接権限があるかどうかを確認し、なければ継承権限があるかど

うかを確認します。 
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有効な権限のアルゴリズム 

NovaNET は、次のアルゴリズムを使って有効な権限を決定します。 

• オブジェクトへの直接権限の有無。直接権限を持っている場合は、その直接

権限を使用して有効な権限が計算されます。NovaNET では、このユーザに

継承権限があるかどうかは確認されません。 

• 現在のオブジェクトが含まれるコンテナへの有効な権限 (継承権限) の有無。

継承権限を持っている場合は、その継承権限を使用して有効な権限が計算さ

れます。持ってない場合は、このユーザにはオブジェクトへの有効な権限は

ありません。 

複数のソースからの権限 

同等の結果、ユーザはユーザあるいはグループのメンバーとして、オブジェクト

への直接権限を取得することができます。直接権限が複数のソースに起因する場

合、NovaNET は全ソースを使って権限を決定します。 

たとえば、Galen Clark は、Conservationist Archive Jobs というフォルダに対して、

読み込みと書き込みを行う直接権限を持っています。また、そのフォルダを変更

できる直接権限を持つグループのメンバーでもあります。この場合、Clark の有

効な権限は、読み込み、書き込み、および変更です。 
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有効な権限の例 

次に挙げる 6 つの例では、どのようにして有効な権限が計算されるかを説明しま

す。次のダイアグラムは、この 6 つの例を図で説明したものです。 

 ｼｽﾃﾑ ｺﾝﾃﾅ 
ADMIN [SACMDRW] 

ﾎー ﾑ 
(直接権限はあり ま せん) 

管理者フ ォ ルダ  
(直接権限はあり ま せん) 

Clark’s Folder 
Clark [-ACMDRW] 

Mather’s Folder 
Mather [-ACMDRW] 

Conservationist Folder 
Conservationist Group [--CMDRW] 

Conservationist Media Folder 
Mather [------W] 

ﾈｯﾄﾜー ｸ 
(直接権限はあり ま せん) 

ﾏｼﾝ 
Clark [-----RW] 

バッ ク アッ プ デバイ ス  

 ( 直接権限はあり ま せん)  

ﾎ゙ ﾘｭ ﾑー 
Clark [-----R-] 
Mather [--C--RW] 
Conservationist Group [--CMDRW]  

1. NovaNET の管理者は、記憶域管理データベース階層の最上位オブジェクトであるシ

ステム コンテナの直接権限を持っています。これによって、このオブジェクトに対

する管理者の有効な権限が決定されます。このオブジェクトはコンテナであるため、

ストレージ管理データベースにおけるそのオブジェクトのすべての下位オブジェクト

には、その直接の上位オブジェクトに有効な権限があるため、継承権限があります。

たとえば、ホーム フォルダにはホーム フォルダが含まれるオブジェクトであるシス

テム コンテナの権限が継承されるため、NovaNET 管理者はホーム フォルダへの有効

な権限を持ちます。したがって、NovaNET 管理者は、ストレージ管理データベース

内の全オブジェクトに対して有効な権限を持ちます。 
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2. Stephen Mather という名前のユーザは、Mahter's Folder という名前のユーザ/グループ 
フォルダへの直接権限を持っています。継承権限の結果として、Mather はこのフォ

ルダに保存されているオブジェクトへの有効な権限を持ちます。権限を持つオブジェ

クトには、ジョブ、メディア、フォルダに保存されたジョブ フォルダなどがありま

す。ただし、Mather にはホーム フォルダやシステム コンテナへの有効な権限はあり

ません。これらのオブジェクトは、Mather のユーザ/グループ フォルダより上位にあ

り、権限が継承されないためです。 
3. Galen Clark という名前のユーザは、マシンへの直接権限を持っています。この場合

のマシンは、アタッチされたテープ ドライブと関連する複数のディスク ドライブを

持つファイル サーバです。ファイル サーバへの直接権限があるということは、Clark 
は継承によってテープ ドライブへの有効な権限も持つことを意味します。たとえば、

ファイル サーバへの書き込み権限が与えられると、Clark はテープ ドライブへの書き

込み権限も持つことになります。 
ただし、Clark はファイル サーバ上のボリュームへの権限を持つことはでき

ません。Clark はそのボリュームの [権限] タブに一覧表示されているので、

その直接権限が使われ、ボリュームへのアクセスが拒否されます。この例で

は、[読み込み] チェック ボックスがオンになっているので、Clark には読み

込み権限が与えられますが、書き込み権限は適切なチェック ボックスがオン

になっていないので拒否されます。 

したがって、Clark にはボリュームが含まれるコンテナへの有効な権限があり

ますが、ボリュームへの有効な権限は、ボリュームへの直接権限の有無だけ

によって決定されます。Clark は直接権限を持っているので、NovaNET では 
Clark に継承権限があるかどうかは確認されません。 

4. 次の例はさらに複雑ですが、この例を使って重要な概念の説明を行います。その概

念とは、直接権限がある場合、NovaNET は継承権限の有無を確認しないということ

です。 
Stephen Mather というユーザは Conservationist グループのメンバーで、この

グループは、Conservationist Folder というフォルダに対して 5 つの有効な権

限を持っています。その権限とは、作成、変更、削除、書き込み、および読

み込み権限です。また Mather は Conservationist Media Folder への直接権限

も持っていますが、書き込み権限しかありません。 

Mather は Conservationist Folder に含まれるオブジェクトに対して 5 つの有効

な権限を持っていますが、Conservationist Media Folder については書き込み権

限 1 つしか持っていません。NovaNET では、Mather が Conservationist Media 
Folder を含むコンテナへの有効な権限を持っているかどうかは確認されませ

ん。Mather はそのオブジェクトへの直接権限を持っているからです。つまり、

Conservationist グループの他のメンバーには継承権限によって Conservationist 
Media Folder への有効な権限がありますが、Mather にはありません。Mather 
にあるのは、このフォルダへの書き込み権限だけです。 
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5. 次の例では、同等とグループ メンバシップの両方によって有効な権限が決定される

方法について説明します。 
Mather は Conservationist グループのメンバーであり、Clark と同等であると

します。この場合、Mather にはどのような権限があるでしょうか。 

Mather には、管理者フォルダ以外のユーザ/グループ フォルダへの権限があ

ります。たとえば Mather は Clark と同等であるため、Clark's Folder への権限

があります。この同等化によって Clark に Mather's Folder への権限が与えら

れることはありません。Mather には、マシンとテープ ドライブについても 
Clark と同じ権限があります。 

ただしボリュームについては、Mather の権限は Clark とは異なります。

Mather は、ユーザとして、Conservationist グループのメンバーとして、およ

び Clark との同等化の結果としての 3 つの方法でボリュームへの直接権限を

持つことになります。NovaNET で Mather の直接権限が計算される場合は、

この 3 つのソースすべてからの直接権限が使用されます。この場合、Mather 
には作成、変更、削除、書き込み、および読み込みの 5 つの権限があります。 

Mather 自身のユーザとしての直接権限に作成権限や変更権限が含まれている

かどうかは重要ではありません。NovaNET はこれら 3 つのソースすべてを

使ってボリュームへの Mather の有効な権限を決定します。この場合、Mather 
は Conservationist グループのメンバシップを持っているため、作成権限と変

更権限が与えられます。 

6. 上記の例では、ボリュームへの Mather の権限はすべて拒否されていましたが、これ

は次のような方法で行いました。 
ボリュームに対する Mather の権限をすべて拒否するには、3 つの条件を満た

す必要があります。それは、Mather と Clark の同等を終了すること、

Conservationist グループにおける Mather のメンバシップを終了すること、そ

して Mather の直接権限を変更して、ボリュームの [権限] タブに表示される 
Mather について、どの権限のチェック ボックスもオフにすることの 3 つで

す。 

[権限] タブの Mather の全権限を拒否するには、Mather をこのタブに表示し

て権限チェック ボックスをオフにするだけでは不十分です。Mather は Clark 
と同等ではなく、Conservationist グループのメンバーでもない必要がありま

す。 
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有効な権限の確認 

複数のユーザやグループと、さまざまなレベルのセキュリティが存在するような

複雑な使い方をしている場合、特定のユーザの有効な権限を素早く確認すること

が困難な場合があります。ユーザの有効な権限を簡単に確認するには、そのユー

ザとしてログオンします。 

このユーザにまだパスワードを割り当てていない場合は、そのユーザとしてログ

オンするだけでかまいません。ストレージ管理データベースのオブジェクトのさ

まざまな [一般] タブを参照し、表示される有効な権限と意図したセキュリティ

方針が一致しているかどうかを確認します。 

ユーザがパスワードを持っていてそのパスワードが分らない場合は、"別名" 
ユーザを作成して、権限を確認するユーザとそのユーザを同等にします。続いて

別名ユーザとしてログオンします。有効な権限を確認したら、別名ユーザとその

フォルダを両方とも忘れずに削除してください。 

権限リファレンス 

権限には、読み込み、書き込み、削除、変更、作成、アクセス、スーパバイザの 
7 つがあります。これらの権限は、NovaNET のストレージ管理データベース内

の異なるオブジェクトに異なる影響を与えます。ある権限が直接オブジェクトに

適用されることはありませんが、そのオブジェクトの権限は、ストレージ管理

データベース階層でそのオブジェクトの下位にあるオブジェクトに継承されます。 



244 NovaNET® ユーザ ガイドとテクニカル リファレンス 

 

 ｼｽﾃﾑ ｺﾝﾃﾅ 

ﾎ ﾑー ﾌｫﾙﾀﾞ  

  ﾕー ｻ゙ ー ｸﾞ ﾙー ﾌﾟ  ﾌｫﾙﾀﾞ  

   バッ ク アッ プ ジョ ブ

   復元ジョ ブ 

   検証ジョ ブ 

   メ ディ ア 

    

ｼ゙ ｮﾌﾞ  ﾌｫﾙﾀﾞ  

    ｼ゙ ｮﾌ゙  ﾌｫﾙﾀﾞ  
   バックアップ ジョブ

    復元ジョ ブ 

    検証ジョ ブ 

   ﾒﾃ゙ ｨｱ ﾌｫﾙﾀﾞ  

    ﾒﾃ゙ ｨｱ ﾌｫﾙﾀﾞ  
    メ ディ ア 

  

ﾈｯﾄﾜ ｸー ｺﾝﾃﾅ 

  ﾏｼﾝ 

    [ ﾄﾞ ﾗｲﾊ゙ ]  

   ｺﾝﾄﾛ ﾗー 

    デバイ ス  

    オート ロ ーダー

    

ﾎﾞ ﾘｭ ﾑー 

    ﾌｧｲﾙ 

    ディ レ ク ト リ  

     ディ レ ク ト リ
     ﾌｧｲﾙ 

 ｾｷｭﾘﾃｨ ｺﾝﾃﾅ 

  ユーザ オブジェ ク ト  

  グループ オブジェ ク ト  

太字 = コ ンテナ 

イ タ リ ッ ク  = 同じ
タ イ プのコ
ンテナに格
納さ れてい
る る コ ンテ
ナ 

 

読み込み権限 

関連オブジェクト  メディア、コントローラ、デバイス、オートローダ、ボ

リューム、ディレクトリ、ファイル、およびストレージ管理データベース。 

説明  特定のストレージ管理データベース オブジェクトからの読み込みをユーザ

に許可するかどうかを管理します。 

コントローラやデバイス、オートローダ、ボリュームなど、読み込み動作を行う

物理的な周辺機器の場合、NovaNET からその周辺機器にファイルやディレクト

リの読み込みを指示するためには、その周辺機器の読み込み権限が必要です。 

メディアやボリューム、ディレクトリ、ファイルなど、データを格納するスト

レージ管理データベース オブジェクトでは、オブジェクトに含まれるデータの

読み込みに読み込み権限が必要です。 
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関連コマンド  [コピー]、[実行 (ジョブ タイプ)], [巻き戻し]、[開始]、[メディア

のイジェクト]、[マガジンのイジェクト]、[保持]、[データベースの回復]、[デバ

イスのクリーニング]、[メディアの識別]、[メディアのインポート]、[データベー

スの回復]。 

この権限を持つと [コピー] が有効になり、ユーザはストレージ管理データベー

ス内のオブジェクトをコピーすることができます。ただし [貼り付け] は使用で

きません。 

ジョブを実行するには読み込み権限も必要です。バックアップ ジョブでは、該

当するデバイス、オートローダ、メディアへの読み込み権限が必要です。回復

ジョブでは、該当するデバイス、オートローダ、メディアへの読み込み権限が必

要です。検証ジョブでは、これらの全オブジェクトへの読み込み権限が必要です。 

[デバイスのクリーニング] やデバイス上の [メディアのイジェクト] など、ユー

ティリティ機能を実行する多くのコマンドでも、読み込み権限が必要です。また、

バックアップ デバイス内のメディアの読み込みを行うデバイス コマンドでも、

この権限が必要になります。 

書き込み権限 

関連オブジェクト  メディア、デバイス、オートローダ、ボリューム、ディレク

トリ、ファイル、およびストレージ管理データベース。 

説明  特定のストレージ管理データベース オブジェクトへの書き込みをユーザに

許可するかどうかを管理します。 

コントローラやデバイス、オートローダ、ボリュームなど、書き込み動作を行う

物理的な周辺機器の場合、NovaNET からその周辺機器にファイルやディレクト

リへの書き込みを指示するためには、その周辺機器への書き込み権限が必要で

す。 

メディア、ボリューム、ディレクトリ、ファイルなど、データを格納するスト

レージ管理データベース オブジェクトでは、オブジェクトに含まれるデータへ

の書き込みに書き込み権限が必要です。 

関連コマンド  [実行 (ジョブ タイプ)]。 

ジョブを実行するには書き込み権限も必要です。バックアップ ジョブでは、該

当するデバイス、オートローダ、メディアへの書き込み権限が必要です。回復

ジョブでは、該当するデバイス、オートローダ、メディアへの書き込み権限が必

要です。 
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削除権限 

関連オブジェクト  メディア、デバイス、オートローダ、ボリューム、ディレク

トリ、ファイル、およびストレージ管理データベース。 

説明  特定のストレージ管理データベース オブジェクトの削除、あるいは削除機

能の実行を許可するかどうかを管理します。 

コントローラやデバイス、オートローダ、ボリュームなど、上書き動作を含む削

除動作を行う物理的な周辺機器の場合、NovaNET からその周辺機器にファイル

やディレクトリの削除や上書きを指示するためには、その周辺機器への削除権限

が必要です。 

メディアやボリューム、ディレクトリ、ファイルなど、データを格納するデータ

ベース オブジェクトでは、これらのオブジェクトに含まれるデータを削除また

は上書きするために削除権限が必要です。 

関連コマンド  [削除]、[実行 (ジョブ タイプ)]。 

この権限を持つと [削除] が有効になり、ユーザはストレージ管理データベース

内のオブジェクトを削除することができます。 

ジョブのタイプによっては削除権限が必要です。ファイルが上書きされたり、メ

ディアがフォーマットされるバックアップ ジョブの場合、該当するデバイス、

オートローダ、メディアの削除権限が必要です。回復ジョブでは、ファイルが上

書きされる場合、該当するボリューム、ディレクトリ、ファイルの削除権限が必

要です。 

変更権限 

関連オブジェクト  すべての記憶域管理データベース オブジェクト。 

関連するプロパティ シートのタブ  [一般]、[選択]、[オプション]、[スケジュー

ル]、[ログ]、[記憶域]、および [マシン診断] タブ。 

説明  オブジェクトの名前の変更、オブジェクトのプロパティ シート上の指定し

たタブの変更、またはストレージ管理データベース内でのオブジェクトの移動を

ユーザに許可するかどうかを管理します。 

変更権限があると、あらゆるオブジェクトについてオブジェクトの [一般] タブ

を変更できます。ただし変更できるのはオブジェクトの名前だけです。 
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バックアップ ジョブ、回復ジョブ、検証ジョブでは、ジョブの変更権限がある

と、ジョブの [選択]、[オプション]、[スケジュール]、および [ログ] タブを変更

できます。[選択] タブでボリュームのファイルやディレクトリを選択するには、

そのボリュームの読み込み権限が必要です。 

マシン、コントローラ、およびボリュームでは、変更権限があると [通信テスト] 
や [Ping テスト] などの診断タブを変更できます。 

関連コマンド  [移動...]、[リネーム]。 

この権限を持つと [移動...] および [リネーム] が有効になり、ユーザはストレー

ジ管理データベース内のオブジェクトの移動やリネームを行うことができます。 

作成権限 

関連オブジェクト  ホーム フォルダ、ユーザ/グループ フォルダ、ジョブ フォル

ダ、メディア フォルダ、回復ジョブ。 

説明  コンテナ オブジェクトでの新しいオブジェクトの作成をユーザに許可する

かどうかを管理します。 

ホーム フォルダについては、新規ユーザ/グループ フォルダを作成するために作

成権限が必要です。 

ユーザ/グループ フォルダでは、新しいジョブ フォルダ、バックアップ ジョブ、

回復ジョブ、検証ジョブ、メディア フォルダおよびメディアの作成に作成権限

が必要です。 

ジョブ フォルダでは、新しいジョブ フォルダ、バックアップ ジョブ、回復ジョ

ブ、および検証ジョブの作成に作成権限が必要です。 

メディア フォルダについては、新しいメディア フォルダやメディアの作成に作

成権限が必要です。 

回復ジョブについては、新しい場所にファイルを回復するジョブや、新しい名前

でファイルを回復するジョブで、該当するマシン、ボリューム、ディレクトリの

作成権限が必要です。 

関連コマンド  [新規作成...ジョブ]、[新規作成...フォルダ]、[新規オブジェクト...]、
[貼り付け]。 

この権限を持つと、各タイプのジョブやフォルダの [新規作成...ジョブ] や [新規

作成...フォルダ] コマンドが有効になります。また、[ファイル] メニューの [新規

オブジェクト...] コマンドも有効になります。 
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この権限を持つと [削除] が有効になり、ストレージ管理データベース内のオブ

ジェクトを削除することができます。 

アクセス権限 

関連オブジェクト  すべての記憶域管理データベース オブジェクト。ただし、セ

キュリティ コンテナ、ユーザ オブジェクト、およびグループ オブジェクトは除

きます。 

関連するプロパティ シートのタブ  [権限]。 

説明 オブジェクトの [権限] タブの表示、変更をユーザに許可するかどうかを管

理します。 

アクセス権限があると、あらゆるオブジェクトについて権限を変更できます。

[権限] タブに新しいユーザを追加するには、変更権限も必要です。[権限] タブに

一覧表示されるユーザは、アクセス権限でしか削除できません。 

アクセス権限では、セキュリティ コンテナ、ユーザ オブジェクト、またはグ

ループ オブジェクトの [権限] タブは変更できません。 

スーパバイザ権限 

関連オブジェクト  すべての記憶域管理データベース オブジェクト。 

関連するプロパティ シートのタブ  [ログオン コントロール]、[同等]、[グルー

プ]、[メンバ]、[権限]。 

説明  この権限を持つユーザには、オブジェクトとストレージ管理データベース

でそのオブジェクト以下の全オブジェクトに対する無制限の権限が与えられます。

また、セキュリティ コンテナのスーパバイザ権限を持つユーザだけが、新しい

ユーザやグループを作成できます。 

オブジェクトのスーパバイザ権限を持つユーザは、そのオブジェクトに対して 7 
つの権限すべてが自動的に許可されます。また、階層上でオブジェクトの下位に

ある全オブジェクトに対する権限も拒否されません。これは、直接権限が割り当

てられている場合も同じです。結果として、オブジェクトのスーパバイザ権限を

持つユーザは、オブジェクトとストレージ管理データベース ツリーでそのオブ

ジェクトの下位にある全オブジェクトに対し、すべての有効な権限を持ちます。 

新しいユーザやグループを作成するには、セキュリティ コンテナのスーパバイ

ザ権限が必要です。また、[ログオン コントロール]、[グループ]、[同等]、[電子

メール]、[自動印刷]、および [メンバ] タブは、セキュリティ コンテナのスーパ

バイザ権限を持つユーザだけが使用できます。 
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システム コンテナのスーパバイザ権限は、通常は NovaNET 管理者のみに与えら

れます。 

関連コマンド  [新規ユーザ]、[新規グループ] 

この権限を持つと、各タイプのジョブやフォルダの [新規ユーザ] や [新規グルー

プ] コマンドが有効になり、新規ユーザやグループを作成できます。 
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第 12 章 — オブジェクトおよびプロパティ 
リファレンス 

この章では、NovaNET データベースのすべてのオブジェクトとプロパティに関

する詳しいリファレンスを提供します。このリファレンスは、各プロパティ 
シート タブの名前によって、アルファベット順に並べなれています。プロパ

ティ シート タブの名前は、各エントリの先頭と、ページ ヘッダに記載されてい

ます。各プロパティ タブの対象オブジェクトは、"対象オブジェクト" に記載さ

れています。各プロパティ シート タブにあるさまざまなフィールドやパラメー

タは、太字の見出しと、それに続く簡単な説明で示されています。リスト ボッ

クスのオプションやフィールド パラメータは、太字の見出しで示します。 

この章では、プロパティ シート タブに加え、[インスタンス] ウィンドウ、[基本

設定] ウィンドウ、および [選択フィルタ] ウィンドウについて参照情報を提供し

ます。 
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[アドレス] タブ 

対象オブジェクト  マシン 

[アドレス] タブには、マシン オブジェクトのネットワーク アドレスが表示され

ます。 

 [アドレス] タブ 

 

[プロトコル]  このフィールドには、ネットワーク オペレーティング システムに

応じて "Ipx" または "UDP" のいずれかが表示されます。スタンドアロン マシン

の場合は、"ローカル" と表示されます。 

[ネット アドレス]  このフィールドには、ネットワーク オペレーティング システ

ムで使用されるマシン アドレスが表示されます。スタンドアロン マシンの場合

は、"ローカル" と表示されます。 
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[監査] タブ 

対象オブジェクト  ファイル、ディレクトリ、ボリューム 

[監査] タブには、オブジェクトの監査ログが表示されます。[監査] タブは、監査

が有効になっているオブジェクトのプロパティ シートに表示されます。 

［監査] タブ
 

オブジェクトの監査ログを有効にするには、オブジェクトの [ストレージ] タブ

を開き、[オブジェクト監査アクション] の設定を [監査有効] に変更します。 

監査を有効にすると、オブジェクトで実行された全アクションの記録が 
NovaNET によってオブジェクトのログに入力されます。たとえば、オブジェク

トがバックアップや回復が行われるごとにエントリが追加されます。また監査ロ

グによって、オブジェクトのインスタンスが保存されているメディアを確認でき

ます。 

[クリア]  すべての監査ログ エントリを削除します。 

[印刷]  監査ログを印刷します。ログによっては非常に長いものがあるので、印

刷前にドキュメントの長さを確認してください。 

[保存]  監査ログをテキスト ファイルとして保存します。 

詳細情報... 参照トピック... 

監査ログの使用 第 8 章「ジョブの実行」の「監査ログ」 
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[自動印刷] タブ 

対象オブジェクト  ユーザ オブジェクト、グループ オブジェクト 

[自動印刷] タブには、ジョブ ログを自動的に印刷するときに使用される印刷設

定が表示されます。 

[自動印刷］  
タブ 

 

[自動印刷] タブは、ユーザまたはグループ オブジェクトのプロパティ シートに

表示されます。ジョブの [高度なオプション] ウィンドウで [自動ログ印刷] オプ

ションが選択されている場合、ジョブが完了するとジョブのログが自動的に印刷

されます。ログはジョブの所有者の [自動印刷] タブで指定されたプリンタに出

力されます。 

詳細情報... 参照トピック... 

ジョブ ログ 第 8 章「ジョブの実行」の「ジョブ ロ
グ」 

ログの自動印刷 第 8 章「ジョブの実行」の「ジョブ ロ
グの自動印刷」 

[高度なオプション] ウィンドウ 第 7 章「ジョブ オプション」の「高度
なオプション」 
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Windows NT (以降) での自動印刷の構成 『NovaNET インストール ガイド』の付
録 G「Windows での自動印刷の構成」 
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[コマンド] タブ 

対象オブジェクト  ボリューム、ディレクトリ、ファイル 

[コマンド] タブを使用して、バックアップ ジョブの前後にオペレーティング シ
ステム コマンドを実行します。これらのコマンドは、プログラム、バッチ ファ

イル、またはスクリプトを実行できます。  

これらのバッチ ファイルやスクリプトなどのプログラムへの既定ののパスは、

現在のオブジェクトのパスと同じです (たとえば、プロパティ シートが開いてい

るボリューム、ディレクトリまたはファイル)。必要に応じて、別のパスを指定

できます。 

オペレーティング システムに応じて適切なコマンドを入力してください。

Windows システムの場合は、c:\mybatch.bat のように .exe および .bat ファイルを

指定できます。NetWare システムの場合は、mybatch.ncf のように .ncf ファイル

を指定できます。Linux および FreeBSD システムの場合は、myscript.sh のように

シェル スクリプトを指定できます。また、オペレーティング システムに応じて、

これらのコマンドにパラメータを指定することもできます。 

 [コマンド]  
タブ 
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たとえば、あるファイルをバックアップするとき、一時的にファイルを閉じるこ

とができます。それには、これらのファイルを閉じるバッチ ファイルと、バッ

クアップ終了後にこれらのファイルを開く撥 ファイルを用意します。また、

バックアップ ジョブが失敗した場合に実行するバッチ ファイルを用意すること

もできます。ファイルを用意したら、これらのコマンドを適切なフィールドに入

力します。 

メモ  コマンドの実行に 15 秒以上かかる場合は、NovaNET がジョブを続行しま

す。これは、何らかの理由でコマンドが失敗し、NovaNET は続行することがで

きない場合の対策です。コマンドを実行する必要がある場合は、ツリー表示の次

のオブジェクトに割り当てることをお勧めします。 

バックアップ前に実行するコマンド  NovaNET は、現在のオブジェクトを開いて

バックアップする前に、まずこのコマンドを実行します。コマンドを入力し、必

要に応じて、パスとパラメータを指定します。 

[正常なバックアップ後に実行するコマンド]  NovaNET は、バックアップが正常

に終了し、現在のオブジェクトを閉じた後、このコマンドを実行します。コマン

ドを入力し、必要に応じて、パスとパラメータを指定します。 

メモ  バックアップ ジョブに確認手順が含まれている場合、NovaNET は現在の

オブジェクトのバックアップが正常に行われた場合にこのコマンドを実行します。

NovaNET はオブジェクトを閉じ、このコマンドを実行します。その後確認手順

を実行します。 

[失敗したバックアップ後に実行するコマンド]  NovaNET は、バックアップが失

敗し、現在のオブジェクトを閉じた後、このコマンドを実行します。コマンドを

入力し、必要に応じて、パスとパラメータを指定します。 

メモ  バックアップ ジョブに確認手順が含まれている場合、NovaNET は現在の

オブジェクトのバックアップが失敗した場合にこのコマンドを実行します。

NovaNET はオブジェクトを閉じ、このコマンドを実行します。その後確認手順

を実行します。 
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[通信テスト] タブ 

対象オブジェクト  マシン 

[通信テスト] タブは、ネットワークの通信パフォーマンスをテストするために使

用します。また、最適な状況下でのデータ転送性能を評価することもできます。 

[通信テスト]  
タブ 

 

テストの実行 

メモ  ネットワーク パフォーマンスを正確にテストするには、テストするマシン

で NovaNET サービスを停止します (『NovaNET インストール ガイド』の「付録 
E — NovaNET サービス」を参照してください)。次に、NovaNET を起動し、[通
信テスト] タブにアクセスします。 

1. [転送タイプ] パラメータを構成します。 
[バックアップ]  バックアップ ジョブ実行時のデータ転送をシミュレートし

ます。ローカル マシンから大きなパケットが送信され、リモート マシンか

ら小さなデータ受信肯定応答が返信されます。 

[回復]  回復ジョブ実行中のデータ転送をシミュレートします。リモート マ
シンから大きなパケットが送信され、ローカル マシンから小さなデータ受信

肯定応答が返信されます。 
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[大サイズのパケット]  リモート マシンとローカル マシン間で大サイズの

データ パケットが送信されます。 

[中サイズのパケット]  リモート マシンとローカル マシン間で中サイズの

データ パケットが送信されます。 

[小サイズのパケット]  リモート マシンとローカル マシン間で小サイズの

データ パケットが送信されます。 

2. マシン間で既知のバイト パターンを送信するには、[データ チェックあり] を選択し

ます。受信マシンによってパターンがチェックされます。 
3. [開始] をクリックしてテストを開始します。テストを実行すると、[通信状態] 

フィールドにテストの結果が反映されます。 
4. [停止] をクリックしてテストを終了します。[通信状態] フィールドに最終結果が表

示されます。 

テストの結果 

[通信状態] フィールドには、テストの結果が表示されます。 

[パケット番号]  これは、テストのこの時点までに一方のマシンから他方のマシ

ンに送信されたデータ パケットの数です。 

[転送速度 (キロバイト/秒)]  1 秒間あたりのキロバイト数で示したテスト データ 
パケットの転送速度。 

[転送速度 (メガバイト/分)]  1 分間あたりのメガバイト数で示したテスト データ 
パケットの転送速度。 

[送信済み ACK 数]  マシン間で送信されたネットワーク ACK (受諾) の数。 

[送信済み NACK 数]  マシン間で送信されたネットワーク NACK (否定受諾) の数。 

[タイムアウト数]  発生した通信エラーの数。これは、ネットワークのマシンが

タイムリーに応答しなかった場合にのみ起こります。 

メモ  この情報を使用して、マシン間の現在の転送速度を調べます。期待より速

度が遅い場合は、NovaNET の最適化方法を試してみてください。 

詳細情報... 参照トピック... 

データ転送速度を上げてバックアップ 
ジョブを最適化する 

第 10 章「ヒント、テクニック、および
方法」の「ジョブを高速に実行する方
法」 
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[接続] タブ 

対象オブジェクト  マシン 

[接続] タブには、現在のマシンでアクティブな接続が表示されます。これは参照

情報です。 

接続はさまざまな目的で確立され、必要に応じて自動的に開かれたり閉じられた

りします。 

 [接続] タブ 
 

[アクティブな接続]  このマシンで現在アクティブな接続が一覧表示されます。 

[詳細]  選択したアクティブな接続の詳細情報が表示されます。 

 



第 12 章—  オブジェクトおよびプロパティ リファレンス 261 

 

[診断情報] タブ 

対象オブジェクト  マシン、ドライバ 

[診断情報] タブは、現在のマシンまたはドライバ オブジェクトに関する詳細情

報を示します。[診断情報] タブは、コントローラや論理テープ フォーマット、

サービスを含むすべてのアクティブなマシンやドライバで利用できます。これは

参照情報です。 

[診断情報] タブ 
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[ドライバ] タブ 

対象オブジェクト  マシン 

[ドライバ] タブには、このマシンで利用可能なドライバが表示されます。このマ

シンに関連するすべてのドライバが一覧表示されます。[ドライバ] タブは、さま

ざまな場所にある [データベース] タブにも表示されます。これは参照情報です。 

NovaNET はさまざまな目的でドライバを使用します。このタブに表示される

フォルダ名は、フォルダ内のドライバの目的を示します。 

黄色の感嘆符マークが付いたドライバは、何らかの理由で現在使用できません。

デバイスの初期化中であるか、実際に障害が発生している可能性があります。た

とえば、デバイスの初期化中は、コントローラ ドライバにこのアイコンが表示

されます。初期化の終了後、F5 キーを押すと感嘆符の表示はなくなります。実

際に障害が発生している場合は、問題を修正し、ドライバを再起動する必要があ

ります。NovaNET および NovaNET サービスを終了して再開する必要があります。

NovaNET の再起動時にデバイスが再初期化されます。 

 [ドライバ] タブ

 

 



第 12 章—  オブジェクトおよびプロパティ リファレンス 263 

 

[電子メール] タブ 

対象オブジェクト  ユーザ オブジェクト 

[電子メール] タブには、このユーザが実行ジョブの所有者である場合に、ジョブ

のログを送信する電子メール アドレスが表示されます。このタブは、オプショ

ンの電子メール パッケージをインストールし、構成した場合にのみ表示されま

す。 

[電子メール]  
タブ 

 

電子メールをインストールして設定を行うと、各ジョブの終了後に NovaNET か
らジョブのログが電子メールで送信されます。ログは、ジョブの所有者の [電子

メール] タブに表示されたアドレスに送信されます。 

セミコロン (スペースなし) でそれぞれを区切ることにより、複数の電子メール 
アドレスを入力できます。 

ここに入力したアドレスは、ユーザのアドレスである必要はありません。たとえ

ば、任意のユーザや全ユーザのフィールドに NovaNET 管理者のアドレスを入力

しても構いません。 

詳細情報... 参照トピック... 

ジョブの所有者 第 8 章「ジョブの実行」の「ジョブの強
制実行が権限に与える影響」 
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電子メールのインストールと設定 『NovaNET インストール ガイド』の付
録 C「電子メール オプションの構成」 

電子メールを使ったジョブ ログの送信 第 8 章「ジョブの実行」の「ジョブ ロ
グの送信」 
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[同等] タブ 

対象オブジェクト  ユーザ オブジェクト 

[同等] タブを使用して、あるユーザと同等の有効な権限を個々のユーザに割り当

てます。 

同等は一方方向でのみ使用でき、相互に使用することはできません。現在のユー

ザの有効な権限 (プロパティ シートが開いているユーザの有効な権限) は、同等

化元のユーザの直接権限および継承権限を使って計算されます。たとえば、

Galen Clark という名前のユーザが Stephen Mather というユーザと同等になると、

Clark の有効な権限は、Mather と Clark 両方の直接権限を使って計算されます。

ただし、Mather の有効な権限は変更されません。 

同等の結果、ユーザはユーザあるいはグループのメンバーとして、オブジェクト

への直接権限を取得することができます。直接権限が複数のソースに起因する場

合、NovaNET は全ソースを使って権限を決定します。 

 [同等] タブ

 

[このユーザが同等であるユーザ]  現在のユーザ (プロパティ シートが開いてい

るユーザ) が同等であるユーザが一覧表示されます。 

[このユーザが同等でないユーザ]  現在のユーザ (プロパティ シートが開いてい

るユーザ) が同等でないユーザが一覧表示されます。 
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[削除]  同等の一覧からユーザを削除するには、左側のウィンドウでユーザを選

択し、[削除] をクリックします。ユーザが右側のウィンドウに移動されます。 

[追加]  ユーザを同等の一覧に追加するには、右側のウィンドウでユーザを選択

し、[追加] をクリックします。ユーザが左側のウィンドウに移動されます。 

詳細情報... 参照トピック... 

有効な権限の計算 第 11 章「高度な権限とセキュリティ」
の「有効な権限」 

同等の例 第 11 章「高度な権限とセキュリティ」
の「有効な権限の例」 
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[一般] タブ 

対象オブジェクト  全オブジェクト 

[一般] タブは現在のオブジェクトについて、NovaNET データベースに格納され

ている情報とオブジェクト属性を示します。 

このタブのデータは NovaNET データベースから取得されます。ファイルやディ

レクトリ、ボリュームの場合、このデータは定期的に更新されます。NovaNET 
によってディレクトリやボリュームが開かれると、ファイルやディレクトリの新

しい情報に基づいてデータベースが更新されます。 

 [一般] タブ 

 

[名前]  現在のオブジェクトの名前を示します。名前を変更するには、それを選

択して新しい名前を入力してください。オブジェクト名は最大 256 文字です。 

[タイプ]  オブジェクトのタイプまたはカテゴリを示します。NovaNET データ

ベースには 21 種類のオブジェクトとドライバがあります。オブジェクト名とそ

の相互関係の例を下図に示します。 
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 ｼｽﾃﾑ ｺﾝﾃﾅ 

 ﾎ ﾑー ﾌｫﾙﾀﾞ  

  ﾕー ｻ゙ ー ｸﾞ ﾙー ﾌﾟ  ﾌｫﾙﾀﾞ  

   バッ ク アッ プ ジョ ブ

   復元ジョ ブ 

   検証ジョ ブ 

   メ ディ ア 

    

ｼ゙ ｮﾌﾞ  ﾌｫﾙﾀﾞ  

    ｼ゙ ｮﾌ゙  ﾌｫﾙﾀﾞ  
   バックアップ ジョブ

    復元ジョ ブ 

    検証ジョ ブ 

   ﾒﾃ゙ ｨｱ ﾌｫﾙﾀﾞ  

    ﾒﾃ゙ ｨｱ ﾌｫﾙﾀﾞ  
    メ ディ ア 

  

ﾈｯﾄﾜ ｸー ｺﾝﾃﾅ 

  ﾏｼﾝ 

    [ ﾄﾞ ﾗｲﾊ゙ ]  

   ｺﾝﾄﾛ ﾗー 

    デバイ ス  

    オート ロ ーダー

    

ﾎﾞ ﾘｭ ﾑー 

    ﾌｧｲﾙ 

    ディ レ ク ト リ  

     ディ レ ク ト リ
    ﾌｧｲﾙ 

 ｾｷｭﾘﾃｨ ｺﾝﾃﾅ 

  ユーザ オブジェ ク ト  

  グループ オブジェ ク ト  

太字 = コ ンテナイ
タ リ ッ ク  = 
同じ タ イ プ
のコ ンテナ
に格納さ れ
ている る コ
ンテナ 

 

[有効な権限]  現在のユーザがこのオブジェクトに持つべき有効な権限を示しま

す。これらは有効な権限であり、直接権限ではない点に注意してください。7 種
類の権限と、その省略形を次に示します。 

Sup スーパバイザ 

Acc アクセス 

Cre 作成 

Mod 変更 

Del 削除 

Rd 読み込み 

Wt 書き込み 
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[属性]  このファイルまたはディレクトリに関するオペレーティング システム属

性を示します。属性情報はオペレーティング システムから取得され、ファイル

が含まれるディレクトリを開くと更新されます。この情報を使用して、フィルタ

でファイルを並べ替えることができます。 

属性の省略形は次のように分類されます。 

Ro 読み込み専用 

Rw 読み込みと書き込 

H 隠しファイル 

Sy システム 

X 実行専用 

D ディレクトリ 

A アーカイブ 

I 増分 

D 差分 

E 暗号化 

Sh 共有 

Tm テンポラリ 

T トランザクション 

Ra 読み込み監査 

Wa 書き込み監査 

P 直ちにパージ 

Ri リネーム禁止 

Di 削除禁止 

Ci コピー禁止 

Dm 移行禁止 

Ds 細分割り当て禁止 

Ic 直ちに圧縮 

Dc 圧縮しない 
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Co 圧縮済み 

Cc 圧縮不可能 

Mg 移行済み 

[サイズ]  ファイルまたはディレクトリのサイズに関するオペレーティング シス

テム情報を示します。ファイルやディレクトリのサイズに関する情報はオペレー

ティング システムから取得され、ファイルが含まれるディレクトリを開くと更

新されます。この情報を使用して、フィルタでファイルを並べ替えることができ

ます。 

[最後のバックアップ]  このオブジェクトを最後にバックアップしたときの日時

が示されます。この情報を使用して、フィルタでファイルを並べ替えることがで

きます。 

[作成日]  ファイルまたはディレクトリが作成された日付に関するオペレーティ

ング システム情報を示します。作成日付はオペレーティング システムから取得

され、ファイルが含まれるディレクトリを開くと更新されます。この情報を使用

して、フィルタでファイルを並べ替えることができます。 

[削除日]  以前にバックアップされたファイルが削除されると、NovaNET によっ

て削除日が割り当てられます。NovaNET でディレクトリを開くと、見つかった

ファイルとデータベース内のファイルのインスタンスに関する情報が比較されま

す。データベースでファイルのインスタンスが見つかったが、ディレクトリでは

見つからなかった場合、NovaNET によってこのファイルに削除日が割り当てら

れます。 

[変更日]  ファイルまたはディレクトリが最後に変更された日付に関するオペ

レーティング システム情報を示します。変更日付はオペレーティング システム

から取得され、ファイルが含まれるディレクトリを開くと更新されます。この情

報を使用して、フィルタでファイルを並べ替えることができます。 

[アクセス日]  ファイルまたはディレクトリが最後にアクセスされた日付に関す

るオペレーティング システムの情報を示します。アクセス日付はオペレーティ

ング システムから取得され、ファイルが含まれるディレクトリを開くと更新さ

れます。この情報を使用して、フィルタでファイルを並べ替えることができます。 

詳細情報... 参照トピック... 

有効な権限の計算 第 11 章「高度な権限とセキュリティ」
の「有効な権限」 

オブジェクト属性で選択ファイルを並び第 5 章「ファイルとインスタンスの選
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替える 択」の「フィルタ選択基準」 
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[グループ] タブ 

対象オブジェクト  ユーザ オブジェクト 

[グループ] タブには、現在のユーザが所属するグループが表示されます。このタ

ブを使って、ユーザをグループに追加したり、グループから削除します。 

 [グループ] タブ 

 

[このユーザが属しているグループ]  現在のユーザが所属するグループが表示さ

れます。新しいグループにユーザを追加するには、右側のウィンドウでグループ

を選択して [追加] をクリックします。グループが左側のウィンドウに移動され

ます。グループからユーザを削除するには、左側のウィンドウでグループを選択

して [削除] をクリックします。 

[全員グループ]  このフィールドには、通常このグループが表示されます。新規

ユーザを作成すると、ユーザは自動的に全員グループに追加されます。このグ

ループのメンバーには、全員フォルダに対する変更、削除、作成、書き込み、

および読み込み権限があります。全員グループを選択して [削除] をクリックす

ると、このグループからユーザを削除できます。 

[このユーザが属していないグループ]  このユーザが所属していないグループが

表示されます。 
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詳細情報... 参照トピック... 

有効な権限の計算 第 11 章「高度な権限とセキュリティ」
の「有効な権限」 

グループへのメンバーの割り当て 第 11 章「高度な権限とセキュリティ」
の「ユーザの設定」 
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[インスタンス] ウィンドウ 

回復ジョブまたは検証ジョブの [選択] タブのツール バーで [チェック] をクリッ

クして、[インスタンス...] ウィンドウを開きます。このウィンドウを使用して、

[選択] タブから対象オブジェクトのインスタンスを選択します。 

オブジェクトがバックアップされると、そのオブジェクトの "インスタンス" が
作成されます。異なるバックアップ ジョブで作成された異なるメディアに保存

されたオブジェクトには、複数のインスタンスが存在することがあります。

NovaNET は、データベースにあるオブジェクトの全インスタンスと、各インス

タンスが保存されているメディアをトラッキングしています。メディアが上書き

や削除されると、そのインスタンスは NovaNET のデータベースからも削除され

ます。 

回復するオブジェクトを選択する場合は、NovaNET で自動的に [<最新>] のイン

スタンスが選択されます。ほかのインスタンスを選択するには、[インスタン

ス...] ウィンドウを使用します。 

[<最新>] インスタンスはワイルドカードであり、自動的に最新のインスタンス

が選択されます。選択されたインスタンスは、回復ジョブや検証ジョブの実行時

に更新されます。 

[インスタンス] 
ウィンドウ 
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利用可能なインスタンス 

オブジェクトのインスタンスと、インスタンスが保存されているメディアの一覧

が表示されます。 

[バックアップ]  ジョブが実行された日付と時刻が表示されます。単一のジョブ

でバックアップされたオブジェクトは、すべて同じ日付と時刻で一覧表示されま

す。 

[ステータス]  ジョブ実行時にオブジェクトが検証されたかどうかが表示されま

す。ステータスは、検証完了、検証失敗、未検証のいずれかです。 

[メディア]  インスタンスが保存されているメディアが表示されます。 

回復するインスタンスを選択して、[OK] をクリックします。 

詳細 

ハイライト表示されたオブジェクトのインスタンスに関する情報を表示します。

[詳細] をクリックすると、NovaNET はそのオブジェクトに関する以下の情報を

表示します。[詳細] ウィンドウを閉じるには、[詳細なし] をクリックします。 

データ サイズ  選択オブジェクトのデータ フォークのサイズが表示されます。

フォルダおよびディレクトリの場合は 0 バイトです。ファイルの場合は、ファイ

ルのサイズです。 

[バックアップ日]  このインスタンスが作成された日付と時刻。 

[変更日]  オブジェクトが最後に変更された時刻。この情報は、オブジェクトが

バックアップされるときに、オペレーティング システムから記録されます。 

[物理ストリーム id]  インスタンスを管理するために NovaNET で使用される内部

データを示します。 

[インスタンス フラグ]  インスタンスを管理するために NovaNET で使用される

内部データを示します。 

[ストリーム フォーマット]  このインスタンスが記録される形式を示します。ス

トリーム フォーマットは、[高度なオプション...] ウィンドウによりコントロール

されます。この情報は、あるオペレーティング システムから別のオペレーティ

ング システムにオブジェクトを転送する場合に使用できます。ストリーム 
フォーマットは、インスタンスの作成時にだけ設定でき、回復時には設定できま

せん。 
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[圧縮タイプ]  バックアップ ジョブの [オプション] タブに圧縮の設定が表示され

ます。 

[暗号化タイプ]  (将来の使用のために予約されています。) 

[開始位置]  インスタンスを管理するために NovaNET で使用される内部データを

示します。 

[インスタンス id]  インスタンスを管理するために NovaNET で使用される内部

データを示します。 

[オブジェクト id]  インスタンスを管理するために NovaNET で使用される内部

データを示します。 

 

詳細情報... 参照トピック... 

インスタンスの選択 第 5 章「ファイルとインスタンスの選
択」の「回復ジョブにファイルのインス
タンスを選択する」 

フィルタを使ってインスタンスを選択す

る 

第 5 章「ファイルとインスタンスの選
択」の「バックアップ範囲」 
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[ローダー テスト] タブ 

対象オブジェクト  オートローダ 

[ローダー テスト] タブを使用すると、関連するデバイスにメディアをロードし

たり、アンロードするためのオートローダの機能をテストすることができます。 

[開始] をクリックしてテストを開始します。[停止] をクリックしてテストを終了

します。 

 [ローダー テスト]  
タブ 

 

[ステータス]  オートローダの現在の動作に関する情報メッセージが表示されま

す。 

[合計移動回数]  現在のテストで実行されたメディアのロードおよびアンロード

の合計移動回数。 
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[ログオン コントロール] タブ 

対象オブジェクト  ユーザ オブジェクト 

[ログオン コントロール] タブは、現在の NovaNET データベース ゾーンへの

ユーザのログオンを管理します。また、パスワードが必要かどうか、パスワード

変更の強制とその時期、アカウントの有効期限、およびユーザのネットワーク接

続数についても管理します。 

 [ログオン コントロール] 
タブ 

 

有効期限 

現在のアカウントの有効期限を管理します。ユーザ アカウントは指定した日に

有効期限切れにできます。また、手動で無効にすることもできます。 

[アカウント無効]  アカウントの有効期限が切れるとチェック ボックスがオンに

なります。 

[アカウントの有効期限日]  アカウントがアクティブでなくなる日付を指定しま

す。アカウントの期限が切れると、そのアカウントは NovaNET によって無効に

され、[アカウント無効] チェック ボックスがオンになります。アカウントの切

れたユーザは、[アカウント無効] チェック ボックスをオフにするまでログオン

できません。 
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無効にしたアカウントをアクティブに戻すには、[アカウント無効] チェック 
ボックスをオフにし、[アカウントの有効期限日] を変更します。 
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接続 

使用可能なマシンと 1 人のユーザの同時ログオンを管理します。 

[同時接続数]  1 人のユーザが異なるマシンから同時にログオンできる数を管理

します。たとえば [同時接続数] が 5 に設定されていると、5 つまでの異なるマシ

ンから同時に NovaNET へログオンできます。 

[ユーザがログオン可能なマシン]  ユーザが NovaNET にログオン可能なマシンが

一覧表示されます。マシンが一覧に表示されていないマシンから NovaNET にロ

グオンすることはできません。マシンを追加するには、[追加...] をクリックして、

[参照] ウィンドウから適切なマシンを選択します。マシンを削除するには、マシ

ンを選択し、[削除] をクリックします。 

メモ  マシンが 1 つも表示されていない場合、ユーザはどのマシンからでもログ

オンできます。 

猶予ログオン 

パスワードの有効期限が切れた後、ユーザが NovaNET にログオンできる回数を

管理します。たとえば [猶予ログオンを許可] チェック ボックスがオンになって

いて、[猶予ログオンの残り回数] が 2 に設定されている場合、パスワード失効後

も 2 回ログオンできますが、3 回目のログオンでは、ユーザはパスワードを変更

する必要があります。 

メモ  パスワードが不要である場合、つまり [パスワード要] チェック ボックスが

オフになっている場合は、猶予ログオンは機能しない点に注意してください。 

[猶予ログオンを許可]  オンになっている場合、ユーザは古いパスワードの有効

期限が切れた後もログオンすることができます。 

[猶予ログオンを制限]  許可された猶予ログオンの最大数が表示されます。たと

えば、2 に設定されている場合、ユーザは期限の切れたパスワードを使用して 2 
回ログオンできます。 

[猶予ログオンの残り回数]  残っている猶予ログオン回数が表示されます。ユー

ザが有効期限の切れたパスワードでログオンすると、この数字は NovaNET に
よって自動的に調節されます。これは手動で設定することもできます。 
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パスワード 

ユーザがログオンするときにパスワードを使用する必要があるかどうかを管理し

ます。 

[パスワード要]  オンになっている場合、NovaNET はユーザにパスワードの使用

を要求します。 

メモ  [パスワード要] チェック ボックスをオフにしても、ユーザがパスワードを

持っている場合は、NovaNET でユーザのパスワードの入力が引き続き要求され

ます。 

[パスワードの最小長]  パスワードの最小長を指定します。 

[固有のパスワードが必要]  オンになっている場合、NovaNET は、ユーザが以前

に使用したことのない新しいパスワードのみを受け付けます。 

[定期的なパスワード変更を強制]  オンになっている場合、ユーザも NovaNET 
管理者も [変更を強制するまでの日数] 設定と [パスワードの有効期限] 設定の期

間ごとにパスワードを変更する必要があります。 

[変更を強制するまでの日数]  パスワードの強制変更から次の変更までの間隔を

指定します。 

[パスワードの有効期限]  [変更を強制するまでの日数] のパラメータに基づいて、

次のパスワード有効期限日を計算します。 

[ユーザにパスワード変更を許可] オンになっている場合、ユーザは自分でパス

ワードを変更することができます。 

ヒント  NovaNET 管理者は、ユーザの現在のパスワードを知らなくてもユーザの

パスワードを変更できます。NovaNET によって古いパスワードの入力を求めら

れることもありません。これは、ユーザが自分のパスワードを忘れた場合に役に

立ちます。 

詳細情報... 参照トピック... 

新規ユーザの設定 第 11 章「高度な権限とセキュリティ」
の「ユーザの設定」 
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[ログ] タブ 

対象オブジェクト  バックアップ ジョブ、回復ジョブ、検証ジョブ 

[ログ] タブには、現在のジョブで利用可能なログが表示されます。 

NovaNET は、ジョブの [オプション] タブの [ログ オプション] に従って各ジョブ

のログを作成します。ジョブ実行後にこのログを表示、印刷して、ファイルの

バックアップや回復、検証が正常終了したか、または失敗したかを確認できます。 

 [ログ] タブ 

 

[このオブジェクトのログ]  このジョブについて利用可能なログが一覧表示され

ます。 

[表示]  ログを選択してクリックすると、指定されたテキスト エディタでファイ

ルが開きます(使用するテキスト エディタは、[基本設定] ウィンドウで指定して

ください)。テキスト エディタからログを印刷できますが、ログによっては非常

に長いものがあるので、印刷前にドキュメントの長さを確認してください。 

[印刷]  ログを選択してクリックすると、ログが印刷されます。ログによっては

非常に長いものがあるので、印刷前にドキュメントの長さを確認してください。 

[削除]  １ つまたは複数のログを選択してクリックすると、削除されます。 

メモ  ジョブあたりの最大ログ数は 64 です。この値を超えた場合は、NovaNET 
は最も古いログから順に上書きします。 
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詳細情報... 参照トピック... 

ログの作成 第 7 章「ジョブ オプション」の「ログ 
オプション」 

ジョブ ログへのアクセスと印刷 第 8 章「ジョブの実行」の「ジョブ ロ
グ」 

テキスト エディタの指定 第 12 章「オブジェクトおよびプロパ
ティ リファレンス」の「[基本設定] 
ウィンドウ」 
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[メディア コントロール] タブ 

対象オブジェクト  メディア 

[メディア コントロール] タブには、NovaNET によってデータベースに保存され

ている現在のメディアに関する情報が表示されます。 

 [メディア  
コントロール]  
タブ 

 

[最初のフォーマット日]  現在のメディアが最初にフォーマットされた日付と時

刻を示します。 

[最終フォーマット日]  現在のメディアが最後にフォーマットされた日付と時刻

を示します。 

[最後の読み込み日]  現在のメディアが最後に読み込まれた日付と時刻を示しま

す。回復ジョブや検証ジョブ、またはバックアップ ジョブの検証パスでファイ

ルが最後に読み込まれた日付に一致します。 

[読み込みメガバイト] 最後の検証ジョブや回復ジョブで読み込まれたメガバイト

数の合計を示します。 

[読み込み回数]  このメディアが読み込まれた合計回数を示します。この数字は

メディアが上書きされてもリセットされません。 

[最終書き込み日]  現在のメディアが最後に書き込まれた日付と時刻を示します。

バックアップ ジョブでファイルがメディアに書き込まれた日に一致します。 
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[書き込みメガバイト]  メディアが使用可能な限り、このメディアに対して書き

込まれたデータの総メガバイト数を示します。 

[書き込み回数]  このメディアへの書き込みの合計回数を示します。この数字は

メディアが上書きされてもリセットされません。 

[セッション数]  このメディアが使用されたジョブの数を示します。この数字は

メディアが上書きされるたびにリセットされます。一般的には、メディアに現在

保存されているバックアップ ジョブの数で、最初の上書きジョブとそれ以降の

追加ジョブも含まれます。 

[現在のキロバイト]  最終バックアップ ジョブでこのメディアに書き込まれた

データ量をキロバイト単位で示します。この数字はテープが上書きされるとリ

セットされます。 

[メディア識別子]  NovaNET 内部でデータベースに存在するメディアのトラッキ

ングに使用される固有な数を示します。 

[メディア ボリューム タグ]  物理メディアのボリューム タグを示します。一般的

に、この数字はメディアのバー コード番号と等しくなります。メディアの識別

のために、光学リーダを使用するデバイスによって使用されます。これは、ボ

リューム タグに対応したデバイスで使用するメディアだけで利用できます。 

詳細情報... 参照トピック... 

メディアのフォーマット 第 9 章「[メディア]、[デバイス]、およ
び[データベース] タブ」の「新規メ
ディアの作成」 
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[メンバ] タブ 

対象オブジェクト  グループ オブジェクト 

[メンバ] タブには、グループのメンバであるユーザが表示されます。このタブを

使用してグループにメンバを追加したり、グループからメンバを削除します。

ユーザのグループ メンバシップを使用して有効な権限が計算されます。有効な

権限の詳細については、第 11 章「高度な権限とセキュリティ」の「有効な権

限」を参照してください。 

 [メンバ] タブ

 

[このグループに属しているメンバー]  このウィンドウには、グループのメン

バーであるユーザが表示されます。 

[このグループに属していないメンバー]  このウィンドウには、グループのメン

バーではないユーザが表示されます。 

[追加]  ユーザをグループに追加するには、右側のウィンドウでユーザを選択し、

[追加] をクリックします。ユーザが左側のウィンドウに移動されます。 

[削除]  グループからユーザを削除するには、左側のウィンドウでユーザを選択

し、[削除] をクリックします。ユーザが右側のウィンドウに移動されます。 

詳細情報... 参照トピック... 

グループにユーザを追加する 第 11 章「高度な権限とセキュリティ」
の「[グループ] タブ」、「ユーザ オブ
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ジェクト」 

有効な権限の計算 第 11 章「高度な権限とセキュリティ」
の「有効な権限」 
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[オプション] タブ 

対象オブジェクト  バックアップ ジョブ、回復ジョブ、検証ジョブ 

ジョブのプロパティ シートの [オプション] タブで、NovaNET によるバックアッ

プ、回復、検証ジョブの実行に重要なさまざまなパラメータを管理します。 

[ オプショ ン ] 

タブ 

 

パス数 

NovaNET がファイルへのアクセスを試行する回数を指定します。既定値は 3 で
す。 

現在使用中のファイルを使用する必要がある場合、NovaNET はユーザがファイ

ルでの作業を終えるまで待機します。NovaNET がファイルを開こうとすること

は "パス" と呼ばれます。 

バックアップ ジョブでは、1 度目のパスでファイルをバックアップできなかった

場合、NovaNET はそれ以降のパスでファイルをバックアップしようと試みます。

最後のパスでは、NovaNET は共有モードでファイルを開きます。 
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パス間の遅延 

次のパスを試行するまでに NovaNET が待つ秒数を指定します。これまでの使用

経験から、最終パスで開かれているファイルが多いと分っている場合は、このパ

ラメータを増やしてください。 

ログ オプション 

NovaNET が保持する現在のジョブのログの種類を指定します。ログ オプション

は、[なし]、[失敗時のみログ]、[完了時のみログ]、または [すべてログ] のいず

れかです。 

ジョブ実行後にこのログを表示、印刷して、どのファイルのバックアップや回復、

検証が正常終了したか、または失敗したかを確認できます。既定値は [失敗時の

みログ] で、正常にバックアップ、回復、あるいは検証されなかったファイルが

すべてログに記録されます。 

[なし]  NovaNET に指示して、バックアップ ジョブ実行時にログを記録しません。 

[失敗時のみログ]  NovaNET に指示して、選択したファイルで、何らかの理由で

正常にバックアップ、回復、あるいは検証されなかったファイルの名前をすべて

ログに記録します。 

[完了時のみログ]  NovaNET に指示して、選択したファイルと、正常にバック

アップ、回復、あるいは検証されたファイルの名前をログに記録します。 

[すべてログ]  NovaNET に指示して、選択したファイルの名前と、そのファイル

が正常にバックアップ、回復、あるいは検証されたかどうかをログに記録します。 

バックアップ モード 

(バックアップ ジョブのみ) 

全ファイルをバックアップするか、変更されたファイルだけをバックアップする

かを指定します。スケジュールされた自動ローテーション ジョブの場合は、

NovaNET は [スケジュール] タブで示されている各バックアップ セットのバック

アップ モードを使用します。スケジュールされていないジョブや手動ジョブの

場合は、NovaNET はユーザが設定するパラメータを使用します。 

バックアップ モードは、[フル]、[増分]、[差分] または [スナップショット] のい

ずれかです。 
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[フル]  NovaNET に指示して、選択した全ファイルをバックアップします。

NovaNET は各ファイルについて、ストレージ管理データベース内の増分ビット

およびディスク上のアーカイブ ビットをリセットします。  

[差分]  NovaNET に指示して、選択したファイルのうち、最後のフル バックアッ

プ以降に変更されたファイルをバックアップします。ファイルが変更されている

場合は、その差分ビットが送信されます。NovaNET はビットをリセットしませ

ん。 

[増分]  NovaNET に指示して、選択したファイルのうち、最後のバックアップ以

降に変更されたファイルをバックアップします。NovaNET は各ファイルについ

て、ストレージ管理内の増分ビットおよびディスク上のアーカイブ ビットをリ

セットします。 

[スナップショット]  NovaNET に指示して、選択した全ファイルをバックアップ

します。スケジュールされている将来のジョブへの影響はありません。各ファイ

ルのバックアップ終了後も、アーカイブ ビットのチェックは変更されません。 

変更モード 

(バックアップ ジョブのみ) 

ジョブで使用する予定のメディアが見つからなかった場合に NovaNET で実行さ

れるアクションを指定します。NovaNET のジョブ実行時に特定のメディアを使

用するとき、NovaNET はネットワークをスキャンしてこのメディアを持つデバ

イスを検索します。予期するメディアが見つからなかった場合の応答方法を、

[変更モード] パラメータで指定します。 

変更モードは、[デバイスをスキップ]、[強制追加]、または [プロンプト] のいず

れかです。 

[デバイスをスキップ]  NovaNET に指示して、指定したデバイスをスキップし、

適切なメディアを持つデバイスをネットワークで検索します。NovaNET は正し

いメディアが見つかるまでスキャンを続行します。結果として、正しいメディア

が見つからない場合、ジョブは決して実行されません。 

[強制追加]  NovaNET に指示して、指定されたバックアップ デバイスで見つかっ

たメディアにデータを追加します。正しいメディアが見つからない場合、

NovaNET は利用可能なメディアにデータを追加します。ジョブを完了するのに

十分なスペースがメディアにある場合にこのオプションを設定すると、確実に

ジョブを実行できます。 
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[プロンプト]  NovaNET に指示して、希望のメディアのスキャンを続行し、適切

なメディアが見つからなかった場合は、警告アラートを送信します。このオプ

ションを設定すると、予期したメディア以外のメディアではジョブを実行できま

せん。また、適切なメディアを含む可能性があるその他のデバイスは検索されま

せん。 

上書きモード 

(バックアップ ジョブのみ) 

メディア上の古いデータを新しいデータで "上書き" するか、または新しいデー

タを古いデータの "最後に追加" するかを指定します。メディアに上書きすると、

メディアに保存されていた以前のデータは失われます。データの追加では古い

データは保持されます。 

スケジュールされた自動ローテーション ジョブでは、NovaNET の既定値は [全
テープを上書き] です。スケジュールされていないジョブや手動のジョブでは、

NovaNET はユーザが設定したパラメータを使用します。 

書き込みモードは、[全テープに追加します]、[最初のテープに追加、他は上書

き]、または [全テープを上書き] のいずれかです。 

[全テープに追加します]  NovaNET に指示して、すべてのデータをメディアの最

後に追加します。データは上書きされません。確実な格納のためには、このパラ

メータを選択してください。 

[最初のテープに追加、他は上書き] NovaNET に指示して、データを最初のメ

ディアの最後に追加しますが、それ以降の全メディアは上書きします。たとえば、

NovaNET は挿入されている最初のテープは上書きしませんが、2 番目、3 番目、

および最後のテープは上書きします。このパラメータは、不要な古いデータが

入ったメディアのセットがある場合に役に立ちます。このオプションを選択する

と、NovaNET によって最初のメディアの最新データは保持されますが、それよ

り古い不要なメディアは上書きされます。 

[全テープを上書き] NovaNET に全メディアの上書きを指示します。上書きされ

たメディア上のデータはすべて失われます。したがって、このオプションは再利

用するテープに対して使用してください。 

自動検証モード 

(バックアップ ジョブおよび検証ジョブ) 
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ファイルが正しくバックアップされたかどうかを調べます。NovaNET はファイ

ルを元のファイルと比較します。 

自動検証モード は、[検証なし]、[フル検証]、または [クイック検証] のいずれか

です。 

[検証なし]  NovaNET に指示して検証手順を省略します。このパラメータはお勧

めしません。 

[フル検証]  NovaNET に指示して、メディア上の選択ファイルをワークステー

ションやファイル サーバの元のファイルと比較します。既定のオプションを使

用することを強くお勧めします。 

[クィック検証]  NovaNET にテープにバックアップされたすべてのファイルが読

み取り可能な状態であることを確認させます。このデータが正しいかどうかは確

認させず、テープに （間違って、あるいは正しく） 格納されたデータが読み取

り可能であるかどうかだけを確認します。このオプションを選択すると時間を節

約できますが、お勧めしません。 

圧縮タイプ 

(バックアップ ジョブのみ) 

NovaNET による圧縮方法や、ファイルやディレクトリの圧縮の維持方法を制御

します。 

圧縮タイプは、[なし]、[標準]、[システム]、または [両方] のいずれかです。 

[なし]  NovaNET に指示して、すべてのデータを圧縮しない形式でテープに書き

込みます。圧縮形式でディスクに保存されているファイルは、書き込みの前に圧

縮解除されます。このオプションは、デバイスがハードウェア データ圧縮に対

応していて、ファイルを別のオペレーティング システムに回復する場合に役に

立ちます。 

[標準]  NovaNET に指示して、すべてのデータを NovaNET 圧縮形式でテープに

書き込みます。圧縮形式でディスクに保存されているファイルは、NovaNET で
再圧縮される前に圧縮解除されます。このオプションは、テープ デバイスが

ハードウェア データ圧縮に対応していない場合に、ファイルを別のオペレー

ティング システムに回復するのに役立ちます。 
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[システム]  NovaNET に指示して、すべてのデータをディスクで保存されている

モードと同じモードでテープに書き込みます。ファイルが圧縮形式でディスクに

保存されている場合、NovaNET はホスト側の圧縮形式でデータを書き込みます。

ディスク上で圧縮されていないファイルは、NovaNET によって無圧縮形式で

テープに保存されます。このオプションは、ハードウェアがデータ圧縮に対応し

ていて、ファイルを同じオペレーティング システムに回復する場合に役に立ち

ます。このオプションを使用すると、パフォーマンスも向上します。 

メモ  バックアップ デバイスがハードウェア圧縮をサポートしている場合は、必

ず [システム] オプションを選択してください。次に、[高度なオプション] ウィ

ンドウで [ハードウェア圧縮] を有効にしてください。 

[両方]  NovaNET に指示して、圧縮されたデータをすべて圧縮形式で書き込みま

す。圧縮されていないファイルはすべて NovaNET 圧縮形式で保存されます。こ

のオプションは、ハードウェアがデータ圧縮に対応していない場合に、ファイル

を同じオペレーティング システムに回復するのに役立ちます。 

自動フォーマット モード 

(バックアップ ジョブのみ) 

NovaNET でメディアを自動的にフォーマットするかどうかを指定します。 

メディアは、データを書き込む前にフォーマットされている必要があります。メ

ディアをフォーマットすると、メディア上のデータは失われます。テープやそれ

以外のメディアは、NovaNET で認識できない場合、つまりその特定のメディア

についてストレージ管理データベースに情報がない場合にフォーマットされます。

これが発生するのは、メディアが空の場合、消去された場合、初めて使用される

場合、またはデータベースから削除された場合です。 

自動フォーマット モードは、[オート フォーマットなし]、[ブランク メディアを

オート フォーマット]、または [すべてオート フォーマット] のいずれかです。 

[オート フォーマットなし]  NovaNET に指示して、空であるかまたは認識できな

いためにフォーマットが必要なメディアが見つかった場合、[アラート] ウィンド

ウにアラートを送信します。ユーザの応答を待つ間に、NovaNET はネットワー

ク上に予期したメディアを持つデバイスがないかスキャンします。このモードが

選択されている場合、NovaNET は認識できないメディアを初期化する前に、警

告に対する応答を待ちます。 
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[ブランク メディアをオート フォーマット]  NovaNET に指示して、すべての新

しいメディアや空メディアを自動的にフォーマットします。ただし、NovaNET 
で認識できないメディアが見つかった場合は、[アラート] ウィンドウにアラート

が送信され、予期したメディアがネットワーク上にないかスキャンされます。こ

のパラメータは、空メディアをフォーマットする場合に不要な問い合わせが行わ

れないのに加え、メディアを誤ってフォーマットしてデータが破壊されるのを防

ぐのに役立ちます。 

[すべてオート フォーマット]  NovaNET に指示して、テープ ドライブに挿入さ

れたメディアがフォーマットを必要とする場合、すべてのメディアを自動的に

フォーマットします。このパラメータを選択すると、NovaNET によってすべて

の新しいメディアまたは空メディアと、認識できないメディアが自動的にフォー

マットされます。 

新規メディアの場所 

(バックアップ ジョブのみ) 

ジョブ実行時に作成される新規メディアが NovaNET によって格納されるフォル

ダを指定します。既定では、NovaNET は現在のユーザ/グループ フォルダにメ

ディアを格納し、そのメディアは [メディア] タブと [データベース] タブ上に表

示されます。ユーザ/グループ フォルダの中の個別のメディア フォルダにメディ

アを格納することもできます。 

[参照...] をクリックして、新規メディアを格納するフォルダを選択します。次に、

[参照] ウィンドウでフォルダを選択します。フォルダが存在しない場合は、[メ
ディア] タブを使用して先に作成しておきます。次に [新規メディアの場所] を選

択します。 

NovaNET がスケジュールされた自動ローテーション ジョブを実行するときは、

ジョブの新しいメディア フォルダを自動作成します。フォルダはジョブ名とそ

のジョブのローテーション セットごとにまとめられます。手動でフォルダを作

成する必要はありません。NovaNET が自動的に作成します。 

メモ  手動のジョブに対しては、新規メディア フォルダは自動的に作成されませ

ん。 

新規メディア名 

(バックアップ ジョブのみ) 
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ジョブ実行時に NovaNET によって作成される新規メディアに付ける名前を指定

します。スケジュールされた自動ローテーション ジョブでは、このパラメータ

は NovaNET によって自動更新され、ローテーション スケジュール中のメディア

の位置と一致します。たとえば、年次ローテーション セットの最初のメディア

には、NovaNET によって "年次セット 1:1" という名前がつけられます(これはメ

ディアが年次バックアップで使用され、最初のセットの最初のテープであったこ

とを意味します)。 

手動ローテーションおよびスケジュールされていないジョブについては、

NovaNET によって作成された新規メディアにこのフィールドに表示された名前

が割り当てられます。これは、"強制" 実行された自動ローテーション ジョブで

も同様です。 

デバイス 

バックアップ ジョブ、回復ジョブおよび検証ジョブを実行する場合に NovaNET 
で使用されるテープ ドライブやそれ以外のリムーバブル メディアを指定します。 

NovaNET によって設定されるこのパラメータの既定値は、ネットワーク コンテ

ナです。ジョブ実行時には、NovaNET がネットワーク上で見つけたデバイスが

使用されます。ストレージ管理ゾーンにデバイスが １ 個しかない場合、あるい

は 1 個のデバイスにしかパーミッションがない場合、このパラメータを変更する

必要はありません。 

ネットワークにいくつかのデバイスがあり、特定のデバイスを選択することが必

要な場合、[デバイス] ボックスでデバイスを選択してジョブが使用すべきデバイ

スを指定してください。マシンに 1 つしかデバイスがない場合はデバイスを選択

する必要はありません。マシンだけを選択してください。 

[デバイス] ボックスに表示されないデバイスを使用するには、[追加...] をクリッ

クして、[参照] ウィンドウで新しいデバイスを選択します。次に、[デバイス] 
ボックスで不要なネットワーク コンテナを選択し、[削除] をクリックして削除

を確認します。 

メディア 

(バックアップ ジョブのみ) 

テープやそれ以外のリムーバブル メディアが格納されるメディア フォルダを指

定します。NovaNET は、ここを参照してジョブで使用するメディアを選択しま

す。 
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既定のフォルダは現在のユーザ/グループ フォルダです。別のフォルダのメディ

アを使用する場合は、[メディア] ボックスからフォルダを選択して指定します。 

[メディア] ボックスに表示されないフォルダを使用するときは、[追加...] をク

リックして、[参照] ウィンドウで新しいフォルダを選択します。 

メディア パスワード… 

(バックアップ ジョブのみ) 

ジョブで新しいメディアが作成される場合、そのメディアにパスワードを割り当

てることができます。パスワードを割り当てると、別の NovaNET ストレージ管

理データベースへのメディアのインポートを防止することができます。これは総

合的なセキュリティ計画からも重要な部分です。 

ジョブで新しいメディアにパスワードを割り当てるには、[メディア パスワー

ド...] をクリックしてパスワードを入力し、確認します。 

パスワードを割り当てられるのはメディアのフォーマット時だけです。また、メ

ディア パスワードはメディアをインポートするときだけ必要です。 
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詳細情報... 参照トピック... 

ジョブ オプションの設定 第 7 章「ジョブ オプション」の「ジョブ 
オプション」 

バックアップ モード 第 6 章「ジョブのスケジューリング」の
「「バックアップ モード」 

メディアのフォーマット 第 9 章「[メディア]、[デバイス]、および
[データベース] タブ」の「新規メディアの
作成」 
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[権限] タブ 

対象オブジェクト  全データベース オブジェクト 

ユーザ オブジェクトやグループ オブジェクトの場合、[権限] タブには現在の

ユーザやグループが権限を持つオブジェクトが一覧表示されます。それ以外のオ

ブジェクトの場合は、現在のオブジェクトに対する権限を持つユーザまたはグ

ループが表示されます。 

このタブを使って、ユーザまたはグループにオブジェクトへの権限を与えます。

権限の付与は、データベース オブジェクトのプロパティ シート、またはユーザ

やグループのプロパティ シートから行うことができます。どちらの方法でも、

権限は対応する適切なオブジェクトの [権限] タブに表示されます。たとえば、

Galen Clark というユーザのプロパティ シートの [権限] タブから、ボリューム C: 
への権限を彼に与えると、ボリューム C: のプロパティ シートの [権限] タブに、

権限を持つユーザとして Clark が表示されます。また、ボリューム C: のプロパ

ティ シートから Clark に権限を与えると、Clark の [権限] タブに適切な権限が表

示されます。 

ユーザは、そのユーザの [権限] タブに表示されたオブジェクトに対してだけ直

接権限を持つ点に注意してください。他のオブジェクトへのそれ以外の全権限は、

継承権限、同等、あるいはグループに基づいて計算されます。 

 [権限] タブ
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[このオブジェクトに権限をもつユーザまたはグループ]  現在のオブジェクト (グ
ループまたははユーザ オブジェクト以外) に権限をもつユーザまたはグループが

一覧表示されます。 

ユーザまたはグループの権限を表示するには、ユーザまたはグループを選択する

と [権限] フィールドに権限が表示されます。 

ユーザまたはグループを追加するには、[追加] をクリックします。ユーザまたは

グループを削除するには、グループまたはユーザを選択し、[削除] をクリックし

ます。 

[ユーザまたはグループが許可を持つオブジェクト]  現在のユーザまたはグルー

プが許可を持つオブジェクトが一覧表示されます。これはグループおよびユーザ 
オブジェクトにのみ適用されます。 

特定のオブジェクトに対して各ユーザまたはグループが持つ許可を確認するには、

オブジェクトを選択すると、そのオブジェクトに対する許可が [権限] フィール

ドに表示されます。 

ユーザやグループに新規オブジェクトへの権限を与えるには、[追加...] をクリッ

クして適切な権限を選択します。オブジェクトへの権限を終了するには、オブ

ジェクトを選択して [削除] をクリックします。 

[権限]  ハイライト表示されたオブジェクト、ユーザまたはグループに許可され

ている権限を示します。権限を付与したり制限するには、適切なチェック ボッ

クスをオンまたはオフにします。 

詳細情報... 参照トピック... 

有効な権限の計算 第 11 章「高度な権限とセキュリティ」
の「有効な権限」 

ユーザへの権限の割り当て 第 11 章「高度な権限とセキュリティ」
の「[権限] タブ」、「ユーザ オブジェ
クト」 

グループへの権限の割り当て 第 11 章「高度な権限とセキュリティ」
の「[権限] タブ」、「グループ オブ
ジェクト」 

異なる種類の権限 第 11 章「高度な権限とセキュリティ」
の「権限リファレンス」 



第 12 章—  オブジェクトおよびプロパティ リファレンス 301 

 

[Ping テスト] タブ 

対象オブジェクト  マシン 

マシンの [Ping テスト] タブを使用して、ネットワーク上でエコー パケットが往

復するのにかかる時間を測定します。パケットは、NovaNET が現在実行されて

いるマシンからプロパティ シートが開いているマシンへ送信されます。 

[開始] をクリックしてテストを開始します。[停止] をクリックしてテストを終了

します。 

 [Ping テスト]  
タブ  

[Ping 状態] フィールドには、テストの結果が表示されます。 

[パケット番号]  テストのこの時点までに一方のマシンから他方のマシンに送信

されたデータ パケットの数を示します。 

[往復時間 (ミリ秒)]  エコー パッケージとが 2 台のマシン間を往復するのに要す

る平均時間を示します。 
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[基本設定] ウィンドウ 

[基本設定] ウィンドウを使用して、ユーザ インターフェイスを管理する特定の

オプションを設定します。 

 [基本設定]  
ウィンドウ 

 

確認 

特定のコマンドを完了する前に NovaNET でプロンプトを表示するかどうか指定

できます。 

[オブジェクト削除時に確認]  オンになっている場合、オブジェクトを削除する

ときに NovaNET で [削除の確認] ウィンドウが表示されます。データベース オ
ブジェクトを削除する前にユーザによる確認を求めます。 

[オブジェクト移動時に確認]  オンになっている場合、オブジェクトを移動する

ときに NovaNET で [移動の確認] ウィンドウが表示されます。データベース オ
ブジェクトを移動する前にユーザによる確認を求めます。 

[オブジェクト コピー時に確認]  オンになっている場合、コピーしたオブジェク

トを貼り付けるときに NovaNET で [コピーの確認] ウィンドウが表示されます。

データベース オブジェクトをコピーする前にユーザによる確認を求めます。 
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ツリー表示 

階層状のツリー表示で、コンテナ内の別のコンテナの有無を NovaNET で計算す

るかどうかを指定します。また、別のコンテナが含まれていないなどの理由で展

開できないコンテナの隣にも、NovaNET で [ツリー展開] アイコンを表示するか

どうかも指定します。 

[スマート拡張可能インジケータ]  オンになっている場合、NovaNET によって階

層ツリー表示内のすべてのコンテナが検索されます。別のコンテナが含まれてい

ない場合は、[ツリー展開] アイコンは表示されません。 

オフになっている場合は、NovaNET では各コンテナに [ツリー展開] アイコンが

表示されます。[ツリー展開] アイコンをクリックすると、NovaNET は、コンテ

ナに他のコンテナが含まれているかどうかのみを調べます。この場合、[ツリー

を展開] アイコンは、必ずしもコンテナ内に別のコンテナがあることを表してい

るとは限りません。階層ツリーをすばやく表示するには、このオプションをオフ

にします。 

テキスト エディタ 

NovaNET がログの表示に使用するテキスト エディタ (ワード プロセッサ) を指

定します。[ログ] タブでジョブのログを選択して [表示] をクリックすると、指

定したテキスト エディタを使って NovaNET でログが開かれます。テキスト エ
ディタは、テキスト エディタの実行コマンドを入力するか、または [参照] をク

リックして別のテキスト エディタを選択することで変更できます。Windows の
既定のテキスト エディタはメモ帳です。 

 

 
[ツリー展開] 
アイコン 
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[クエリ] ウィンドウ 

対象オブジェクト  すべてのストレージ管理データベース オブジェクト 

[クエリ] ウィンドウを使用して、[データベース] タブに表示するファイルを並べ

替えます。指定した選択基準に一致しないファイルは、除外または "フィルタ ア
ウト" されます。 

選択フィルタは、通常 [データベース] タブに表示されるボリューム、フォルダ、

ファイルのすべてに適用されます。別のフォルダやボリュームに別のフィルタを
適用することはできません。NovaNET では選択フィルタを使用してファイルが

並べ替えられ、選択基準に一致するファイルだけが表示されます。 

[クエリ]  
ウィンドウ 

 

[バックアップ範囲]  バックアップ日に従ってファイルが表示されます。バック

アップ日は、ファイルがバックアップされるたびに割り当てられます。ファイル

のバックアップ日は、ファイルが最後にバックアップされた日付と同じです。 
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[範囲変更]  変更日に従ってファイルが表示されます。ファイルが変更されると、

ファイルの変更日が更新されます。このフィルタを使うと、変更日が基準に一致

するファイルを表示できます。NovaNET によってボリュームのディレクトリ情

報がチェックされ、ファイルをジョブに含めるかどうかが判断されます。 

[作成範囲]  作成日に従ってファイルが表示されます。ファイルを作成すると、

ファイルに作成日が割り当てられます。このフィルタを使うと、基準に一致する

ファイルだけを表示できます。NovaNET によって、ボリュームのディレクトリ

に保存された各ファイルの作成日がチェックされ、ファイルが並べ替えられます。 

[削除範囲]  削除日に従ってファイルが表示されます。 

バックアップされたファイルがバックアップ後に削除されると、NovaNET に
よって削除されたことを示すマークがファイルに付けられ、削除日が割り当てら

れます。このフィルタから NovaNET に指示が出され、選択基準に一致する削除

日を持つファイルだけが表示されます。削除されていないファイルには削除日は

ありません。またこのフィルタでは表示されません。 

[アクセス範囲]  アクセス日に従ってファイルが表示されます。ファイルが読み

込まれると、変更の有無には関係なく、オペレーティング システムによって

ファイルのアクセス日が更新されます。この情報を使って、ファイルの選択と

フィルタリングが可能です。 

[サイズ範囲]  サイズに従ってファイルが表示されます。 

[インスタンス範囲]  インスタンス日付に従ってファイルが表示されます。

NovaNET でファイルがバックアップされると、そのファイルの新規インスタン

スが作成され、インスタンス日付が割り当てられます。 

[ワイルドカード タイプ]  [必ず一致] および [一致しない] フィルタで使用される

ワイルドカードの形式が表示されます。DOS、長形式、UNIX のいずれか 1 つの

ワイルドカード フォーマットから選択します。 

[必ず一致]  指定したワイルドカードに一致するファイルが表示されます。この

フィールドで指定したワイルドカードに一致するファイルだけが選択されます。 

スペースを入れずにセミコロン ";" で区切って、複数のワイルドカードを指定し

ます。そのワイルドカードのいずれか 1 つに一致するファイルが NovaNET に
よって表示されます。たとえば、[必ず一致] フィールドに「*.exe;*.doc」と入力

すると、拡張子が .exe あるいは .doc であるファイルが NovaNET によって表示さ

れます。 
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[一致しない]  指定したワイルドカードに一致するファイルは表示されません。

除外されます。スペースを入れずにセミコロンで区切って、複数のワイルドワー

ドを指定できます。複数のワイルドカードを指定すると、指定したワイルドカー

ドの 1 つに一致するファイルは NovaNET によって除外されます。 

[必要な属性]  オペレーティング システムで管理される属性に従ってファイルが

表示されます。 

オペレーティング システムは、属性と呼ばれるファイルの機能をトラッキング

して、ファイル管理に使用します。このフィールドである属性にチェックが付い

ていると、その属性を持つファイルだけが NovaNET で表示されます。 

複数の属性を選択した場合は、すべての必要な属性に一致するファイルだけが 
NovaNET で表示されます。 

属性には、特定のオペレーティング システムでしかサポートされないものがあ

るので注意してください。オペレーティング システム固有の属性を指定すると、

そのオペレーティング システムで作成されたファイルだけが表示されます。 

[除外属性]  指定されたオペレーティング システム属性を持つファイルは表示さ

れません。 

このフィールドは、指定した属性に一致するファイルが NovaNET によって除外

されるという点以外は、[必要な属性] フィールドと同様に動作します。 

複数の属性を選択した場合は、その属性のいずれか 1 つを持つファイルが 
NovaNET によって除外されます。たとえば、[隠しファイル] 属性と [システム] 
属性を選択すると、隠しファイル属性あるいはシステム属性を持つファイルは除

外されます。 

[親]  ディレクトリを表示するかどうかを指定します。 

このオプションがオンになっている場合、他の表示基準に一致するオブジェクト

のディレクトリが NovaNET によって表示されます。 

[子]  このオプションがオンになっている場合、選択したファイルが NovaNET で
バックアップおよび回復されます。ただし、マークを付けたディレクトリだけを

バックアップまたは回復する場合は、このオプションをオフにします。[子] 
チェック ボックスをオフにし、[親] チェック ボックスをオンにした場合、

NovaNET によってディレクトリ構造はバックアップされますが、ディレクトリ、

つまりフォルダ内に保存されたファイルはバックアップされません。 

[メディア]  このフィールドに表示されたメディア上に有効なインスタンスを持

つファイルが表示されます。 
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NovaNET では、ファイルのインスタンスとインスタンスが保存されたメディア

がトラッキングされています。この情報を使って、ファイルが存在するメディア

に従ってファイルを並び替えることができます。[メディア] フィールドでメディ

ア上にインスタンスを持つファイルだけが表示されます。[メディア] フィルタ 
フィールドに複数のメディアが表示されている場合は、一覧表示されたすべての

メディア上に有効なインスタンスを持つファイルだけが表示されます。 
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[スケジュール] タブ 

対象オブジェクト  バックアップ ジョブ、検証ジョブ、回復ジョブ 

[スケジュール] タブは、ジョブを実行する時間と頻度を管理します。 

 [スケジュール]  
タブ 

 

タイプ 

スケジュールのタイプを設定します。 

回復ジョブと検証ジョブについては、タイプは [スケジュールなし] あるいは [手
動] のいずれかです。バックアップ ジョブについては、8 種類の自動ローテー

ション スケジュールおよびカスタム スケジュールがあります。 

[スケジュールなし]  ジョブは実行指示を出したときだけ実行されます。ジョブ

の [オプション] タブで設定するパラメータが使用されます。 

[手動]  スケジューリング カレンダーが有効になり、ジョブの反復実行をスケ

ジュールできます。ジョブは、カレンダーに示された日に実行されます。ジョブ

の [オプション] タブで設定するパラメータが使用されます。セット カウント、

メディア ローテーション、メディア名、バックアップ モードは、ユーザが手動

で制御します。 
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[カスタム]  自動ローテーション スケジュールを有効にします。バックアップ 
ジョブだけが対象です。ジョブは、カレンダーでスケジュールされた日に実行さ

れます。ジョブがスケジュール実行されるときに、ジョブの [オプション] タブ

のパラメータ [バックアップ モード]、[書き込みモード]、[新規メディアの場所]、
および [新規メディア名] が、NovaNET によって自動的に更新されます。これら

のパラメータは、ユーザがジョブを手動で「強制」実行した場合は更新されませ

ん。ユーザが各セット タイプのセット カウントを指定することができますが、

これらの機能の実行は、NovaNET によって自動的に制御されます。最初の選択

時には、既定値として GFS–25 スケジュールが設定されます。 

[自動ローテーション スケジュール]  GFS 30 テープ、GFS 25 テープ、GFS 20 
テープ、シンプル 12 テープ、シンプル 11 テープ、シンプル 10 テープ、シンプ

ル 5 テープ、シンプル 4 テープの 8 種類の自動ローテーション スケジュールが

あります。バックアップ ジョブだけが対象です。ジョブはカレンダーでスケ

ジュールされた日に実行されます。ジョブがスケジュール実行されるときに、

ジョブの [オプション] タブのパラメータ [バックアップ モード]、[書き込みモー

ド]、[新規メディアの場所]、および [新規メディア名] が、NovaNET によって自

動的に更新されます。これらのパラメータは、ユーザがジョブを手動で "強制" 
実行した場合は更新されません。各セット タイプのセット カウントはあらかじ

め設定済みです。メディア ローテーションは NovaNET で自動的に制御されます。 

開始時間 

ジョブを実行する時刻を指定します。複数のジョブを同時に実行できます。 

日次、週次、月次、年次 

日次、週次、月次、および年次メディア セットそれぞれのバックアップ モード

とセット カウントが表示されます。[カスタム] スケジュールを選択すると、

バックアップ モードとセット カウントをユーザが設定できます。 

週末 

NovaNET で週次バックアップ ジョブのスケジューリングに使用される曜日を示

します。リスト ボックスを変更して、NovaNET で週次ジョブを実行する曜日に

一致させます。 
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詳細情報... 参照トピック... 

スケジュール タイプ間の相異点 第 6 章「ジョブのスケジューリング」の
「選択する内蔵スケジュール」 

スケジュールされたジョブを手動で強制

実行する 

第 8 章「ジョブの実行」の「スケジュー
ルされたジョブの強制実行」 

1 度だけ実行するジョブのスケジューリ

ング 

第 10 章「ヒント、テクニック、および
方法」の「一度だけ実行するジョブのス
ケジューリング」 

カレンダーを使った作業 第 6 章「ジョブのスケジューリング」の
「内蔵スケジュールの変更」 
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[選択] タブ 

対象オブジェクト  バックアップ ジョブ、回復ジョブ、検証ジョブ 

[選択] タブを使用して、現在のジョブで使用するファイルおよびインスタンスを

選択します。 

[選択] タブ 

 

NovaNET は、以下を使用して、すべてのジョブ タイプについて選択されたオブ

ジェクトを識別します。 

• 各選択されたオブジェクトについてボックスがオンになっているかどうか。 

• 1 つまたは複数のオブジェクトが選択されている各コンテナ (フォルダ、ボ

リューム、マシン、およびネットワーク) のボックスがグレー表示になって

いるかどうか。 

コンテナを選択する場合、コンテナ内のすべてのオブジェクトが選択されます。

マークがついているコンテナに新しくオブジェクトを追加した場合、これらのオ

ブジェクトもジョブの実行時に選択されます。 

コンテナにマークがなく、グレー表示でもない場合、このコンテナは選択されて

いません。またコンテナ内にも選択されているオブジェクトはありません。 

詳細情報... 参照トピック... 
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ジョブ対象ファイルのフィルタリングと

選択 

第 5 章「ファイルとインスタンスの選
択」 
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[選択フィルタ] ウィンドウ 

対象オブジェクト  バックアップ ジョブ、回復ジョブ、検証ジョブ 

[選択フィルタ] ウィンドウを使用して、ジョブに対する選択条件を指定します。

選択基準に一致しないファイルは、除外または "フィルタ アウト" されます。 

選択フィルタは、バックアップ対象マークの付いたボリューム、フォルダ、ファ

イルのすべてに適用されます。別のフォルダやボリュームに別のフィルタを適用
することはできません。フォルダやコンテナにバックアップ対象マークが付いて

いる場合、NovaNET は選択フィルタを使用してファイルの並べ替えを行い、選

択基準に一致しないファイルのマークを外します。NovaNET では、ファイルを
バックアップ セットに追加するときには選択フィルタは使用されません。 

フィルタ基準はマークの付いたファイルすべてに適用されます。マークを付けた

のがフィルタ基準の指定前か後かには関係ありません。選択フィルタ基準を指定

した後でも、ファイル、フォルダ、ボリュームのマークを付けたり外したりして、

バックアップ対象にできます。フィルタ基準はいつでも変更できます。新しい選

択フィルタは、NovaNET によってマークの付いたフォルダやファイルに自動的

に再適用されます。 

 [選択フィルタ] ウィンドウ  
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[バックアップ範囲]  バックアップ日に従ってファイルが選択されます。バック

アップ日は、ファイルがバックアップされるたびに割り当てられます。ファイル

のバックアップ日は、ファイルが最後にバックアップされた日付と同じです。 

[範囲変更]  変更日に従ってファイルが選択されます。ファイルが変更されると、

ファイルの変更日が更新されます。このフィルタを使うと、変更日が基準に一致

するファイルを選択できます。NovaNET によってボリュームのディレクトリ情

報がチェックされ、ファイルをジョブに含めるかどうかが判断されます。 

[作成範囲]  作成日に従ってファイルが選択されます。ファイルを作成すると、

ファイルに作成日が割り当てられます。このフィルタを使うと、基準に一致する

ファイルだけを選択できます。NovaNET によって、ボリュームのディレクトリ

に保存された各ファイルの作成日がチェックされ、ジョブ対象ファイルが並べ替

えられます。 

[削除範囲]  回復ジョブだけが対象です。削除日に従ってファイルが選択されま

す。 

バックアップされたファイルがバックアップ後に削除されると、NovaNET に
よって削除されたことを示すマークがファイルに付けられ、削除日が割り当てら

れます。このフィルタから NovaNET に指示が出され、選択基準に一致する削除

日を持つファイルだけが回復されます。削除されていないファイルには削除日は

ありません。またこのフィルタでは選択されません。 

[アクセス範囲]  アクセス日に従ってファイルが選択されます。ファイルが読み

込まれると、変更の有無には関係なく、オペレーティング システムによって

ファイルのアクセス日が更新されます。この情報を使って、ファイルの選択と

フィルタリングが可能です。 

[サイズ範囲]  サイズに従ってファイルを選択します。 

[インスタンス範囲]  インスタンス日付に従ってファイルが選択されます。

NovaNET でファイルがバックアップされると、そのファイルの新規インスタン

スが作成され、インスタンス日付が割り当てられます。回復ジョブと検証ジョブ

でファイルそのものではなく、ファイルのインスタンスを選択するには、これが

唯一のフィルタです。 

[ワイルドカード タイプ]  [必ず一致] および [一致しない] フィルタで使用される

ワイルドカードの形式を指定します。DOS、長形式、UNIX のいずれか 1 つのワ

イルドカード フォーマットから選択します。 

[必ず一致]  指定したワイルドカードに一致するファイルが選択されます。この

フィールドで指定したワイルドカードに一致するファイルだけが選択されます。 
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スペースを入れずにセミコロン ";" で区切って、複数のワイルドカードを指定し

ます。そのワイルドカードのいずれか 1 つに一致するファイルが NovaNET に
よって選択されます。たとえば、[必ず一致] フィールドに「*.exe;*.doc」と入力

すると、拡張子が .exe あるいは .doc であるファイルが NovaNET によって選択さ

れます。 

[一致しない]  指定したワイルドカードに一致するファイルは選択されません。

除外されます。スペースを入れずにセミコロンで区切って、複数のワイルドワー

ドを指定できます。複数のワイルドカードを指定すると、指定したワイルドカー

ドの 1 つに一致するファイルは NovaNET によって除外されます。 

[必要な属性]  オペレーティング システムで管理される属性に従ってファイルが

選択されます。 

オペレーティング システムは、属性と呼ばれるファイルの機能をトラッキング

して、ファイル管理に使用します。このフィールドである属性にチェックが付い

ていると、その属性を持つファイルだけが NovaNET で選択されます。 

複数の属性を選択した場合は、すべての必要な属性に一致するファイルだけが 
NovaNET で選択されます。 

属性には、特定のオペレーティング システムでしかサポートされないものがあ

るので注意してください。オペレーティング システム固有の属性を指定すると、

そのオペレーティング システムで作成されたファイルだけがバックアップ対象

として選択されます。 

[除外属性]  オペレーティング システムで管理される属性に従ってファイルが選

択解除されます。 

このフィールドは、指定した属性に一致するファイルが NovaNET によって除外

されるという点以外は、[必要な属性] フィールドと同様に動作します。 

複数の属性を選択した場合は、その属性のいずれか 1 つを持つファイルが 
NovaNET によって除外されます。たとえば、[隠しファイル] 属性と [システム] 
属性を選択すると、隠しファイル属性あるいはシステム属性を持つファイルは除

外されます。 

[親]  ディレクトリ情報を選択するかどうかを指定します。 
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このオプションをオンにすると、NovaNET がファイルをバックアップまたは回

復するときに、そのファイルに関係するディレクトリ情報もバックアップまたは

回復されます。フォルダやフォルダ以外のディレクトリ データをバックアップ

や回復する場合は、必ずこのオプションをオンにしてください。このオプション

をオフにすると、バックアップ ファイルの親情報は NovaNET でバックアップま

たは回復されません。また、フォルダやボリュームのディレクトリ情報もバック

アップされません。 

[子]  ファイルを選択するかどうかを指定します。 

このオプションをオンにすると、選択したファイルが NovaNET でバックアップ

および回復されます。ただし、マークを付けたディレクトリだけをバックアップ

または回復する場合は、このオプションをオフにします。[子] チェック ボック

スをオフにし、[親] チェック ボックスをオンにした場合、NovaNET によって

ディレクトリ構造はバックアップされますが、ディレクトリ、つまりフォルダ内

に保存されたファイルはバックアップされません。 

[メディア]  このフィールドにリストされたメディア上に有効なインスタンスを

持つファイルが選択されます。 

NovaNET では、ファイルのインスタンスとインスタンスが保存されたメディア

がトラッキングされています。この情報を使って、ファイルが存在するメディア

に従ってファイルを並び替えることができます。[メディア] フィールドでメディ

ア上にインスタンスを持つファイルだけが、ジョブに選択されます。[メディア] 
フィルタ フィールドに複数のメディアが表示されている場合は、表示されたす

べてのメディア上に有効なインスタンスを持つファイルだけが選択されます。 

詳細情報... 参照トピック... 

選択フィルタを使用する 第 5 章「ファイルとインスタンスの選
択」の「ファイル選択基準」 

削除されたファイルだけを選択する 第 10 章「ヒント、テクニック、および
方法」の「削除ファイルを回復対象とし
て選択する」 

フィルタを使ってインスタンスを選択す

る 

第 5 章「ファイルとインスタンスの選
択」の「バックアップ範囲」 

フィルタを使ってディレクトリをコピー

する 

第 10 章「ヒント、テクニック、および
方法」の「ディレクトリ構造のコピー」
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[ステータス] タブ 

対象オブジェクト  オートローダ 

[ステータス] タブには、オートローダの各スロットに関連するデバイスおよびス

トレージのステータスが表示されます。このタブを使用して、ストレージ ス
ロットおよびメディアを選択したり、オートローダのメディア上でさまざまな機

能を実行します。 

 [ステータス]  
タブ 

 

ローダー統計 

オートローダの現在のマガジンに関する情報が表示されます。 

[デバイス/ストレージ] デバイスまたはストレージを指定します。 

[ステータス]  デバイスまたはストレージスロットの現在のステータス、または

可能性の高いステータスを示します。 

• [有効]  スロットには現在のデータベースに存在するメディアが含まれている

ことが分っています。 

• [おそらく有効]  以前はスロットに有効なメディアが含まれていたことが分

かっていますが、使用前に NovaNET でメディアが有効かどうか確認されま

す。NovaNET を終了して再起動すると、[有効] マークの付いたメディアは 
[おそらく有効] にリセットされます。 
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• [無効]  スロットには、明らかに現在のデータベースに存在しないメディアが

含まれています。 

• [おそらく無効]  スロットには、現在のデータベースに存在しない可能性が

あるメディアが含まれています。NovaNET を終了して再起動すると、[無効] 
マークの付いたメディアは [おそらく無効] にリセットされます。 

• [空]  スロットは空であることが分かっているか、またはユーザによってス

テータスが [空] に変更されています。 

• [おそらく空]  以前スロットが空であったことが分かっています。NovaNET 
を終了して再起動すると、[空] マークの付いたスロットは [おそらく空] にリ

セットされます。 

• [不明]  スロットのステータスは不明です。通常は、このスロットがこれまで

使用されたことがないためです。 

• [クリーニング テープ]  スロットは、ユーザによってクリーニング カート

リッジを持っているとしてマークされています。残りのクリーニング サイ

クル数も表示されます。NovaNET は、実際にクリーニング カートリッジが

このスロットに挿入されているかどうかを確認しません。 

• [予約済み]  スロットはユーザによって無効にされました。NovaNET では、

ジョブの間無視されます。予約済みスロットはステータスのみ変更可能です。 

[メッセージ]  [有効] または [おそらく有効] であるメディアの名前が表示されま

す。スロットのステータスも表示されます。 

インポート... 
選択したストレージ スロットの [メディアのインポート] ウィンドウが表示され

ます。 

フォーマット... 
選択したストレージスロットの [メディアのフォーマット] ウィンドウが表示さ

れます。 

識別 

選択したメディアを識別します。メディアのヘッダ情報が読み込まれ、メディア

が現在のデータベースにあるかどうかが確認されます。 
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リビルド 

選択したメディアを識別します。オートローダがメディア バー コードの光学ス

キャンをサポートしている場合、NovaNET はバー コードを使用してメディアを

現在のデータベースと比較して識別します。オートローダがバー コードの光学

スキャンをサポートしていない場合、NovaNET はメディアのヘッダー情報を読

み込み、メディアが現在のデータベースの中にあるかどうかを確認します。 

クリーン 

選択したデバイスでクリーニング サイクルを実行します。デバイスを選択して、

[クリーン] をクリックします。完了すると、NovaNET によって [残りのクリーニ

ング サイクル数] が 1 つずつ減らされます。このオプションを使用するには、ス

テータスが [クリーン] であるストレージ スロットにクリーニング カートリッジ

を挿入しておく必要があります。 

ステータス変更... 
[ステータス変更] ウィンドウを開きます。ユーザは、次ののいずれかをメディア

またはスロットに割り当てることができます。 

• [不明]  NovaNET は使用する前にスロットのメディアを識別します。 

• [空]  NovaNET はスロットを空としてマークします。 

• [クリーン]  NovaNET はクリーニング サイクルを実行するときにこのスロッ

トのメディアを使用します。 

• [予約済み]  NovaNET は、ユーザがステータスを再び変更しない限り、この

ストレージ スロットを無視します。 
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[ストレージ] タブ 

対象オブジェクト  ファイル、ディレクトリ、ボリューム 

[ストレージ] タブを使用して、このオブジェクトの [バックアップ ストリーム] 
および [オブジェクト アクションの監査] を構成します。 

NovaNET は 16 までのデータ ストリーム (各デバイスにつき 8 ストリームまで) 
を同時に制御できます。データ ストリームは各マシン オブジェクトに対して自

動的に作成されます。このパラメータは変更できません。 

既定では、新しいデータ ストリームが各ボリュームについて作成され、その

ファイルやディレクトリでは、親ボリュームのデータ ストリームが既定で使用

されます。ファイルやディレクトリ、ボリュームの場合、このパラメータは変更

できます。 

 [ストレージ]  
タブ 

 

バックアップ ストリーム 

現在のジョブに新しいデータ ストリームが作成されているかどうかを指定しま

す。 

[既存のストリームを使用] NovaNET ではこのオブジェクトの新規ストリームは

作成されません。これはファイルやディレクトリの既定値です。 
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このパラメータは、ボリュームの新規ストリームを作成しない場合にボリューム

に対して選択します。たとえば、ボリュームが論理パーティションで物理的に

別々のデバイスではない場合は、追加ストリームを作成しないことがあります。 

[新規ストリームの作成]  バックアップ ジョブ実行時に NovaNET によってこの

オブジェクトの新規ストリームが作成されます。これはボリュームの既定値です。 

このパラメータは、オブジェクトの新規ストリームを作成する場合に、ディレク

トリやファイルに対して選択します。たとえば、バックアップ ジョブのスピー

ド アップのために、大きなファイルや RAID デバイスに対して追加ストリーム

を作成することがあります。 

オブジェクト アクションの監査 

オブジェクトの監査ログを有効または無効にします。 

詳細情報... 参照トピック... 

バックアップ ストリームの最適化 第 10 章「ヒント、テクニック、および
方法」の「ジョブを高速に実行する方
法」 

監査ログ 第 8 章「ジョブの実行」の「監査ログ」
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付録 A — 災害回復 

NovaNET 災害回復システムは、初期準備と回復における手順を可能な限り自動

化するように設計されています。このシステムのインストール後は、ユーザによ

る介入なしに災害回復タスクが実行されます。 

この付録の内容 

• 災害回復バックアップを作成する 

• 災害回復メディアをテストする 

• 災害回復を実行する 

• オートローダで災害回復を使用する 

• Windows Active Directory で災害回復を使用する 

概要 

NovaNET の災害回復は、コンピュータの構成およびテープ ドライブに基づいて、

ディスケット、CD-R/CD-RW、またはテープを使用して準備します。システムま

たはディスクの障害後に、システム構成、ソフトウェアおよびデータを回復する

のに使用する、ブート可能なメディア (ディスケット、CD、テープ) を作成しま

す。このメディアを使用することで、システムを起動し回復プロセスを初期化す

ることができます。 

回復処理を可能な限り簡単にするために、以下の事項に留意してください。 

• NovaNET は、メディアを上書きするたびに、ほとんどのシステム構成情報

を書き直します。したがって、災害回復のために使用するフル バックアッ

プを作成するときは、バックアップ ジョブの [オプション] タブで [全テー

プを上書き] を選択する必要があります。 
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• 災害回復は、システム上のすべてのディスクを 1 つのメディアに収めた完

全なバックアップを使用すると、最も有効に実行できます。システム上の

全データを収めるために複数のメディアが必要な場合でも、NovaNET は正

しく動作します。ただし、この場合は回復の途中でメディアを取り替える

必要があります。回復のために増分ジョブおよび差分ジョブを使用するこ

ともできますが、必ずて正しい時間順で回復メディアを挿入する必要があ

ります。 

• オートローダを使用する場合は、最新のバックアップ メディアがスロット 
1 にロードされるようにします。詳細については、この後の付録「災害回

復でオートローダを使用する」を参照してください。 

• システムを回復する場合、NovaNET には全システムを回復するオプション

とシステムの起動ハード ディスクのみを回復するオプションがあります。

起動ハード ディスク上のボリュームが複数の物理ハード ディスクにまた

がっている場合は、起動ディスクだけでなくシステム全体を回復する必要

があります。システム全体を回復しなければ、一部のシステム データが回

復されません。 

• 災害回復オプションをインストールし、この機能を使用する各システムの

ブート可能メディアを用意する必要があります。NovaNET ではリモート災

害回復はサポートされていません。ローカル システムの回復情報のみが保

存されます。 

たとえば、テープ装置が Machine1 に接続されていて Machine2 のリモート 
バックアップをした場合、メディアには Machine2 ではなく Machine1 の構

成情報が収められます。メディアを使用して Machine1 を起動することはで

きますが、回復の際、Machine1 はシステム情報のみが回復されます。メ

ディア上のその他のファイルはすべて Machine2 からのバックアップです。

Machine2 で災害回復を実行するには、テープ装置を Machine2 に接続する

必要があります。 

災害回復を実行する際には、NovaNET はハードウェアに大きな変更がないこと

を想定しています。ターゲット システム上のハードウェアは、以下の例外を除

いてソース システムとほとんど同一である必要があります。 

• 新しい ビデオ アダプタが VGA 互換である限り、ビデオ アダプタを変更で

きます。 
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• ハード ディスクのサイズを大きくすることはできますが、ハード ディスク

の構成は同じである必要があります。たとえば、元のシステムのハード 
ディスクが、1 トラックあたり 63 セクタで 255 ヘッドだった場合、新規

ハード ディスクも同じである必要があります。実際のシリンダ数は大きく

できます。構成が変更された場合は、NovaNET はそれを使用しますが、回

復されたオペレーティング システムが正しく動作しない可能性があります。 

• SCSI、ATAPI、Fibre Channel、または USB テープ ドライブおよびアダプタ

は同じであるか、または災害回復メディアが作成された時に使用したのと同

じドライバを使用する必要があります。 

• テープドライブを除き、ネットワーク カード、USB ポート、および USB 周
辺機器の変更に制限はありません。 

• USB ハード ドライブに対して災害回復を実行することはできません。 

注  理想的には、システム障害の原因となった不良ハードウェアを交換した後、

その同じコンピュータ上で災害回復操作を実行する必要があります。 

災害回復バックアップを作成する 

災害回復の準備は次の 3 つの手順で構成されています。 

1. 災害回復機能を使用するすべてのコンピュータに NovaNET および災害回復オプショ

ンをインストールします (『NovaNET インストール ガイド』の第 2 章「Windows オ
ペレーティング システム」および第 3 章「Windows 以外のオペレーティング システ

ム」を参照してください)。 
2. この後の「フル バックアップを作成する」の手順に従ってシステムのフル バック

アップを作成します。 
3. ブート可能メディアを作成します (この後の「ブート可能メディアを作成する」を参

照してください)。ブート可能なテープ装置がある場合は、ブート可能メディアはフ

ル バックアップを実行したときに既に作成済みです。 
4. ブート可能メディアが正しく作成されていることを確認するためにテストします (こ

の後の「災害回復をテストする」を参照してください)。 

メモ  災害回復で最初の 1 セットが失敗した場合に備え、ブート可能メディアを

少なくとも 1 セット余分に作成しておくことをお勧めします。 



326 NovaNET® ユーザ ガイドとテクニカル リファレンス 

 

フル バックアップを作成する 

[全テープを上書き] オプションを使用してフル バックアップを実行するたびに、

NovaNET は自動的に災害回復メディアを作成します。災害回復メディアを作成

するには 

1. NovaNET にログインします。 
2. 最初の災害回復メディアを挿入します。 
3. [管理者フォルダ] にバックアップ ジョブを作成します。 
4. "災害回復バックアップ" など、ジョブの名前を入力します。 
5. [システム] タブをクリックし、ローカル コンピュータのチェック ボックスをオンに

します。 

メモ  災害回復メディアを作成する場合は、ローカル マシンのみをバックアップ

します。このようにしないと、災害回復で適切に回復できない可能性があります。 

6. [オプション] タブをクリックします。[バックアップ モード] は既定で [フル] に設定

されている必要があります。  
7. [書き込みモード] ボックスで [全テープを上書き] をクリックします。 
8. [書き込みモード] ボックスで [全テープを上書き] をクリックします。 
9. バックアップ デバイスで圧縮がサポートされていない場合は、[圧縮タイプ] ボック

スで [標準] をクリックします。 
10. バックアップ デバイスで自動イジェクトがサポートされている場合は、ジョブ終了

後にメディアをイジェクトするようジョブを構成することができます。[高度なオプ

ション] をクリックします。[高度なオプション] ウィンドウが表示されたら、[自動イ

ジェクト] を選択して [OK] をクリックします。 
11. [OK] をクリックします。ジョブが [バックアップ] タブの [管理者フォルダ] に表示

されます。 
12. ジョブを実行し、必要に応じて次のメディアを挿入します。 

メモ  ブート可能なテープ装置がある場合、NovaNET は各メディアをブート可能

なメディアとして作成します。たとえば、フル バックアップで 3 つのメディア

を使用する場合、これらのメディアはすべてブート可能です。 

13. バックアップ ジョブが完了したら、テスト用コンピュータで災害回復メディアをテ

ストすることをお勧めします (この後の「災害回復をテストする」を参照してくださ

い)。 
14. テストが成功したら、災害回復メディアを保管します。 
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ブート可能メディアを作成する 

システムのフル バックアップを作成したら、ブート可能な災害回復メディアを

作成する必要があります。NovaNET では、プラットフォーム (Windows、
NetWare、Linux) に応じて、ブート可能ディスケットまたはブート可能 CD (CD-
R/CD-RW) を作成することができます。 

メモ  ブート可能なテープ装置がある場合、NovaNET は災害回復バックアップを

作成したときに既にブート可能メディアを作成していますが (この付録の「フル 
バックアップを作成する」を参照してください)、予備として、ブート可能ディ

スケットまたはブート可能 CD (CD-R/CD-RW) を作成する必要があります。 

Windows 
Windows では、ブート可能ディスケットまたはブート可能 CD のいずれかを作成

できます。ブート可能メディアを作成するには 

1. NovaNET にログインします。 
2. NovaNET の [ウィザード] タブから [災害回復] を選択します。[災害回復] ウィザード

が表示されます。 

 

3. 次のオプションのいずれかを選択します。 
• [ディスケットの作成]  ブート可能フロッピー ディスケット セットを作成

します (この後の「Windows ディスケット」を参照してください)。 

• [CD イメージの作成]  ブート可能 CD-R/CD-RW を作成します (この後の

「Windows CD」を参照してください)。 

4. [災害回復] ウィンドウが再び表示されたら、[閉じる] をクリックします。 
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Windows ディスケット 

この手順では、システム回復の初期化に使用する起動フロッピー ディスクを作

成します。Windows 98/Me/NT では、通常 3 枚の空のフォーマット済みディス

ケットが必要です。Windows 2000/XP では、通常 4 枚の空のフォーマット済み

ディスケットが必要です。Windows Server 2003 では、通常 6 枚の空のフォー

マット済みディスケットが必要です。ただし、システム構成によっては余分に必

要になる場合もあります。 

[ディスケットの作成] を選択すると、NovaNET によってディスケットにコピー

するシステム情報が準備されます。プロンプトが表示されたら、空のディスケッ

トに指示どおりにラベルをはり、ディスケットを挿入して、[OK] をクリックし

ます。すべてのディスケットが作成されると、[災害回復] ウィンドウに戻ります。 

ディスケットを作成したら、テスト用コンピュータで災害回復メディアをテスト

することをお勧めします (この後の「災害回復をテストする」を参照してくださ

い)。テストが成功したら、ディスケットを保管します。 

Windows CD 

この手順では、NovaNET のメイン ディレクトリに既定で BOOTCD.ISO という

名前の CD イメージ ファイルを作成します。このイメージを使用してブート可

能 CD を作成します。作成されたイメージ ファイルには、システムを起動し、

回復プロセスを初期化するために必要なすべての ISO-9660 ブート可能イメージ

が含まれます。 

メモ  NovaNET が作成するのは CD のイメージ ファイルであって、CD そのもの

ではありません。CD ライタ ソフトウェアおよびドライブを使用して実際のブー

ト可能 CD-R/CD-RW を作成します。CD を作成するときは、通常のファイル書

き込みオプションではなく、イメージ書き込みオプションを使用するようにして

ください。 

[CD イメージの作成] を選択すると、[起動 CD イメージの作成] ウィンドウが表

示されます。CD イメージ ファイルの名前を入力して、[OK] をクリックします。

既定の名前は BOOTCD.ISO です。 

NovaNET によって、システム情報が準備され CD イメージ ファイルにコピーさ

れます。イメージ ファイルが作成されると、[災害回復] ウィンドウに戻ります。

CD ライタ ソフトウェアを起動して、CD イメージ ファイルを直接 CD-R/CD-
RW に焼きます。 
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CD を作成したら、テスト用コンピュータで災害回復メディアをテストすること

をお勧めします (この後の「災害回復をテストする」を参照してください)。テス

トが成功したら、CD を保管します。 

NetWare 
NetWare では、ブート可能ディスケットまたはブート可能 CD のいずれかを作成

できます。ブート可能メディアを作成するには 

1. NovaNET にログインします。 
2. [使用可能なオプション] メニューから、[その他] を選択します。 
3. [その他のオプション] メニューから [災害回復] を選択します。 
4. [使用可能なオプション] メニューから、次のいずれかをを選択します。 

• [起動ディスケットの作成]  ブート可能フロッピー ディスケット セットを

作成します (この後の「NetWare ディスケット」を参照してください)。 

• [CD イメージの作成]  ブート可能 CD-R/CD-RW を作成します (この後の

「NetWare CD」を参照してください)。 

5. [使用可能なオプション] メニューが再び表示されたら、Esc キーを 2 回押して、メイ

ンの [使用可能なオプション] メニューに戻ります。 

NetWare ディスケット 

この手順では、システム回復の初期化に使用する起動フロッピー ディスクを作

成します。NetWare 4.x では、通常 3 枚の空のフォーマット済みディスケットが

必要です。NetWare 5.x では、通常 5 枚のディスケットが必要です。NetWare 6.x 
では、通常 7 枚のディスケットが必要です。ただし、システム構成によっては余

分に必要になる場合もあります。 

[起動ディスケットの作成] を選択すると、NovaNET によってディスケットにコ

ピーするシステム情報が準備されます。プロンプトが表示されたら、空のディス

ケットに指示どおりにラベルをはり、ディスケットを挿入して、[OK] をクリッ

クします。すべてのディスケットが作成されると、[使用可能なオプション] メ
ニューに戻ります。 

ディスケットを作成したら、テスト用コンピュータで災害回復メディアをテスト

することをお勧めします (この後の「災害回復をテストする」を参照してくださ

い)。テストが成功したら、ディスケットを保管します。 
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NetWare CD 

この手順では、NovaNET のメイン ディレクトリに BOOTCD.ISO という名前の 
CD イメージ ファイルを作成します。このイメージを使用してブート可能 CD を
作成します。作成されたイメージ ファイルには、システムを起動し、回復プロ

セスを初期化するために必要なすべての ISO-9660 ブート可能イメージが含まれ

ます。 

メモ  NovaNET が作成するのは CD のイメージ ファイルであって、CD そのもの

ではありません。CD ライタ ソフトウェアおよびドライブを使用して実際のブー

ト可能 CD-R/CD-RW を作成します。CD を作成するときは、通常のファイル書

き込みオプションではなく、イメージ書き込みオプションを使用するようにして

ください。 

[CD イメージの作成] を選択すると、NovaNET によって、システム情報が準備さ

れ CD イメージ ファイルにコピーされます。イメージ ファイルが作成されると、

[使用可能なオプション] メニューに戻ります。CD ライタ ソフトウェアを起動し

て、CD イメージ ファイル BOOTCD.ISO を直接 CD-R/CD-RW に焼きます。 

CD を作成したら、テスト用コンピュータで災害回復メディアをテストすること

をお勧めします (この後の「災害回復をテストする」を参照してください)。テス

トが成功したら、CD を保管します。 

Linux 
Linux では、ブート可能 CD のみを作成できます。 

この手順では、NovaNET のメイン ディレクトリに既定で BOOTCD.ISO という

名前の CD イメージ ファイルを作成します。このイメージを使用してブート可

能 CD を作成します。作成されたイメージ ファイルには、システムを起動し、

回復プロセスを初期化するために必要なすべての ISO-9660 ブート可能イメージ

が含まれます。 

メモ  NovaNET が作成するのは CD のイメージ ファイルであって、CD そのもの

ではありません。CD ライタ ソフトウェアおよびドライブを使用して実際のブー

ト可能 CD-R/CD-RW を作成します。CD を作成するときは、通常のファイル書

き込みオプションではなく、イメージ書き込みオプションを使用するようにして

ください。 
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コンソール インターフェイス 

NovaNET のコンソール バージョンからブート可能 CD を作成するには 

1. NovaNET にログインします。 
2. [使用可能なオプション] メニューから、[その他] を選択します。 
3. [その他のオプション] メニューから [災害回復] を選択します。 
4. [CD イメージの作成] を選択します。NovaNET によって、システム情報が準備され 

CD イメージ ファイルにコピーされます。 
5. [使用可能なオプション] メニューが再び表示されたら、Esc キーを 2 回押して、メイ

ンの [使用可能なオプション] メニューに戻ります。 
6. CD ライタ ソフトウェアを起動して、CD イメージ ファイル BOOTCD.ISO を直接 

CD-R/CD-RW に焼きます。 
7. CD を作成したら、テスト用コンピュータで災害回復メディアをテストすることを

お勧めします (この後の「災害回復をテストする」を参照してください)。テストが成

功したら、CD を保管します。 

X Window インターフェイス 

NovaNET の X Window バージョンからブート可能 CD を作成するには 

1. NovaNET にログインします。 
2. NovaNET の [ウィザード] タブから [災害回復] を選択します。[災害回復] ウィザード

が表示されます。 

 

3. [CD イメージの作成] を選択します。[起動 CD イメージの作成] ウィンドウが表示さ

れます。 
4. CD イメージ ファイルの名前を入力して、[保存] をクリックします。既定の名前は 

BOOTCD.ISO です。NovaNET によって、システム情報が準備され CD イメージ ファ

イルにコピーされます。イメージ ファイルが作成されると、[災害回復] ウィンドウ

に戻ります。  
5. [閉じる] をクリックして [ウィザード] タブに戻ります。 
6. CD ライタ ソフトウェアを起動して、CD イメージ ファイルを直接 CD-R/CD-RW に

焼きます。 
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7. CD を作成したら、テスト用コンピュータで災害回復メディアをテストすることを

お勧めします (この後の「災害回復をテストする」を参照してください)。テストが成

功したら、CD を保管します。 

災害回復バックアップのトラブルシューティング 

災害回復バックアップを作成するとき、次のような問題が起こる場合があります。 

• エラー番号 11 - ファイルが見つかりません 

NovaNET インストレーション ディレクトリ中の NNTrace.Txt を調べてくだ

さい。このファイルには、見つからなかったファイルが一覧表示されていま

す。すべてのファイルは、オペレーティング システムによって提供される "
標準の" 場所にある必要があります。たとえば、Windows NT では 
\WINNT\SYSTEM32\DRIVERS サブディレクトリ、NetWare では 
SYS:SYSTEM または C:\NWSERVER です。該当するファイルがハードウェ

アのドライバ ファイルではない場合には、テクニカル サポートに連絡して

ください。 

• エラー番号 1062 - レジストリを開けません 

NovaNET が災害回復情報を作成するには、レジストリへのフル アクセスが

必要です。完全な管理者特権を持つアカウントで NovaNET を開始したこと

を確認してください。 

• エラー番号 1523 - サーバ情報の取得/保存障害 

ディスク構成情報を取得中にエラーが発生しました。このエラーの詳細につ

いては、nntrace.txt ファイルを参照してください。これは通常、ハード ドラ

イブの電源が入っていない場合、またはユーザが適切なシステム セキュリ

ティ権限をもっていない場合に発生します。 

• エラー番号 5 - ファイルのオープン エラー 
エラー番号 7 - ファイル読み込みエラー 
エラー番号 8 - ファイル書き込みエラー 

フロッピー ディスケットの 1 つにアクセス中にエラーが発生しました。フ

ロッピーが壊れている可能性があります。再フォーマットするか、交換して

ください。もう一度やり直してください。 

新規ブート可能メディアを作成するタイミング 

ブート可能メディアは、以下が発生した場合は使用できなくなる可能性がありま

す。 
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• サービス パックや他のソフトウェアをインストールしてオペレーティング 
システムを更新した場合。 

• コンピュータにハードウェアを追加、またはコンピュータからハードウェア

を除去した場合。 

• ボリュームまたはパーティションの追加または削除など、ディスク ドライ

ブ構成を変更した場合。 

• NNCfg.ini ファイルへの変更など、NovaNET 環境情報を変更した場合。 

したがって、環境を変更した場合は、ブート可能メディアを新しく作成すること

をお勧めします。 

災害回復メディアをテストする 

障害が発生した場合に災害回復メディアを信頼できるように、メディアをテスト

しておくことをお勧めします。また、新しいハードウェア構成でオリジナルの

ブート可能メディアがサポートされていない場合に備え、予備のブート可能メ

ディアを作成しておくこともお勧めします。たとえば、ブート可能 CD を作成す

る場合、新しいハードウェア構成で CD からの起動がサポートされていない場合

を考え、ブート可能ディスケットまてゃブート可能テープも作成する必要があり

ます。 

警告  災害回復メディアを信頼する前に、次に示すようにブート可能デバイスか

らシステムを起動できるかどうかを確認しておく必要があります。 

災害回復メディアをテストするには、以下の手順を実行します。システムのデー

タが失われることはありません。この手順は安全なものです。 

1. この付録で説明した「災害回復バックアップを作成する」に従って、システムのフ

ル バックアップを作成し、ブート可能メディアを作成します。 
2. 通常通りシステムをシャット ダウンします。 
3. ブート可能 CD を使用している場合 

a. 災害回復 CD をコンピュータに挿入します。 

b. コンピュータの電源を切ります。 

c. CD からコンピュータを起動するために必要な手順がある場合は実行しま

す (システムのマニュアルを参照してください)。 

d. CD からシステムを起動します。 

4. ブート可能 ディスケットを使用している場合 
a. 最初のディスケットをコンピュータに挿入します。 
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b. コンピュータの電源を切ります。 

c. ディスケットからシステムを起動します。 

d. 残りのディスケットを挿入するようにプロンプトが表示されます。 

5. ブート可能テープを使用している場合 
a. すべてのテープ装置やオートローダ マガジン スロットからすべてのメ

ディアを取り出します。 

b. 最初のブート可能メディアを挿入します。 

• 1 つのテープ ドライブを使用している場合は、最初のブート可能

メディアをドライブに挿入します。 

• オートローダを使用している場合は、最初のブート可能メディア

をマガジンのスロット 1 に挿入します。フル バックアップに複数

のメディアが使用されている場合は、残りのフル バックアップ 
メディアをオートローダ マガジンに適切な順序で挿入します。 

メモ  スロット 1 には、最新のフル バックアップの最初のブート可能メディアが

含まれている必要があります。 

c. テープ ドライブからコンピュータを起動するために必要な手順がある場合は実

行します (システムのマニュアルを参照してください)。ほとんどのブー

ト可能ドライブで、電源とフロント パネルのイジェクト ボタンの組み合

わせを使用します。また、ほとんどの場合、コンピュータ BIOS を更新

する必要があります。 

d. テープからシステムを起動します。 

6. システムが起動し、[災害回復 （フェーズ 2）] 画面が表示された場合は、ブート可

能メディアは災害回復で正しく機能しています。 
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7. ブート可能テープを使用している場合、[災害回復 (フェーズ 2)] 画面は表示されませ

ん。起動中にシステムが動作しなくなったり、オペレーティング システムがテープ

から起動されないことがあります。このような場合は、ブート可能ディスケットまた

はブート可能 CD を使用して災害回復を事項する必要があります。テープ装置は、

ブート可能テープと互換性がありません。 
8. [災害回復を終了] を選択し、Enter キーを押します。 
9. ブート可能メディアを取り出し、コンピュータを再起動します。これで災害回復の

テストは完了です。 

災害回復を実行する 

災害が発生し、通常の起動手順を使用してシステムを起動できなくなった場合、

次のいずれかの手順を使用してシステムを回復できます。ブート可能メディア 
(ディスケット、CD、テープ)、最新のフル バックアップ、および増分バック

アップまたは差分バックアップが必要です。 

メモ  最新のフル バックアップ以降に変更されたデータは回復されません。残り

のデータは増分バックアップまたは差分バックアップから回復する必要がありま

す。バックアップされていないデータは再作成する必要があります。したがって、

最後の手段として、災害回復のみを使用する必要があります。 

ディスケット/CD からの災害回復 

メモ  災害回復が終わるまで、増分バックアップまたは差分バックアップ メディ

アを回復しないでください。 

1. ブート可能 CD を使用している場合 
a. 災害回復 CD をコンピュータに挿入します。 

b. コンピュータの電源を切ります。 

c. CD からコンピュータを起動するために必要な手順がある場合は実行します (シ
ステムのマニュアルを参照してください)。 

d. CD からシステムを起動します。 

2. ブート可能 ディスケットを使用している場合 
a. 最初のディスケットをコンピュータに挿入します。 

b. コンピュータの電源を切ります。 

c. ディスケットからシステムを起動します。 

d. 残りのディスケットを挿入するようにプロンプトが表示されます。 

3. 最初の災害回復メディアを挿入します。 
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メモ  災害回復の場合は、[全テープを上書き] オプションを使用して作成された

フル バックアップ メディアのみを使用してください。災害回復が完了してシス

テムが再起動した後、標準の NovaNET オプションを使用して増分メディアまた

は差分メディアをシステムに回復してください。標準の NovaNET 回復手順は回

復が最適化されるため、災害回復処理よりも速く増分メディアおよび差分メディ

アを回復できます。 

 

4. [災害回復 (フェーズ 2)] 画面が表示されたら、次のいずれかのオプションを選択しま

す。 
• [起動ディスクの回復]  起動ディスクのみを回復するには、このオプショ

ンを選択します。起動ディスクが壊れた場合や起動ディスクを交換した

場合に使用します。このオプションは、通常はほかのハード ディスク上

のデータに影響しません。 

• [全システムの回復]  起動ディスクを含む複数のハード ディスクにデータ

を回復するには、このオプションを選択します。このオプションは、1 
つまたは複数のハード ディスクを交換した場合に使用します。 

5. Enter キーを押します。 
6. 警告画面が表示された場合は、内容を読んで F10 キーを押します。 
7. 画面に表示される情報を読みます。次の画面へ進むには F10 キーを押します。 
8. [よろしいですか ?] という最初の確認メッセージが表示されたら適切な [はい] オプ

ションを選択して Enter キーを押します。 
9. 次の確認メッセージが表示されたら、[はい、回復を実行します] を選択し、Enter 

キーを押します。 
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システムへの最初のメディアの回復が完了するまで、入力が求められること

はありません。最初のメディアの回復には、メディア上のデータの量、テー

プ ドライブの速度と性能、およびシステム全体を回復するか、起動ディスク

だけを回復するかによって 15 分から数時間かかります。 

10. メディアが回復されると、次のメディアを回復するかどうかを確認するメッセージ

が表示されます。[はい] をクリックするか、または F10 キーを押して別のメディアを

回復します。 
11. 最後のメディアの回復が完了したら、災害回復 CD またはディスケットを取り出し

ます。 
12. Esc キーを押します。メッセージが画面に表示されます。 
13. F10 キーを押します。NovaNET によってコンピュータが再起動されます。 
14. これで NovaNET を使用して、必要に応じて増分バックアップ メディアや差分バッ

クアップ メディアからデータを回復できるようになりました。 

ブート可能テープからの災害回復 

メモ  災害回復が終わるまで、増分バックアップまたは差分バックアップ メディ

アを回復しないでください。 

1. すべてのテープ装置やオートローダ マガジン スロットからすべてのメディアを取り

出します。 
2. 最初のブート可能メディアを挿入します。 

• 1 つのテープ ドライブを使用している場合は、最初のブート可能メディ

アをドライブに挿入します。 

• オートローダを使用している場合は、最初のブート可能メディアをマガ

ジンのスロット 1 に挿入します。フル バックアップに複数のメディアが

使用されている場合は、残りのフル バックアップ メディアをオートロー

ダ マガジンに適切な順序で挿入します。 

メモ  スロット 1 には、最新のフル バックアップの最初のブート可能メディアが

含まれている必要があります。[全テープを上書き] オプションを使用した場合は、

すべてのメディアがブート可能です (この付録の「災害回復バックアップを作成

する」を参照してください)。たとえば、フル バックアップで 3 つのメディアを

使用する場合、これらのメディアはすべてブート可能です。 

3. テープ ドライブからコンピュータを起動するために必要な手順がある場合は実行し

ます (システムのマニュアルを参照してください)。ほとんどのブート可能ドライブで、

電源とフロント パネルのイジェクト ボタンの組み合わせを使用します。また、ほと

んどの場合、コンピュータ BIOS を更新する必要があります。 
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メモ  災害回復の場合は、[全テープを上書き] オプションを使用して作成された

フル バックアップ メディアのみを使用してください。災害回復が完了してシス

テムが再起動した後、標準の NovaNET オプションを使用して増分メディアまた

は差分メディアをシステムに回復してください。標準の NovaNET 回復手順は回

復が最適化されるため、災害回復処理よりも速く増分メディアおよび差分メディ

アを回復できます。 

 

4. [災害回復 (フェーズ 2)] 画面が表示されたら、次のいずれかのオプションを選択しま

す。 
• [起動ディスクの回復]  起動ディスクのみを回復するには、このオプショ

ンを選択します。起動ディスクが壊れた場合や起動ディスクを交換した

場合に使用します。このオプションは、通常はほかのハード ディスク上

のデータに影響しません。 

• [全システムの回復]  起動ディスクを含む複数のハード ディスクにデータ

を回復するには、このオプションを選択します。このオプションは、1 
つまたは複数のハード ディスクを交換した場合に使用します。 

5. Enter キーを押します。  
6. 警告画面が表示された場合は、内容を読んで F10 キーを押します。 
7. 画面に表示される情報を読みます。次の画面へ進むには F10 キーを押します。 
8. [よろしいですか ?] という最初の確認メッセージが表示されたら適切な [はい] オプ

ションを選択して Enter キーを押します。 
9. 次の確認メッセージが表示されたら、[はい、回復を実行します] を選択し、Enter 

キーを押します。 
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システムへの最初のテープの回復が完了するまで、入力が求められることは

ありません。最初のテープの回復には、テープ上のデータの量、テープ ドラ

イブの速度と性能、およびシステム全体を回復するか、起動ディスクだけを

回復するかによって 15 分から数時間かかります。 

10. テープが回復されると、次のテープを挿入するように求めるメッセージが表示され

ます。[はい] をクリックするか、または F10 キーを押して別のテープを回復します。  
11. 最後のテープの回復が完了したら、テープを取り出します。  
12. Esc キーを押します。メッセージが画面に表示されます。NovaNET によってコン

ピュータが再起動されます。  
13. これで NovaNET を使用して、必要に応じて増分バックアップ メディアや差分バッ

クアップ メディアからデータを回復できるようになりました。 

トラブルシューティング – 災害回復を実行する 

システムの災害回復時には、一般的に以下のようなエラーが発生します。 

• エラー番号 1523 - サーバ情報の取得/設定に失敗しました 

このメッセージは NovaNET がターゲット システム上のディスク ドライブお

よびボリュームを再構成できない場合に表示されます。すべてのディスクの

電源がオンで準備ができており、すべての新規ディスクのサイズが元のディ

スクと同じか大きいことを確認してください。また、新規ディスクの構成が

元のディスクと同じか大きいことも確認してください。BIOS 設定で論理ブ

ロック アドレス指定を使用可能にしたこと、すべての SCSI コントローラが

災害回復テープが作成された時と同じように構成されていることを確認して

ください。SCSI アダプタが変更されている場合、新規アダプタが元のアダ

プタと同じドライバを使用していないと、NovaNET は新規アダプタからど

の周辺機器にもアクセスできません。 

• テープから起動できません 

このメッセージは、テープに有効な災害回復起動トラックが含まれていない

場合に表示されます。使用可能な場合は、別のテープまたはテープ ドライ

ブを試してください。 

• ダイナミック ディスクに障害があります 

RAID やミラーなどを含む Windows 2000/XP/Server 2003 のダイナミック 
ディスク構成では、ダイナミック ディスク障害のメッセージが表示される

ことがあります。配置は通常正しく回復されます。ミラー セットを再度ア

クティブ化する必要があります。 
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オートローダで災害回復を使用する 

災害回復でオートローダを使用する場合、以下の事項に留意する必要があります。 

• 最新のバックアップ メディアがオートローダのスロット 1 にロードされて

いることを確認します。NovaNET はスロット 1 からのみ起動します。メ

ディアが、[全テープを上書き] オプションを使用して作成されていることを

確認します。 

• NovaNET は最後の回復処理中にオートローダ中のすべてのメディアを回復

します。したがって、回復で回復する必要があるメディアだけをオートロー

ダにロードするようにしてください。たとえば、シンプル 10 テープ スケ

ジュールを使用する場合、4 回の日時差分バックアップ、2 回の週次差分

バックアップ、および 2 回の月次フル バックアップを行います。災害回復

の場合は、最新のフル バックアップだけを使用する必要があります。シス

テムが回復した後に、標準の NovaNET 回復手順を使用して、差分バック

アップからその他の変更を回復します。 

• 回復に関係のないメディアはすべてオートローダから取り出します。フル 
バックアップが複数のメディアにまたがっている場合は、ほかのフル バッ

クアップ メディアを追加のスロットに挿入します。NovaNET は、スロット 
1 のメディアと共に、これらのメディアを回復します。 

メモ  スロット 1 には、最新のフル バックアップの最初のブート可能メディアが

含まれている必要があります。[全テープを上書き] オプションを使用した場合は、

すべてのメディアがブート可能です (この付録の「災害回復バックアップを作成

する」を参照してください)。たとえば、フル バックアップで 3 つのメディアを

使用する場合、これらのメディアはすべてブート可能です。 

Windows Active Directory で災害回復を使用する 

Windows Active Directory を使用したシステムで災害回復を実行する場合は、次

の一般的な手順を使用します。 

1. 基本データ システムを回復するために、一般的なシステムレベルの災害回復を実行

します。 
2. システムの起動時に [Windows を起動中] 画面が表示されたら、F8 キーを押します。 
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3. [ディレクトリ サービス回復モード] を選択して、Enter キーを押します。 
4. システムにログインします。 
5. NovaNET にログインします。 
6. 回復ジョブを作成します。 
7. [選択] タブで回復ジョブの [Windows Active Directory] を選択します。 
8. 回復ジョブを実行します。 
9. NovaNET を終了します。 
10. コンピュータを再起動し、Windows を通常どおりに起動させます。 
11. Windows Active Directory が適切に実行されていることを確認します。 
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付録 B — トラブルシューティング ガイド 

この付録には、一般的に発生する問題と、NovaNET の使用に関するよくある質

問について役に立つ情報が含まれています。 

この付録の内容 

• バックアップ ジョブのトラブルシューティング 

• 回復ジョブのトラブルシューティング 

• 検証ジョブのトラブルシューティング 

• バックアップ デバイスのトラブルシューティング 

• ストレージ管理データベースのトラブルシューティング 

• エラー メッセージのトラブルシューティング 

メモ  NovaNET のインストールに関する役立つ情報は、『NovaNET インストー

ル ガイド』を参照してください。 

バックアップ ジョブのトラブルシューティング 

バックアップ ジョブを実行すると、サーバ上ではなくローカル 
マシン上にあるバックアップ デバイスが使用される 

そのジョブの [オプション] タブで、既定のネットワーク デバイスを選択してい

る可能性があります。これが有効になっている場合、NovaNET では、ネット

ワーク上のデバイス、この場合はローカルのバックアップ デバイスが使用され

ます。 

ジョブを特定のデバイスに送信するには 
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1. バックアップ ジョブの [オプション] タブにアクセスします。 
2. 現在のネットワーク デバイスを削除します。 

a. [デバイス] フィールドでデバイスへのパスを選択します。 

b. [削除] をクリックします。[デバイス] フィールドからパスが消えます。 

3. ローカル デバイスを追加します。 
a. [追加] をクリックします。[参照] 画面が表示されます。 

b. ローカル デバイスを選択します。 

c. [OK] をクリックします。[デバイス] フィールドにローカル デバイスへのパスが

表示されます。 

スケジュールされたジョブが実行されていない 

まず、ジョブがスケジュールされているかどうかを確認してください｡ジョブの

プロパティの [スケジュール] タブをチェックします。スケジュールを確認した

ら、プロパティ シートを閉じます。閉じないと、ジョブは実行されません。次

に､[キュー] タブをチェックし､ジョブがスケジュールされているかどうかを確認

します｡ 

次に、サービスとして NovaNET をインストールしていない場合は、NovaNET が
開いており、実行されていることを確認します。NovaNET を終了すると、ジョ

ブを実行することができません。NovaNET への不正アクセスを防ぐために、

NovaNET からログアウトしておくことをお勧めします。 

サービスとして NovaNET をインストールしている場合は、サービスが起動され

ていることを確認します。 

Windows コンピュータでサービスを開始するには、[スタート] メニューの 
[NovaNET サービス コントロール] にアクセスします。 

Linux または FreeBSD コンピュータの場合は、必要に応じてターミナル ウィン

ドウを開きます。usr/local/novanet など、NovaNET をインストールしたディレク

トリにアクセスします。「./nnunxsvc」と入力します。 

詳細については、第 8 章「ジョブの実行」の「スケジュールされたジョブの自動

実行」と、第 2 章「NovaNET ワークプレース」の「ログアウトとスケジュール

されたジョブの実行」を参照してください。 
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テープ ドライブが 2 台あるが、ジョブの実行には 1 台しか使用

されない 

NovaNET では、"ストリーム" を使ってジョブを分割し､バックアップするために

デバイスにジョブを割り当てます｡既定では、バックアップする各ディスク ボ
リュームに対して新しいストリームが作成されます。たとえば、C: ドライブと 
D: ドライブのそれぞれに作成されます。1 つのボリュームしかない場合､

NovaNET では 1 つのストリームのみが既定で作成されます｡ 

複数のデバイスを使用するには、まず、各デバイスをデバイスの一覧に追加する

必要があります。バックアップ ジョブの [オプション] タブにアクセスします。

[追加] をクリックして [参照] 画面を表示します。ローカル デバイスを選択して、

[OK] をクリックします。[デバイス] フィールドにローカル デバイスへのパスが

表示されます。 

ほかのオブジェクトに追加ストリームを作成するには、各オブジェクトの [スト

レージ] タブで [バックアップ ストリーム] パラメータを [新規ストリームを作成] 
に変更します。ストリームは、すべての使用可能なバックアップ デバイス間に

均等に分散されます｡詳細については、第 12 章「オブジェクトおよびプロパティ 
リファレンス」の「[ストレージ] タブ」と、第 10 章「ヒント、テクニック、お

よび方法」の「ジョブを高速に実行する方法」を参照してください。 

メモ  複数のストリームが同時に実行されるので､同じ物理ディスク ドライブ上

に複数のストリームを作成してもバックアップ ジョブが速くなるとは限りませ

ん｡ドライブは一度に複数のデバイスにストリームしようとするので､同時にさま

ざまなセクタから大量にコマンドの検索および読み込みを必要とします｡ 

ローテーション グループのメディアの交換方法 

NovaNET によって、ローテーション ジョブで使用するために一連のフォルダお

よびメディアが自動的に作成されます｡これらのフォルダは､日次、週次､月次､年

次メディアを制御します｡ 

失われたり、物理的に損傷したメディアを削除するには、[メディア] タブでメ

ディアを選択し、削除します。代わりのメディアを使用する場合、NovaNET は
必要に応じて自動的にメディアを初期化します。 
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オフサイト ロケーションにメディアを移動するには､まずユーザ/グループ フォ

ルダに "オフサイト メディア" などの名前で新しいメディア フォルダを作成しま

す｡次にメディアをこのフォルダにドラッグします。ローテーション スケジュー

ル時に、メディアが NovaNET で必要な場合､新しいメディアが自動的に作成さ

れ､オフサイトに移動したメディアが置換されます｡ 

次のジョブの実行予定時間と、必要なメディアを確認する方法 

[ウィザード] タブをクリックし､[指示とログ] を選択します｡ 

各ジョブのログを簡単に表示する方法 

[ウィザード] タブをクリックし､[指示とログ] を選択します｡[ログ] 画面にタブ移

動し、使用可能なログを表示します｡ 

バックアップされなかったファイルを確認する方法 

失敗したオブジェクトのジョブ ログの [詳細] セクションを調べます。バック

アップ ジョブの [ログ] タブにアクセスし、確認するバックアップの日付を選択

します｡NovaNET では、ジョブ ログは [基本設定] で指定されたテキスト エディ

タで表示されます。ファイルを編集後、ログは保存することができます。また、

NovaNET では、ログをプリンタに直接印刷することもできます｡ 

メモ  ログのコピーを使って作業することしかできません。元のログは使用可能

です｡ 

回復ジョブのトラブルシューティング 

バックアップを別のオペレーティング システムに回復できない 

Windows、NetWare、DOS、Linux、および FreeBSD システムでは、情報は異な

る形式で格納されます。たとえば、NetWare 情報を圧縮形式でバックアップした

場合、この NetWare 圧縮データを Windows で読み込むことはできません。 

異なるオペレーティング システムに回復する場合､および同じオペレーティング 
システムでも異なるバージョンに回復する場合は､一般的な形式でバックアップ

を作成する必要があります｡ 
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メモ  バックアップが一般的な形式で作成されていない場合は、異なるオペレー

ティング システムに回復することはできません。同じオペレーティング システ

ムで回復するか、または新しくバックアップを作成する必要があります。 

1. バックアップ ジョブの [オプション] タブにアクセスします。 
2. [高度なオプション] をクリックします。ジョブに対する [高度なオプション] ウィン

ドウが表示されます。 
3. [ネイティブ データ ストリーム形式] オプションをオフにします。バックアップ 

ジョブを実行すると、NovaNET はデータを圧縮解除し、バックアップする前にオペ

レーティング システム固有の情報を取り除きます。 

メモ  一部のオペレーティング システムではセキュリティ情報が失われます。 

詳細については､第 10 章「ヒント、テクニック、および方法」の「オペレーティ

ング システム間でデータを移動する」を参照してください｡ 

データを別のファイル名で回復する方法 

別の名前で回復するファイル､ディレクトリ､またはボリュームを選択します｡次

に､そのオブジェクトのプロパティ シートを開きます｡[一般] タブで新しい名前

を入力し､[OK] を押します｡ 

詳細については､第 10 章「ヒント、テクニック、および方法」の「新しい名前で

ファイルを回復する」を参照してください｡ 

データを別の場所へ回復する方法 

データを別の場所へ回復するには､回復ジョブの [選択] タブを開きます｡別の場

所に回復するディレクトリまたはファイルをクリックし､そのオブジェクトを新

しい場所にドラッグします｡キーボードを使用する場合､オブジェクトをコピーす

るには Ctrl + C キー、オブジェクトを新しい場所に移動するには Ctrl ＋ V キー

を押します｡ 

ターゲット ディレクトリ、つまりファイルを移動する場所をバックアップして

いない場合､そのディレクトリは表示されません｡この場合､移動するファイルま

たはディレクトリを右クリックし､ショートカット メニューの [移動] をクリック

します｡[移動の確認] ウィンドウで [参照] をクリックして新しい場所を選択しま

す｡ 
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1 つのインスタンスからすべてのファイルを回復する方法 

1 つのジョブの間にバックアップされたファイルまたはディレクトリのすべての

インスタンスには､同じインスタンス日付があります｡この情報を使用して、1 つ
のバックアップ ジョブからすべてのファイルを選択することができます。 

回復ジョブの [選択] タブで､回復するファイル､ディレクトリ､またはボリューム

を強調表示します｡ツール バーの [インスタンスの選択] をクリックし､[インスタ

ンス...] ウィンドウを開きます｡回復するインスタンスの日付を選択します｡同じ

インスタンスを持つすべての子 (オブジェクト) も選択されます｡ 

詳細については､第 10 章「ヒント、テクニック、および方法」の「特定のジョブ

からインスタンスを選択する」を参照してください｡ 

特定のメディアにあるファイルを確認する方法 

[ウィザード] タブをクリックし､[メディアの内容] を選択します｡ツリーをたどっ

て､情報を取得するメディアを選択します｡ 

回復中に何度もアラートが表示される場合の原因 

多くのデバイスを選択している場合､またはジョブの [オプション] タブの [デバ

イス] フィールドをネットワーク (既定の設定) に設定している場合､NovaNET で
は、一覧表示された、または検索されたすべてのデバイスを使って､回復ジョブ

を完了しようとします｡デバイスにメディアが含まれていない場合､またはデバイ

スに間違ったメディアが含まれている場合､アラートが送られます｡このアラート

によって､対象のメディアを適切なデバイスに配置するように指示されます｡ 

たとえば、1 つのメディアから回復しようとしていますが､[オプション] タブの 
[デバイス] フィールドには 4 つのデバイスが表示されているとします。対象のメ

ディアが表示されている 3 番目のデバイスである場合､NovaNET では、最初の 2 
つのデバイスに対して 1 つずつ、計 2 つのアラートが発行されます。これらのア

ラートは､無視できます｡ 

また、デバイスに要求されたメディアを挿入する必要はありません｡要求を満た

すために、ジョブに必要なメディアをデバイスに配置することができます。その

後､NovaNET によって、実際にデバイスに配置したメディアが使用されます｡ 

そのジョブで特定のデバイスを使用する場合､まず、[デバイス] フィールドの

ネットワーク オブジェクトを削除します｡次に､[追加] をクリックして､回復ジョ

ブで使用する特定のデバイスを追加します｡ 
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NovaNET では、ファイルは圧縮してバックアップされるのか? 
NovaNET では、最初に展開を行わず、圧縮した形式でファイルがテープにコ

ピーされます｡これにより、バックアップのスピードはかなり速くなります｡ 

検証ジョブのトラブルシューティング 

メディアの検証中に "ストリーム同期エラー" が発生することが

ある 

これは、通常､バックアップ デバイスからの物理的な読み込みエラーによって生

じます｡NovaNET が予期したデータがメディアに見つかりませんでした。これに

は以下の原因が考えられます｡ 

• メディア不良: メディアを交換してみてください。 

• ドライブでの読み込みエラー: ドライブ ヘッドをクリーニングしてみてくだ

さい｡ 

• SCSI エラー: SCSI の終端を確認してください｡ 

• ドライバのエラー: リアル モードの ASPI ドライブを使っていないかどうか

を確認してください｡config.sys ファイルが以下のようなものであることを確

認してください｡ 

 device=ASPI4DOS.SYS, ASPI8DOS.SYS... 
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ストレージ管理データベースのトラブルシューティ

ング 

ネットワーク インストールにおけるストレージ管理データベー

スの場所の選択方法 

ネットワーク上でのストレージ管理データベースの設置場所は､非常に重要な場

合があります｡より大きなネットワークでは､災害回復を行うために必要な時間を

最小限にするために､ストレージ管理データベースを専用ストレージ管理サーバ

上にインストールします｡このサーバでは､ストレージ管理処理以外の操作は行わ

れません｡次に、バックアップするサーバにテープ装置をインストールします｡ス

トレージ管理サーバにエラーが生じても、データは失われず､サーバの回復を非

重大マナーで実行できます。他のサーバにエラーが生じた場合も､ストレージ

サーバは使用可能なので､回復が至急実行されます｡ 

小さいネットワークの場合は､ストレージ管理データベースをテープ装置と同じ

サーバにインストールすることができます｡データベースが小さいので､回復にそ

れほど時間がかかりません｡ 

詳細については､第 10 章「ヒント、テクニック、および方法」の「ストレージ管

理データベースの管理」を参照してください｡ 

ストレージ管理ゾーンの作成方法 

NovaNET をインストールする際、既存のストレージ管理ゾーンを連結するか、

それとも新しく作成するかを選択することができます。ストレージ管理ゾーンは、

データベースがインストールされているコンピュータに関連付けられます。 

新しいストレージ管理ゾーンを作成するには、NovaNET インストーラを実行し

ます。プロンプトが表示されたら、ゾーンの名前を入力し、ゾーン データベー

スのディスクの場所を指定します。既定の場所はシステムの NovaNET ディレク

トリです。たとえば、Windows コンピュータでは c:\Program Files\NovaNET と
なります。 

詳細については、『NovaNET インストール ガイド』の第 2 章の「Windows オペ

レーティング システム」および第 3 章「Windows 以外のオペレーティング シス

テム」を参照してください。 
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ストレージ サーバ障害から回復するとき、NovaNET はデータ

ベース情報をすべて回復するのか? 
ストレージ管理データベースを回復すると､データベース情報のほとんどが回復

されます｡回復されないのは、データベースがバックアップされたときに実行し

ていたジョブの完全なログだけです｡ログは､ジョブが完了してから書かれるから

です｡ジョブは､データベースがメディアに書き込まれるまで完了しません｡ 

エラー メッセージのトラブルシューティング 

バックアップ中または新規オブジェクトを追加するときに、"エ
ラー 51 – データベースが壊れています" と表示される 

通常､データベースが壊れている場合､インストール時に NovaNET によって自動

的に回復されます｡ただし、インストール時に行われるクィック チェックによっ

て､エラーが検出されないことがあります｡NovaNET でデータベースを修復させ

るには 

1. NovaNET サービスを停止します。 
2. NovaNET をインストールしたディレクトリにある NNCfg.ini 構成ファイルを編集し

ます。[configuration] セクションの repairDatabase=No という行を repairDatabase=Yes 
に変更してください｡ 

3. NovaNET を開始します。 
4. データベース修復のメッセージが表示されたら、[はい] をクリックします。

NovaNET は、自動的にデータベースを修復し、構成ファイルの行を

repairDatabase=No に戻します。 

Windows でファイルの回復を行うと、"エラー 212 - 原因不明の

エラー" が表示される 

Windows では、バックアップ メディアのデータ ストリームにセキュリティ情報

が保存されます｡この情報は､ファイルの元の場所のレジストリによって異なりま

す｡ファイルを異なるシステムに回復する場合､またはファイルを新しいレジスト

リと同じマシンに回復する場合､メディア上のセキュリティ情報は無効になりま

す｡ 
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この問題を防ぐには､回復ジョブの [オプション] タブから [高度なオプション] 
ウィンドウを開き､[親のセキュリティ] ボックスおよび [子のセキュリティ] ボッ

クスをオフにします｡これにより､NovaNET によってファイル内のデータが回復

されますが､所有者やアクセス コントロールなど、ファイルのセキュリティ情報

は一覧表示されません｡ 

Windows でファイルの回復を行うと、"エラー 630 - ディレクト

リを作成できません" が表示される 

このメッセージは、回復する際に、ハード ドライブへの適切な Windows 権限を

持っていない場合に表示されます。ハード ドライブの [ローカル ディスクのプ

ロパティ] 画面で [作成者の所有者] 権限と [システム] 権限についてフル コント

ロールを持っていることを確認します。もう一度やり直してください。Windows 
の権限は、ファイルを回復後、元の設定に戻すことができます。 
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